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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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〝屍しかばねの兵〟──

　聞き慣れないその単語に、ハーミットは耳をそばだてた。

　隔週発行の政治紙、ライブラ新報に属する記者の友人は、にやりと唇の端で笑う。

　彼はハーミットより年上で、もう三十に近い蓬ほう髪はつの男だった。ハーミットの反応を楽しむように笑い、机の上に封筒を差し出す。

「物ぶつ騒そうな名称だろう？　特務警けい邏ら隊たいとか、機密保安部隊とか、そういう部隊名ともわけが違う。むしろ新兵器の一種と思ったほうがいいかもな。上の連中でも、この研究がなんなのか、知っている奴やつは少ないと見たね」

　誇らしげに言う早耳の記者は、集めたその資料の一部を見せてくれた。

「こっちも証しよう拠こ集めの最中だし、まだ今の段階じゃ虚実いりまじってそうだがな。親父おやじさんには俺おれも世話になったし、おまえには一応、今のうちに知らせておこうと思った。ほら、よく見ろ。すぐに気づくはずだ」

　吊つるしたランタンを手元におろし、ハーミットは資料に添てん付ぷされていたメモを読んだ。そこに踊る文字は記者のものではない。いくつかの研究機関の名称と予算が、乱雑な字で年度別に整理して記載されている。

　ハーミットは眉まゆをひそめた。

「マッシュ、これは──？」

　記者の友人は笑った。

「あぁ。会計院の知合いに頼んで、資料の写しをもらった。公式発表用じゃなくて、本物の予算案の写しだ。さて、問題なのは、そこの左下の研究所だな。見てみろ」

　彼が指差したのは、とある研究所の欄──その研究所では、一昨年の予算と比べて、昨年の予算が十分の一以下にされている。ところが今年の予算案では、元に戻るどころか、記入ミスかと疑うほどに非常識な額が与えられていた。

　大幅に減らされたのは、ハーミットの父──先の国家元首であるルースター・エアルが権力を握っていた時期と合致する。

　気づいたハーミットは、食い入るようにメモを見つめた。

　記者が鼻を鳴らす。

「な、臭におうだろ？　いくら国家元首だって、予算に関かかわる権限はそれほど強くない。どんな手段を用いたのかまでは、俺にもわからないが──きっとお前の親父さんは、その研究所を無力化させ、ゆくゆくは閉へい鎖ささせるつもりだったんだろう。ひょっとしたら、親父さんの死とも少しは関係があるかもしれん」

　その指摘にハーミットは肩を震わせた。

　無む論ろん、その研究所の予算を減らしたがために、父が殺されたとは思わない。そうした機関には、いざ予算がつかないとなれば、なんやかんやと援助する者達がいる。

　だが、父がラトロアの黒幕達と対決する過程の一つとして、この研究所を巡る攻防があったであろうことを、その一枚のメモは確かに物語っていた。

　父の戦いの跡──証明ともいえない落書きじみたメモだったが、父と敵対していた者につながる手がかりが、そこにはきっとある。

「さっきちらりと話した〝屍しかばねの兵〟ってのは、この研究所で開発中の技術らしい。俺おれの調べた限りじゃ、どうもかなりふざけた内容でな」

　記者はランタンの蓋ふたを開け、葉巻にそっと火を移した。

　煙草タバコ嫌いのハーミットは、部屋では友人に葉巻を吸わせないことにしている。だが今夜ばかりは、文句を言うより先を促うながした。

「マッシュ、それはどんな研究なんだ？」

「先に言っとく。話の出で所どころはかなり曖あい昧まいだ。研究所から逃げた奴やつがいて、そいつから話を聞いたって奴に取材した、つまりは又また聞ぎきの話でな。俺がじかに見たわけじゃないし、重ねて言うが、真しん偽ぎは定かじゃない」

　そう前置きした上で、彼はゆっくり語り始めた。

「屍の兵ってのは、特殊な薬によって、理性や思し考こう力りよく、あるいは良心とか恐怖心を失わせた兵のことらしい。命令に従わせつつ、恐怖心をなくさせて、ただひたすら敵を打ち倒す──逃げない、怠なまけない、恐れない。反抗なんてもってのほかだ。お偉えらいさん方にとっちゃ、まさに理想的な〝駒こま〟だな。そこの研究所では、そんな兵を作りだすための薬を研究しているらしい」

　その物ぶつ騒そうな内容に、ハーミットは純粋な怒りを覚えた。技術的に可能か不可能か以前に、確かに父なら、そんな研究そのものを許可しないだろう。

「その薬というのは……つまり麻ま薬やくのようなものか？」

　記者はかすかに首を傾かしげた。

「微妙なところだな。傷による痛みや恐怖心がなくなるってところは、麻薬にも通じる効果がある。だが依存性については不明だし、幻げん覚かくなども見ないと聞いた。この薬の肝きもは、運動能力はほぼそのままで、戦いに関する技術も生かせる状態にもっていくことにある。ほら、昔の物語に、死霊術師ネクロマンサーってのがいるだろう。死体を命令通りに操あやつる──あれを生きた人間でやろうっていう、冗じよう談だんみたいな話なのさ」

　戦場で腰の引けがちな民兵を、死を恐れぬ決死隊に変える薬──ハーミットならずとも、そんなものがあるとは信じ難い。

「しかし、そんな都つ合ごうのいい薬ができるのか……」

「確かに都合のいい薬だ。まだ問題が多いとかで、今は罪人や捕ほ虜りよを相手に、非合法の人体実験を繰り返しているらしい。その効果が人によってまちまちで、中には廃はい人じんになっちまうのもいるそうだが……もしかしたら全部、予算獲かく得とくのための虚きよ偽ぎかもしれん。だがそれにしては、出てきた情報が妙に細こまかいんだ」

　そして記者は葉巻を吸いながら、彼の知る限りのことを話し始めた。

　屍しかばねの兵を作りだす薬は、植物由ゆ来らいなのか動物由来なのかも含めて、その製造方法がまるで不明なこと。

　薬を投とう与よされた者は、催さい眠みん術じゆつに近い形で合言葉を刷すり込まれ、その合言葉を知る者にとっての忠実な兵になること。

　薬の効果がどれほど強くでるかは人によって差があるが、廃人になる者も多く、まだ大軍への投与はできないこと。

　効果の違いは、自我を失うか、ある程度の理性を残すか、その範囲内での誤ご差さだが、精神力の強さ、あるいは体質の相違などにも結果が左右されて、稀まれに薬の効かない者もいること。

　そして、だいたいは投与から時間が経たつと元に戻るが、続けて投与を繰り返すうちに、人としての感情を失いはじめ──やがては元に戻らなくなること。

「──投与量の少ないうちは、人より恐怖心がなくなる程度で理性も働き、細かい命令も聞き分けるらしい。誰だれそれを暗殺しろとか、機き密みつ文書を届けろとか、要するに多少は頭がまわらないとできない任務もこなせる。場合によっちゃ、失敗したら逃げろとか自じ害がいしろとか、そういう融ゆう通ずうを利かせた命令も可能だ。ただ、行動面では概おおむね凶きよう暴ぼうになるらしくてな。特に効果が強く現れると、獣けものと同じように理性を失うこともあって──そうなるともう、合言葉すら通じないらしい」

　淡々と話していたが、記者の眼めは少しも笑っていなかった。

　彼の静かな怒りを、ハーミットは気配で察する。ハーミットにとっても、もしこれが事実なら、ほうっておけることではない。

「その話、信しん憑ぴよう性せいは高いのか？　君を疑うわけじゃないが、そんな薬を量産するとなったら、国民感情にだって影響するはずだ。場合によっては政権がひっくり返る」

「だから、罪人や捕ほ虜りよで人体実験をしているのさ。副作用を確かめているのかもな。それにもし他国を占せん拠きよして、その国の兵達を無力化させる時──上手うまく使えばこれほど効果的な薬はないぞ。反乱の芽めを摘つみつつ、忠実な部下を増やせるわけだ。兵だけでなく、農民を働かせるのにも使えるかもしれん」

　何者かの命令を聞き続け、自らは考えない人々が構成する社会──それを想像して、ハーミットはぞっとした。

　記者はがりがりと頭を引っ搔かいた。

「俺おれもはじめは半信半疑だったが、この研究が進められているのはおそらく事実だ。裏付ける証言はいくつか拾っているし、残念なことに、否定する根拠もない。なにより──あの殺さつ人じん鬼きベスナーが、この実験のために移送された節ふしがある」

　彼が呟つぶやいた名は、ハーミットにとっても忘れ難いものだった。そもそも記者マッシュとハーミットを結びつけた縁が、その殺さつ人じん鬼きベスナーである。

　通とおり魔ま的に、若い女を斬きり殺してまわった殺人鬼ベスナー──被害者は確定されているだけで二十人に及び、記者であるマッシュの友人もまた、その毒どく牙がにかかって殺された一人だった。

　彼は敵かたき討うちを決意し、警察を出し抜くほどの捜そう査さをした。そして犯人は剣を使っていたことから、彼はハーミットを容疑者の一人と仮定し、接近してきたのである。

　ハーミットの尾び行こう中にまた事件が起きたことで誤解は解け、ハーミットは彼と協力して、その犯人を追い詰めた。

　四年前のその事件以来、ハーミットと記者マッシュの交流は続いている。

　捕らえられたその犯人は、数ヵ月前に死刑になったと、目の前にいるマッシュ本人が記事を書いていた。

「ベスナーが移送……？　死刑が執行されたと聞いていたが──」

「俺おれもこの情報を得るまで、そう思っていたよ。だが研究所から逃げた奴やつが、〝あの殺人鬼ベスナーも実験体の一人だ〟とか言っていたらしい。それも本当かどうか、怪あやしいが──」

　記者の眼めに細い光が宿った。その様子に、ハーミットはふと危険なものを感じる。

「マッシュ、君はまだ、敵討ちを？」

　記者はゆっくりと、首を横に振った。

「いいや。あの外げ道どうが苦しんでいるならいい気味だ。わざわざ楽に殺して、助けてやろうとは思わんね。だが、あの男が苦しむのは望むところでも、その薬の完成によってこの世界が理り不ふ尽じんな戦乱に向かうとしたら、これは止めなきゃまずいだろう」

　ハーミットは頷うなずいた。

　四年の歳月は、記者の中にくすぶる復ふく讐しゆう心しんを多少は和やわらげたらしい。少なくとも、今の彼は理性的な判断をしているように見える。

「なぁ、ハーミット。こいつは俺にとっては、まだ飯メシの種たねにならない情報だ。公表するには証拠が足りないし、それでなくとも、下手へたにばらして眼をつけられたら命がやばい。本来なら記者としてペンで戦うべきなんだろうが、どうせ上じよう司しに差し止めを食うだろうし、それ以前に確たる証拠がないことには俺も書けない。だから当分、記事にはできないが──」

　いかにも残念そうに言って、記者は葉巻の火を携帯用の灰皿に揉もみ消した。

「これからしばらく、俺はこの線をしつこく調べてみる。どうにもきな臭くさいんでな」

　記者は薄く笑っていた。ハーミットは、友人である彼の眼を正面から見み据すえる。

　さほど澄んでいるわけでもない眸ひとみには、世を斜めに見る癖くせのついた者に特有の倦けん怠たい感かんが漂っていた。そのだるそうな様子に隠かくれてはいたが、彼の心の内側には紛まぎれもない決意がある。

　ハーミットの友人として、危険な捜査に協力することへの決意。

　そして、この国の将来を憂うれえるがゆえに、自分にできることを探す決意──

　真実を求めるとか巨悪に立ち向かうとか、そういった誇こ大だい妄もう想そう気味の気き概がいは彼にはない。だが現体制への批判精神は旺おう盛せいだし、彼なりにこの国の行く末を案じていることは確かだった。

　そのことを頼たのもしいとも思う反面、ハーミットは不安も感じる。

「マッシュ、気をつけてくれよ。君もかなり、危険な領域に踏み込みつつある」

「おまえに言われたかないよ」

　苦笑した記者は、ハーミットの額を指先で小こ突づいた。

「関係機関に一人で忍しのびこむわ、特務警けい邏ら隊たいを相手に大立ち回りするわ、挙あげ句くの果てには秘密警察の連中とも事を構えたんだろ？　今や立りつ派ぱな指名手配犯に心配されるほど、俺おれは不ぶ用よう心じんじゃない」

　記者は椅子から立ちあがり、去り際に片かた眼めを瞑つぶって見せた。

「おまえこそ気をつけろよ。死なれると、ポーカーのカモが一人減る」

　そんな軽口を叩たたく彼に、ハーミットは微笑を送った。友人のありがたみが身に染みる。彼がいてくれたおかげで、一人ではなかなか知り得ない多くの事実を知ることができた。

　そしてなにより──共に戦ってくれる仲間がいるということ、それがどれだけありがたいことか、ハーミットは実感していた。

「じゃあな、ハーミット。二、三日のうちにまた来る」

「ああ──感謝するよ、マッシュ」

　記者は嫌そうな顔をした。

「俺が勝手にやってることだ。感謝なんぞはいらない。ついでに言っとくが、俺はベスナー事件に対する恩返しなんてつもりもないからな。危ないと思ったら、すぐにおまえを見捨てて手を引くぜ」

　その乱暴な言葉は、ハーミットには軽々と噓うそだと見破れた。

　だが、願わくば本気であって欲しいとも思う。ハーミットとしては、決して彼を死なせたくない。死なれるくらいなら、むしろ裏切られたほうがましだとさえ思う。

　記者は瓢ひよう々ひようたる足取りで部屋から出ていき、ハーミットは不安に思いつつもその背を見送った。

　そして、その夜を境に──新聞記者のマッシュは、ハーミットの前から姿を消した。
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　深しん更こうを迎えたフォルナム神殿──その中心部、御柱ピラーの直下では、夜には不ふ似に合あいな喧けん騒そうが続いていた。

　ぼんやりと発光する巨大な御柱ピラーを中心として、底面を見上げるホールに数百の兵がひしめいている。

　真昼のように、とまではいかないが、御柱ピラーから発せられる光は、戦場を充分に見渡せるほど明るかった。

　掲げた刃をその光にきらめかせ、フェリオは周囲で戦う仲間の騎士達に声を張る。

「敵兵に集中しろ！　奇妙な連中だが、腕前自体はたいしたことはない！」

　呼こ応おうした王宮騎士団の面々が、ホールに気き合あいの声を響かせた。

　日ひ頃ごろは静せい寂じやくに包まれているはずのその空間は今、刃と怒ど号ごうに支配されている。

　王宮と神殿、双方の騎士達と対たい峙じするは、御柱ピラーより現れた奇妙な兵達──

　四方に広い通路をもつこの広間は、天井までが大人おとなの身長の三倍ほどもあり、かなり高く設計されている。特に御柱ピラーの周辺はドーム状になっており、もっとも高い場所は二階まで吹き抜ける形になっていた。

　そして、その天井から突きだすようにして、床ゆかから四メートルほどのところに御柱ピラーの底面が浮いている。

　つまりはこの広間自体が、巨大な御柱ピラーに寄りかかる形で強度を保っていた。

　不自然な敵兵達は、その御柱ピラーの底面から次々と落ちてくる。

　彼らは無表情で、それぞれが連れん携けいする様子もなく、ばらばらに動いていた。ただ、目の前の敵を打ち倒そうとする意志だけは旺おう盛せいらしく、怯ひるむこともなくがむしゃらに剣を振るってくる。

　その戦いぶりに、フェリオは戦せん慄りつしていた。

　気き迫はくに満ちたやけっぱちの兵でもない。

　逃げることを考え始めた怯おびえる兵でもない。

　ならばただ冷静に戦っているのかと思えば、彼らは実力差のある無む謀ぼうな相手にも平気で立ち向かい、後先を考えない捨て身の戦い方で返かえり討うちに合っていく。まるで思し考こうする力を失っているようで、それを見ているはずの周囲の兵達も、仲間の死を意にも介さず戦いを挑いどんでくる。

　──気味が悪い。

　フェリオにとって、それはかつてない感覚だった。

　思いは歴れき戦せんの騎士達も同じらしく、剣けん腕わんでは勝まさっているものの、表情には戸と惑まどいの様子が濃い。

　そして斬きっても斬っても、御柱ピラーの底面から新たな兵が、それこそ虫のように湧わいてくる。

　宙に浮く御柱ピラーの真下は、四方向に広い通路が伸びている。

　はじめ、神殿の南側から突入したフェリオ達は、柱と柱の間を縫ぬうようにして激戦区を突破し、崩くずれかけていた北側に抜けた。

　現在は南側をベリエ率ひきいる神殿騎士団が、北側をウィスタル率いる王宮騎士団が支え、東西の通路は神殿騎士と王宮騎士の混成部隊が押さえている。

　そしてフェリオ達が北側に抜けたその直後から、敵の増ぞう援えんが加速した。

　一度に出てくる人数自体は十人、二十人程度だが、その間かん隔かくが明らかに短くなっている。

　いまや二百人以上の敵兵が四方向に向けてがむしゃらに進撃を続け、フェリオ達はそれを迎え撃つだけで精一杯の状況だった。

　フェリオの刀も、すでに幾人もの兵を斬きっている。

　その返り血を頰ほおや髪に浴びて、フェリオは奇異に思った。

　敵を幾人も斬ったわりに──自分の刃には、ほとんど血や脂あぶらがついていない。

（……こいつら、血が……薄いのか？）

　漠ばく然ぜんと、そんな感覚を覚える。

　敵兵の血はあくまで赤く、一見すると人の血に見えた。だがその質は妙に薄く、まるで色のついた水のようにさらりとしている。

　人の血は本来、もっと粘ねばり気けが強く、刀に絡からむものである。

　頰についた返り血を手で拭ぬぐって、フェリオは改めて確認した。

　その血にはほとんど滑ぬめり気けがなく、同時にひどく冷たい。血に特有の臭においもほとんどしなかった。

　辺りには血の臭しゆう気きが満ちていたものの、それは敵兵に倒された神殿騎士達のもので、敵兵の血そのものからは臭いがしないのだ。

　もう一つ、刀で斬った感触にも奇妙な点があった。

　決して手て応ごたえがないわけではないのだが──通常の人間よりも、やけに軽く斬れる。まるで筋肉の弛し緩かんした死体を斬るような印象で、同時に骨まで脆もろいような気がする。

「こいつらは──なんなんだ？」

　刀を振りながら、フェリオは思わず独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

　すぐ脇わきで敵兵に対たい処しよしていたハーミットが、目許を歪ゆがめて応える。

「彼らは〝屍しかばねの兵〟──だと思います。私も一度だけ、ラトロアで戦いました。秘密警察の連中が差し向けた暗殺者だったのですが、ただ──すでにお気づきとは思いますが」

　ハーミットはフェリオと背中を合わせ、緊迫した声で呟く。

「ここには、まったく同じ奴やつが何人もいます。ラトロアの薬では、人間の恐怖心や痛つう覚かくを消すことはできますが、何人も同じ人間を作りだすことなど不可能です。それにこの薄い血や斬った感かん触しよくは、人間のものとは思えません。これは──もしや、ラトロアの技術とは関係のない、御柱ピラーの力なのでしょうか──いや、しかし、この兵達の様子と装備は……」
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　フェリオも考え込む。ハーミットの言葉を信じるなら、現在の状況は、ラトロアの技術と御柱ピラーの不可思議な力が融合した結果だろうと判断できた。

　だが、そうした予想はついても、確かなことはわからない。

　御柱ピラーから人が出てくること自体は、あり得ないことではない。実際に、この御柱ピラーからは来訪者ビジター達が現れた。

　しかし、彼らが出てきた時と今とでは、その状況がまるで違うのも事実である。来訪者ビジター達が現れたのは上の階、祭殿と接する側面だったし、彼らは服装や戦い方の面でも、明らかにこの世界の人間とは違っていた。

　今、御柱ピラーの底面から湧わいてくるのは、外見としてはこの世界の兵と思おぼしき者達で、戦い方も相応のものである。それでいて、血が薄かったり骨が脆もろかったり、またあるいは同じような人間が数多くいたりと、人としてはあり得ない奇妙な点が目立つ。

　ここに駆けつけてすぐに、負傷した神殿騎士の一人が言っていた。

　──〝動く死体〟と戦っているみたいだった。

　──顔がおんなじ奴やつも、何人もいる。

　フェリオもまた、その彼と同じ感想を得た。

　同じ容よう姿しの者達についても、はじめは部隊ごとに装備を統一しているのかとも思ったが、乱戦の中でよく見れば、その体格や顔までがまるで同じなのだ。

　気き合あいの声も出さずに、中年の巨漢が激しく斬きりかかってきた。無ぶ骨こつな鉄の仮か面めんで顔を覆おおい、大剣を勢いづけて振り下ろす。

　技術は拙つたない。だが、おそろしく思い切りがよく、外した後のことをまるで考えない踏み込み方をしている。練れん度どの低い兵なら、おそらく怯おびえて逃げ腰になるだろう。

　フェリオは身を捻ひねりつつその剣を受け流し、逆に前へと踏みこんだ。

　この敵兵達には、まともな痛つう覚かくがないらしい。過あやまたず一撃でしとめるために、刃へ意識を集中させる。

　丸みを帯びた鉄仮面と、胸当ての隙すき間ま──鎖さ骨こつの少し下を狙ねらって、刀を閃ひらめかせた。

　刃は首の下を斜めに斬り上げ、その衝しよう撃げきで男の鉄仮面が大きくずれて外はずれた。

　その下に現れたのは、中年男の冴さえない顔だった。うつろな眼めをして、苦く悶もんにあえぐことさえなく、彼は操り糸が切れたように仰向けに倒れていく。

　脇わきのハーミットがその姿にさっと視線を走らせ、そして鼻筋を引きつらせた。

「この男──ベスナー……か？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやかれたその名は、フェリオの知らない人間のものだった。

「ハーミット、まさか貴方あなたの知合いなのか？」

　フェリオは思わず刀を止めた。すかさずハーミットは、フェリオを護まもる形に敵兵との間に立つ。

「まともな知合いならば、斬るのをためらうところですが──このベスナーは、私がラトロアで捕らえた殺さつ人じん鬼きです。公おおやけにはもう刑けい死ししたことになっているのですが、実際にはある研究所で、屍しかばねの薬の被ひ験けん者しやにされていたという話も──」

　肉にく薄はくしてきた、別の中年の巨漢──ハーミットは迷いを見せずに、彼の首を刎はね斬った。

　鉄仮面が外れてその下に覗のぞいた顔は、フェリオが斬った兵とまったく同じものである。

「──ラトロアの政府は、彼らにいったい何をしたのか……」

　ハーミットが声を震わせた。

　フェリオは改めて周囲を見回す。

　この場にいる敵兵は、数こそ多いものの、だいたい五種程度に分類できた。つまりは同じ人間が何十人も出て来ていることになる。

　騎士剣をがむしゃらに振り回す中年の巨漢、二本の短剣ダガーを操る素早い女、いかにも若い、片刃の剣を扱う兵士もいれば、細剣レイピアを使う瘦やせぎすの青年や、手て槍やりを持った老人もいる。

　もっとも手て強ごわいのは、その手槍の老人と短剣ダガーの女で、老人の技術は高く、女は暗殺者に近い動きをしていた。

　神殿騎士達に傷を与えているのも、この二種類の兵がほとんどである。フェリオ自身はまだ手槍の老人と対たい峙じしていないが、最前線では王宮騎士団の騎士達でさえもが彼に手を焼いていた。

　そうした〝屍しかばねの兵〟達を相手に、傍かたわらのハーミットは表情に戸と惑まどいを見せつつも、刃先では迷いなく敵を斬きり伏せていく。

　むしろ──まるで迷うことを恐れるかのように、彼の刀は勢いを増していった。

　フェリオも再び、刀を振り始める。

　黙々とただ襲ってくる兵達は、その腕前より、数と性質が厄やつ介かいだった。

　周囲の敵の掃そう討とうが終わらないうちに、すぐにまた御柱ピラーの底面から、数十人に及ぶ増ぞう援えんが降ってきた。

　フェリオは思わず目許を歪ゆがめる。

　今度の増援達もまた、同じ人間のように見えた。

　──きりがない。

　そう思いつつ、フェリオは周囲の状況を改めて確認した。

　御柱ピラーの底面を挟はさんだ向こう側では、神殿騎士団の団長、ベリエ・バーミリオンも激しく戦っていた。

　最前線で躍動感溢あふれる動きを見せ、敵兵の薄い血をその全身に好んで浴びている。

「いいぞ！　もっと来い！　おまえら如ごときなら、何十人でもまとめて相手をしてやる！」

　高々と響いた声はやたらと機嫌がよく、心しん底そこ、この戦いを楽しんでいる様子である。戦っていればそれで幸せとでも言いたげなその様子は、頼たのもしい反面、近寄り難い狂きよう気きも同時に感じさせた。

　敵を倒すことを純粋に喜び、まさに鬼き神しんの強さを発揮しているベリエは、ウィスタルとはまた違った意味で、卓たく抜ばつした戦士だった。

　フェリオとしては、とてもその強さを尊敬する気にはなれない。ベリエの強さは認めるが、彼の剣は明らかに凶きよう刃じんである。

　とはいえ、単純にこの場を支える戦力として考えれば、血を好むベリエは優秀すぎるほど優秀な指揮官だった。彼のおかげで、神殿騎士達が勢いづいている点は否いなめない。

　彼とウィスタルが指揮をしていれば、少なくともしばらくは持ちこたえられる──フェリオはそう判断した。敵の増援は依い然ぜんとして続いているが、神殿騎士にも王宮騎士にも手練てだれが多いし、指揮官が奮ふん戦せんしている中、怖気おじけづいている者は見当たらない。

　フェリオは前線のウィスタルに声を投げた。

「ウィスタル！　ここの指揮を任せる！　俺おれはコウ司し教きようを助けにいって、御柱ピラーのこの状況について、何か知らないか確かめてくる」

　現在は囚とらわれの身であるコウ・シェルパ司教は、シャジールの民である。彼らは人間よりも御柱ピラーのことに詳くわしく、また神殿の歴史にも詳しい。この異変を止める手段を、あるいは知っているかもしれない。

　フェリオの声に反応して、ウィスタルは大声を返した。

「承うけたまわりました！　フェリオ様もお気をつけて！　念のため、何人か連れて行ってください！」

　ウィスタルはそうは言ったが、この場を支えるには人数が必要なはずである。

　フェリオはさっと周囲を見回して、後ろに控えていた狩人かりうどの少年に視線を向けた。

　狭せまい場所での乱戦では、得とく意いの弓を生かせないらしい。彼の狙ねらいは正確無比だが、その射しや線せんに味方がいては、さすがに矢を射てないはずである。

「よし、エンジュ、一いつ緒しよに来てくれ。騎士達は、ウィスタルと共にこの場を支えろ！」

　そう指示しておいて、フェリオは前線から退ひいた。すぐにエンジュも後退しはじめる。

　フェリオが抜けた穴を、たちまち配下の騎士達がきっちりと塞ふさぐ。

　ここを支えるのは容よう易いなことではないと、彼らもわかっている。

　戦闘が長引けば、疲労との戦いになることは明白だった。もし敵の増ぞう援えんが際さい限げんなく続くようなら、いかな王宮騎士団、神殿騎士団とはいえ、そういつまでももたない。

　決して無理をさせないために、フェリオは後こう背はいから指示を追加する。

「タートムの脅きよう威いもある今、王宮騎士団は貴重な戦力だ。危なくなったらすぐに退いてくれ。幸い、神殿の出口は限られているから、門を封ふう鎖さすれば神しん域いきの街まちへの被害は避けられるはずだ」

　最悪の事態を想定して、フェリオはそう告げた。ウィスタルが剣を振りながら、素早く視線をよこして頷うなずく。

　そしてフェリオは、刀をもった長身の青年にも声を投げた。

「ハーミット、貴方あなたにも頼む。ウィスタルとここを支えてくれ」

「もちろんです。これは──私にとっても、無関係なことではありません」

　律りち儀ぎに応こたえるハーミットの顔色は冴さえない。この屍しかばねの兵の唐とう突とつな出現には、この場の誰だれもが驚いていたが、ハーミットの驚きは他と少し質の違うものだったろう。出てきた兵のうち、ベスナーと呼んでいた巨漢とは、古い因いん縁ねんもあるらしい。

　フェリオはエンジュを伴ともない、御柱ピラーの間の通路を駆けた。林立する柱を横目に広間から退ひいていく間にも、敵の増援はまた御柱ピラーの底面から降って来た。

　円を描く外側の廊下にまで抜けると、もう神殿の人々はすっかり眼めを覚ましていた。

　すでに衛兵達や残りの神殿騎士達も起きてきて、次々と援護に入ろうとしている。様子を見に来て戸と惑まどう神官達の姿もそこにはあった。

　御柱ピラーの真下は、広いとはいえ限られた空間だけに、増援の全員が入ることはできない。しかし、負傷した騎士と交代する形で防いでいけば、より多くの時間を稼かせげるはずである。

　その間に敵の増援が止みさえすれば──この場は、おさめられる。

　あとの問題は、あの敵兵達がいつ出てこなくなるのか、その一点だった。

　フェリオは近くにいた若い神官達に声を張った。

「おい！　すぐに居住区の神官達を神しん域いきの街まちまで避ひ難なんさせるんだ！　それから神殿騎士にも説明して、囚とらわれの高位神官も一時解放し避難させるように言ってくれ！」

　おそらくは、カシナート司し教きようもその指示をだしているはずである。念のために飛ばしたフェリオの指示に頷うなずき、若い神官達はあたふたと居住区のほうへと駆けていく。

　一方のフェリオは、彼らとは反対の方向、下りの階段に向けて走った。

　コウ司教の囚われている場所は、地下のどこかにある。おそらくこの騒動で、見張りの騎士達も慌あわてていることだろう。彼らを問い詰めて場所を聞き出すことは、それほど難しいことではないはずだった。親しん善ぜん特とく使しとして長く滞在していたフェリオは、この神殿の構造をある程度は理解しているし、見当はついている。

　走るフェリオに、エンジュは背後からぴたりとついてきた。

　彼の脚力は、フェリオには及ばないものの、装備を固めた騎士達よりは上だった。山や森を駆けていた狩人かりうどだけに、その身軽さは頼たのもしい。

　エンジュを連れて廊下を急ぎながら──フェリオは、ここに来る前に逃げたはずのリセリナ達のことを考えていた。

「王子、こんな時になんだけど、ウルク司し祭さいのところには──？」

　エンジュが走りながら問うのへ、小さく頷きを送る。

「……ついさっき、行ってきたところなんだ。今はリセリナに任せてある。多分──そろそろ、神域へ離り脱だつしているはずだ」

　彼女らは今いま頃ごろ、抜け道を使って、神域の街に逃れているはずだった。その後は、この御柱ピラーの異変などには関かかわらず、速すみやかに王都へ急いで欲しいと願う。

　二人の存在は、フェリオにとっては私的なものだった。

　フェリオにはアルセイフの王族として、この神殿での変事に対たい処しよする責任がある。

　指揮権と交渉権を預けてくれた外がい務む卿きようラシアンや政せい務む卿きよう代行アゴールの信頼に応こたえ、そしてこの国の将来を守るためにも、この責任を放ほう棄きすることはできない。

　しかし、リセリナやウルクのことになると、どうしても私情が絡からむ。

　国を守る王族としての責任と、自分にとって大切な人間を守りたいという私情と──

　迷わずに国を選べるほど、フェリオは達たつ観かんしていない。

　かといって、友人を守るために王族としての責任を放棄することもできない。それでは王族としての信義に反する。

　結局のところ、どっちつかずの優ゆう柔じゆう不ふ断だんだが、どちらも大切で捨てられないものである。

　フェリオは王族として生まれて育ち、この国のために生きることをウィスタルに教えられた。

　私情を捨て、私心を抑おさえ、私欲を殺す──

　そう努つとめることは、フェリオにとって自然なことだった。

　──〝貴方あなたはその剣で、何を斬きろうとしているのですか〟

　幼い頃ころには、ウルクにそう問われた。

　その問いを経て、フェリオは〝守る〟ためにこそ剣を持つと決めた。

　今のフェリオには、守りたいものが数多くある。

　ウルクやリセリナはもちろん、神官達や王宮騎士団の仲間、王都にいる兄や官僚達、市井しせいの人々──

　ウィスタルに憧あこがれて振り始めた剣は、いつしかフェリオにとって、仲間と国を守るための大切な武器になっていた。

　だがこの武器は、決して万能ではない。

〝汝なんじは大切な全すべてを護まもろうとしている〟

　ついさきほど、来訪者ビジターのパンプキンにはそう指摘された。

　その指摘は、フェリオの思いを的確に射い抜ぬいていた。

〝だがそれは、人の身には叶かなわぬことであろう。いずれは何かを見捨てねばならん〟

　彼のその言葉が、耳にしつこく残っている。

　事実──そうなのだろうと思う。わかってはいるつもりだった。

　大切なウルクの記憶も、フェリオは守れなかった。

　アルセイフの内乱を通してフェリオは、ウルクやリセリナや、そしてシルヴァーナらによって逆に守られもしたが──結果として、ウルクは記憶を失い、シルヴァーナは神殿騎士によって傷を負わされた。そしてリセリナは、今も来訪者ビジター達から狙ねらわれている。

　走りながら、フェリオは刀の柄つかを握りしめた。

　叶うことなら、すべてを守りたい。だが自分の身は一つで、刀の届く範囲も限られている。

　そう──一人の剣だけでは、すべてを守ることなどできはしない。パンプキンの言ったとおり、そこには必ず限界がある。剣の届かない場所にも暴力は存在するし、眼めの届かない場所にこそ陰いん謀ぼうがある。

　ならば、どうすれば──

〝すべて〟は無理だろう。だが、〝より多く〟のものを守り、また守りやすくすることなら、不可能ではない。

　そのためには、日々を過ごすこの地が、ただ平和であればいい。

　亡なき父、ラバスダン王は、その平和をこよなく愛した。

　師でもあるウィスタルは、その大切さを切せつ々せつと教えてくれた。

　この国が平和であれば、きっと多くのものを守ることができる。否いな、より正確には、フェリオが守る必要もなく、人々は平和によって生活を守られることになる。周囲が平和であれば、フェリオも守りたい物に集中しやすい。

　だが、その平和を守り続けることは、決して容よう易いではない。先の内乱、今の神殿の状況もそうだが、アルセイフ一国だけでなく、周辺国のアルセイフへの侵しん略りやく行動も抑おさえなければならない。

　そしてそれこそが、王族の──あるいは、指導者達の役割であるはずだった。

　少なくとも王族としてのフェリオは、その自覚を持っている。

　周囲の皆が、自分のような若わか造ぞうを立ててくれるのも、王家の血筋であればこそだとわかっている。その王家の血筋とは、フェリオにとってすなわち〝責任〟を意味していた。

　ただの第四王子だった頃ころは、野や心しんをもたず目立たずに、あくまで剣にうつつを抜かす凡ぼん庸ような王弟として日々を過ごすことが、フェリオの責任だった。間違っても政権をうかがったり、あるいは不ふ穏おんな動きをする貴族の傀かい儡らいになってはいけない──それだけが、フェリオに求められていたことだった。

　だが、政治は動いてしまった。

　その動きによって、フェリオの立場も大きく変わった。

　新しい責任は、この神殿を守り、神官達を守り、ひいてはこの国をタートムやジラーハから守ること──

　その重い責任を、フェリオはこれから果たさなければならない。時に何を優先するかで迷うことはあっても、その責任から逃げるつもりはない。

　だからフェリオは──ウルクのことを、リセリナに託たくした。

　同時にリセリナにしても、来訪者ビジター達のいるこの神殿よりは、王都のほうが安全なはずである。二人が無事ならば、フェリオはひとまずは今の状況に専念できる。

　彼女達が無事に逃げ延のびていることを祈りながら、フェリオは囚とらわれのコウ司し教きようの元に走った。
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　神殿と神しん域いきを隔へだてる高い石壁を、神殿騎士リカルドは眼めを細めて見上げた。

　その全身に傷を負い、半なかば足を引きずるようにして、彼は独ひとりで歩いている。

　この神殿から、逃げ出すために──

　ウルクを殺すことに失敗し、来訪者ビジターのパンプキンに敗北した今、リカルドに残された道は、ここから逃げ出すことだけだった。

「……化ばけ物ものか──あのかぼちゃ頭は──」

　リカルドは荒い呼吸と共に呟つぶやいた。

　来訪者ビジターパンプキンと争った騎士達は、一人も殺されてはいない。だが、それぞれが体に傷を負い、今は宿舎で応急手当をしている。リカルドは一人、団長に報告すると噓うそを吐ついて、その場を抜け出してきた。

　相手には、ただの一太刀も浴びせることができなかった。

　リカルドは腸はらわたの煮にえそうな怒りを覚えつつ、しかし力量の差を認めるしかない。

　来訪者ビジター、パンプキン──あれは確かに、一種の化ばけ物ものだったと思う。

　パンプキンは、想像以上に腕の立つ戦士だった。

　ベリエのように力任せの強さはなかったが、彼の動きは狡こう猾かつで素早かった。常じよう人じんでは追いきれない速さでもって、壁や天井を自在に移動し、なおかつ暗くら闇やみを見通す視覚まで持っている。

　騎士達は戦うつもりで、その実は単に遊ばれた。

　まるでチェスをするように剣の筋を読み、パンプキンは悠ゆう々ゆうと騎士達をあしらったのだ。

　リカルドは思う。

　あれは、人ではない。

　もしこの世界の人間があそこまで強くなろうとしたら、鍛たん錬れんや才能がどうこうという次元の話でなく、根本的に肉体の性質を変える必要がある。

　リカルドは力を求めて、鍛錬を積んできた。剣の才もそれなりにあるはずだと自負している。

　だが、フェリオという王子に負け、ハーミットという剣士に恐れを抱き、そしてパンプキンにはからかわれた。

　自信や誇り、そうしたものが、今は足元から崩れていくような気がする。

　それはプライドの高いリカルドにとって、耐え難い屈くつ辱じよくだった。

（殺してやる──俺おれを虚こ仮けにする奴やつらは、全員──）

　リカルドは内心で呟つぶやいた。人がこの心を知れば、負け犬の遠とお吠ぼえと思われるかもしれない。だがリカルドの心は、まだ挫くじけていない。

　リカルドには、剣士としてではなく強者として、一つの信しん条じようがある。

　どんなに卑ひ怯きような。

　どんなに狡こう猾かつな。

　どんなに、軽けい蔑べつされるような手段を用いても。

　相手を殺し、生き残った者こそが勝者であるという信条である。

　リカルドは、自分のことを剣士や騎士だとは思っていない。自分はただの〝勝者〟でありたいと願っている。うわべを繕つくろう誇りなど、とうに捨ててきた。

　だからリカルドは、自分に敗北感を植え付けようとする者に容よう赦しやしない。

　一人で勝てないなら人数を用い、剣で勝てないなら謀ぼう略りやくで貶おとしめ、さらには相手ではなくその周囲を巻き込むことさえ、リカルドはためらわない。

　純粋な剣の腕よりも、そうした精神性をベリエに評価され、彼は副団長の任に抜ばつ擢てきされた。

　──今夜は、散さん々ざんだった。

　パンプキンは来訪者ビジターである。仕返しは後回しにしてもいいが、素す性じように気づかれた以上、明日の朝にはカシナートにもウルクのことが漏もれるだろう。あるいはもう、発覚しているかもしれない。

　状況の推移にもよるが、あのベリエが自分を庇かばうとは、リカルドには思えない。失敗したとなれば、彼は簡単に部下を見限るだろう。むしろ自らの剣でリカルドを殺し、〝馬ば鹿かな不ふ届とどき者ものを粛しゆく清せいした〟とでも言って、陰いん謀ぼうの全責任をリカルドに負わせかねない。もしリカルドがベリエの立場なら、間違いなくそうする。

　かかっているのは自分の命だけに、ベリエを信頼することなく、リカルドは逃亡という安全策を選んだ。

　もっとも、ただ逃げるわけではない。フェリオや他の面々に思い知らせるためには、そろそろ神殿騎士の肩書きが邪じや魔まになってきたのも事実である。

　リカルドはもともと、人を虐しいたげるのに都つ合ごうがいいという理由で、この神殿騎士団にいた。傭よう兵へいになってもやっていける自信はあるし、盗とう賊ぞくや詐さ欺ぎ師しをやることにも抵抗はない。

　そもそも〝神殿騎士〟などという縛しばられる立場にいること自体が不自然なのだ。

　ベリエのような男が上官だからうまくいっていたようなもので、そうでなければとっくに転職していただろう。

　名を変えて野に下り、フェリオ達の隙すきをうかがい、その邪魔をする──その自由さを思い描くと、リカルドの心は少し躍おどった。

　ここでの日々に退たい屈くつしていたのは、ベリエだけではないのだ。

　ただ、ベリエが渇かつ望ぼうしていたのは戦いそのものであり、リカルドが求めていたのは勝利の快感である。似ているようで、その本質は異なっていた。

　新しい道へと踏み出すための逃亡は、しかし容よう易いにはいかなかった。

　神殿の外れに建つある倉庫に、神しん域いきへと抜け出る隠かくし通路がある。リカルドはそこから街まちへと抜けるつもりだったが──

　倉庫の前に、二人の騎士が立っていた。

　リカルドは雑木の陰かげに身を潜ひそめ、聞こえない程度の舌打ちを漏もらす。

　二人の姿には見覚えがあった。フェリオが連れているアルセイフの騎士で、一人は金髪の若い男、もう一人は浅黒い肌の娘である。

　何故なぜ、こんな場所にいるのかはわからないが、彼らがいる以上、リカルドはその先にある隠し通路を使うことができない。

　二人の騎士は間かん隔かくを保って互いに違う方向を眺めつつ、誰だれかを待っている様子だった。

「ん──？　そこに誰かいるのか？」

　女がリカルドのいる方を見た。わずかに気配が伝わってしまったらしい。傷によってまともに体が動かない今、戦うことは得とく策さくではない。

　リカルドはすぐに踵きびすを返し、暗くら闇やみに息を潜めながらその場を後にした。

　脱出口は他にもある。

　多くのことが思いどおりにいかない現状に苛いら立だちつつ、騎士はあらゆるものへの憎ぞう悪おを胸に、その歯を食いしばった。
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「……おい、ディアメル。フェリオ様か？」

「いや──違ったようだ。鳥かもしれない」

　相あい棒ぼうの女騎士の返答に、ライナスティは溜ため息いきを吐ついた。

　二人はフェリオ達のために、脱出路の確保に来ていた。直接の指示を受けたわけではなかったが、神殿騎士の見張りがいるかもしれないと警戒し、念には念をいれて様子を見に来たのである。

　ライナスティは、まだ慣れない新しい剣の柄つかを握りながら、低く呟つぶやいた。

「フェリオ様、遅おそいよな……そろそろ来てもいい頃ころなのに」

「ライナスティ、落ち着け。ウルク司し祭さいの説せつ得とくに手て間ま取どっているのかもしれない」

　そう応じるディアメルも不安げではある。

　神殿の広い敷地、その彼方かなたに見える御柱ピラーは、ぼんやりと発光を続けていた。そこで何が起きているのかも気にかかる。

　日ひ頃ごろ、王都にいるライナスティ達は、この神殿のことをほとんど何も知らない。だからその発光現象がたまにあることなのか、それともほとんど例のないことなのか、それさえもわからなかった。そもそも二人とも、このアルセイフの出身者ですらない。ライナスティはシビュラの生まれだし、ディアメルは南方から来てウィスタルの教導を受けた身である。

　ライナスティは、周辺からディアメルに視線を移した。

「なぁ、ディアメル。やっぱり行ってみないか？　俺おれは御柱ピラーのことは全然知らないけど、あんなふうに光るのっておかしいだろ。あれが普通とは思えない。もしかしたら、フェリオ様達も不ふ測そくの事態に巻き込まれてるかもしれないし──」

　しばらく迷う様子を見せてから、ディアメルが小さく頷うなずいた。

「よし──行くか。警戒しつつ、ウルク様の部屋の近くまで移動しよう。この剣がいきなり役に立つことにならないといいがな」

　ディアメルは、昼間にフェリオから貰もらった細剣レイピアを手に呟いた。神しん鋼こう製のそれは、サンクレット交こう易えきの商人、ロセッティがどこかから仕入れてきた品である。

　ライナスティも、分ぶん不ふ相そう応おうとも思える神鋼の剣を腰に確かめた。その品にライナスティは、ウィスタルやフェリオからの信頼と期待の重みを感じている。期待されるのは苦にが手てだったが、信頼には応こたえたい。

　ライナスティはイデリカの剣を強く握り締め、先に歩き始めたディアメルの背を追った。
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　淡く発光する御柱ピラーにぼんやりと照らされ、リセリナは神殿の中庭に立っていた。

　膝ひざを震わせ立ち竦すくむ彼女の正面には、今、四つの影が並んでいる。

　隆りゆう々りゆうたる巨きよ軀くをもつ学者肌の男、ムスカ。

　イリスの忠実な護ご衛えい者しや、摑つかんだ物を拡かく散さん消失させるバニッシュ。

　軍部の特殊工作員で、目に見える姿とともに、その自我をも失ったカトル。

　そして、自分と同じ顔をした少女──

　同じ遺伝子をもち、敵対する存在。

　彼女は、イリスという。

　理由も不明のまま発光する御柱ピラーに照らされて、彼らはリセリナの進路を塞ふさいでいた。

　イリスの口元は笑っていたが、眼まな差ざしは険けわしい。その鋭するどい視線に縛しばられたか、背後に立つウルクとシアも、リセリナと同じく動けずにいた。

　冷ややかに、少女は短い髪をかきあげる。

「ウルクのことはパンプキンに護衛させていたはずだけど……リセリナ、貴方あなたが倒したの？　それとも、あいつのさぼり？」

　イリスのその問いには、ウルクが背後から声を返した。

「イリス！　パンプキン様は、襲われた私を助けてくださって──あの方かたが戦っている最中に、また別の刺し客かくが来て、リセリナ様とフェリオ様がそちらを追い返してくださったのです」

　その曖あい昧まいな説明に、イリスが眉まゆを歪ゆがめた。

「……襲われた？　誰だれに？」

「神殿騎士団と、タートムの暗殺者よ」

　ウルクに代わって、リセリナが応こたえる。イリスの顔には、驚きよう愕がくよりも単なる不快感が強い。構わずにリセリナは言葉を続けた。

「神殿騎士団は、対立しているフェリオさんへの仕返し。あと、あの人達の指揮官が、アルセイフと戦争がしたいかららしいけど──タートムもきっと、アルセイフとジラーハの間に戦争を起こさせたいから、ウルク様を狙ねらったんだと思う」

　イリスは軽く鼻で嗤わらった。

「戦争──？　どうしてウルクを殺すと、アルセイフと戦争なの？」

　そんなイリスの問いに、リセリナは一瞬だけ、答えに躊ちゆう躇ちよした。

　口にすれば、きっと要いらない感情が出てきそうになる。

　それを押さえるために数すう瞬しゆんの間まを置いて、リセリナは応えた。

「ウルク様が殺されたら──フェリオさんはきっと、本気で怒るから。ジラーハ側だって同じこと。この方かたは神しん姫きの妹君ぎみで、それにフェリオさんの──一番、〝大切な人〟だから」

　胸の苦しさを感じながら、リセリナはそう告げた。

〝大切な人〟と口にしたその瞬間、背後でウルクが息を詰める気配が伝わった。記憶のない彼女にとっては、実感のないことかもしれない。だが、リセリナの眼めには明らかすぎる現実だった。

　目の前のイリスは肩を竦すくめた。

「女の子一人に国家の戦争の是ぜ非ひがかかるなんて、ナンセンスもいいところね。馬ば鹿か馬ば鹿かしいわ」

　その反応を受けて、隣にいたムスカが低い声で囁ささやく。

「いや、イリス──要人暗殺が戦争の引き金になることは珍しくない。はじめは小さな火ひ種だねでも、それに風を送って燃料を足し、大火に発展させようと動く輩やからがいれば、戦乱は起きる。ことに情報網の発達していないこの世界では、その犯人に関する流りゆう言げんの類たぐいも有効に作用するはずだから──」

「わかってるわよ、そんなこと」

　イリスは無ぶ愛あい想そうにムスカの言を遮さえぎった。

「じゃ、リセリナ。ウルクの警護は私達が引き継ぐわ。戻ってきなさい、ウルク、シア。今ならまだ間に合うから」

　イリスがにっこりと、片手を差し出した。

　──リセリナは歯は嚙がみする。

　悔くやしいが──たとえ昇しよう華かをしても、相手が四人となれば、リセリナに勝機はない。

　ムスカは動きが遅おそいし、イリスの腕うで輪わは壊こわれている。自分一人がカトルとバニッシュから逃げ延のびるだけならば、どうにかなるだろう。しかしウルクやシアを守りながらとなれば、これはどうしても絶望的だった。

　対応に迷うリセリナの背後から、ウルクが声をよこす。

「イリス──お願いです。私をアルセイフの王都に行かせてください」

　それは静かで、堅かたい声だった。

　イリスの視線が険けわしさを増す中、ウルクは凜りんとした口調で淡たん々たんと話す。

「ごめんなさい。私は自分の眼めと耳で確かめたいのです。本当のことを──貴方あなたには感謝しています。記憶を失っていた私を、助けてくれました。でも──」

　ウルクの声が、悲痛に震えた。

「私の中で──何かが、疼うずくんです。どうしてだかはわからないけれど、とても苦しくて──」

　イリスが溜ため息いきを返した。

「ウルク。それは、単に記憶を失ったことへの不安で……」

「違います！」

　ウルクが叫んだ。その声は中庭に高く響き渡り、一瞬、その場の空気を変えたほどだった。

　驚いて振りかえったリセリナは、彼女の顔に決意と焦しよう燥そうを見た。

「違うんです、イリス。私はきっと本当に、本当に──絶対に忘れちゃいけないような、大切なことを忘れてしまったの。それは、きっと──」

　ウルクは泣きだしそうな様子で言い募つのった。

「──あの方かた、フェリオ様との、思い出」

　絞しぼるように呟つぶやく声は、すでに掠かすれつつあった。

「イリス、貴方あなたは私に言いましたよね。あの方が、一方的に私に言い寄っていたって──そして私は迷めい惑わくしていた、って。でも本当は違うのでしょう？　だってそれなら、どうして──どうして私は、こんなに苦しいのですか……？」

　ウルクは胸を押さえて、その眸ひとみに涙を溜ためていた。

　リセリナは瞠どう目もくする。

　ウルクの──その失われたはずの記憶は、彼女の中に埋うずもれて、少しずつ今のウルクにも影響を与えているらしい。記憶そのものが戻るかどうかはわからないが、それは悪い傾向ではないはずだった。

　もっとも、敵であるイリスにとっては最悪の傾向である。

　イリスが再び溜め息を吐ついた。

　長く深いその息に、リセリナは彼女の怒りを察する。

　イリスはゆっくりと唇を動かした。

「──シア。貴方一体、どういう手の抜き方をしたの？」

　矛ほこ先さきを向けられたシアが、その身をびくりと固くした。幼い膝ひざを震わせて、彼女は怯おびえた眼めをイリスに向ける。

　ウルクは言葉の意味が摑つかめないのか、困こん惑わくするように二人を交互に見た。

　リセリナは咄とつ嗟さに、ウルクの耳を塞ふさいでやりたい衝しよう動どうに駆られた。

　自分の記憶を封じたのがシアだと、ウルクは知らない。それをもしウルクが知れば、シアに対してどんな感情をもつか──そしてそのことを、幼いシアがどう受け止めるのか。

　──心しん底そこから、ぞっとした。

　イリスは冷さめた声を紡つむぐ。

「私、言ったわよね？　手を抜いちゃだめって。だいたい、〝三日目〟でもまだ意識があったことからしておかしくない？　貴方の全力をもってすれば、せいぜい一日か二日で──」

　リセリナの心に、ずきりと痛みが走った。これ以上のことを、イリスの口からウルクに聞かせるわけにはいかない。

「イリス！　貴方は──」

　話すのを止めようと思わず声を荒げ、リセリナは一歩を前に踏み出した。

　それに反応して、イリスが低く呟つぶやく。

「──領域、展開」

　──それは、死を呼ぶ言葉だった。この場では決して発せられるはずがないと思っていた、リセリナにとっては誤算ともいえる言葉だった。

　いつのまにか周囲に、銀色のごく小さな球が四つ浮いていた。

　その球が形成する三さん角かく錐すいの空間に、自分の体の一部が収まっている。

　会話に意識をとられて気づかなかったことは、油ゆ断だんとしかいえない。

　咄とつ嗟さにリセリナは大きく跳とび退のいた。

「発動」

　間まをおかずに、イリスが小さく呟く。

　直後、その三角錐の空間内だけに、激しい爆発が起きた。理り不ふ尽じんな衝しよう撃げきが膝ひざから下を襲う。

　頂点を司つかさどる四つの銀色の球が内側に向けて散り、それぞれが小規模な爆発を起こすことで、全体として強い破壊力を生む──〝スフィア〟の能力は、リセリナ達の世界でもまだ研究途上の、最新鋭の技術である。

　その領域内だけで巻き起こった爆発は、跳び退こうとしたリセリナの細い右足を捉とらえていた。

　脳のう髄ずいまで鋭するどく走った痛みに、リセリナは悲鳴を上げて突つっ伏ぷした。

　薄い布製のブーツに細こまかい傷がいくつもつき、その隙すき間まから血が滲にじむ。

　スフィアから飛び散った銀色の破片は、発する熱量こそ少なかったが、それは細かく砕けた刃物のように肌を裂さいていた。

　爆発による裂れつ傷しよう──それは素早さを武器とするリセリナにとって、感覚的な痛み以上に酷ひどく痛い怪け我がとなる。

「リセリナ!?　リセリナ！」

　途と端たんにシアがけたたましい悲鳴を上げた。リセリナはただ、うつぶせに呻うめくことしかできない。

「くぅっ……うっ……」

　やられたのは右の膝下──脛すねから足首にかけて、裂けた布のブーツがたちまち赤い血に染まっていった。

　何もない場所での唐とう突とつな爆発に、ウルクが啞あ然ぜんとしていた。爆発の外にいた彼女は、何が起きたのかわかっていないだろう。リセリナ達の技術は、この世界ではあり得ない質のものである。

「……腕うで輪わが……直って──」

　倒れたリセリナは視界の隅すみにイリスを捉え、どうにかそれだけを呟いた。

　イリスの腕輪は、彼女らがこの世界に来た時、フェリオが斬きって壊こわしたはずだった。

　しかし──今の彼女の腕には、修理された銀の腕輪が綺き麗れいにはまっている。

　イリスの細い指が、その表面をそっと撫なでていた。

「びっくりした？　直ったのは今日なの。でも威い力りよくは残念ながら二割程度ってところかしら。以前なら最大出力で骨までふっ飛ばせたものね」

　リセリナを見下ろして、イリスは満足げだった。

「完全じゃないにしても、教授はさすがよ。ガーゴイルの部品を適当に流用して、一応は使えるように直してくれたもの。だから──最初から貴方あなたに、勝ち目はなかったの」

　イリスの隣では、ムスカが顔を歪ゆがめていた。自分の修理した道具がこのタイミングで使われるとは、彼も考えていなかったのかもしれない。

　転がったまま、リセリナは立てなかった。骨まではやられていないが、足首にまるで力が入らない。どうやら関節も痛めたらしい。

「どうして頭を外したか、わかる？」

　呟つぶやいて、イリスがリセリナを見下ろした。

　リセリナは伏せたまま、きっと彼女を見上げる。痛みと焦あせりで、嫌な汗が止まらない。

「ここで貴方を殺したら、ウルクとシアが悲しむからよ。さ、ウルク、シア。二人とも、もう戻る時間よ。お遊びはおしまい」

　ぱんぱんと、イリスが手を叩たたいた。

　しかしウルクとシアは、イリスではなく、リセリナの傍そばに駆け寄った。

「リセリナ様、そんな──酷ひどい怪け我が──すぐに手当てを……」

　リセリナの傷に、ウルクはすっかり取り乱していた。包帯代わりに寝しん衣いのスカートを裂さこうとして、しかしうまく裂けずに何度も手に力を込める。

　シアも心配げにリセリナの手を摑つかみ、涙を零こぼしてしゃくりあげていた。

　倒れたリセリナは──二人に、謝ることしかできない。

「……ごめんなさい、ウルク様、シア──ここから、連れ出してあげるはずだったのに……」

　そのことが、ただ悔くやしい。

　フェリオとの約束も果たせなかった。フェリオは自分を信頼して、ウルク達の身を預けてくれたのに──その思いを、裏切ることになってしまった。

　たとえ今から昇しよう華かしたところで、この怪我ではイリス達の攻撃をしのげない。イリスの〝スフィア〟による領域爆破は、リセリナのような接近戦専用の戦い方とは相あい性しようも悪すぎる。

「ウルク、心配しなくても、その子にはちゃんと手当てするわ。貴方とシアが、戻ってくれるならね？」

　イリスはそう言って、リセリナを見下ろしたまま凄せい惨さんな笑みを見せた。

　ウルクとシアがこの言葉に従えば、少なくとも二人は殺されない──リセリナにも、それは確信できた。イリスが殺したいほど憎にくんでいるのは、あくまで自分だけなのだ。

「ウルク様、シア──行って。私は大丈夫だから」

　観かん念ねんして、リセリナは気き丈じようにそう告げた。その言葉とはまた別のことも、内心では考えている。

　最後に──イリスと刺し違えるくらいのことは、できるかもしれない。その機会をうかがうためにも、ここは殊しゆ勝しようにしていたほうがいいと思った。

　ウルクとシアは、それでも傍そばから離れようとしない。ウルクは心配げに、シアは泣き顔で、すぐ傍にいる。

　ウルクがリセリナの手を握った。しっとりと暖かいその手に、リセリナは思わず泣きそうになる。ウルクの優やさしさが、今のリセリナには痛い。

「それならイリス。私とシアが彼女に付つき添そいます。お願いですから──」

「それには及ばないわ。教授。二人を連れて行って」

　イリスが指示をした。ムスカは戸と惑まどうようにリセリナとウルクを交互に見た。

「しかし、イリス──」

「これはお願いじゃなくて命令なの、教授。二人を連れて行きなさい」

　リセリナは、ムスカに向けて頷うなずいて見せた。ここは逆らわないほうがいい。ウルク達のためにも──そして、イリスの油ゆ断だんを誘うためにも。

「──わかった」

　押し殺した声で呟つぶやき、ムスカは嫌がるシアの身を軽々と抱かかえあげた。

　そして、ウルクの腕も摑つかむが、彼女はリセリナから離れようとしない。

　ウルクは彼女にしては険けわしい眸ひとみで、イリスとムスカを見ていた。

「本当に彼女を殺さないのなら、施せ療りよう師しに引き渡すまで、傍にいてもいいはずです。イリス、貴方あなたを疑うわけではありませんが、この方かたはアルセイフにとって大切な──」

　言葉の途中で、イリスがウルクの肩を摑んだ。

「──ウルク。私、この子には個人的な話があるのよ。信用できないなら後で会わせてあげる。どっちにしても、今、貴方をこの神殿から出すことはできないの。カシナート司し教きように確認しないとね。貴方を護ご衛えいする私達の責任もあるし」

　すっかり猫ねこ撫なで声に転じて、イリスは微笑ほほえんだ。

　リセリナには、イリスの魂こん胆たんが透すけて見えた。

　彼女はおそらく、本当にリセリナを殺さない気なのだ。

　少なくとも──今だけは。

　ウルクの記憶の封ふう印いんが不完全なことは、もはや間違いない。イリスとしてはもう一度、シアの力を使って、ウルクに処置を施ほどこしたいはずだった。

　リセリナはおそらく、そのための餌えさにされる。幼いシアに、〝リセリナを助けて欲しかったら──〟と脅きよう迫はくすれば、彼女はウルクの再処置にも応じるだろう。人の命の重さを、シアはもう理解している。

　そして再び処置をされたウルクは、フェリオのこともリセリナのことも忘れ、来訪者ビジター達の庇ひ護ご者しやとして、ウィータ神殿に帰る──

　それがイリスの狙ねらいだと、リセリナは読んだ。当然、シアが確実に処置を終えた後で、リセリナは処分される。それまでは、足や腕を折られた上で、何処どこかに監かん禁きんでもされるに違いない。

　もちろん──リセリナは、おとなしくそうなるつもりはない。

　ぎりりと歯を食いしばり、リセリナはイリスを睨にらむ。

　ウルクやシアの足あし枷かせになった上で殺されるくらいなら、イリスと刺し違えて死んだほうがましだと思った。犬いぬ死じにする気はないが、少なくともイリスを倒せば、後はきっと教授が来訪者ビジター達をうまくまとめてくれる。

　そのための隙すきが──もうじき、生まれる。

「ウルク様。申し訳ありませんが、こちらにおいでください」

　ムスカに力ずくで腕を引かれて、ウルクが抵抗しながらも、リセリナから身を離した。

　そしてイリスが、リセリナの元に歩み寄ろうとする。

　彼女は見下した相手の前では余よ裕ゆうを見せる。その余裕こそが、致ち命めい的てきな油ゆ断だんにつながる。

「複ふく製せい品ひんの分ぶん際ざいで──貴方あなた以外の複製品はみんな処分されたのに、貴方だけが残っているのって、不自然よね？　〝私〟は、この世界に一人で充分なのに──」

　イリスが嗤わらった。

　リセリナは、自らの腕うで輪わに意識を集中させた。機会は一瞬──その一瞬を逃せば、カトルやバニッシュが先に動いてしまう。

　痛みで動けない振りを続けながら、リセリナはその瞬間を待った。

　イリスは腰をかがめようとして──にこりと、微笑ほほえんだ。

　リセリナは、その柔やわらかな微笑にびくりとする。

「……不思議ね。こんなに嫌いなのに、貴方の考えていることがわかるなんて」

　呟つぶやいたイリスの脚あしが、伏せたままのリセリナの腹部を痛つう烈れつに蹴り上げた。

　一瞬、体が宙に浮くほどの衝しよう撃げきに、その視界が明めい滅めつする。

「あ──ぐっ……」

　くぐもった悲鳴を漏もらし、リセリナは悶もん絶ぜつした。

　みぞおちを深ふか々ぶかと爪つま先さきでえぐられ、呼吸すらままならない。意思の力では止めようのない涙が自然と溢あふれて、同時に吐はき気けがこみあげる。

　リセリナはその場に身を丸め、両手で体をかばいながら痛みに耐えた。

「リセリナ様!?　イリス、なんてことを──！」

　離れた位置でウルクが悲鳴をあげたが、イリスはそれを気にもとめず、冷れい徹てつにリセリナの胸を踏みつける。

　腹部の痛みに耐えながら、リセリナは心臓にも圧迫を感じ、息を詰まらせ大きく咳せき込んだ。

「私の隙すきをうかがおうなんて甘あまいのよ。バニッシュ、手伝って」

　動けないリセリナに、銀髪の青年も歩み寄った。

　やがて二の腕に、一瞬のかすかな痛みが訪れた。胃の暴れ方に比すれば、それはあまりに些さ細さいな痛みだったが、リセリナはかえってそのことに恐怖する。

「……う……無針注射……？」

　兵士に支給される一般的な医療キットに、その器具は必ず含まれている。針をもたない円筒形のそれは、技術がなくとも使える手軽な注射器で、おそらくはガーゴイルに積んであったものだろう。

「……何を、打ったの……？」

　怯おびえて問うリセリナを、イリスは冷ややかに見下ろしていた。

「ただの麻ま酔すいよ。しばらく体が動かなくなるように──観かん念ねんしなさい」

　薬はすぐに効いてきた。

　リセリナの四し肢しはしびれるような感覚と共に力を失っていき、意識は保もたされたままで動けなくなる。

　駆け寄ろうとしたウルクの腕をムスカが摑つかみ、押しとどめるのが眼めに入った。

　イリスはなおもリセリナを踏む。だが麻酔の効果か、胸の息苦しさは減じていた。

「バニッシュ、この子を持ってきて。一応、丁てい重ちようにね。腕うで輪わのマテリアルコアも、念のために取っておきなさい」

　もう一度、リセリナを軽く蹴け飛とばし、イリスは背を向けた。

　体が弛し緩かんして、リセリナは動けない。険けわしいはずの表情すらも、麻酔の効果で惚ほうけたようになっていく。

　バニッシュが、無む造ぞう作さに軽々と、リセリナの肢し体たいを肩に担かついだ。

　抵抗することもできず、リセリナはただ悔くやしい思いに心を震わせる。

　この世界に来る以前から追い求めていた〝獲え物もの〟──それをようやく捕らえたイリスは、満足げに微笑していた。




　──足早に中庭を横切る彼らを、遠くから見つめる眼がある。

　その視線の主は、神殿の石壁の高い位置に身を寄せ、かすかに首を傾かしげていた。

「あれが来訪者ビジター──か」

　失われた知識を多く身につけた存在──

　視線の主である暗殺者のシズヤは、改めて彼女達の姿を確認した。そこにはいなかったが、ウルクを助けたかぼちゃ頭もその一味らしい。

　シズヤが初めて来訪者ビジターを間近に見たのは、第二王子のレージクを殺した時だった。あの時、シズヤは立ちはだかったリセリナのことを、自分と同じく〝死の神霊アービタ・スピリット〟に触れたラトロアの関係者かとも推測した。

　その推測こそ見当外れのものだったが、ラトロアの人間どころか異世界から来た者達となれば、その力には余よ計けいに興味を引かれる。

　彼女達の身に宿った力は、シズヤの雇やとい主ぬしにとっても未知のものに違いない。

「もしかして……手て土産みやげは、あっちのほうがいいかしら──？」

　ぽつりと小さく呟つぶやいて、シズヤはその眼めを細く光らせる。

　そして彼女は、壁伝いに来訪者ビジター達の背を追い始めた。
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　御柱ピラーの直下よりさらに下の階、神殿の深奥に、司し教きようコウ・シェルパは単独で捕らわれていた。

　この神殿の長老格でもある彼は、北方民族への便べん宜ぎを図った罪で咎とがめられ、自由を奪われた。囚とらわれたシャジールの民は彼一人だが、人ひと質じちとしては一人で充分だと、カシナートは判断したのだろう。

　シャジールの民達は、さほど動揺していない。彼らにとって──こうしたことは、初めてではない。

　コウ司教は、くすりと笑った。

　人を笑ったわけではない。それはあくまで自じ嘲ちようの笑みである。

　遠い昔にも──今の状況と、同じようなことがあった。

　それはすでに忘れかけているような淡い記憶で、細部は曖あい昧まいだったが、〝あった〟ということは憶おぼえている。

　人とシャジールの民は、その種の起源からしてまるで違う。

　多くの人々はシャジールの民を神しん聖せい視しして敬うやまい、そして全すべてのシャジールの民は人を大切に思い、彼らと共に生きている。だが、人の中にはシャジールの民を疑う者が、いつの時代にも必ずいる。

　そしてそれは当然のことだと、コウ司教は弁わきまえている。人とシャジールの民は、やはり違うのだ。決して〝相あい容いれない存在〟ではないが、全ての人間と信頼や絆きずなで結ばれる完全な仲間になれるかと問われれば、答えは否いなである。

　それどころか、人間は同じ人間同士でさえ、互いを信頼できずに争う存在でもある。

　そうした人間達がいるのは自然なことだし、またそうであるが故ゆえに、人は人らしく生きているのだともコウ司教は思う。

　シャジールの民は争わず、互いを信頼しきって、決して裏切ることはなく、いつも温和に微笑ほほえんでいる。

　結果──シャジールの民には、ほとんど個性と呼べるものがなくなった。今ではまるで、皆が一つの生き物であるかのように行動し、日々を過ごしている。

　コウ司し教きようは気づいている。

　自分達はすでに、滅ほろびたはずの生命体なのだ。より正確には、自ら滅びることを選んだはずだった。

　そんな自分達が今も生きているのは、ひとえに〝人間〟という存在を愛いとしく思っているからに他ほかならない。

　それはある意味で、先せん達だつが後輩を見つめる感覚にも近しいかもしれない。

　だからコウ司教は、カシナートが自分達のことを信頼していないと知っていても、彼に好意を抱いている。頭のいいやんちゃな子供が反抗期を迎えているような、そんな感覚がそこにある。

　カシナートのように疑い深いことは、決して悪いことではない。人は裏切る生き物である。すべてを馬ば鹿か正直に信じるようでは、政治の世界では生き残れないはずだ。

　だが──理り屈くつではそうとわかっていても、やはり寂さびしいとは思ってしまう。

　全すべての人がシャジールの民を信じるようでは──つまり疑う心を失うようでは、それは不健全なことである。とはいえ、誠せい意いを信じてもらえないことは、シャジールの民でも寂しい。

　それは矛む盾じゆんだった。

　信じて欲しいと思う心と、信じない者がいることは健全だと思う心と──

　コウ司教をはじめとするシャジールの民達にとって、その感覚は慣れたものである。

　これからもずっと、自分達はそんな感情と折り合っていくに違いない。そんな自分達が少しだけ、コウ司教には滑こつ稽けいにも思えた。

　溜ため息いき混じりに、コウ司教は石造りの高い天井を見上げた。

　その上──真上ではないが、天井を挟はさんで少し距離の離れたあたりに、宙に浮く御柱ピラーがある。

　このフォルナム神殿は、その御柱ピラーを囲む形で建てられていた。底面はホールと接しており、日ひ頃ごろはそこで、シャジールの民達が輝石セレナイトを回収している。

　だが今、その場に仲間達はおそらくいない。

　石の天井を仰あおいで、コウ司教は独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「──御柱ピラーが──動いている……」

　蛇へびの頭を持つシャジールの民には、人にはない特殊な感覚器官があった。人の感じる〝虫の知らせ〟というものよりは確実性が高いが、それとよく似た感覚である。

　その感覚が、ついさきほどの地震と鐘かねの音を境にして、御柱ピラーが〝変化〟したことを告げていた。

　どんな異変が起きているのかまでは、さすがにわからない。だが、何かが切り替わったらしいことは、なんとなくわかる。

　ラトロアにある、死の神霊アービタ・スピリット──

　その封ふう印いんが、解かれたのかもしれない。

　予よ兆ちようはあった。

　来訪者ビジター達が来る前に、この神殿では幽ゆう霊れい騒そう動どうが持ち上がっていた。

　その解釈については、コウ司し教きよう達の間でも結論が出ていなかったが、もし見間違いでないとするならば、〝他の御柱ピラー〟から何者かが迷い込んだか、あるいは〝死の神霊アービタ・スピリット〟が動いたか──そのどちらかだろうと判断していた。

　そのことがそのまま、状況の悪化を意味するとは限らない。過去にはそうした異変があっても、異変としては些さ細さいなままに終わったことも多い。

　しかし逆に──危機をもたらしたことも、無む論ろんある。

　御柱ピラーと密接な関係にある〝死の神霊アービタ・スピリット〟は今、ラトロアにあった。

　遠く離れた地で何が起きているのかはわからないが、現状を把は握あくし、そして対策を考えることが、この神殿の長老格たるコウ司教の責任である。囚とらわれの身でなければ、すぐにでも現場に行きたいところだった。

　しかしこの部屋の分厚い扉とびらには鍵かぎがかけられ、外に出ることは叶かなわない。

　コウ司教は、ただ無言で椅子に座っていた。

　──胸の奥に、軋きしむような感覚がある。

　そこには御柱ピラーから産出される〝輝石セレナイト〟がおさまっていた。

　シャジールの民には胸の部分に穴があり、そこに輝石セレナイトをいれることで、〝精製〟を行う。

　精製前の輝石セレナイト、その原石とは、つまりシャジールの民にとっては代用食糧のようなものである。

　この原石のままでは、輝石セレナイトはなんの効果ももたらさない。

　シャジールの民がその身におさめ、自らの体にとって必要な部分を削けずり取ることで、その後に残ったものが〝輝石セレナイト〟として世に流通する。

　見方によっては、流通する輝石セレナイトとは、シャジールの民が力を吸い取った後の残ざん滓しともいえる。

　五つの御柱ピラーが生み出すその輝石セレナイトは、もちろん質の違うものである。そして同時に、その精製にも気候風土や環境が密接に影響してくる。

　もし仮かりに、火を司つかさどるザカードの原石を、フォルナムに運んできて精製した場合──それで出来上がるのは、質の悪い火の輝石セレナイトである。ザカードで生まれた火の輝石セレナイトは、ザカードで磨みがかれてこそ、上質なものとなる。それは各神殿においても同じことだ。

　コウ司教は胸に手をあて、その奥からそっと輝石セレナイトを取り出した。

　すでに精製は終わっていた。新しい原石を入れずとも、生存には問題はない。ただ少し〝老化〟は早くなるが、シャジールの民にとっては、老いや死などさほど大きな問題でもない。たとえ体が代わっても、心と記憶はずっと受け継がれていく。

　──しかし人は、そうではない。

　人は老いを恐れ、死に近づくことを恐れる。

　だからこそ懸けん命めいに生き、自らの生きた証あかしを残そうとするのかもしれない。

　あるいは、生きている間を幸せに過ごすために──努力を重ねる。

　少なくともコウ司し教きようの知る人間達は、皆それぞれが懸命に生きていた。

　彼らすべての幸せを、コウ司教は祈っている。

　──たとえその祈りが、シャジールの民がかつて犯おかした〝罪〟の、清算になどならないとしても──

　コウ司教は、祈り続けている。




　　　　　　　[image: ]




　神殿の地下に差しかかったフェリオは、そこで先を歩いていたカシナート達に追いついた。

「カシナート司教！」

　廊下に反響したフェリオの声に、カシナートは早足のまま振りかえる。彼の連れ達も、フェリオに気づいて驚いたように足を止めた。

「……フェリオ様。貴方あなたもコウ司教の元に？」

　問うカシナートは険けわしい表情をしていた。その傍そばにはシャジールの司し祭さいが三人と、護ご衛えいの騎士が三人いる。

　カシナートはすぐにまた歩き出した。

「急ぎますので、話は歩きながらで構いませんか」

　フェリオは頷うなずいて、彼と歩幅を合わせる。傍かたわらのエンジュもそれに倣ならった。

　走るのとさほど変わらない急ぎ足で、一行は中央に向けて歩き続ける。

「カシナート司教、上の状況は見ましたか」

「もちろんです。中までは入りませんでしたが──あれは、ラトロアの兵だそうですね？」

　苦にが々にがしげに言って、カシナートはぎりりと歯を食いしばっていた。

　彼がこうも感情を露あらわにしていることに、フェリオは純粋に驚いた。

　その顔に困こん惑わくや恐怖はなく、ただ怒ど気きが強い。

「私はウィスタル達と共に、しばらく戦ってきました。ハーミットの言では、おそらく間違いなくラトロアの兵だと──」

「わかっています。あの敵の中に、二本の短剣ダガーを使う女がいたでしょう」

　フェリオは頷いた。やたらと素早いその女は、フェリオも何人か仕し留とめている。暗殺者のような動き方をしており、女ということもあって、他の兵達よりも目立っていた。

「──あれは、私がラトロアに潜せん入にゆうさせた名無しの一人です」

　カシナートの忌いま々いましげな言葉に、フェリオは絶句した。

「情報収集のために送り込んだ人間ですが、一年ほど前に連絡が途と絶だえ、その行方ゆくえも知れず──殺されたものだと思っていました。ですが、あんなことに──」

　カシナートの手が、力任せに傍かたわらの石壁を叩たたいた。

　そのらしからぬ様子には、騎士達も驚いているらしく、ほとんど言葉がない。

　フェリオはなんとなく悟さとった。

　カシナートという男は、ただ冷れい徹てつな人間ではないのだ。冷徹を装よそおい、また冷徹であるように努つとめてはいるが、その内側にはかなり激しい感情を秘めている。

　おそらくは本人もそれを自覚していて、その感情を表に出すことが政治的には不利だと判断し、日ひ頃ごろは意志の力で抑おさえつけているのだろう。今はその怒りが、一時的にせよ沸ふつ点てんを越えているらしい。

　そうでなければ──部下の変わり果てた姿に、彼がこうも感情を示すはずがない。

　怒りに燃える眸ひとみをフェリオに向け、カシナートは呟つぶやく。

「フェリオ様。貴方あなたはこの神殿における、アルセイフの代表です。ですから貴方には、〝これから起きること〟を証人として見届ける資格があります。来ていただけて、呼びに行く手て間まが省はぶけました」

　フェリオはその言葉の意味を質ただそうとしたが、ちょうどそこで、コウ司し教きようを囚とらえた部屋の前に着いた。

　扉とびらの前には、見張りの騎士達が立っている。

「開けなさい。コウ司教に緊急の用件です」

　見張りの騎士達は指示を受けて、すぐに扉の鍵かぎを開けた。

　軋きしみながら扉が開くと、もうその目の前にはコウ司教が立っていた。足音と声を聞きつけて、扉の前で待っていたものらしい。

　金色の眼めでフェリオ達を見回して、司教は嘆たん息そくした。

「──どうやら、非常に悪い状況のようですね」

「そのとおりです。すぐにおいでください」

　カシナートが早口に言う。コウ司教は眼を伏せ、そして静かに頷うなずいた。

　脇わきに控える他のシャジールの司し祭さい達も、一いち様ように表情が冴さえない。

　フェリオは彼らの様子に困こん惑わくした。これから彼らは、〝何か〟をしようとしているらしい。状況から考えて、それはあの奇妙な兵達に対する方策だろう。

　カシナートの脇にいたシャジールの司祭が、コウの前に頭こうべを垂たれた。

「コウ司教、ご無事でなによりです。ですが残念なことに、再会を喜ぶ余よ裕ゆうはありません。御柱ピラーより──正しよう気きを失ったラトロアの兵が現れました。おそらくは死の神霊アービタ・スピリットによって、命令が〝輝石セレナイトの生産〟から、〝任意に選択した対象の複製量産〟に切り替えられたものと思われます」

　報告を受けて、コウ司教が哀かなしげに眼を伏せた。フェリオには意味を摑つかみかねる言葉もあったが、彼らの言葉が上での異変を指していることは間違いない。

　別のシャジールの司し祭さいが、続けてコウ司し教きように告げる。

「出てきた兵は生産速度が極端に早く、非常に劣れつ化かした状態のようです。すでにカシナート司教にだけは事態を説明し、許可を戴いただきました。他の神殿の状況はわかりませんが、もはやフォルナムの御柱ピラーは──」

「そうですか──では、参りましょう」

　コウ司教が部屋から足を踏み出した。事態を完全には飲み込めず、フェリオは戸と惑まどう。

「コウ司教、一体、何を──」

「フェリオ様。何かを〝失う〟ということは──とてもつらいことです」

　シャジールのコウ司教は、そっとフェリオの肩に手を置きつつ、廊下を歩き出した。

　カシナートと他の者達もその動きに倣ならい、元来た道を早足に戻り始める。

　フェリオも進みながら、コウ司教の横顔をうかがった。

「輝石セレナイトというのは、とてもすばらしいものだと──貴方あなたも、そう思っているはずです」

　フェリオは頷うなずいた。コウ司教は、あくまで穏おだやかに話し続ける。

「その輝石セレナイトがあればこそ、今の豊かさがある──このフォルナムでは大地が肥こやされ、ザカードでは頑がん丈じような神しん鋼こうが精せい錬れんされ、ネディアでは清い水が得られ、キャルニエでは風力を利用した機関や、さらには自在に空を舞う道具まで存在しているのです。もっとも、このフォルナムでそれを眼めにすることはないはずですが──」
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　フェリオは、かつてウルクから貰もらった首飾りに触れた。そこにあしらわれた生命の輝石セレナイトは、全すべての輝石セレナイトの効果を高める性質をもつ。

　コウ司し教きようは、ふっと遠い眼めをした。

「それらの輝石セレナイトがある日、急になくなるとしたら──為い政せい者しやたる貴方あなたたちは、どうなさいますか？」

　問われて、フェリオは言葉に詰まった。

　輝石セレナイトはあるのが当然で、待っていれば降る雨よりも確実に、一定の量が必ず手に入る──アルセイフの経済は、その前提で動いている。否いな、アルセイフだけでなく、神殿を信しん奉ぽうするこの大陸の東部全域で、その前提が存在している。

　それがなくなったら──どうなるのか。

　フェリオには、素直にわからなかった。経済や人心の混乱、それに伴ともなう状況の悪化など、いくつかの予想はできたが、それがどの程度のものになるかは想像もできない。

　沈ちん痛つうの面おも持もちで不ふ吉きつなことを言ったコウ司教は、そのまま早足に歩き続ける。

「私達はこれより──御柱ピラーを、〝停止〟させます」

　コウ司教が何を言っているのか──フェリオは咄とつ嗟さに、理解できなかった。
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　御柱ピラーから湧わいてくる敵兵達を相手に、騎士団はよくその場を守っていた。

　異国の剣士であるハーミットの眼にも、彼らの働きは見事なものとして映った。

　敵の動きがばらばらなのに対して、騎士達は二人から三人が組をつくり、連れん携けいして相手に当たる戦法をとっている。

　対する敵はあくまで一人ずつが勝手に戦っており、従って当然、一つ一つの戦闘では騎士達が圧倒していた。

　だが──表情のない敵兵達は、依い然ぜんとして増え続けている。

　屍しかばねが累るい々るいと重なる中で、味方にも死傷者を出しながら、その消耗戦はいつ果てるともなく続いていた。

　すでに騎士達は、そのほとんどが頭から敵の血をあびている。

　中でも神殿騎士のベリエなどは、血によってその全身が赤く見えるほどだった。

　狂きよう乱らんの刃やいばを振るう彼は、御柱ピラーを挟はさんだ向こう側で、満面の笑みを見せながら戦い続けている。

　彼が動くたびに、敵兵の手足や首が軽々と宙に舞い、血ち飛沫しぶきがあたりに散っていた。

　神殿騎士団団長、ベリエ・バーミリオン──その真しん価かは戦場にこそあると、よく理解できる光景である。

　ハーミットはその姿に慄りつ然ぜんとしつつ、落ちてくる敵を淡たん々たんと葬ほうむり続けた。

　こうした局地的な小規模の戦闘では、ほんの数人の達人が戦局を左右する。

　この場でも戦場を主に支えているのは、ベリエとウィスタル、ハーミットを筆ひつ頭とうとする十数人の腕利きで、彼らを中心として戦闘が続いていた。

　ウィスタルの戦いぶりも堂に入ったものである。神しん鋼こうの大剣を器き用ように扱い、確実に素早く敵を仕し留とめていくその技術は、どこか芸術的ですらあった。

　ハーミットの見たところ、ウィスタルの剣は多分に我が流りゆうの要素を含んではいたが、その基礎となっているのはラトロアの剣術である。

　理念でいえば、ラトロアの剣術は〝技術〟に重きを置いている。

　ハーミットは、旅の過程で東方の剣術も知った。西と東の剣術、そのどちらかが特に優すぐれているとは思わないが、ラトロアの剣術が技術の追求であるのに対し、神殿のある東側の剣術は概おおむね威い力りよくを重視している。

　もっとも顕けん著ちよなのが、その武器である。ハーミットのように刀を扱う剣士はラトロアでも珍しいが、少なくとも東側よりは多い。つまりラトロアでは刀や片かた刃ば剣けん、細剣レイピアをはじめ、全体に細身の剣が多いのに対し、神殿側では大剣や騎士剣の扱いを重視している。

　そしてウィスタルは、確かな技術を身につけながらも、威力のある大剣を器用に扱っている。つまりは、東西の剣術を上手うまくその身に結実させているのだ。

　彼はこちらで、かつては〝剣けん聖せい〟などと呼ばれていたらしいが、そのことにもハーミットは納なつ得とくした。一見してウィスタルの剣術は東方のものではなく、また西方のものでもないように見える。どちらか一方の剣術しか知らぬ者達が見れば、まさに剣を極きわめた者として眼めに映っても、それは不思議ではない。

　もっともウィスタル当人は、〝極めた〟などとは欠片かけらも思っていないだろう。剣の道は、山を登るように頂いただきがあるわけではない。ひたすらに延えん々えんと続く終わりのない長い道を、ただただ愚ぐ直ちよくに進み続けること──それこそが剣けん理りだろうとハーミットは感じている。

　おそらくは、ウィスタルもまた同様だろう。

　戦場では、他の騎士達の奮ふん戦せんも目ざましいものの、葬った敵の数ではハーミット達が頭ず抜ぬけていた。

　相手が人間離れした兵であることも影響してか、剣を振るう腕は敵を斬きることに慣れ、命を奪うことへの罪悪感が次し第だいに麻ま痺ひしてくる。

　無表情に襲い来る手て槍やりの老人の首を刎はね、大量の返り血を浴びながら──ハーミットは得え体たいの知れない違い和わ感かんを覚えて、ふと戸と惑まどった。

　血に酔よったのかとふらついて、脇わきにいた中年の騎士に肩を摑つかまれる。

「ハーミット殿どの！　どこかやられましたか！」

　ウィスタルの部下であるその騎士は、片手に剣を振りながらハーミットと位置を入れ替えた。

「しばらく支えますので、少し休んでいてください。貴方あなたはさきほどから、やや戦いすぎているようです」

　実直そうな中年の騎士は前へと足を踏み出し、剣を両手に構え直して敵と対たい峙じした。

　厚こう意いに甘あまえて、ハーミットはわずかに下がって一息を吐つく。

　日ひ頃ごろなら、まだ疲れるには早すぎる頃合だった。細身ではあるが、それだけにハーミットは持久力と瞬しゆん発ぱつ力りよくを備えている。自分が疲労しているとはとても思えず、ハーミットは四し肢しの感覚を確かめた。

　筋肉はまだ、少しも疲労を覚えていない。

　むしろ──やけに体が軽い。

　違い和わ感かんの正しよう体たいは不調ではなく、好調すぎることにあった。

　淡たん々たんと敵を斬きり殺し続けて、体が暖まったせいなのか──ハーミットの心は、明らかに高こう揚ようを覚えていた。

　だがその高揚感は、ハーミットにとってあまりに慣れないものである。

　戦うことは、ハーミットにとって快楽ではない。それを快楽にするようでは、それこそベリエのような戦せん闘とう狂きようになってしまう。ハーミットにとって、武器は我が身と仲間を守るものであり、無用の戦いは好まない。

　その自分が──わずかとはいえ、〝人殺し〟に高揚感を覚えていたことに気づき、彼は愕がく然ぜんとした。

　水のように薄い血に濡ぬれた額を、そっと手で拭ぬぐう。気味の悪いことだが、敵兵の返り血は肌に染み、口からも少しは入っていた。その血は無む味み無む臭しゆうだったが、ほんの少しざらついている。つまり、人間の血と比べれば明らかに異質なものである。

　ふと、嫌な疑念が頭をよぎった。

　ハーミットは、傍そばにあった若い敵兵の死体に駆け寄り、その血を確かめる。

　揮き発はつ性せいが高いのか、冷たい血ち溜だまりに手をかざすと、ひんやりとした湿気が感じられた。

　その血溜まりに顔を近づけ、大きく息を吸い込む。

　そこに漂う空気が肺を通って体中に流れるや、また眩暈めまいにも似た高揚感が強くなった。

　慌あわてて顔をあげたハーミットは、周囲を見回し、戦う騎士達の姿をよく観察した。

　ウィスタルは相も変わらず健在である。ベリエもまた然しかりだが、距離が離れているため、敵兵の隙すき間まからたまに姿が見える程度だった。

　そして──前線にいる王宮騎士団の一人が、薄笑いをしながら敵を斬り倒していることに気づくや、ハーミットは声を張り上げていた。

「彼らの血を浴びてはいけません！　叔父おじ上うえ、すぐ外に退ひきましょう！」

　ウィスタルが顔色も険けわしく振りかえった。

「ハーミット、何を言っている!?　この状況で退ひけるわけが──」

「撤てつ退たいするわけではありません。ひとまず出口の近くに陣じん形けいを構えなおしましょう。この部屋の空気は危険です。この兵達は屍しかばねの薬を大量に投とう与よされ、正しよう気きを失ったようですが──血に溶け込んだその成分が揮き発はつし、この部屋にも立ち込めているのです。せめて風通しのいいところへ出なければ、味方もいずれ正気を失いかねません」

　ハーミットの言に、ウィスタルが頰ほおを強こわ張ばらせた。

　周囲にいた騎士達も、はっと自身の異常に気づいたらしい。王宮騎士団は、決して戦せん闘とう狂きようの集団ではない。強力な戦闘力を保持してはいるものの、その団員はほぼ全員がウィスタルの見込んだ人間である。王宮騎士という大層な肩書きが似合わない者はいても、非ひ道どうを是ぜとする者は一人もいない。その彼らの中にさえ、今の戦いを楽しみはじめている者がいた。

　この狭せまい空間では、空気の流れも制限されている。結果、揮発した血の成分が霧きり状じように立ち込め、空気が薄い〝薬〟になっていた。

　ハーミットは、屍の薬についてさほど詳くわしいわけではない。かつてラトロアで得た情報によれば、その薬の効果には個人差があるものの、第一段階では高こう揚よう感かんをもたらしつつ、戦いへの集中力を増加させるという。そして第二段階では欲望のままに暴走させ、第三段階では痛つう覚かくの麻ま痺ひを起こすらしい。

　その後は理性と感情を失わせていき、やがては命令を聞くだけの操あやつり人形にしていく──そして行きつく先は、廃はい人じんである。

　この場の空気を吸った程度では、せいぜい効果は第一段階から第二段階までだろうと思う。だが薬の効きやすい体質の者なら、その効果で暴走してもおかしくはない。

　御柱ピラーを挟はさんだ南側の通路で、不ふ意いに断だん末まつ魔まの悲鳴があがった。

　ハーミットは驚いて凝ぎよう視しする。

　敵兵達を次々に斬きり倒しながら──騎士団長のベリエが、周りにいた部下までをもその剣の餌え食じきにしていた。

「ベリエ司し祭さい、狂ったか──」

　ウィスタルも呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　血に染まったベリエの顔には笑みが浮き、遠目にも眼めの光が尋じん常じようでないことがうかがえた。彼はウィスタル達よりも早い段階からこの場にいた上、好んで敵の血を浴びていた。そのために、薬の効果が出るのも速かったのかもしれない。

　自らが持つ戦いへの渇かつ望ぼうにその身を委ゆだね、ベリエは暴走していた。

「どうしたぁ！　誰だれでもいい、俺おれを止めて見せろ！」

　血に酔よった獣けもののように吠ほえるその姿は、過度の高揚によって正常な思し考こう力りよくが麻痺していることをうかがわせる。

　暴走しているのはベリエだけではない。他の神殿騎士達の中にも、戦いに酔って醒さめない者達がいた。前方のほとんどが敵だけに、今はまだ敵と戦っているが──周囲にいる仲間といつ争いはじめても、不思議はない。そのことに気づいたまだ正しよう気きの者達は、少しずつ距離をとりはじめていた。

　神殿騎士達の中で血気の盛んな者は、仮かりに仲間とは争わずとも──元から対立する王宮騎士団の騎士に対しては、襲いかかってくる可能性もより高い。特に東西の通路では、王宮騎士団と神殿騎士団の騎士達が入り乱れている。そこで騒そう乱らんが起きれば、戦況は一気に悪化するはずだった。

　ハーミットは指揮官であるウィスタルに声を投げた。

「叔父おじ上うえ、決断を──！」

　ウィスタルは迷いを見せず、すぐに頷うなずいた。

「わかっている。王宮騎士団は全員、この広間の出口付近まで撤てつ退たい！　神殿騎士でも正気の者はこの指示に従え！　そのまま出口付近を封ふう鎖さして、敵を出すな！」

　ウィスタルは声も険けわしく、苦しい指示を下した。

　通路を四方に散れば、全体の指揮がとりにくくなる。しかし、かといってこの場にとどまり続ければ、薬の効果は今はまだ正気の騎士達をも蝕むしばんでいくだろう。

「神殿騎士団の者も、命を粗そ末まつにはするな！　一時は逃げても、態勢を立て直せばいい。ともかくこの場に留とどまるのは危険だ！」

　それはホールの隅すみ々ずみまで響き渡る大だい音おん声じようだった。

　敵を挟はさんだ向こう側のベリエが、眼めを剝むいて嗤わらった。

「逃げるだと？　ウィスタル、逃げると言ったのか！　剣けん聖せいともあろう者が、逃げると！　貴き様さまだって、戦いに人生を捧ささげた身だろうが！　いまさら、逃げるなどとは見み損そこなったぞ！」

　その高い声は、明らかな異常性を感じさせた。

　ハーミットの傍そばから、ウィスタルが苦にが々にがしげに声を返す。

「ベリエ司し祭さい、貴方あなたは薬の効果で正気を失っている！　暴力に身を任せず、冷静になれ！」

　そんな説せつ得とくは、しかし今のベリエには通じない。

「薬の効果だと!?　けっこうなことじゃないか！　なんだっていい！　俺おれを気持ちよく戦わせてくれるなら、どんな薬だろうと大歓迎だ！　俺は久々に気分がいいぞ、剣聖。誰だれ彼かれ構わず全すべてを斬きり伏ふせたい気分だ。その相手がおまえなら申し分ない。こういう瞬間を楽しまずに、人生で何を楽しめというんだ!?　え!?」

　──開き直ったベリエの言に、ハーミットは自身の勘かん違ちがいを悟さとった。

　ベリエは、〝薬の効果〟で狂ったわけではない。この男は──最初から、狂っていたのだ。薬はその意識を後押ししただけで、ベリエはあえて、自らの意思でその効果に溺おぼれている。その欲求に抵抗するつもりさえないらしい。

　ベリエが単身、ゆっくりと歩いてきた。

　敵陣の只ただ中なかを突っ切る格好で、左右の敵兵をまるでただの人形のように薙なぎ払いつつ、彼はウィスタルを見つめて歩き始める。

〝……あの男は、戦うことしか考えていないのか……？〟

　彼の姿に、ハーミットは慄りつ然ぜんとした。

　何かのために戦うのではなく、ただ戦うことを純粋に愛する者がいることは、ハーミットもよく承しよう知ちしている。

　そしてベリエという男は、極端にその傾向が強いらしい。

　歩むベリエは、周囲の敵兵をすっかり子供扱いにしていた。薬の効果もあって神経が研とぎ澄すまされているのか、その剣けん捌さばきには無む駄だがなく、敵が間ま合あいに入ると同時に次々と斬きり捨てていく。

　流りゆう麗れいで力強いその戦いぶりは、見る者を圧倒した。

　一剣士として、ハーミットは自分の腕に、過か信しんにならない程度の自信をもっている。だがもし、今のベリエを相手としたら──勝敗がどうなるかは、素直にわからなかった。

「剣けん聖せい！　逃げるな！　俺おれと戦えよ！」

　ベリエは嗤わらいながら声を張り、近づく敵兵を剣で退しりぞけ、ゆっくりと歩いてくる。

「怖おじ気けづいたのか!?　違うよなあ！　おまえは俺と同類だよ、わかってるんだ。所しよ詮せん、俺達はただの人殺しなんだよ。いかに美び辞じ麗れい句くを並べて剣けん理りを説といたところで、剣は人を殺すための道具で、俺達はそれに魅み入いられた人間だ。戦えよ、ウィスタル！　戦いたいんだろう!?　俺のように、素直になれ！」

　ハーミットは、熱狂的に叫ぶベリエからウィスタルへと視線を移した。

　剣聖と呼ばれた男は動揺するでもなく、どこか哀かなしげな眼めをベリエに向けていた。

　澄んだ青い眸ひとみは、ハーミットの父──今は亡なきルースター・エアルとそっくりでもある。兄弟だけに当然のことかもしれないが、ハーミットは改めて、父の面おも影かげをウィスタルに見出した。

　ウィスタルは、低いわりにはよく響く声で応じた。

「……おまえのような男がいるから──私は、剣を捨てられない」

　ベリエは剣を誇示して、嬉うれしそうに嗤った。

「そうだろうとも！　おまえも俺と戦いたいはずだ。捨てられないさ、こいつは。この楽しさは、他のことじゃ味わえん。おまえが鍛たん錬れんを重ねてきたのも、こいつが楽しいからだろう？」

　ウィスタルはその眼を鋭するどく据すわらせた。会話の最中にも、彼は襲いかかってきたラトロアの兵を一瞬で両断にする。その剣筋に迷いはない。

　そしてウィスタルは、その剣先をベリエに向けた。

「──ベリエ司し祭さい。私が剣を捨てられないのは、楽しいからではないよ。おまえのように、剣を暴力の道具にする者達さえいなければ──私はとっくに剣を捨て、平和に生きることを選んでいた」

　ウィスタルの声は静かだったが、そこには怒りにも似た気き迫はくが籠こもっていた。

「私は守るために剣を取り、守るために剣を振るってきた。それが私の誇りであり、また剣けん聖せいなどという、分ぶん不ふ相そう応おうな呼び名を得た理由でもある。ベリエ司し祭さい、私はこの剣にかけて、貴方あなたのようにはならないし、また貴方と斬きり結ぶ気もない。私は今、〝神殿を守るために〟戦っているだけだ」

　それだけ告げて、ウィスタルはベリエから視線を逸そらし、すでに撤てつ退たいしつつある部下達をさらに急がせた。

「すぐに全員、出口付近まで退ひけ！　薬を吸わずに済むよう、風通しのいい場所まで出るんだ！　しばらく苦しい戦いになるが、せめて神官達が避ひ難なんするまでの時間を稼かせぐ！」

　指示に従う騎士達を追つい撃げきする形で、中央の敵兵が四方に散り始める。その間にも御柱ピラーからは追加の兵が降ってきて、ハーミットやウィスタル達は彼らを防ぎつつ、じりじりとその場を下がっていった。

　そして新たな敵の増ぞう援えんは、ウィスタルらとベリエとを隔へだてる壁にもなる。

　敵兵に埋まい没ぼつしたベリエを見捨て、出口付近まで徐じよ々じよに退いていく中、ハーミットは叔父おじの苦しげな横顔をうかがった。

「叔父上──」

「……まったく、剣士というのは因いん果がなものだ。あんな男にまで見込まれるとはな。だが──これも業ごうという奴やつか」

　不快げに呟つぶやき、ウィスタルは目許を歪ゆがませた。暴力を嫌う剣士であるウィスタルにとって、ベリエのような男は軽けい蔑べつの対象であるはずだった。ああした男に挑いどまれて、これまでにも迷めい惑わくをこうむったことがあるのかもしれない。

　移動と並行して、南側の防御は崩れていった。

　指揮官であるはずのベリエが勝手に動き、他にも闘争心の盛んな者達は薬に酔よい、守ることよりも攻めることに意識が向いている。その隙すき間まを縫ぬって進む敵の兵達を、残った騎士達では抑おさえきれないらしい。

　通路の外側には交代要員が待たい機きしているはずだが、その数は多くない。神しん域いきから連れてきた歩兵部隊は、まだ神殿に急いでいる最中だろうし、そもそも彼らでは、この異常な兵達を相手に戦う勇気を保てるとは思えない。

「外にいる連中を南側に急がせろ！　それと遊撃班を組織し、包囲を突破した連中を追撃させるように伝えておけ！」

　ウィスタルが指示を追加する中、ベリエの高笑いが御柱ピラーの下に響いた。

　戦場は動き、この場では抑えきれず、神殿内にも拡大しようとしている。

〝数〟に押されることの不利を嚙かみ締めつつ、ハーミットは刀を握り直した。
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　イリス達は、神殿の離れにあてがわれた自分達の部屋に戻っていた。

　部屋に入るなり彼女達を出迎えたのは、くるくると楽しげに踊るかぼちゃ頭である。

「……パンプキン。なんで踊ってるの？」

　扉とびらを開けると同時にその姿を認めたイリスは、わずかに頰ほおを引きつらせた。

　パンプキンは軽やかなステップを踏みつつ、くるりと頭を振りかえらせる。

「おぉ、イリスよ！　聞いてくれたまえ。我は今、体ばかりでなく心も踊っておるのだ。実はつい今しがた──」

　パンプキンは大おお仰ぎように振りかえる。そして両手を広げたポーズのまま、彼はその頭だけを大きく傾けた。

　さも不思議そうに、イリスの背後へとかぼちゃの視線が動く。

「……はて。汝なんじの背後に、ウルク司し祭さいとシアがいるように見えるが」

「……いるわよ？」

　イリスは冷さめきった声で応じた。

　後ろに立ったウルクは、パンプキンの踊りに驚いたように眼めをしばたたかせ、その口元を指先で押さえている。半なかば呆ぼう然ぜんの態ていで、笑っているわけではない。

　ムスカとシア、バニッシュとカトルもその後ろにいたが、彼らはパンプキンの奇き行こうにも慣れていた。

　パンプキンは無言で固まっている。

「リセリナも捕まえたわ。バニッシュ、その子は奥に縛しばっておいて」

　指示を受けたバニッシュはリセリナを担かついだまま、固まったパンプキンの脇わきを通り抜け、奥の部屋へと消えた。

　パンプキンは体をぴくりとも動かさぬまま、頭だけをバニッシュの動きに合わせて巡らせる。

「さっきはウルクを神殿騎士から助けてくれたそうね。ご苦労様」

　イリスは一応、そう言っておいた。

「もっとも、その後がよくなかったようだけど──」

　イリスの小言を聞いているのかいないのか──やがてパンプキンは顎あごの下に手を添そえ、ぼうっと天井を仰いだ。

　そしてごく小さく、かぼちゃの内側から呟つぶやきを漏もらす。

「……なんたることだ」

「……何？」

　パンプキンは大きな頭に両手を添えた。

「なんたることだ。せっかくの脚本が狂ってしまうとは。我にとっては会心の作であったのだが──」

「……脚本？　ちょっと待って。なんの話をしてるの？」

　イリスの冷さめた視線をものともせず、パンプキンは朗ろう々ろうと歌い出した。

「そう、我はつい今しがた、古典劇を模も倣ほうする楽しみを見出したのである。手に手をとって逃げ出す、勇ゆう敢かんな王子と美び貌ぼうの司し祭さい。しかし司祭にかつての記憶はなく、そして王子の傍そばには、王子と密ひそかに心を通わせる異世界の娘が──ああ！」

　声は高々と部屋に響く。

　唐とう突とつに紡つむがれた妄もう想そうじみたその言に、イリスは呆あきれて声も出ない。

　パンプキンはお構いなしに、さらに声を張って歌った。

「──記憶はなくとも、何故なぜか王子に惹ひかれる司祭。そして王子を知るにつれ、より離れ難くなる異世界の娘。互いに牽けん制せいし合う二人の間にはいつしか友情が生まれるが、しかしその時、王子にはどちらかを選ばねばならぬ運命が訪れる。彼かの者が伴はん侶りよとして選ぶのは、果たしてどちらの娘か？　そして彼かの者は、愛する者を護まもるために、果たしてこの我を打ち倒せるのか否いなか！　生と死、美しき愛情とおぞましき憎ぞう悪おを超えた先に紡がれる物語の結末やいかに──！」

　──明らかに尋じん常じようでない言葉を連ねた後に、三秒ほど沈黙し──

　パンプキンは、不意にがくんと細い肩を落とした。

　そしてイリスに向き直り、困ったように首を傾かしげてみせる。

「……と、いうわけで、一度はウルク司祭を返し、しばらくしてからフェリオ王子にその選択を強しいるのが、我の見出した今後の大いなる楽しみであったわけなのだが」

　勝手に登場人物にされたウルクは固まっていた。

　彼の言が本気か冗じよう談だんか──一応は考えてから、イリスは怒りに目許を歪ゆがめた。このかぼちゃ頭は、おそらく本気で言っている。

「知らないわよ！　そんなこと！」

　思わず声を荒げると、背後のウルクとシアがびくりと肩を竦すくめた。

「パンプキン、貴方あなた、まさかわざとウルクとシアを見逃したの!?　事ことと次し第だいによっては、いくら貴方でも──」

　パンプキンが素早く頭を左右に振った。

「いやいやいやいや。イリスよ。豊かな人生には悲劇と喜劇が必要なのだ。その芽めを大事に育て、実りを待つことも時には必要である。そこに生まれるのが喜劇となるか悲劇となるか──脚本家の介かい在ざいせし舞台劇とは異なり、その結果は出演者次第であるが、我は素晴らしき出演者による美しき物語を愛する者。必要かつ効果的な演出のためには、多少の譲じよう歩ほはあって然しかるべきではないかと、こう思うのだ」

　イリスには理解し難い思想を滔とう々とうと述べ、パンプキンは同意を求めるように両手を広げた。

「だからリセリナとウルク司し祭さいの二人を、今から返して来るわけにはいかんかね？」

「いかないわよ！　あんた、考えてから物を言いなさい！」

　パンプキンの側に、裏切りを否定する気は毛もう頭とうないらしい。そもそも彼にとっては、〝裏切り〟ですらないのだろう。

　あり得ない提案をしてきた彼に、イリスは猛然と突っかかる。

「人生に劇ドラマを求めるのは、妄もう想そうの中だけにして！　それを実行しないでよ、お願いだから！」

「これは異いなことを！　戯げ作さくとして創つくられた運命には芸術としての価値を認めるが、今宵こよいの我は、自らの手で現実の運命を切り開く者の、その行く末を見たいと欲したのである。それは真に迫った、人生という名の偽いつわりない真実であろう。人に見せることを目的としない、純粋な思いの行きつく先をこの眼めに見たい──この願望を理解できぬとは──イリス、汝なんじはまだまだ若い。少しは我を見習うとよい」

　かぼちゃ頭は体を反そらして胸を張る。妄もう言げんもここに極まった。

　イリスは歯を食いしばり、怒りの表情が隠かくせない顔を片手で覆おおった。

「…………近くのかぼちゃ畑に埋めてやりたいわ、あんた」

「うむうむ。我の顔が畑一面を埋めていたら、おそらく子供らも大喜びであろう」

　人を食ったパンプキンの返答に、背後でムスカが吹き出した。

　その光景をうっかり想像して最悪な気分にさせられつつ、イリスはきつくムスカを睨にらむ。筋肉質の巨漢は慌あわてて咳せき払ばらいをし、視線をパンプキンに据すえた。

「パンプキン、自分勝手はそのくらいにしておけ。それより、ウルク様を助けるため、神殿騎士とやりあったそうだが……奴やつらを仕し留とめたのかね？」

　問いながらムスカは部屋に入り、イリスも適当な椅子に座る。ウルクとシアがそれに続き、最後にカトルが扉とびらを閉めた。

　ムスカの問いに、パンプキンはぽんと手を叩たたいた。

「それである。我もどうするべきか迷ったのだが、殺すだけならばいつでもできると思い、傷を与えて追い返した。神殿騎士団、副団長のリカルドという男が主犯だが、他にも十人ほど傍そばに隠れていたゆえ、おそらくは計画的な犯行である。ウルク司祭の護衛かと思っていたが、その実はとんだ不ふ埒らち者ものであったな」

「……そいつら、最低ね。力ずくで女をどうこうしようなんて」

　イリスは心しん底そこから腹をたてていた。

　リカルドという男のことはあまり知らないが、嫌味な色男だと認識している。パンプキンのふざけた言動には怒りを感じるものの、ウルクが無事だったことに関しては、彼の手て柄がらとして認めざるを得ない。

　パンプキンは首を捻ひねった。

「しかし、汝なんじらがリセリナ達を連れてきたということは──彼かの王子はいかに？」

「フェリオ王子は最初からいなかった。神殿の異変に気づき、ウルク司し祭さいをリセリナに預け、様子を見に行ったらしい」

　ムスカが答えたことは、ウルクから聞いたことである。

「異変、かね。ふむ──あれは〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟で起きていた現象と同じではないのかね、教授？」

　パンプキンが言ったことは、イリス達にも通じる認識だった。

　御柱ピラーの発光現象自体には、イリス達はさほど危機意識をもっていない。御柱ピラーとよく似た元の世界の〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟なども、外部からの刺激に反応して、よく似た光をたびたび放っていた。

　ムスカ達には、その認識がある。

「あぁ、おそらく同質のものだとは思うがね。だがどうかな。軸シヤフトと御柱ピラーがまったく同じものだとする確証はまだない。しばらくは注意深く様子を見るとしよう」

　ムスカの言に、イリスも頷うなずいた。

　さしあたって、今の段階で神経質になる必要はないと思える。リセリナも無事に捕らえた今は、もっと重要なことがあった。

　イリスは視線を足元に転じた。そこにはまだ幼い少女、シアがいる。

　彼女はウルクの裾すそをぎゅっと摑つかみ、険けわしい眼めで大人おとな達の会話を黙って聞いていた。

　その様子は、怯おびえているようでもあるが──逆に、幼い身で健気けなげにも、ウルクを護まもろうとしているようにも見える。

　イリスはくすりと笑った。シアのその願望は、叶かなわぬ質のものである。

「さて、と──」

　イリスはシアの頭を軽く撫なでた。

　シアはびくりと肩を震わせ、震える眼でイリスを仰あおぐ。

「……それじゃ、シア。ウルクに〝輝く眼〟を使いなさい」

　シアは歯を食いしばってイリスを見上げ──返事をしなかった。

　一方、イリスは顔に微笑を張り付かせる。

　ウルクは会話の意味を図はかりかねて、イリスとシアを交互に見ていた。

「イリス？　輝く眼って……」

「ウルクは心配することないのよ。さ、シア。わかってるでしょう？」

　そう告げて、イリスは隣室を視線で示した。

　その奥には動きを封じたリセリナがいて、バニッシュが見張りをしている。幼くとも聡さといシアは、イリスの言葉が何を意味しているか、よく理解しているはずだった。

　その証しよう拠こに、少女はかたかたと震えだす。

「で、でも、イリス……」

　見かねたムスカが間に入った。禿とく頭とうの巨漢は、その体格に似合わぬ優やさしい眼めをしている。

「──イリス、その話は後でもいいだろう。そうだ、まずカシナート司し教きように、ウルク司し祭さいのことを知らせてくるべきじゃないかね。今いま頃ごろ、その行方ゆくえを捜さがしているかも──」

「教授は黙ってて」

　ぴしゃりと言って、イリスは腰をかがめると、シアの顔をにっこりと見つめた。

　ただし、その視線だけは絶対に合わせない。

「シア、貴方あなたの選択次し第だいで、リセリナがどんな目に遭あうか──わかるわよね？　それとも、少しだけ実際にやってみせたほうがいい？　指とか腕とか脚とか……」

　少女の耳元に囁ささやく。

　シアは蒼そう白はくとなって、閉じた口の奥で歯をかちかちと鳴らしていた。

「イリス！　やめなさい！」

　険しく叫んだのは──ムスカではなく、ウルクだった。

　イリスの傍そばから引き離すように、ウルクはその細腕にシアを抱かかえ上げ、ぎゅっと強く抱ほう擁ようした。

「イリス、こんな小さな子に、貴方は何をさせようとしているのですか？　私が知ってはいけないことなら、別に言わなくても構いません。でも、一つだけはっきりさせておきますが、私が部屋を抜け出したのは、あくまで私の意志です。この子は関係ありません。もしシアを泣かせるようなことをしたら、私は貴方を嫌いになってしまいます。だからお願い。この子を責せめないで」

　言葉は的外れだったが、ウルクの真っ青な眸ひとみは真しん摯しな美しさを放ち、イリスを射い抜ぬくように睨にらんでいた。

　そこにもう友情や信頼の様子がないことを察して、イリスは眼を細める。

　シアに〝輝く眼〟を使わせて、イリスはウルクから、彼女の本ほん音ねを聞きだすつもりでいた。フェリオに関する記憶の有無、自分達に対する信頼感の有無、ウルク自身の考え──

　だがもう、その段階はとうに過ぎていたらしい。予想はしていたことだが、早い段階でこの機会が訪れたのは、かえってよかったかもしれない。

「……ねぇ、ウルク」

　イリスはにっこりと笑いかけた。

　ウルクはシアを抱いたまま、警戒心を剝むき出しにしてイリスを睨んでいる。

　構わずに、イリスはゆっくりと語りかけた。

「私、貴方とはいいお友達になれると思っていたの。本当よ？　うわべだけでも、友達は友達でしょ？」

「お、おい！　イリス……」

　ムスカが慌あわてて割って入ろうとしたが、イリスに黙るつもりはなかった。

　どのみち、ウルクの記憶はこれから消すつもりなのだ。シアに再処置をさせるためにも、もしシアが処置をしなければ、〝ウルクを殺すしかない〟状態にまで持っていく──イリスはそのつもりである。そこまですれば、ウルクの命を助けるためにも、シアは言うことを聞くだろう。シア当人が、ウルクのこともリセリナのことも好きな以上、聞かざるを得ない。

　依い然ぜんとして険けわしいウルクの眼まな差ざしを受け止め、イリスはなおも微笑を絶やさない。

「私ね。本当は貴方あなたみたいな子、大っ嫌い。いい子ぶってて、いつも自分は正しいって顔をして、みんなに愛あい想そを振り撒まいて優やさしくて綺き麗れいでちやほやされて──ほんと、お姫様みたいよね、貴方って」

　──イリスが口にしたそれらの要素は、リセリナとも共通していることだった。

　イリスは自分が本心ではウルクを嫌っていた理由に、そこでやっと気がついた。この娘は、リセリナと似ているのだ。容よう姿しや性格は違うが、シアのことを守ろうとする気け高だかい様子や、口にする正しい言葉の端はし々ばしに、強い嫌悪感を覚える。

　ウルクは無言で、イリスを見み据すえている。青い髪は汗ばんだ肌に張り付き、シアを抱く手はわずかに震えていた。

「全部、教えてあげるわ。貴方はフェリオ王子のことが大好きだったの。でも凄すごいわよね。記憶を消したはずなのに、まだ心のどこかで憶おぼえているなんて、未み練れんたらしいことこの上ないわ。だって、フェリオ王子のほうには全然そんな気がなくて、貴方が一方的に想おもいを寄せていただけなのに──このまま忘れていたほうがきっと、幸せだったはずなのに」

　ウルクの表情が強こわ張ばった。くっと息を詰めて、彼女は立ち竦すくむ。諦あきらめたムスカが顔を逸そらし、イリスはいよいよ舌ぜつ鋒ぽうを鋭するどくした。

「カシナート司し教きようも共犯よ。あの人、言ってたわ。どうせこの国はタートムの侵しん略りやくで滅ほろんで、フェリオ王子も死ぬことになる。貴方がそれで死ぬほど悲しむくらいなら、いっそ忘れさせてしまったほうがいいって──もっとも、そんなのは言いい訳わけよね。貴方が死んだら、あの人の本国での立場が悪くなる。でも記憶喪そう失しつとかなら病気だし、カシナート司教の責任にはならないもの。貴方が全部忘れて、おとなしくジラーハに帰っていてくれれば、ぜんぶ丸く収まって、こんなことにはならなかったのよ」

　そしてイリスは──これまで言わなかった言葉を口にする。

「ほんと、馬ばっ鹿かみたい……貴方の記憶を奪ったのは、その子なのに」

　嗤わらいながらイリスは、シアを指差した。

　ウルクが目に見えて硬こう直ちよくする。それはシアも同じことで、場の空気は凍こおりついた。

「イ、イリス……!?」

　ムスカが声を裏返らせた。そこまでのことを口にするとは、彼も思っていなかったものらしい。

　イリスは大おお仰ぎように肩を竦めた。

「間ま抜ぬけよね。シアが貴方に何をしたか、貴方、知らないでしょう？　その子が貴方の頭に細工をして、貴方あなたの記憶を失わせたの。その子にはそういうことができるのよ。貴方が大好きだったフェリオ王子との思い出も含めて、全部──自分の記憶を奪った子を、そんな必死になって庇かばうなんてね。あら、どうしたの？　顔色が悪いわよ」

　イリスは呟つぶやいて、ウルクの顔を真正面から覗のぞき込んだ。

　ウルクは微動だにしない。見開いた眸ひとみを動揺に震わせ、彼女は固まっていた。

　ウルクに抱かれたシアも、喉のどが詰まったのか、まともに声も出せずにいる。

　ウルクは、無言のまま──

　見かねたムスカが、彼女の腕からシアを引き離した。

　泣くことさえできずに震えるシアを抱え、ムスカは黙って隣室に消える。

　自分がウルクの記憶を消したこと──シアは、その事実をウルク本人に知られることを、ひどく恐れていたはずだった。少なくともイリスはそう思っている。

　ウルクに懐なついていたシアにとって、そのウルクから嫌われることは、なにより怖いことのはずだった。

　イリスはウルクの手をとった。

「私がどうして、貴方にこんなことを話したのか。わかる？」

　ウルクは反応をしない。眼めに力は失われ、彼女は気分を悪くしたように口元を手で覆おおった。

「……貴方にはもう一度、記憶を失ってもらうから。それで万事、解決するの」

　──シアは、処置に応じるだろう。

　イリスは微笑ほほえんで、ウルクの頰ほおをそっと撫なでた。

「そういうわけだから、貴方にはもうしばらく、ここにいてもら……」

　ウルクが、ぶるりと細い肩を震わせた。




　──ぱんっ──




　──ひどく乾いた唐とう突とつな音が、部屋中に響き渡った。
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　自分が何をしたのか、ウルクは咄とつ嗟さに、理解していなかった。

　イリスの頰を平手で打ち終えて、それから数秒が経たった頃ころに、やっと自分が人をぶった事に気づいた。

　考えるよりも先に、体が動いた。

　目の前のイリスは呆ぼう然ぜんと、自らの頰を押さえている。ウルクの眼から見ても、打ち据すえた彼女の頰は赤くなっていた。

「……イリス……貴方あなたは……貴方は……」

　ウルクは震える声を紡つむいだ。どうしても──目の前の少女がしたことが、許せなかった。

「貴方は、シアに……あの子に、そんなことを命令したのですか……？」

　問いかけてから、ウルクは眸ひとみを険けわしくして、イリスを見み据すえた。

　頰ほおを押さえたイリスは、驚いたように眼めを見開いている。

　ウルクは視界が涙で霞かすむのを感じながら、その声を張った。

「イリス！　答えなさい！　シアにそんなことをさせて、貴方は何も感じないの!?　あの子は貴方の道具じゃない！　あの子がどんな気持ちで、私に何を謝あやまっていたのか──やっと、わかりました。あんな小さな子に、無む理り矢や理りに罪を犯すことを強しいて──その上で貴方は、なおもあの子を追い詰める気なの!?　そんなこと、私は許しません！　これ以上、シアに指一本でも触れてごらんなさい。私は一生、貴方を許さないわ！」

　一いつ気き呵か成せいに言い放ち、ウルクは隣室に連れて行かれたシアを追おうとした。

　シアをあのままにはしておけない──強くそう思った。

　以前の自分がフェリオに好意を抱いていたことは、イリスに言われるまでもなく、もうわかっていた。でなければ、彼のことを想おもうだけで、あれほど胸が騒ぐはずはない。

　だが──シアのことは、まるで予想外だった。

　人の記憶を無理に失わせることができるなどとは、にわかには信じ難い。だが、ウルクは来訪者ビジター達の奇妙な技術の一端を知っている。そして同時に、イリスの言ったことは、今の自分の置かれた境きよう遇ぐうを裏付ける内容だった。
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　閉まった隣室の扉とびらを開けようとして、しかしウルクは、その腕をイリスに摑つかまれた。

「イリス！　離しなさ……！」

　抵抗しようとした矢先に、視界が大きく揺らいだ。その頰ほおに激しい衝しよう撃げきを受け、ウルクはそのまま床ゆかに叩たたきつけられる。

　間かん髪はつを入れずに、上から[image: 拳]こぶしが降ってきた。

　ウルクは咄とつ嗟さに眼めを瞑つぶる。

「──イリスよ、そこまでにせよ」

　倒れたウルクは、その軽い声を聞いて眼を開けた。

　振り下ろされたイリスの[image: 拳]は、顔の直前で止まっていた。しかしそれは、イリスが自ら止めたわけではない。

「司し祭さいを殺す気かね？　汝なんじが本気で殴なぐれば、戦士ですらない司祭殿には命に関かかわる。多少は頭を冷やすがよい」

　[image: 拳]がウルクにあたる寸前で──パンプキンの手が、イリスの腕を摑んでいた。

　かぼちゃ頭はウルクの真上に立ち、くらくらと頭を揺らしている。

　イリスに殴られて倒れたことを、ウルクはその時、ようやく自覚した。さらに殴りかかろうとした彼女を、パンプキンが止めてくれたらしい。

　ウルクが見上げたイリスの様子は、数すう瞬しゆん前からは一変していた。

　無表情の冷たい眼まな差ざしが、ウルクを物のように見下ろしている。その視線にぞっとして、ウルクは息を詰めた。

「……殺すつもりだったのに」

　ぽつりと静かに呟つぶやいて、イリスは身を起こした。

　ウルクは動けない。たった今、イリスが見せたその凄せい惨さんな迫力に気け圧おされ、呼吸することも忘れていた。

　イリスの[image: 拳]は頭を狙ねらっていた。もし床に挟はさまれその[image: 拳]を受けていたら、果たしてどうなっていたかわからない。

　パンプキンがウルクとイリスの間を遮さえぎるように立った。騒ぎを聞きつけて、隣室からムスカも顔を出してくる。

「イリス、どうした？　何を揉もめて──」

　問いかけた後で床に倒れたウルクに気づき、ムスカは眼を丸くした。

　パンプキンは彼に向き直り、かくんと肩を竦すくめて見せる。

「教授よ。ちと面めん倒どうなことになった。ウルク司祭がイリスを怒らせてしまったのだが──イリスの頭が冷えるまで、しばらくウルク司祭には黙っておいていただいた方が、互いのためであろうと愚ぐ考こうする」

　倒されたウルクは、依い然ぜんとして動けずにいた。最初に頰ほおを殴なぐられた衝しよう撃げきで、頭の中がまだ揺れている。当然、殴られた頰は痛いし、口の中を少し切ったのか、血の味もした。

　なかば呆ぼう然ぜんとしつつ──それでもウルクは、イリスを睨にらんだ。

　彼女のしたことは、ウルクにとって許せないことだった。

　倒されてもなお退ひかないウルクを見下ろし、そしてパンプキンに邪じや魔まされてふて腐くされるイリスを眺め、ムスカは深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「──なるほど。事情はなんとなくわかった。ひとまず、ウルク司し祭さいはこちらに──」

　そう言って、ムスカがウルクを助け起こそうとした、その矢先のことだった。

「──殺しちゃいなさいよ、そんな子」

　窓の向こうから、唐とう突とつに女の声がした。

　笑いのこもったその澄んだ声に、ウルクは聞き覚えがあった。

　ついさきほど──ウルクは自室で、その女と会っている。

　イリスが窓に視線を向けた。パンプキンが身を低くして構え、姿の見えないカトルは足音を消して窓辺に走り寄る。

　すかさずムスカが、誰何すいかの声を投げた。

「何者だ！　姿を見せろ！」

「あら、入っていいの？　じゃ、お招きにあずかりまして──」

　見上げるウルクの視界で、窓の向こうに細い光の綱ロープが見えた。

　イリス達が咄とつ嗟さに息を吞のむ。その光は、来訪者ビジターが持つ腕うで輪わの光とよく似ていた。だが、腕輪のそれがあくまで手元にある光なのに対し、窓の外の女は綱のようにそれを伸ばしている。

　その綱を伝って、彼女は姿を見せた。

　黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ、二十代の若い娘──黒布で顔の下半分を隠かくしていたが、その上に覗のぞく切れ長の眼めは、見間違う質のものではない。

　爪つま先さきで器き用ように窓を開け、彼女はにっこりと微笑ほほえんだ。

　暗殺者、シズヤ──ウルクは彼女の名を、そう聞いていた。

「ウルク司祭、さきほどはどうも。でも、用があるのは貴方あなたにじゃないから安心して。さて、来訪者ビジターの皆様には、御ご機き嫌げん麗うるわしく──」

　わざとらしい挨あい拶さつをしながら、シズヤはくすくすと笑う。来訪者ビジター達は距離を保ち、一いち様ように彼女を注視していた。その物腰に隙すきはなく、もし彼女がほんの少しでも妙な素振りを見せれば、すぐにでも飛びかかれる状態である。

　当の女は平然としているが、傍そばで見ているウルクのほうが、緊迫感に身を竦すくませた。

「──カシナート司し教きようの名無し……じゃないわね？　柱はしら守もりとかいう連中？　それとも王宮の……」

　不意の不ふ審しん者しやに対し、イリスが鋭するどい声で問う。

　シズヤは嬉うれしげに目許を細め、わずかに小首を傾かしげてみせた。

「残念、どれも外はずれですわ。もっと、貴方あなた達にとって役に立つ存在だと自負しております」

　窓枠に腰をおろし、シズヤは長い脚あしを組んだ。

「──西の大国、ラトロアより、皆様をお迎えにあがりました、シズヤと申します」

　その遠い遠い異国の名が、彼女の口から紡つむがれたことに、ウルクは驚きよう愕がくを通り越して呆ぼう然ぜんとした。

　来訪者ビジター達に至っては露ろ骨こつに眉まゆをひそめ、彼女の言葉に戸と惑まどっている。

　シズヤは両手を広げて──この上なく温和で穏おだやかな、優やさしい微笑を見せた。

「いずれ近い将来に壊かい滅めつする神殿勢力に与くみするよりも──覇は権けんを得る我々と共に、新しい歴史の行方ゆくえを見届けたいとは思いません？　そうすれば、神殿やこの国に対するさまざまなしがらみも捨てて、全すべてを貴方がたの思うように為なせますわ」

　イリスがぴくりと肩を震わせ、そして一瞬だけウルクを見下ろした。

　視線は冷たく──ウルクは、背筋に寒さむ気けを覚える。

　続けて、シズヤはさらに言い募つのった。

「そう、ラトロアは貴方がたに自由を保障いたします。つまり、貴方がたが神殿勢力の誰だれを殺そうと──我々は、それを咎とがめたりしません。イリス様、外で盗ぬすみ聞きをしていた私が、飛び込みでこんなことを申し上げるのは僭せん越えつですが──ウルク司し祭さいもリセリナも、ラトロアにとっては立りつ派ぱな〝邪じや魔ま者もの〟です。貴方がたと利害が一致するのはカシナート司し教きようではなく、むしろ我々のほうだと思いますけれど？」

　微笑とは裏うら腹はらの物ぶつ騒そうな言葉には、来訪者ビジター達を誘ゆう惑わくする響きが満ちていた。

　ウルクは床ゆかから、イリスの姿を見上げる。彼女は警戒を弱め、興味深そうにシズヤを観察していた。

　その表情に漂うのは、動揺でも逡しゆん巡じゆんでもない。

　微笑ほほえむシズヤは、さらに言葉を続けた。

「いま、ここの御柱ピラーにはある異変が起きています。何が起きているかを知れば、貴方がたにもラトロアと神殿勢力のどちらが勝つか、はっきりとわかるはず──もはやジラーハは、頼たよるに足る存在ではありません。趨すう勢せいは明らかですわ」

　シズヤは自信たっぷりに、そう断言した。

　イリスはしばらく考える様子を見せ、それからムスカを振りかえる。

「──教授。シアを連れてきて。確かめるから」

　ウルクの存在を完全に無視して、彼女は冷ややかな声でそう告げた。
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　一いつ介かいの神殿騎士、チェイニー・アルガレイにとって、その日は厄やく日び以外の何物でもなかった。

　朝の訓練では、同僚が訓練用の刃引きの剣と本物を間違え、危あやうく本当に斬きられるところだった。昼食ではスープの中に蠅ハエの死体が沈んでいたし、昼寝でもしようと思った矢先に雑用を押し付けられ、結局、夕方までその余よ計けいな仕事は続いた。

　神殿騎士団の宿舎、団長室の隣にある、小さな小さな書庫──そこにあるはずの一冊の本を探すようにと、チェイニーは先輩の騎士から言われた。

　そこにあるあらかたの本は木箱に押しこめられており、書庫というよりはもはや、ただの物入れと化していた。

　そしてチェイニーがランタンを持ちこんで、赤毛を蜘蛛くもの巣に汚しながらしぶしぶ木箱を漁あさっていると──隣室から、団長と副団長の声が漏もれ聞こえてきたのである。

　何も知らなければ、中ちゆう途と半はん端ぱな信仰心と良心の狭はざ間まで迷うこともなく、いつも通りに気楽な一日を過ごしていたはずだが──チェイニーは、聞いてしまった。

　団長とリカルドが結けつ託たくし、ウルク司し祭さいを襲うことで、フェリオ王子への意い趣しゆ返がえしを企たくらんでいる──信じ難いと思う反面、その会話には妙に納なつ得とくする部分もあった。チェイニーの知るベリエやリカルドは、そういう性格の持ち主である。

　チェイニーはジラーハにいた頃ころ、一度だけ、式典の席でウルク司祭を見たことがあった。

　父親のマディーン司し教きようと共にアルセイフから帰ってきたばかりだった彼女は、まるで少年のように髪を短くしていたが、その可愛かわいらしさは神殿内でも人の口にのぼるほどだった。

　まだ新しん米まいの騎士だったチェイニーも、人目を忍しのんでこっそりと、神しん姫きと並んで描かれた複製画を買ったものである。

　世間にすれた今では、もう高位の神官達に対する尊敬の念などは薄いが──あの可か憐れんなウルク司祭が、あのどうしようもない鬼き畜ちくにも等しいリカルドからいいようにされるというのは、さすがに看かん過かできなかった。

　とはいえ、面と向かって上官達をたしなめることなどできるはずもなく、またカシナートのような高位の司教に面会を求めるのもはばかられて、結局、チェイニーは苦し紛まぎれの選択をした。

　敵であるはずのアルセイフの一行に、自分が聞いたことをそのまま漏らしたのである。

　もし団長や副団長に発覚したら、私し刑けいにかけられることは間違いない。

　直前まで迷ったものの、チェイニーがその選択をしたのは、単にウルクのためばかりではなかった。

　団長達は、戦乱を拡大させるために動いている。そのことが、チェイニーには不快だったのだ。個人で戦うならともかく、そこに周囲を巻き込むなとも思う。

　ベリエやリカルドのような男は、もしジラーハが滅ほろんだら滅んだで、傭よう兵へいにでも転身する気だろう。だが、チェイニーには一応、生まれた国に対する愛あい着ちやくもある。あえて乱を拡大させようとするベリエ達の方針には、正直なところついていけない。

　神殿騎士達の中でも、そう思う者はチェイニーだけではないはずだった。部隊の中で指揮官に逆らうことは許されないから、それを態度で示す者こそいないが、悪名高き神殿騎士も要は一人の人間である。それぞれ、思っていることは違うのだ。

　そしてチェイニーは、ウルク司し祭さいのことをアルセイフ側に丸投げし、ひとまず安あん堵どして今日という一日を終えたつもりでいた。

　──そのつもりだった。

〝──それがどうして……こんなことになっているんだ？〟

　舌打ち混じりに頰ほおを引きつらせて、チェイニーは今、愛用の大剣を振り回している。

　向かってくる敵は動く死体のような連中で、どうも人間とは思えない。化ばけ物ものの類たぐいは信じないつもりだったが、今夜ばかりはその認識も覆くつがえりそうだった。

　御柱ピラーに通じる廊下を後退して、彼は仲間の騎士達と共に、その入り口付近で苦しい戦いを続けていた。

　騎士団長のベリエは、まだホールの奥、御柱ピラーの傍そばにいる。中の空気に妙な薬が満ちていると知って、騎士達は暴走する彼に見切りをつけた。他にも幾人かの同僚が、ベリエと同じく戦いに溺おぼれており、死傷者も含めれば当初の戦力はほぼ半減している。

「おい、チェイニー──そ、そろそろ、逃げたほうがいいんじゃねぇか？」

　入り口付近で剣を振りながら、隣の騎士が低く呟つぶやいた。

　チェイニーはそのまま舌打ちを返す。逃げようにも、ここで逃げればそのまま敵に追つい撃げきされるだろう。背中から斬きられるのはぞっとしない。

「いや、増ぞう援えんが来るまで、持ちこたえてからのほうがいいと思うぜ。下手へたに腰が引けると、こいつら、余よ計けいに調子に乗る」

　言っている傍から、敵の老人が手て槍やりを突き込んできた。

　その老人は、数種類に分類される敵兵の中で、もっとも手て強ごわい。騎士の仲間達もそれがわかっているだけに、その老兵を相手にする者の周囲では、きっちりと援護に動いてくれる。

　チェイニーは、突き込まれた槍の穂ほ先さきを受け流し、そのまま大剣を横に薙ないだ。

　老兵はすぐに槍を立てて防御し、チェイニーの剣に押された勢いで数歩を下がる。

　表情はなく、その眼めは濁にごったガラス玉のようだった。

　その眼つきにぞっとしたチェイニーが剣を振り回すと、老人は鋭するどい踏み込みと同時に、槍をくるりと回した。

　チェイニーの隣で援護に回ろうとしていた騎士が、その穂先に首筋をかすめられて悲鳴をあげる。

「こ──の野や郎ろうっ！」

　なおも無防備に突きを仕し掛かけてくる老人にめがけて、チェイニーは大剣を振り下ろした。

　刃は相手の頭ず蓋がいに滑すべって、耳を削そぎながら肩口へと食い込み、その動きをようやく止めた。それと同時に、別の騎士が脇わきから首を刎はね、老人はそのまま正しよう真しん正しよう銘めいの屍しかばねとなる。

　安あん堵どする暇ひまさえなく、また別の兵達が襲ってきた。

　ひたすら増ぞう援えんが続く現状に、チェイニーは苛いら立だった。

　槍やりに首を傷つけられた仲間は、まだ生きていた。彼に肩を貸して下がらせるよう仲間に指示し、自らは襲い来る兵にまた立ち向かう。

　神しん鋼こうの剣は刃こぼれとは無む縁えんだが、それを振り回す腕のほうにはそろそろ疲労が溜たまっていた。

「まったく、なんて日だろうな、今日は！」

　嚙かみ付くように叫んだチェイニーの脇を、敵兵達があっさりと通り過ぎた。

　チェイニーは慌あわててその背を追おうとしたが、後続に斬きりかかられて対たい処しよができない。

　少し前から、わかっていたことだが──敵の兵達は、動く者にただ襲いかかるだけではないらしい。包囲が機能していた間は、その包囲を破るべく、彼らもがむしゃらに襲ってきた。しかしその包囲が薄くなった今は、まるで別の目的があるかのように、騎士を無視して走る者達も出てきている。

〝……こいつら、何かを探しているのか……？〟

　目の前の兵にも対処しつつ、咄とつ嗟さにチェイニーはそんなことを考えた。

　包囲を抜けた敵兵達はばらばらの方向へ駆け始めており、今のところは特定の一箇所を目指しているようには見えない。ただ動物のように気ままに動いている可能性もある。

　そうこうしているうちに、更さらなる増援の兵達が次々に脇を抜けていく。

　御柱ピラーからは延えん々えんと途と絶だえることなく兵が続き、明らかに人数と勢いで負け始めた。

「ここはもう無理だ！　いったん退ひけ！」

　遠くから、仲間の騎士の声が響いた。この南側にいた騎士ではない。西側を護まもっていたはずの男が、通路を回ってこちらまで来たらしい。

「こんな不気味な連中を相手に、これ以上は──」

　その声は、途中で不自然に途と切ぎれた。

　チェイニーはその方向に目を向けつつ、思わず神を呪のろう。

　撤退を呼びかけにきた同僚の騎士──彼の首筋から、鋭するどい短剣ダガーが突き出していた。

　背後には、表情のない敵兵がいる。やけに身軽な例の女で、彼女は単身、そのまま駆けてきた。

　絶ぜつ命めいした騎士はその場に崩れ落ち、女の後ろの暗がりから、やがて続々と敵兵が連なってくるのが見えた。

　──方向からして、この南側よりも先に、西側の包囲が崩ほう壊かいしてしまったらしい。御柱ピラーを中心として四方に延のびた直線の通路は、現在いる円周状の通路によって全すべてがつながっている。どこか一箇所が崩壊すれば、他の場所に皺しわ寄よせがいくのは当然のことだった。

　だが──それはもう少し、先のことだと思っていたのだ。

　薬で暴走した神殿騎士達と王宮騎士団とが、あるいは潰つぶし合いになったのかもしれない。理由は推測するしかないが、状況が悪化したことだけは確かだった。

　新たな方向からの敵襲に、身構えた仲間達の腰が引けた。

「ちっ──どいつもこいつも、根こん性じようねぇな」

　チェイニーはそう漏もらす。本気でそう思ったわけではない。ともすれば怯おびえそうな自分を叱しつ咤たするために、あえて口にした言葉だった。

　開き直って、大剣を構え直す。

　──神殿騎士達は本来、こうした不ふ測そくの事態から神官達を守る名目で神殿に配されている。実際のところは、自治権を持つ各神殿に対しジラーハが派は遣けんした監かん視し役やくだが、あくまで建たて前まえとしては〝警護役〟なのだ。

〝馬ば鹿かげた建前だが──あぁ、まったく、今日は本当に厄やく日びか〟

　チェイニーは内心で頭を抱えていた。

　この期ごに及んで、まだ逃げようと思わない自分が、いっそ腹立たしい。

　どうせ自分達は嫌われ者の神殿騎士だ。逃げたところで、〝それ見ろ〟と馬鹿にされる程度である。

　フォルナムの神殿騎士団は、神しん域いきの街まちでも神殿内でも、粗そ野やで粗そ暴ぼうで横おう暴ぼうと避けられ、畏い怖ふよりは軽けい蔑べつの視線で人々から見られてきた。リカルドはむしろそれを喜んでいたし、ベリエにいたっては意にも介かいしていなかったが──

　一介の騎士であるチェイニーにとって、それは悔くやしいことだった。

〝神殿騎士の全員が、リカルド副団長みたいな連中だとでも思っているのか？〟──

　ほんのしばらく前に、フェリオ王子の従者に対し、チェイニーはそんなことを言った。

　それは、そう思われているであろうことを承しよう知ちでの言葉だった。自分達の悪名は、そういう形で世に浸しん透とうしている。いまさら、その評価が覆くつがえることはないだろう。

　しかし、だからこそ──チェイニーは、ここで退ひく気にはなれない。

〝そんな半はん端ぱ者ものの俺おれ達が、全力をかけてこの神殿を守ったりしたら──痛つう快かいなことじゃないか〟

　そう考えると、自然に不ふ敵てきな笑みさえ浮いてくる。

「……なぁ、おい」

　チェイニーは、怯えながらもまだ戦い続ける仲間達に向け、軽い口調で声を投げた。

「──俺おれ達は、〝悪名高き〟神殿騎士だよな？」

　仲間達は、何を言い出したかとばかりに眼めをしばたたかせた。

　同僚を殺した女が、チェイニーの傍そばにまで駆けて来る。

　狙ねらい澄まして一いつ閃せん──大剣は女の首を刈かり、あっさりと仲間の仇かたきを討うった。だが、チェイニーの心に達成感はない。

　西側からは、大勢の敵兵達が塊かたまりとなって近づいてくる。

「──俺達は、街まちの連中からも神官達からも嫌われていて、子供にゃ泣かれるし女にゃ逃げられる。歩けば道を譲ゆずられて、酒場に入れば自然と席が空く──そんなならず者寸前の俺達が、ここをきっちり護まもりきったら、それはそれで、俺達を馬ば鹿かにしていた連中を見返せるんじゃないか？」

　チェイニーはわざと冗じよう談だんめかして言ったが──その言葉によって、幾人かの騎士が眼に光を戻らせた。

　悔くやしい思いをしてきたのはきっと、自分ばかりではないのだ。

　リカルドやベリエのような上官でも、上官には違いない。部隊の構成員として逆らうことは許されず、またこれまでは、あえて逆らう必要もそれほどなかった。

　チェイニー自身にしても、間違っても根っからの善人ではない。

　いまさら、人から好かれようとは思わないし、その資格もないだろうが──それでもチェイニーには、〝騎士〟としての意地が、まだ残っていた。

　その思いは程度の差こそあれ、他の仲間達にもあるはずだと思う。

　少し離れた位置にいた同輩の騎士が、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「──俺な。フォルナムへの左さ遷せんが決まった時、貧びん乏ぼうクジ引いたなぁ、って思ったよ。実際、とんでもない貧乏クジだったが……まったく、すまじきものは宮みや仕づかえだよな」

　笑いながら、彼は前へと足を踏み出した。言葉とは裏うら腹はらに、逃げるつもりはないらしい。

　別の先輩騎士が軽く肩を竦すくめた。

「愚ぐ痴ちるな、愚痴るな。俺なんざ、十年近くもあの団長と一いつ緒しよにいるんだ。おまえらなんざに、まだまだ愚痴を言う資格はねぇよ。気持ちはわからんでもないが、フォルナムでの嫌われようなんざ、南方での嫌われ方に比べりゃ可愛かわいいもんだ」

　騎士剣ではなく戦せん斧ぷを構えなおし、先輩騎士はにやりと笑った。

　チェイニーの背後で、さらに他の騎士が呟つぶやく。

「……なんでこういう馬ば鹿かどもとつるんでるかな、俺も。逃げりゃいいのにさぁ。いまさら、自分の命より大事なものなんかないだろうよ、おまえらだって」

　そんなことを言う本人もまた、嫌そうな顔をしつつも眼は死んでいない。

　他ほかに残った同僚達にも──逃げる様子はなかった。

　彼らに苦笑を送って、チェイニーは迷いを捨てた。

「それじゃあ一つ、悪党なりの本気って奴やつを見せてやろうや。あんな奴らに、俺おれらが負けてやる義理もない」

　そう呟つぶやいて、チェイニーは大剣を担かつぎ、間近に迫る敵兵達に向けて走ろうとした。

　その矢先のこと──

「──いい覚かく悟ごだな、若いの。気に入ったぞ」

　やや離れた背後の柱の影から、知らぬ老人の声が聞こえた。せっかく集中が高まっていたところを邪じや魔まされて、チェイニーはたたらを踏んで立ち止まる。

　刹せつ那な──

　深しん更こうの神殿に、唐とう突とつなまばゆい閃せん光こうが疾はしった。

　落雷もかくやという輝きに眼めを焼かれそうになり、チェイニーは咄とつ嗟さに顔を背そむけた。

　その光は、迫る敵兵達のただなかで、何の前まえ触ぶれもなく発せられた。

　同時に、何か小さなものが弾はじける破は裂れつ音おんが連続で響き──

　腕で顔をかばいながら視線を戻したチェイニーは、眩くらみかけたその眼に、信じ難い光景を見ることとなった。

　ただの一瞬を境に、目前に劫ごう火かが生まれていた。

　燃えているのは敵の兵達、そのものである。最初の閃光で眼の眩んだ彼らは、右う往おう左さ往おうしながらその身を炎に焼かれ、まるで乾いた木のように激しく燃えていた。

　その燃え方は人よりも遙はるかに激しい。血が油になっているのかと疑うほど、火は瞬またたく間に燃え広がっていった。

　チェイニーは呆ぼう然ぜんとその光景に見入る。何が起きたかわかっていないのは、他の騎士達も同じことだった。

　火は石造りの神殿にはほとんど燃え移ることなく、ただ敵の体をひたすら焼いていく。

　あまりのことに、チェイニーは絶句していた。剣での戦いには慣れていたが、こんな状況には経験がない。

「……や、驚いた。想像以上によく燃えるのぅ──よもや、ここまで効くとは思わなんだ。連中の体は、人のそれとはかなり質が違うようだ」

　飄ひよう々ひようとした老人の呟きを聞き、チェイニーはその主を探した。

　彼はすぐ近くにいた。

　広い額に白く長い髭ひげが目立つ、大柄の老人──

　柱から姿を出した彼は、懐ふところから取り出した得え体たいの知れない薬くすり瓶びんを器用に投げ、敵の中に次々と落としていく。

　散った液体が他の火に触れるや、そこから爆発するような勢いでまた炎があがり、それは周囲にも引火して広がっていった。

　白い髭をたくわえたその老人のことは、チェイニーも知っていた。街まちの講談で見かけたことがあったし、神殿騎士達にとっては、いまや指名手配の人物でもある。

　密集しつつあった敵から敵へと火が広がって、人の焼ける嫌な臭においが周囲を満たした。

　老人は炎を避けて退しりぞきつつ、呆ぼう然ぜんとしていたチェイニーの腕を引っ張った。

「ほれ、若いの。危ないぞ。こいつは精製したクダ草の油に、粉末にした火の輝石セレナイトを混ぜた、わしの特製だ。他ほかにもいろいろと混ぜ合わせてはあるが──連中は火に弱いらしいな。この分だと、多少の時間稼かせぎにはなるだろうよ」

　眼めを眩くらまされ燃えながら、最前列の敵兵がふらふらと近づいてきた。

　チェイニーがその場から下がると、その兵はばたりと膝ひざをつき、そのまま消し炭のようになって床ゆかに崩れた。

　燃える敵兵達は、次々とその場に倒れ伏していく。後に残るのは、武器や防具と、消し炭のように転じた体だけだった。

　チェイニーは、その火をもたらした老人に引きつった顔を向けた。

「あ、あんた──何者だ？」

　手配中の老人だけに、チェイニーもその人物の名は知っていた。だがその素す性じようを考えれば、自分達を助ける理由がないし、なにより目の前の事態をもたらしたその戦い方が常じよう軌きを逸いつしている。〝何者か〟とは、その意味での問いかけだった。

「──なぁに。通りすがりの錬金術師アルケミストさ」

　老人は軽く鼻を鳴らして、呆然としたままの騎士達に背を向ける。

「それより後続が来るぞ。御柱ピラーからの増ぞう援えんも止やんでおらん。君らは今のうちに退ひいて、他の連中と合流しなさい」

「いや、でも──」

　抵抗するチェイニーに、老人は振りかえって鋭するどい一いち瞥べつを向けた。

「もうこいつらを一箇所に封じ込めるのは無理だろう。西側が完全に崩れ、南側もこの有あり様さまでは、すぐに神殿の全域に敵兵が散らばる。さきほどの意地──今度は神官達を護まもるために見せてみろ」

「あ……あぁ」

　老人の力強い言葉に、チェイニーは頷うなずかされてしまう。軽く頷きを送って去ろうとする彼の背に、チェイニーは駆け寄った。

「ちょ、ちょっと待て！　あんたのほうはどうする気だよ？　それ以前に、一体何しに、こんなところへ──」

　錬金術師アルケミストと名乗った老人──ゴーダ・トレイスは、眉まゆ根ねを険けわしく歪ゆがめていた。

「わしは御柱ピラーの異変を知って、〝柱はしら守もり〟として、コウ司し教きようを護りに来た。地下の部屋からはもう連れ出された後だったから、おそらく今は祭殿か──これからそこに行く。例の兵達が、そこに及ばぬうちにな」

　そしてゴーダは、つかつかと早足に歩きはじめた。

　チェイニーは咄とつ嗟さに、隣にいた騎士に耳打ちをした。

「おい、おまえらは他の連中と合流しろ。俺おれはあの爺じいさんについていってみる」

「はぁ？　おまえ、何言って──」

「気になるんだよ。それに一応、助けられた。上にはさっき包囲を抜けていった敵だっているはずなんだ。手伝いぐらいはしてきてもいいだろう」

　同僚の肩を叩たたいておいて、チェイニーは老人の背を追った。

　老人の余よ裕ゆうを見る限り、特に自分の助けが必要だろうとは思えなかったが、背中を護まもるくらいのことはできる。

　若じやつ干かんの好奇心と、それより多くの危機感を募つのらせながら、チェイニーは血に濡ぬれた大剣を担かつぎ直した。
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　壁面一杯に広がったディスプレイに、リセリナは〝自分〟の姿を見ていた。

　高精細の大きな画面に映った自分の姿は、ほぼ等身大に近い。まるですぐ隣に部屋があるようにも見える。

　リセリナはソファの上で膝ひざを抱えて、じっとその記録映像を見つめ続けていた。

　映像に映る部屋は、頑がん丈じようで無機質な、何も飾かざり気けのない小部屋だった。採光の小窓さえもなく、扉とびらは金庫のように分厚い。要するにそこは隔かく離り室しつで、研究所で捕らえた犯罪者や異常者を一時、閉じ込めておくための部屋である。

　その性質上、滅めつ多たなことでは使われない部屋だったが──リセリナにとっては、慣れた場所だった。

　閉じ込められた映像の自分は、きょろきょろと辺りを見回しては室内をうろつき、不機嫌そうな眼めをカメラに向けた。

　映像の自分と眼が合うと、リセリナは不思議な感覚を覚える。

　彼女は、自分とまったく同じ顔をした、大勢の姉妹達と共に育った。だから、自分以外の他人が自分と同じ顔をしていても、そのこと自体にはさほど不自然さを感じない。

　だが、映像の中の自分は、紛まぎれもなくリセリナ本人で──彼女には、その時の記憶がない。そのことには、少し違い和わ感かんを覚える。

　その状態は、〝昇しよう華か〟と言われている。

　外部から脳に強制的な命令を与え、上層部の意のままに動く兵を作りだす──そんな技術である。頭部に外科的な手術を施ほどこされ、リセリナはその実験体にされた。

　リセリナ達の世界においては、〝兵士〟の重要性そのものは、兵器の進化と共に薄れていった。だがそれでも、人の戦う局面が皆かい無むになったわけではない。

　敵方の機密を盗ぬすみだす時。

　破壊を伴ともなわずに、施設を制せい圧あつする時。

　特定の個人に狙ねらいを定めて襲撃を行う時。

　混乱の中、敵と味方の判別をしながら戦う時。

　そして、強化された敵から自分達の機密、拠きよ点てん、要人を守る時──

　つまり人の兵に求められたのは、その数量よりも質だった。

　少数の兵でより効率よく任務をこなし、少ない被害で最大限の戦果をあげることが、軍部の方針になって久しい。

　それらの事情を背景として、リセリナ達は生まれた。

　昇華とはつまり、兵を強化するための一策である。そしてその研究が、違法なクローンとしてのリセリナの存在を生んだ。

　その成果に関して、他の研究所に先を越された後、共にいた姉妹達は処分されたが、リセリナだけは運よく助かった。

　実験の素そ体たいとなったリセリナの昇しよう華かは、ひどく不完全なもので、外部からの命令を受け付けない。その代わり、自身に危険が及んだ時、極度の疲労時に、逃とう避ひ行動のような形で勝手に昇華が起きる。

　姉妹達が周囲で殺されはじめた時も、そうだった。

　リセリナは一人──たった独ひとり、助かってしまった。

　その時の記憶もない。

　ディスプレイに映る昇華中の自分を、リセリナはじっと見つめた。

〝もし、意識があれば──〟

　自分は、みんなを助けられただろうか。せめて、一人か二人だけでも──

　いつもそう考える。助けることはできずに、自分も殺されていたかもしれない。あるいは意識があっても、怖くて逃げ出したかもしれない。昇華中は恐怖などの感情が失われるはずだが、リセリナの場合は失敗例で、むしろただの獣けものに近くなる。恐怖などには、かえって敏びん感かんになるらしい。

　救出されてから六年が経たった今でも、リセリナは悪あく夢むを見る。

　十四歳の自分が、八歳の仲間達を見ている。

　自分と同じ顔をした彼女たちは、目の前で次々と〝処分〟されていく。

　実験を続ける意味がなくなった時、彼女達は研究者にとって、犯おかした罪ざい悪あくの証しよう拠こでしかなくなった。その証拠の隠いん滅めつをはかるために、所員達は彼女らを一人ずつ連れ出し、安楽死させる毒どくの注射を与えていった。

　リセリナは、それを見ている。ただ一人──注射の直前に昇華して逃げ出すまで、それを見ていた。

　その後は、何も憶おぼえていない。

〝憶えていない──はずなのに〟

　リセリナの前では、仲間達が殺されていく。

　それは記憶ではなく、実際に何が起きていたかを知ってからの、推測によって生まれた光景だった。仲間を捨てて、一人生き延のびてしまった罪悪感が、リセリナにそんな幻げん影えいを植えつけた。

　ディスプレイに映った、昇華中の自分の姿──その獣じみた自分の姿は、リセリナにとって、死んだ仲間達から与えられた呪じゆ詛そのようにも思えた。

　リセリナは、無言でその記録映像を見つめ続ける。

「──このあとはしばらくうろついて、眠るだけだ。見ていておもしろいもんでもないだろう」

　背後からかけられた声に、リセリナは振りかえった。

　書類やディスクが散らばった執しつ務む机づくえの前では、気弱で人の好さそうな中年男が背を丸めていた。いまどき珍しい紙に印刷した資料を、彼は指先で大事そうにめくっていく。

　やや童顔気味で、暖かい雰囲気を漂わせる彼は、しばらく前まで〝ラミエルス・カーチス〟と名乗っていた。研究所を移籍した今は、エルシオン・エアルと名を変えている。他国からの亡ぼう命めい者しやでもある彼は、「五年に一度くらいは名を変えないと、なんとなく不安になる」と、そんな冗じよう談だんも言っていた。

　優秀な研究者であるその義父に、リセリナは眼まな差ざしを向ける。

　ディスプレイの記録映像からは、録音された義父の声が流れていた。

〝落ち着きなさい、リセリナ。外に出たいのはわかるけど、今は無理なんだ。おとなしく寝ていてくれ〟

　それは願うような声だった。

　画面の中のリセリナは、声のする間、カメラをじっと睨にらんでいる。通信時、そこには義父の顔が映っているはずだった。

　リセリナの〝昇しよう華か〟は、恐怖などを引き金として起きやすい。幼かった頃ころは感受性が強かったせいもあるのか、虫や暗くら闇やみ、物音に怯おびえて昇華したりと、些さ細さいな刺激でも理性を失っていた。

　義父は、リセリナに組み込まれた昇華のシステムを正常なものに戻そうとしてくれたが、年を経て症状は改善されたものの、完治には至っていない。

　リセリナの昇華は、前研究所でもエラーによって発生した失敗例である。原因も特定されていない上に、治るものなのかどうかも定かでない。

　リセリナとしては──治らずとも、別にいいと思っている。

　これはきっと、死んだ姉妹達の〝呪じゆ詛そ〟なのだから──

「……ねぇ、お父さん」

　リセリナは再び記録映像に視線を戻しつつ、資料を整理しているのか散らかしているのか、よくわからない義父に問いかけた。

　白衣に身を包んだ義父は、背を丸めたままひょいっと顔を向ける。

「ん？　どうした？」

「ちょっと気になったんだけど……昇華中の私って、ひょっとして、お父さんのことが嫌いなの？　やけに睨んでるんだけど──」

　画面の中の自分の険けわしい眼めつきに、リセリナはそんな気配を感じた。

　義父であるエルシオンの声に、わずかな困こん惑わくが混じった。

「さて、どうなのかな……君がもっと子供の頃には、昇華するといつも、子猫みたいにじゃれついてきたよ。でも、何故なぜか僕にだけだったかな。他の所員が近づこうとしても、逃げ回って大変だったなぁ……」

　答える義父は懐なつかしげに苦笑していた。

「もっとも、君が昇しよう華かするたびに僕も取り押さえる側にまわっていたし、今じゃ僕も嫌われているかもしれない。ひょっとしたら、君の機嫌さえいいときなら、またじゃれついてくるかもしれないけど──でも、逆に殺されてもおかしくはない。脳波こそ落ち着いているけれど、なにせ理性が飛んでいる状態だ」

　それは冗じよう談だんめかした言葉だったが、リセリナには笑えなかった。

　昇華している間、リセリナの意識はどこかに行ってしまう。起きたら自分が義父を殺していたなど、想像するだけでぞっとした。

　義父は事もなげに笑っていた。

「まぁ、わざわざ危ない真似まねをすることもないから、今後も昇華に関する実験は隔かく離り室しつでやろう。それとね、これはただの勘かんだけど……僕自身は、昇華中の君から別に嫌われているわけじゃないと思うんだ」

「でも──映像の私、すごく不機嫌そう」

　リセリナは画面を見み据すえて呟つぶやいた。

　分厚い壁に囲まれた、暗く狭せまい部屋で──自分は、不安そうにカメラと周囲を見ていた。

　その表情は暗い。

　エルシオンが額を押さえた。青い眼めが困ったように歪ゆがむ。

「うん。確かにな。昇華中の君は、不機嫌ていうより、寂さびしそうに見えるな。きっと──君はあの部屋から出て〝自由になりたい〟んだろう」

　義父は申し訳なさそうに言った。

「あの狭い部屋から抜けて──ひょっとしたら、仲間を探したいのかもしれない。誰だれだって一人は嫌だろうから」

　温和な顔に微笑を乗せて、エルシオンは頰ほおをかいた。

　自分が研究所から逃げ出すようでは、リセリナ自身も困るから、昇華中の隔離処置は当然だと思う。だが、仲間を欲しがっているという指摘に対しては、リセリナにはよくわからない。今までの記録映像を見る限りでは、義父以外の職員からはひたすら逃げ回っていた。最近では、その父親に対しても不機嫌そうな様子を見せている。

　画面の中の自分は、やがて部屋の寝台ベツドで猫のように丸まった。

　それはほんの十時間前の記録映像である。一度眠って、それからしばらくして起きれば、リセリナの昇華は元に戻るのだ。睡眠によってリセットがかかるらしい。

　義父は書類の片付けを一段落させ、大きく背伸びをした。

「精神的な理由で昇華する状態は、なんとか改善してやりたいけど……どうやら僕にも難しい。せっかく助かった命を危険にさらすような無理な研究はできないし、君も適当なところで開き直ったほうがいいかもしれないな」

　研究者にしては無責任なことを義父が呟つぶやいた時、机の上で通信端たん末まつが鳴った。

　エルシオンはアームのついたパネルを操作し、回線を開く。振りかえったリセリナの眼めにも、その画面が見えた。

　そこに映ったのは、白衣を着た禿とく頭とうの大男である。

『エルシオン博士、休きゆう憩けい中に失礼いたします』

　通信の相手は、リセリナもよく知る研究者だった。力強いバリトンが、離れていてもよく聞こえる。

「やぁ、ムスカ君か。どうしたね？」

　義父は気安く返事をした。禿頭のせいで老ふけて見えるが、ムスカはまだ三十歳になったばかりである。

　その境きよう遇ぐうは、リセリナと少し似ていた。かつて彼は、肉体強化実験の被ひ験けん体たいでもあったと聞く。クローンではないが、父親がやや常じよう軌きを逸いつした研究者で、その助手兼被験体として、極端な強化を受けたのだ。

　結果として、ムスカは人並み外れた筋力を手に入れた。

　ところが、彼自身の本当の才は、戦闘方面とは別のところにあったらしい。

　ずば抜けた実績こそまだないが、親の研究を引き継いだことも関係し、彼は若くして教授の地位を得ていた。現在は大学から出しゆつ向こうする形で、この研究所の所員を務つとめつつ、医療スタッフとしても勤務している。

　通信端末の向こうで、そのムスカは身を硬かたくしていた。

『博士。たった今、軍から派は遣けんされた方々が到着しました。さっそく博士との面会を求められたのですが──』

「あぁ、バークライト大佐か──それなら、僕のほうから出向いた方がいいな」

　エルシオンの声音は冴さえない。あまり会いたくもない相手のはずだったが、義父はここでは名の通った研究者でもある。まさか断ることもできない。

　やれやれと、エルシオンは腰を上げた。リセリナも助手として、その背に付き従う。

　無機質な壁に挟はさまれた廊下は、まだ真新しく、ぴかぴかに光っていた。

　リセリナは足早に歩きながら、義父の横顔をうかがった。

　優やさしげな表情はいつもと変わらなかったが、軍の人間に会うためか、ほんの少しだけ目許が強こわ張ばっている。

「お父さん。バークライト大佐って……」

「あぁ、大物だよ。僕の嫌いな性格の人だ。何年ぶりかな……どうせ、変わっていないだろう」

　エルシオンは自らの頰ほおをつねって、緊張をほぐしながら言った。

　軍の要人がこの研究所に来ることは稀まれだった。

　研究所の周辺都市が消失した、三年前のあの忌いまわしき〝魔ま術じゆつ師しの災さい厄やく〟以来──権力者達はこの付近に近づきたがらない。いつまた、あんな事故が起きるか、わからないためである。

　そんな場所へ、大佐という高い地位にある男がわざわざ来たのは、体制と方針の変化ゆえだった。

〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟に関する研究を加速させる、その梃てこ入いれとして、研究所の主導者が軍部の人間──おそらくはそのバークライト大佐に切り替わることが、すでに内定している。

　そもそもこの研究所にしてからが、数年前にはバークライトの傘さん下かにあったある研究所と合併し、その影響を強く受ける立場にあった。

　その後、〝災厄〟が起きたり研究者の失しつ踪そうが相次ぎ、上層部ではごたついたらしいが──ようやくバークライトも、本格的に動き始めたらしい。

　リセリナ達にとって、それは不安な要素である。軍の息がかかった研究所では、どうしても非人道的、あるいは過激な研究が容よう認にんされやすくなる傾向があった。エルシオンのような良識派の研究者達は、その動きに抗こうしていたが、雇やとわれ研究者の身ではそれにも限界がある。

　廊下を歩いていくと、リセリナの視界にふと、奇妙な男が見えてきた。

　かぼちゃを模もした被かぶり物ものをつけた、細身の男──

　その異い様ような風ふう体ていに、リセリナは思わず立ち竦すくんだ。これから訪れる第二応接室の正面に、彼は警備員のように立っている。

　その眼めと口の部分には、ハロウィンのジャックランタンを真似まねたと思おぼしき穴が空いていた。本物のかぼちゃではなく、何かの機械らしいが、色と形状はまさにかぼちゃそのものである。

　ハロウィンの扮ふん装そうをしたかぼちゃ頭の男は、廊下を歩くリセリナ達のほうをくるりと向いた。

「や、これはこれは──貴き公こうがあの御高名な、エルシオン博士であるな」

　舞台俳優を思わせる明めい瞭りようにして闊かつ達たつな声が、廊下中に響いた。

　義父は歩きながら近づき、抜け抜けと彼に握手を求める。

「うん。僕がエルシオンだけど、まだこの名前はそんなに有名じゃないはずだよ。この間、変えたばかりだから。で、君は？」

　その異様な男を前にしても、義父は平然としていた。気弱そうに見えて、彼は生なま半なかなことでは動じない。あるいは単に鈍どん感かんといってもいい。

　かぼちゃ頭はくらくらと頭を左右に振った。愛あい嬌きようを振り撒まくようなその仕し草ぐさが、リセリナにはかえって不気味に見える。

「我が名はパンプキン。バークライト大佐の護ご衛えいにして、ハロウィンに踊るかぼちゃの王なり」

「へえ？　本名じゃないよね？」

　生き真面目まじめに馬ば鹿かげたことを問う義父に、パンプキンは首を傾かしげてみせた。

「ふむ。そのようなことを問われたのは初めてである。あえて本名であると応こたえておこう。むしろ〝真の名〟と思ってもらえれば幸いである」

「わかった、その名前で呼ばせてもらおう。なに、僕もたくさんの名前を渡り歩いている身だ」

　どちらも少々、浮世離れしている。

　奇妙に嚙かみ合う二人の会話を聞きながら、リセリナは義父の背後から、かぼちゃ頭に会え釈しやくした。

　パンプキンと名乗った男が、大きく頭をつきだした。思わずリセリナは一歩を引く。

「おぉ！　汝なんじがリセリナか！」

　名を知られていたことに、リセリナは驚いた。

「話はうかがっている。汝は我が主あるじの──」

「パンプキン。黙りなさい」

　室内から娘の険けわしい声がして、リセリナはびくりと肩を震わせた。

　その声は──自分の声と、やけによく似ている。

　パンプキンが薄笑いを漏もらしつつ、ゆっくりと扉とびらを開けた。

　リセリナはそこに──自分と、同じ顔を見つけた。

　ソファに座っていた彼女は、リセリナを一いち瞥べつしてすぐに、その視線を逸そらした。

〝汚いものを見た〟とでも言いたげな蔑さげすむ態度に、リセリナは震えた。嫌けん悪おを感じるよりも先に、彼女の面おも影かげに、死んでいった姉妹達のことを思いだす。
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（あの時の──生き残り……？）

　リセリナは眸ひとみを見開き、かくかくと脚あしを震わせた。

　髪を短く切り揃そろえ、軍服に身を包んだ少女は、あくまで平然としていた。もしあの時の生き残りならば歳としは同じはずだが、士官待たい遇ぐうを受けているらしく、その服装も板についている。

　震えるリセリナの肩を、義父の手が支えた。

「──バークライト大佐、その子は──」

　挨あい拶さつもせずに、義父は早口にそう問いかけた。

　その間、リセリナはその少女だけを見ていた。彼女の周囲には他ほかにも誰だれかいたが、驚きよう愕がくのために彼らの姿は視界に入らない。

　ただ、声だけが聞こえる。

「これはこれは。ラミエルス──いえ、エルシオン博士。あまり頻ひん繁ぱんにお名前を変えられるものだから、こちらもつい混乱してしまう。自分の名を一つにすることが、そんなに怖いかね？」

　しわがれた老人の声は微笑を含んでいたが、その声質は不思議なほど酷ひどく冷たい。

「彼女はイリス。今は私の養女だ。そちらのお嬢さんと同じく、〝エリニュエス計画〟に関連する者ではあるが、この子が本物で──そちらのお嬢さんのほうは、複ふく製せい品ひんということになるのかな」

　リセリナの耳にもその言葉は聞こえていたが、内容を理解するには至らなかった。思し考こうが停止して、言葉はそのまま右から左へ抜けていく。

　脇わきに立つ義父のエルシオンが、ぶるりと肩を震わせた。

「……バークライト大佐、事情は知りませんが、今の発言は撤てつ回かいしてください。彼女はもう、研究用の素そ体たいではなく、一人の人間です。その尊そん厳げんを踏みにじることは、誰だれにも許されません」

　彼は珍しく、険けわしい声を張った。

　義父のそんな声を聞くのは、リセリナにとっても久々のことだった。そのことが余よ計けいに、今の事態の異常さを際きわ立だたせる。

　老ろう爺や──バークライト・ディレイン大佐が笑った。

「失礼、そういうことになっていたか。では撤回して謝しや罪ざいしよう。君の娘は、確かに一人の人間だ。申し訳ない」

　軽くいなして、バークライトはイリスという娘の肩を叩たたいた。

「さぁ、イリス。お前も御挨拶をしなさい」

　軍服の娘が再び振りかえる。その鋭するどい眼まな差ざしは一瞬だけリセリナを睨にらみ、すぐにエルシオンへと動いた。

「はじめまして、博士。イリス・エリニュエスと申します。父の護ご衛えい役やくとしてついて参りました。こちらは部下のバニッシュとカトル。パンプキンとは廊下でお話をされていましたね。バニッシュは私の護ご衛えいで、パンプキンとカトルは、今後の警備のために特殊部隊から借り受けた人員です。よろしく」

　リセリナを無視して、少女はそつなく挨あい拶さつの言葉を述べた。

　脇わきに立った銀髪の青年が一礼する。こちらもイリスと同じく軍服姿だったが、その後ろには猫背の軍用ジャンパーと帽子が浮いているだけだった。

　高精度の光学迷めい彩さいを施ほどこされた工作員らしく、幽ゆう霊れいのように存在感がない。もしジャンパーと帽子がなければ、そこにいることさえわからないだろう。

　リセリナは何も言えず、また何もできなかった。

　銀髪の青年も、姿の見えない男も、イリスという少女に仕える立場らしい。

　自分と同じ姿をしたその少女は、リセリナをあえて視界に入れぬようにしていた。

　──二人の初めての出会いは、表面上はさして何事もなく済んだ。イリスのリセリナに対する嫌けん悪お感かんは最初からだったが、この時はまだ、それは敵意と呼べるほどのものではなかったかもしれない。

　リセリナがある事情からバークライト大佐を殺したのは、それから二年後のことである。
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　軽く呻うめき声を漏もらして、リセリナは身をひねった。

　薬を打たれた体の感覚は、少しずつ戻りつつある。両手足を縛しばられている上に腕うで輪わまでとられ、とても戦える状態ではなかったが──とりあえず口は利けるようになっていた。

　肌にはちゃんと、石の床ゆかの冷たさも感じられる。

　麻ま酔すいをうたれてからも意識を保ったままで、リセリナはぼんやりと昔のことを思いだしていた。

　あの頃ころ──イリスと初めて出会った後に、少しでも関係がよくなっていれば──そう思う。だが、彼女の養父であるバークライト大佐をリセリナが殺した以上、たとえ少しぐらい関係がよくなっていたとしても、結果は同じだったかもしれない。

　リセリナのすぐ隣には、ウルクが座っていた。

　薄い寝しん衣いのまま、彼女も手足を縛られて壁に背を預けている。

　リセリナの場合は両手を後ろに縛られ、その上で両足首をその手とつなぐ形にされている。体を反そらすような酷ひどく窮きゆう屈くつな姿勢だったが、ウルクに関しては、ただ普通に手と脚あしをそれぞれ縛られているだけだった。

　その扱いの差は、戦闘力を持つ者と持たぬ者の違いでもある。

　転がされたリセリナは、必死で思し考こうを巡らせていた。

〝なんとか……なんとかしなきゃ……せめてウルク様だけでも──〟

　まともに力が入らないままで、リセリナは必死に思し考こうを巡らせていた。

　あのシズヤという暗殺者──

　ついさきほど、隣室から漏もれ聞こえた声で、リセリナは彼女がラトロアに属する人間だったと知った。

　イリス達がもし、彼女の誘いに乗ってラトロアに行くとしたら……リセリナについてもウルクについても、ここであえて生かしておく必要はなくなる。ウルクの庇ひ護ごも必要なくなるし、そのためにシアを脅きよう迫はくして再処置を施ほどこす必要さえない。

　それはイリスにとって、願ったり適かなったりの好条件であるはずだった。

　そのイリスは今、シズヤから聞き出した事の真しん偽ぎを確認すべく、御柱ピラーの傍そばに行っている。ムスカとシア、カトルも一いつ緒しよである。

　そしてリセリナとウルクの前には、見張りとしてバニッシュとパンプキンが残されていた。

　美しい青年は無ぶ愛あい想そうな顔を窓に向け、彫ちよう像ぞうのように動かず椅子に座っている。

　一方のかぼちゃ頭は仮か眠みんをとっているのか、被かぶり物ものもそのままに、寝台ベツドへ身を横たえていた。いびきも寝息も聞こえないが、体を休めていることは確からしい。パンプキンは動きが素早い代わりに、他の者達より長く戦うことを苦にが手てとしている。

　リセリナは、この二人を相手に逃げ出す算さん段だんを必死で考えていた。

　妙案は浮かばない。そもそも前提として、自分の武器である腕うで輪わを取られており、縛しばられて床ゆかに転がされ、さらに脚あしを痛めている。その上でこの二人を相手取り、ウルクを助けて逃げ出すとなれば──うまくいく可能性は零ゼロに等しい。

　歯を食いしばったリセリナの脇わきで、それまで黙っていたウルクが、ひっそりと口を開いた。

「……リセリナ様。ごめんなさい……」

　謝あやまるウルクの頰ほおは、イリスに殴なぐられたせいでわずかに赤く腫はれていた。元の顔が美しいだけに、その跡あとは余よ計けいに痛いた々いたしい。

「──本当に、ごめんなさい……私が逃げようとしたせいで、貴方あなたまで──」

　リセリナまでが囚とらわれている現状を、ウルクは自分のせいだと感じている様子だった。

　床に転がったまま、リセリナは掠かすれがちな喉のどから声を絞しぼる。

「ウルク様のせいじゃありません。イリスはもともと、私のことを恨うらんでいましたから──むしろ私のほうこそ、せっかくフェリオさんからウルク様のことを任されたのに、こんなことに──」

　自分の無力を嚙かみ締めて、リセリナは呟つぶやいた。

　パンプキンが嗤わらう。

「おぉ、おぉ、うるわしきことである。いま少し時があらば、その友情もより深く強きものへと育はぐくめたであろうに──否いな、あるいは時が経たてば、汝なんじらは互いに嫉しつ妬とをし合うようになるやもしれぬか。それはそれで、運命の数すう奇きを楽しめそうであるが──」

　──今のままでは、そのいずれの日も来そうにはない。

　そんな意い図とを含んだパンプキンのからかいに、リセリナは嫌けん悪おを覚えた。

　彼らがシズヤと共にラトロアへ行くとなれば、ウルクもリセリナも、生かしておく必要はなくなる。むしろ殺した方が口くち封ふうじのためにも都つ合ごうがいい。

　もしラトロアに行かない場合でも、リセリナを人ひと質じちとしてシアを脅おどかし、ウルクの記憶を失わせ──どのみちリセリナは、近く殺されることになるはずだった。

　リセリナは、死ぬ覚かく悟ごなど決めてはいない。死ぬのは怖いし、叶かなうことなら抵抗もするつもりでいる。

　ただ、もし自分が殺されるにしても──ウルクに関しては、生きていてもらわねば困るのだ。

　イリスの養父を殺した自分が殺されるのは、ある意味で因いん果が応おう報ほうともいえる。だがウルクにそういった罪はなく、彼女は巻き込まれただけだった。

　それに神しん姫きの妹でもある彼女がこのフォルナムで不ふ審しん死ししたとなれば、ジラーハとの外交にも大きく影響する。アルセイフにとって、それは避けたい事態だろう。

　そしてなにより──ウルクの死は、フェリオを深く哀かなしませることになる。

　おそらくフェリオは自分を責せめるだろう。大きすぎる自じ責せきの念は心を歪ゆがめてしまう。リセリナは、フェリオにそんなふうにはなって欲しくない。

「……パンプキン、それにバニッシュ。聞いて」

　リセリナは彼らに向けて、意図的にすがるような声を送った。

「イリスに憎にくまれている私についてはともかく、ウルク様のことは助けて。お願い」

「リセリナ様、何を……！」

　ウルクが脇わきから口を挟はさんだが、リセリナは構わずに言葉を続けた。

「無理なことじゃないでしょう？　貴方あなた達がラトロアに行くのなら、それでジラーハとの縁も切れるわけだし──なにより貴方達だって、特に恨うらみもないウルク様をわざわざ殺さなくたって……」

　バニッシュが椅子から顔を向けた。

　月明かりに照らされた青白い顔には、表情らしい表情がない。

「……君は模範的なまでに〝いい子〟だな、リセリナ」

　バニッシュの声は酷ひどく冷たい。

「君のような娘は、平和な世界でなら小さな幸せを摑つかめるだろう。だが、戦いの中では長生きできない。自分は悪者にならぬよう立ち回り、周囲にいい顔をした挙あげ句く、惜しまれつつ美しく散る、か──そんな偽ぎ善ぜんじみた自己犠ぎ牲せいの精神には、虫むし酸ずが走る」

　口数の少ないバニッシュにしては珍しく、彼は淡たん々たんと告げた。

「本ほん音ねを言え。君はあの王子のことが好きなんだろう？　それなら逆に、ウルク司し祭さいが死んで自分が生き残りさえすれば万事がうまくいくと、そうは考えないのか？」

　バニッシュの生なま々なましい言葉に、リセリナは眉まゆ根ねを寄せた。

　──嫌な噂うわさを、聞いたことがある。

　バニッシュは来訪者ビジター達の中で唯ゆい一いつ、向こうの世界に妻子を残してきている。その妻はもともと、彼の親友の婚約者だった。

　研究所の職員だったその男のことは、リセリナも少しだけ知っている。バニッシュのような美び形けいではなかったが、楽天的で人のいい、誠実な男だった。

　しかし数年前に、彼が事故で行方ゆくえ不明となり──残された婚約者は、しばらくしてからバニッシュと結ばれた。

　その三人の関係がどんなものだったのか、もちろんリセリナは知らない。知らないが、バニッシュの無表情は、その内側にある黒い感情を隠かくす仮か面めんなのかもしれないと、ふと思った。

「……貴方あなたは、どうなんですか？」

　リセリナは逆に問いかけた。

　バニッシュは答えない。だが、その眼めにはリセリナに対する確かな不快感があった。

「リセリナ、質問をしているのは私だ。ウルク司し祭さいが死んで自分が生き残れば、幸せになれる……君は、そう考えたことはないのか」

　リセリナは返答に迷った。

　正直にいえば、自分の心の奥底まではわからない。今のリセリナは、ウルクに生きていて欲しいと偽いつわりなく思っている。だが、心の何処どこかでは、ひょっとしたら──

　リセリナは、溜ため息いきを吐ついた。

「バニッシュ──貴方の言うとおり、私はフェリオさんのことが好きです」

　傍そばにいるウルクが少しだけ震えた。彼女のために、リセリナは一つだけ噓うそをつく。

「でもそれは恋愛とかじゃなくて、むしろ忠誠とか友情に近い性質の思いです。だから私は、あの人を哀かなしませたくない──フェリオさんにとって、ウルク様は他ほかの誰だれよりも大切な人なんです。叶かなうことなら、私は彼のその想おもいを守ってあげたい」

　最初の一言だけは噓で──後は、本当のことだった。少なくとも、リセリナ自身はそう確信している。

　たとえ偽ぎ善ぜんと否定されても、せめてウルクのことは守りきらなければ、どのみちフェリオに申し訳が立たない。

「彼女はこの世界の人間です。私が死ぬのは仕方なくても、この世界の人間であるウルク様のことは、見逃してもいいはずです。違いますか？」

　バニッシュは無言だった。つまらなそうに顔を背そむけ、リセリナと話すことはもうないとでも言いたげに、視線を窓の外へ向ける。

　代わりにパンプキンがリセリナの前に屈かがみこんだ。

「ふむ、リセリナよ──汝なんじはエルシオン博士にそっくりであるな。あの者も自らを強く律りつし、人のもつ正の感情や理性を大切にしていた。そんな男が、理性と感情を失わせる〝昇しよう華か〟などという技術を確立させたことは、皮ひ肉にくな話であるが──だが、あの者にはまだ救いがあったか。少なくとも彼は、自らの罪と向き合い、その上で周囲とも向き合っていた。なかなか、趣おもむきのある研究者ではあったが──」

「──何が言いたいの？」

　父親を侮ぶ辱じよくするかの如ごとき言葉に、リセリナは過か剰じように反応した。

　パンプキンが薄く嗤わらう。

「なに、たいしたことではない。大たい概がいの者には、良心の呵か責しやくというものがある。稀まれにそれを失う者もいるが、そうした者達はやはり少数なのだ。ゆえに──非ひ道どうを為なすと良心の呵責が溜たまり、いずれは自らの正当化のため、上層部を裏切る者も出てくる。それは不思議なことではない。その意味でエルシオン博士にも葛かつ藤とうがあったことであろう」

　かぼちゃ頭に空いた穴から、パンプキンはリセリナを覗のぞいていた。

　だが、リセリナが見返すその穴の奥に、彼の眼めは見えない。ただ黒く穴が空いているばかりである。

「人は多様である。罪を犯おかすことに慣れ、良心を麻ま痺ひさせる者。罪を犯すことに耐え切れず、自らの正当化をはかる者。罪の重さを自覚せず、漫まん然ぜんと生き続ける愚ぐ者しやもいれば、犯した罪に潰つぶされて自ら死を選ぶ愚者もいる。他人をひたすら追つい及きゆうする者、自らを罰ばつする気け高だかき者──まさにさまざまである。そして稀には、罪を償つぐなうべく、物と心の両方で謝しや罪ざいを続け、赦ゆるされる者もいる──さしずめ汝なんじは、犯した罪に気づかず、したがってその償う術すべも知らぬ愚者であるな？　エルシオン博士がもしこのことを知れば、さぞかし残念がることであろう」

　嗤わらうパンプキンに対し、リセリナは険けわしい視線を向けた。

「私の犯した罪って、バークライト大佐を殺したこと？　それなら──」

「否いなである。それは汝にとって、罪ではあるまい。我の言う罪とは、法的な罪とは別の〝過あやまち〟である」

　パンプキンはリセリナの頰ほおに細い手を伸ばした。リセリナは思わず顔を背そむける。

「汝は姉妹達を見捨て、自分独ひとりが生き延のびてしまったことを悔くやんでおるそうだな？」

　彼の指摘に、リセリナはびくりと肩を跳ねさせた。まさにそれはリセリナの背負った罪の記憶である。

　パンプキンが頭をわずかに傾けた。

「だが、リセリナよ。汝がそのことを罪に感じていたとしても、我から見れば、そのことも罪ではない。逃げることは自己防衛の基本であり、その選択をなじる者は偽ぎ善ぜん者しやである。汝の犯している罪とは、我から見ればただ一つ──漠ばく然ぜんと〝償う〟ことばかりに意識が向き、自らの欲を軽視し過ぎていること──その様さまを好意的に解釈する者もいるだろう。だが我からすれば、汝のその生き方はあまりに人を馬ば鹿かにしている。我はそう思うが、いかに？」

　人を食ったパンプキンの言葉の意味が、リセリナにはよくわからなかった。

「私が──人を馬ば鹿かにしているって──どうして!?」

　声は思わず高くなった。

「ほれ、ここまで明言してもなお、汝は自らの罪を自覚できぬ。哀あわれなことだ」

　くっくっと、笑う声が返ってくる。

「我の言うなによりの罪とは、信頼によって結ばれし人の心を裏切ることである。我はそれを恐れるがゆえに、常に孤こ独どくを愛し、誰だれにも信頼されぬ道どう化けとして生きてきた。否いな──かつて我も、ある人物を裏切ったのである。それ以来、我は戒いましめとしてこれを被かぶったのだが──」

　パンプキンは両手をかぼちゃの頭に添そえ、くるくると回して見せた。

「まぁ、我のことはどうでもよいのだ。それよりも──汝なんじは得え難がたいほどの信頼を得ていながら、それを裏切り続けている。これはなんとも、罪な話であるな？」

　リセリナは心がざわつくのを感じた。

　パンプキンの妙な言い回しでは、わからないことが多すぎた。彼の奇妙な性格や思し考こうは、リセリナにとっては理解し難い。しかしだからといって、発せられる言葉の全すべてが意味を為なさないわけではなく、時に彼の言葉は真理を射い抜ぬく。

「……教えて、パンプキン。私の罪って──！」

　何故なぜか、心が昂たかぶる。声を大きくしてリセリナが問うと、パンプキンはふいっと首を巡らせた。

　リセリナから視線を逸そらしたというよりは、周囲に気をとられたような素振りだった。

「──バニッシュよ。少しばかり騒ぎすぎたようである。扉とびらの外に──」

　たちまちバニッシュが表情を険けわしくした。同時にパンプキンは、高々と跳ねて天井に張り付く。

　一瞬の間をおいて、隣室の扉が勢いよく蹴破られた。

　その音に驚いたウルクがびくりと体を竦すくませ、バニッシュも即座に椅子から立ち上がる。

「動くな！　王宮騎士団だ！」

　発せられた声は、リセリナのよく知る人間のものだった。

　といってもフェリオではなく、ハーミットやウィスタルでもない。

　正直なところ──本人にはひたすら申し訳ないが、ここで来られても、かえって事態を悪化させそうな気がする声だった。

　この危険な状況下に訪れたのは、フェリオ王子の腹心を務める騎士、ライナスティである。

　パンプキンが天井を這はって動き、ほぼ同時にバニッシュが隣室に駆け込んだ。

「うわ！　やっぱりいたよ！」

　騎士のライナスティは、聞きようによっては情けない声を上げて剣を構えた。

　リセリナは歯は嚙がみする。自分の体さえ動けば、そして武器さえあれば、彼の援護にまわることができるはずだった。折りよくこの場には、バニッシュとパンプキンしかいない。

　だが──もし動けても、リセリナに武器はなく、脚あしにも怪け我がをしている。

「くっ──」

　悔くやしさに呻うめいて、リセリナはせめて手足の縛いましめを解ほどこうとした。

　手首に食い込むワイヤーは、元いた世界の品だった。腕うで輪わの力なしでは、そうそう切れるものではないが、結び目を誰だれかに解いてもらえば、どうにか外はずせそうな気がする。

　そして目の前には、ウルクがいた。彼女も手を縛しばられていたが、指ぐらいは動く。

「ウルク様、すみません。これ、なんとかなりませんか？」

　小声で囁ささやき、リセリナは体を転がして、ウルクの側に結び目を向けた。

　意を察したウルクが、すぐに手を伸ばす。

　パンプキンとバニッシュは、ライナスティのほうにかまけていて気づかない。

　騎士のライナスティは、廊下と部屋を隔へだてる扉とびらに陣じん取どり、バニッシュと向き合っている。互いの隙すきを探りつつ、バニッシュの側はさらに、騎士の後ろに伏ふく兵へいを警戒している様子だった。

「王宮騎士よ！　ずいぶんと唐とう突とつなご登場であるな？」

　パンプキンが機嫌よく声を張ると、ライナスティが裏返りかけた声で笑った。

「だろ？　俺おれもびっくりだよ。リセリナ様の声が聞こえたんでね。それに──さっき、来訪者ビジターの連中が神殿のほうに行くのを見かけたから、こっちには一人か二人しか残っていないと踏んだんだけど──」

　パンプキンが大笑した。

「それで一人で来るとは恐れ入った！　我ら二人がいるならば、少なくとも数十人の兵を連れてくるべきであろう。間まが抜ぬけているというべきか、なんともはや──」

「仕方ねぇだろ！　おまえが気づかなきゃ、仲間が来るまでもうちょっとおとなしくしてる予定だったんだよ！」

　なかば八つ当たりに近いその声は、明らかな動揺を感じさせた。

　リセリナは内心で焦あせる。ライナスティはどうやら、単身で飛び込んできたらしい。いくらなんでもそれでは無む謀ぼうに過ぎる。

「ほう？　ならば逃げれば済むことであろうに──」

　パンプキンも呆あきれた声で言う。ライナスティは一瞬だけ、沈黙した。

「……いや、どうせ追いつかれると思ったし……それとも、今から逃げてもいいかな？」

「不ふ可かであるな」

　足音が重なり、三人が部屋から出た。戦う場を廊下側に移したらしい。

　リセリナは思わず漏もれそうになった悲鳴をこらえた。ライナスティの腕前はよく知らないが、パンプキンとバニッシュを相手に、まともに戦えるほどとは思えない。

「ウルク様、早く──」

「ま、待ってください。結び目がきつくて──」

　事態の推移に戸と惑まどいつつ、リセリナはウルクを急せかした。金属製のワイヤーは堅かたすぎて、ウルクの細い指ではとても結び目が解ほどけそうにない。バニッシュ達もそう判断したからこそ、二人をほうってライナスティのほうへ向かったのだろう。

　自分では何もできず、リセリナはただ、苦悩する。

　その時──不意に、部屋の窓が音もなく開いた。

　頰ほおに冷たい風を感じて、リセリナは慌あわてて顔を上げる。夜の闇やみを背景に、娘の細い体が窓から滑すべり込んできた。

　その動きの軽さに、あのシズヤが戻ったのかと身を強こわ張ばらせたが──結果として、それはまったくの勘かん違ちがいだった。

「──お二人とも、ご無事でなによりです」

　安あん堵どする声の主は、女騎士ディアメルだった。リセリナもウルクも、驚いて声が出ない。

　浅黒い肌の女騎士は、精せい悍かんな顔立ちに優やさしい表情を乗せて、リセリナとウルクを見つめた。

「そのままお静かに。失礼します」

　ディアメルは素早く駆け寄り、リセリナとウルクの拘こう束そくを手早く解きはじめた。ワイヤーの感かん触しよくに驚いた顔を見せつつも、固い結び目にナイフの先を滑りこませ、緩ゆるめてから器き用ように解いていく。

「金属製の縄なわとは、また妙な物を……リセリナ様、ウルク様。ライナスティが連中をひきつけているうちに、私達は外へ出ます。リセリナ様は歩けますか？」

　リセリナの怪け我がを見ながら、ディアメルが問う。

「あ……は、はい。速く走るのは無理ですけれど、歩くくらいなら……それより、あの──」

「もし走れないなら、私がおぶります。とにかくゆっくり話している余よ裕ゆうはありません。早く」

　手て際ぎわよく拘束を解き、ディアメルはまずウルクを窓辺に導いた。

　どうやら石壁を直接登ってきたらしく、ロープなどはない。磨みがかれた石ではないだけに、ところどころに指のかかりそうな出っ張りもあったが、ほぼ垂直の壁である。ただし足元は湿った土で、仮かりに落ちたとしても、その衝しよう撃げきはさほどでもなさそうだった。

　戸と惑まどう二人に手を差し伸べ、ディアメルが小声に囁ささやいた。

「ここが二階で助かりました。もう少し高い階だったら、こう簡単には登ってこられなかったはずですが……リセリナ様は一人で降りられますか？」

「はい。それは大丈夫ですが──」

　怪我のこともあるから、着地の姿勢は崩れるだろうが、二階程度の高さならどうにでもなる。石壁をつたうようにすれば、降りるだけなら難しくはない。

　ディアメルがウルクの身を軽々と抱かかえ上げた。ウルクは驚いたように眼めをしばたたかせたが、さすがに声は出さない。

「それでは、私がウルク様を抱かかえて飛び降ります。リセリナ様はお先にどうぞ」

「あの、でも、ライナスティさんが……」

　リセリナは後ろを振りかえる。そのことがずっと気にかかっていた。

　廊下からは、剣を打ち合わせる音が続いていた。バニッシュは〝消失〟の力を持っているから、刃は使わない。音はパンプキンの腕うで輪わとライナスティの剣によるものだろう。

　ウルクのことは逃がすとしても、このまま彼をほうって行くことはできない。

　しかし、問いを向けられたディアメルは片かた眼めを瞑つぶって見せた。

「あの男のことなら、心配は要いりません。うまくやります」

「うまくって、そんな──無む茶ちやです。相手はパンプキンとバニッシュですよ」

　ディアメルが笑って、不安がるリセリナの頭をぽんぽんと叩たたいた。

「お気持ちはわかります。あの男はあの通りの性格ですから。確かに奴やつの剣は決め手に欠けますし、どうにも不安に見えるかと思います。ですが──」

　ディアメルは廊下側に向けて、小さく顎あごをしゃくって見せた。

「あのライナスティは、引き分けることにかけては天才的です。あの男の並外れた器き用ようさは、何も絵や細さい工く物ものの技能に限ったことではありません。もともとこの救出も、奴の発案によるものです。できるといったからには──奴なら、なんとかするでしょう」

　ディアメルの声には、同僚の騎士に対する深い信頼が満ちていた。

　リセリナはなおも抵抗しようとして、ディアメルの眸ひとみに射い竦すくめられる。

「奴も私も、お二人を救出するために危険を冒おかしているのです。それにライナスティは、少なくとも貴方あなたよりは生き残る術すべを心得ています。どうかご理解ください」

　ディアメルにそれとなく叱られ、リセリナはしゅんとなって頷うなずいた。

　刃の触れ合う音が廊下から響いてくる。

　日ひ頃ごろはやや頼りない青年騎士の無事を祈りながら、リセリナ達はそっと部屋から抜け出した。
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〝……なんとなく、格好つけてはみたものの──〟

　ライナスティは内心で冷ひや汗あせをかきつつ、二人の来訪者ビジターと対たい峙じしていた。

　来訪者ビジターのパンプキンとバニッシュ。

　そのどちらもが、油ゆ断だんのできない強敵だった。

　パンプキンとは、しばらく前に戦ったばかりである。仕し掛かけた矢先に使い慣れた愛剣を輪わ切ぎりにされ、悔くやしい思いをしたが──今持っている神しん鋼こうの剣ならば、彼ともそれなりに渡り合えるはずだった。少なくとも、剣によって相手の攻撃を防ぐことができる。

　バニッシュのことも、ライナスティはよく憶おぼえていた。

　このフォルナム神殿で、国王と皇太子が殺されたあの日──ライナスティもまた、この来訪者ビジター達を相手に回して戦った。

　バニッシュは握ったものを〝消失〟させる奇妙な力を持っているが、その動きや反応はパンプキンほど人間離れしていない。せいぜい、〝並外れた達人〟と同程度である。

（……つまり充分、手に余あまる相手なんだよなぁ……）

　達人でもないライナスティは、しみじみと内心で嘆たん息そくした。

　相手は剣を持たないために距離的な優位はあるが、逆に懐ふところに入られようものなら一巻の終わりである。

「どうした、若き騎士よ。我らに対抗できるその貴き重ちような剣も、持ち主の心が折れていては役に立たぬぞ。早くも戦意を喪そう失しつしたか？」

　パンプキンがからかうように言った。

　ライナスティは引きつった微笑を返す。

「実はその通り──って言っても、やっぱり逃がしちゃくれないよな？」

「……抵抗しなければすぐに済ませる。じっとしていることだ」

　小さく呟つぶやいたバニッシュが、身を低くして駆けてきた。

　ライナスティは慌あわてて剣を突き入れる。

　紙一重にそれを避けたバニッシュは、そのまま手を伸ばしてきた。

　すかさず──ライナスティは身を引かせながら、剣を斜めに跳ね上げる。神しん鋼こうの剣は、その重さこそ以前の剣とあまり変わらなかったが、重心の関係でより軽く感じた。剣を鍛きたえた名工イデリカの腕前は、ここでライナスティの動きと調和する。

　バニッシュの腕が眼前をかすめると同時に、ライナスティの剣もまた、バニッシュの顔をかすめて抜けた。

　はなから斬きるつもりはない。無理に斬ろうとすれば、踏み込みのために相あい討うちになる。ライナスティの剣けん捌さばきは、あくまでバニッシュの勢いを削そぐためものだった。

　そんな痛み分けにすらならない攻防の最中、互いに姿勢が崩れたところで、天井からパンプキンが降ってきた。

「うわたたたっ！」

　ライナスティはたたらを踏んでさらに後あと退ずさり、イデリカの剣をぐっと前に突き出した。

　刃はちょうどパンプキンの顔の前に伸び、かぼちゃの突進はそこで止まる。

　再び距離をとって構え直した時には、心臓が早はや鐘がねのように鳴り始めていた。

　わかりきっていたことだが──やはり、動きの質が常じよう人じんとはまるで違う。

「……意外と素早いな」

　感心したように言って、バニッシュが再び走った。

　ライナスティは迎え撃つ様子を見せつつ、また剣を遣つかいながらの後退を重ねて、バニッシュの手をかわした。

　同時に左側から来たパンプキンの刃を、器き用ように刃のなかほどで受け流し、情けない悲鳴もまじえて急場を切り抜ける。

　パンプキンの腕うで輪わの刃は、ライナスティの剣と干かん渉しようして、甲かん高だかい音を立てた。だが、体にまでは危あやういところで届かない。

　二度の攻撃が失敗したことで、バニッシュの表情にわずかな苛いら立だちが浮いた。

　一方のライナスティは険けわしく眼めを歪ゆがめ、自ら仕し掛かけることなくその場に姿勢を正す。

　攻めあぐねるにはまだ早すぎるはずだったが、パンプキンがそこで首を傾かしげた。

「……バニッシュよ。しばし、我に任せよ。この男──逃げの一手ながら、油ゆ断だんできぬ。何か策があるようだ」

　若い騎士の消極的な戦い方を、パンプキンは何かの意い図とゆえと読んだらしい。

　ライナスティの舌打ちと同時に、かぼちゃ頭が飛び跳ねる。

　狭せまい廊下で壁から天井へ、さらには反対側の壁へと一瞬で移動するその動きは、獣けものを超えてもはや幽ゆう霊れいじみていた。

　光の刃を籠こもらせた必殺の腕が、ライナスティにめがけて勢いよく突きこまれた。

　ライナスティはまた神しん鋼こうの剣をもって、その刃を素早く防ぐ。耳ざわりな金属音の消えぬうちに、パンプキンがもう片方の手を斜め下から突き上げる。

　身を反そらしてまた危ういところでかわし、ライナスティは頰ほおを引きつらせた。

　一連の動きは完全に、〝逃げ腰〟の戦法である。

　とはいえ、ライナスティもただ逃げ続けているわけではない。

　身を引いてパンプキンの攻撃をかわした直後、彼はパンプキンの腕を狙ねらって、突きと見せた刃をそのまま横に薙ないだ。

　これにはパンプキンの側が驚いて、即座に身を退ひかせる。これも斬きるための攻撃ではなく、パンプキンの次の一手を封じるための動きだった。

　あわよくば──という思いも多少はあったが、もしそんな簡単に倒せる相手ならば、ウィスタルやフェリオがとっくに彼を仕し留とめている。

　パンプキンは顎あごの下に手をあててポーズをとり、くるりとその場で一回転をした。

「──なるほど。まず相手の武器を狙い、それを封ふうじることでの優位を狙うか。常じよう套とう手段ではあるが、その選択は正しいぞ、若き騎士よ。汝なんじの器用な剣は、そうした扱い方をすれば、より生きてくる──だが、狙いはそれだけではないな？」

　パンプキンの冷静な反応に、ライナスティは舌打ちをこらえた。かぼちゃ頭の眼がん力りきは、ライナスティの腕を多少は認めてしまったらしい。できればもうしばらく、油断したままでいて欲しかった。

「……バニッシュよ。この騎士は見た目こそ頼りないが、存ぞん外がいに上手うまく剣を扱う。汝が負けるとは思わぬが、万一、腕を斬きられでもしたら厄やつ介かいである。このまましばらく、この騎士の相手は我が受け持とう」

　それはバニッシュを気き遣づかってというより、彼個人が戦いたいがための言葉にも聞こえた。

　一連の動きは、ライナスティにとってはありがたかった。二人を同時に相手にするよりは、どちらか片方のほうが遙はるかにしのぎやすい。

　そう──ライナスティは、最初から勝つことを目的にはしていない。

　リセリナ達の逃げる時間を稼かせぐのが第一の目的で、後は自分の身をいかにして守るかだけが問題だった。

「騎士よ。荘そう厳ごんに華か麗れいに、古こ式しきゆかしく一騎打ちといこうではないか」

　パンプキンが不自然なほど低く身を屈かがめた。脚あしを曲げてしゃがみこみ、両手をぐるりと左右に回す。

　脛すねを狙ねらった奇襲を、ライナスティは剣で防ぎながら避よけきった。

　そこに生まれた隙すきをついて、パンプキンの乱撃が訪れる。左右の手がまるで四本にも八本にも増えたような勢いで、彼の腕は的確にライナスティを狙ってきた。

（は、早っ……！）

　必死で捌さばきながら、素直に舌を巻く。パンプキンの攻撃には反撃の隙さえなく、一瞬でも気を抜けばたちまち貫かれる必殺の勢いを持っていた。

　防戦一方となりつつも、ライナスティはしかし、相手からの斬ざん撃げきをことごとく防ぎきった。

　数歩ずつ後退しながら身を守るその剣捌きには、見切った者の華麗さなどはない。だが、なかなか落ちない綱つな渡わたりのように、致ち命めい的てきな一撃はすんでのところでかわしている。

　そして──

　ライナスティがあるタイミングを見計らった瞬間に、パンプキンが唐とう突とつに動きを止めた。

　すぐさま跳ねるように飛び退のき、かぼちゃ頭は声を潜ひそめる。

「──騎士よ。今、何をしようとした？」

　ライナスティは瞠どう目もくした。

　予備動作は悟さとられていないはずだった。それでも咄とつ嗟さに何かを感じたとすれば、恐ろしい勘かんの働きである。

「──別に何も？　見ての通り、こっちはあんたの攻撃を防ぐので精一杯だ……ったく、こっちはただの新しん米まい騎士だってのに、いいように攻めてくれるよな」

　ライナスティは平気な顔ですっとぼけた。

　パンプキンは距離を保ったまま、ゆっくりと左右に隙をうかがいはじめる。

「……汝なんじの剣は、よくみれば偽いつわりだらけである。非常に興味深い」

　その言葉を、ライナスティは歯は嚙がみする思いで聞いた。侮あなどってもらえればそれに越したことはなかったのに、パンプキンは戦うにつれ、徐じよ々じよにライナスティの腕を認めつつある。

　ライナスティは、自分の腕前がウィスタルやフェリオに及ばないことをよく自覚している。

　それに動きの速さではディアメルに及ばないし、力では同僚のグラムをはじめ、多くの騎士達にも負けている。

　だが──ライナスティには、頭ず抜ぬけた特技もあった。

　抜ばつ群ぐんの器き用ようさと、そして駆かけ引ひきの技術──この点では、ライナスティの技はウィスタルにも認められている。なればこそ、王宮騎士団にも抜ばつ擢てきされたのだ。

　パンプキンもどうやら、ウィスタルと同じように、ライナスティの技量を認めたらしい。

　かぼちゃ頭は歌うように声を紡つむいだ。

「おぉ、汝なんじはあえて自らを低く見せ、相手の油ゆ断だんを誘い、その隙すきを狙ねらうとんだ食わせ者である。一見すると姑こ息そくにして軟なん弱じやくな剣も、その実は合理的にして堅実、防御に回れば崩れそうで崩れず、こちらが調子づくや返かえり討うちの一撃を狙う──」

　ライナスティは苦笑して首を横に振った。とてもそんな大たい層そうな技術ではない。ライナスティとしてはただ単に、〝楽をして目的を達成したい〟だけなのだ。

　そのためには、自分の面子メンツや誇りなどは二の次である。

　パンプキンはライナスティから視線を逸そらさない。

「──その〝油断〟を誘う才は、場合によっては純粋な剣けん腕わん以上に恐ろしい。先だっての戦いでは、汝の武器が悪すぎたようだが──今の状況下では、汝の力量を過小に評価するのは危険であるな」

　パンプキンが慎しん重ちように両手を広げた。その背後では、前には出ぬままバニッシュも構えをとっている。

　慎重さを増した二人の敵に、ライナスティはわざと怯おびえた笑みを向けた。

「……いやぁ。こっちは本当に、そんな大層なもんじゃないんで……あんまり、本気にならないで欲しいなぁ、とか、思ったりするんだけど……ほら、そういうのって大人おとなげないし」

「その軽口に騙だまされるのは、気づかぬ者だけである」

　パンプキンがくるりと身を回転させた。

　裏うら[image: 拳]けんに近い型で、腕うで輪わの刃がライナスティを襲う。

　その奇襲に対しても驚く振りをしながら、ライナスティは彼の動きを読んでいた。

　パンプキンの動きには、誘いとしての隙が多い──フェリオもそう言っていた。それを隙と見てうっかり手を出すと、あっという間に追い詰められる。

　この裏[image: 拳]も防ぐだけ防いで反撃はせず、ライナスティはそのまま退ひいた。パンプキンの誘いは、またも空回りに終わる。

　以前にあしらわれた後、ライナスティはただ漫まん然ぜんと日々を過ごしていたわけではない。

　再戦の可能性があることを予測して、彼は彼なりにパンプキンとの戦い方を練ねってきた。

　守り方も逃げ方もいくつものパターンを考えて、そうした思し考こうの末に、ライナスティが得た結論は──

「あー……くそっ……もうやめた！」

　ライナスティは呟つぶやいて、剣の切っ先を床ゆかに突き立てた。

　バニッシュが不ふ審しんげに目許を歪ゆがめ、パンプキンは固まった。

「だめだ、勝てねぇ。油ゆ断だんさせて隙すきをうかがうつもりだったけど、そこまで読まれちゃ、こっちはお手上げだ。だから降こう参さん、俺おれの負け。で、どうする？　殺すか？　それとも捕ほ虜りよにするのか？」

　ライナスティはいかにもさばけた調子で、彼らにそう問いかけた。

　突然の降こう伏ふく宣言に戸と惑まどった様子で、バニッシュが首を捻ひねった。

「……後あと腐くされのないように、死んでもらう。たかが騎士一人に情けをかける理由もない」

「じゃ、勝手にしろ」

　ライナスティは不ふ遜そんに呟いて、構えもとらず棒立ちになる。急に開き直ったその態度に、二人の来訪者ビジター達はかえって違い和わ感かんを覚えた様子だった。

　バニッシュが声をよこす。

「……あれだけ威い勢せいのよかった君のような騎士が、どうして急に諦あきらめる？　まだ敗北と決まったわけでもないだろう。実際に君は、私やパンプキンの攻撃をしのいでいる。せめて一いつ矢し報むくいようとは思わないのか」

　バニッシュのそんな問いかけに、ライナスティは力のない笑いを返した。

「その攻撃をしのぐだけで冷ひや汗あせものだったし、もうこれじゃ勝てそうにない。いずれ負けるんなら──これ以上、実りのない戦いをしていても仕方ないだろ。あんたらが見逃してくれるってんなら、話は別だけど」

　死を覚かく悟ごした──そんな印象を周囲に与える声だった。だがそれは、あくまで〝声〟だけのことである。

　バニッシュとパンプキンは動かない。

　彼らの警戒心が、ライナスティには透すけて見えた。

「ふむ……一体、何を考えている？　若き騎士よ」

　パンプキンがにじり寄る。ライナスティは、棒立ちのまま──

「だから降伏するって。人の話、聞いてなかったのか？」

「だが、汝なんじの眼めは死んでおらぬのだよ。その眼は、〝何か〟を企たくらむ者の眼である」

　パンプキンの指摘に、ライナスティはまた笑った。つくづく、食えないかぼちゃ頭だと思う。

「じゃあどうする？　俺をこのまま逃がす気はないんだろ？　それとも交渉でもするか」

「交渉とは──さて、いかなる交渉であるか？」

　パンプキンの問いは、ライナスティの予想していたままのものだった。

　以前に戦って、わかったことがある。

　このかぼちゃ頭は恐ろしく強い。おそらくその腕前だけなら、騎士団長のウィスタルにも匹ひつ敵てきするだろう。

　だが、一つだけつけ入る隙すきがある。

　その好奇心の強さゆえか、彼は〝会話する〟ことに大きな楽しみを見出している。今のライナスティにとっては、かぼちゃ頭のその性格が大きな意味を持っていた。

「あんたは確か、パンプキンていう名前だったよな？」

「いかにも。我はハロウィンに踊るかぼちゃの王──死者を迎える道みち標しるべの灯ともし火びにして、月下の夜よ毎ごとに刃やいばを舞わす者──そして、汝なんじをこれより、冥めい府ふの門に送る者でもある。よろしくお見知りおきを」

　芝しば居いがかって一礼し、パンプキンは名乗りをあげた。

　ライナスティは自然に頷うなずく。

「そうか。名乗られたからには、こっちも礼儀として名乗らないとな。俺おれはライナスティ。王宮騎士団の騎士で、フェリオ様の護ご衛えい役やくでもある。ま、護衛対象のフェリオ様のほうが強いんだけどな？　あんたみたいにかぼちゃの王とか灯火とか、そんな大たい層そうな呼び名はないけど、まぁせいぜい猫好きとか、三さん下したとか凡ぼん人じんとか器き用よう貧びん乏ぼうとか、いわゆる頭あたま数かずとかいわれる──まぁ、仲間内ではごく目立たない普通の騎士なんだが──」

「ほう？　汝ほどの腕前でも、普通の騎士であるか？」

　そのパンプキンの言葉に、ライナスティはここぞとばかりに身を乗り出した。

「そう、そこなんだよ！　いや、俺さ。自分ではけっこう真面目まじめに鍛たん錬れんしてるつもりだし、実際、安い給料のわりにはまともに仕事してるんだぜ？　それなのに同僚の連中は俺のことを、フェリオ様の引立て役とかディアメルの使い走りとか、ひどいのになると猫の餌えさ係扱い──いや俺だってさ、別にそれが嫌ってわけじゃないし、過大に評価されるよりはだいぶましだと思うんだけど、もう少し扱いがよくなってもいいんじゃないかなぁ、とか思うんだよ、最近」

　ライナスティの他愛たわいもない愚ぐ痴ちに、パンプキンは頭を揺らして頷いた。

「……ふむ、なるほど。まぁ世の中には、そういう星回りに生きる者もいるのである。誰だれも彼もが我のように目立ちたがるわけでもなし──汝がその境きよう遇ぐうを嘆なげくならば、生き方を改めればよいだけのこと。その気はあるのかね？」

　ライナスティは軽く手を叩たたいた。

「あんた、いい事言ってくれた。だからさ、俺もここらでなんか、存在感を示すようなことをしたかったわけだ。存在意義の主張ってほど大げさなことじゃないけど、ほら、冒険したいお年とし頃ごろってあるだろ？」

　いかにも陽気に響くライナスティの言に、パンプキンが不思議そうにかぼちゃ頭を傾けた。

「──いま一つ、文脈に不自然な点はあるが、つまり汝が我らと向き合っているこの状況も、その自己の存在を強めるための、やむなき行動であったということかね──？」

「いやいや、最初はそんなこと考えてなかったんだけどな。今にして思うと、どうも俺おれは無意識にそういうことを考えていたような気もするんだ。あんたもそういうことないか？　〝なんとなくおもしろそうだから〟とか、〝とりあえず一応〟みたいな感じで、けっこう重大な決断をあっさりとして、後になって後こう悔かいするとか……」

「我は後悔などせぬ。後になって悔くやんでも、過去は変えられぬし反省することしかできぬ。ならば未来を見つめよ、若き騎士よ。そして現在を精一杯に生きるのだ。それこそが、人が天より与えられし自由の本質である」

「……おい、パンプキン……」

　背後からバニッシュがひっそりと口を挟はさんだが、ライナスティは無視して話し続けた。

「自由の本質、か。あんたは難しいことを言うんだなぁ。俺はどうもその場の勢いで選択を間違えて、後悔することが多いんだ。単細胞っちゃ単細胞なんだが……」

「いや、汝なんじは常じよう人じんよりも深く考えているほうであろう。汝の眼めの光は、その表情に比べて不思議なほど強い。いきあたりばったりに動く者の眼には、もっと戸と惑まどいがある。汝は口ぶりではともかく、心こころ根ねの部分では一つの覚かく悟ごを決めている。それが騎士の忠誠というものか──我にはわからぬが、我は決して、汝を見くびりはせぬぞ？」

「だからそれも誤解だって。俺は本当に何も考えちゃいないんだ。頭の中を覗のぞいたらきっと笑えるぜ。もう見事なまでにからっぽだ」

「賢かしこい者ほど、同じことを言う。たとえばあのフェリオという王子。何も考えていないように見えても、常に大義だけは見失っておらぬ。目先の機き転てんを利きかせる者を世間は賢いと見るが、愚ぐ直ちよくというのも一つの賢さなのだ。そのことで人心を惹ひきつけるとなれば、なおさらである。我の眼には、汝も──自ら望んで、愚ぐ者しやを演じているように見えるのだが？」

「そりゃまた買いかぶられたもんだなぁ──俺は本当に、ただの凡ぼん人じんなんだけど」

　思えば剣けん聖せいウィスタルもまた、パンプキンと同じ誤解をした。その誤解に便びん乗じようする形で騎士団に加わり、ライナスティはこの職を得たのだ。

　少し苦笑して──騎士は、かぼちゃ頭と話し始めてから経過した時間を考えた。

　バニッシュが苛いらついたように声をよこす。

「パンプキン。無む駄だ話ばなしはいい加か減げんにしろ、おまえの悪い癖くせだぞ」

「そうかね？　しかしバニッシュよ。天が人に言葉を与えたもうたは、敵とも言葉をかわせとの思おぼし召めしであろうと我は愚ぐ考こうしている。言葉なき獣けものを見よ。彼らの本能に忠実な様さまは、それはそれで美しくもあるが、我はそこに楽しみを見出せぬ。獣は笑わぬし泣かぬではないか」

　パンプキンは嬉うれしそうに言ったが、一方のバニッシュはいよいよ眉まゆをひそめた。

「おまえは神など信じていないはずだ。もう充分に話しただろうし、いい加減に始し末まつをつけろ。その男が何を考えていようと……私達二人なら、仕し留とめ切れる」

　バニッシュが歩み寄ろうとした。

　ライナスティは内心で笑う。

　──バニッシュの言うとおり、もう充分な頃ころ合あいだった。

「──そうだなぁ。そろそろいいか。こっちも話ができて、楽しかったよ」

　呟つぶやいて、ライナスティは剣を再び構え直した。

「……ほう。やはり諦あきらめたわけではなかったのだな」

　パンプキンが両手を肩の高さに広げ、その手に光を籠こもらせた。

「しかし、では何故なぜ、あのような話をした？　よもや我の世よ迷まい言ごとを聞きたいがために、会話を望んだわけではあるまい。隙すきを誘うでもなく、遺ゆい言ごんでもないとすれば──」

　パンプキンが動きを止めた。

　──彼もやっと、気づいたらしい。ライナスティの戦い方、その口ぶり──それらが狙ねらうところは、ごく単純なことである。

「もしや────時間稼ぎ、であるか……？」

　なかば呆ぼう然ぜんとして、パンプキンが呟いた。

　問われたライナスティは、無言で片かた眼めを瞑つぶってみせた。

　演技でここまで誤ご魔ま化かし得たことは幸運だった。今頃は女騎士ディアメルが、ウルクとリセリナを連れて逃げている最中である。

　即座にバニッシュが眼を剝むいた。

「パンプキン！　お前はすぐ部屋に戻れ！　この男は私が始し末まつする！」

　かぼちゃ頭が飛び退のき、入れ替わる形でバニッシュが手を伸ばした。

　パンプキンはそのまま、元いた部屋に向けて飛ぶように奔はしる。

　ライナスティにとっては、それもまた望んだ通りの流れだった。二人をまず誘おびき出し、時間を稼かせいだ後、事情を明かして一人を部屋に戻らせる──一対一であれば、戦いは随ずい分ぶんと楽になる。

　そして、本来なら時間稼ぎのために使うつもりだったある仕掛けも、まだ手元に都つ合ごうよく残っていた。

「簡単に引っかかってくれて助かった。一応、だめだった時の対策も考えてはいたんだけどな！」

　飛び込んできたバニッシュの手に摑つかまれぬよう、ライナスティは身を捻ひねりながら剣を振るった。

　刃をかわして、バニッシュが身を低くする。

　その瞬間を、ライナスティは今度こそ逃がさない。

「辛からいから気をつけろよ！」

　叫ぶより早く、袖そで口ぐちに隠かくした小袋から、茶色がかった粉末を一いつ斉せいに散らした。

　ちょうどその真下にいたバニッシュは、大量の粉を頭からかぶってしまう。

　ごくごく細こまかい粉末は、ほとんど霧きり状じようになって彼の頭を包み、その効果はたちまち表れた。

「な──これは──！」

　一声叫んだ後は、もはや声にもならない。幾度もの激しいくしゃみを繰り返しながら、バニッシュは痛みに襲われた両りよう眼めを手で覆おおう。

　手製の〝胡こ椒しよう煙えん幕まく〟──それはかつてある知合いから、護身用にと作り方を教わった道具だった。パンプキンに負けた後、ライナスティはこの道具のことを思いだし、念のためにと常に袖そで口ぐちに仕込んでおいたのである。

　目くらましとしてならば、それは手軽ながらも充分に効果的な品だった。

　くしゃみを繰り返すバニッシュは、数歩下がったまま動けずに座りこんでいる。

　部屋に向かいつつあったパンプキンが、慌あわてて引き返しにかかったが、ライナスティはもちろんそれを待ちはしない。

　捨すて台詞ぜりふさえ残さずに素早く駆け、曲がり角を抜けると目の前の扉とびらを潜くぐった。

　その先の逃走経路は、ここに来る前に一部だが把は握あくしてある。ライナスティは神殿内の石いし床ゆかを蹴り、あとはひたすら逃げに徹てつした。

　パンプキンは追ってこない。

　バニッシュを介かい抱ほうしているのか、あるいは部屋の状況を確認しているのか──そのどちらにせよ、ライナスティとしては追いつかれないだけの距離を稼かせぐのが先だった。

　そのまましばらく、廊下や中庭を走り続け──

　ようやく安あん堵どが湧わいてきた頃ころに、ライナスティはやっと、先に逃げていた〝相あい棒ぼう〟に追いついた。

　彼女はウルクを伴ともない、脚あしを負傷したリセリナを背に負いながら、神殿の広い廊下を必死に駆けていた。

　ライナスティも、彼女らの背を追う。

「あ……ライナスティさん!?　無事だったんですね！」

　真っ先に気づいたリセリナが振りかえって、頓とん狂きような声をあげた。

　隣で走るウルクも驚いたように眼を見開き、ディアメルは半身だけ振りかえらせて、一瞬の微笑を見せる。

　追いついたライナスティは、三人の視線に相そう好ごうを崩した。

「ウルク様もリセリナ様も、ご無事で本当になによりでした。ディアメルもお疲れさん、代わろうか？」

　背中のリセリナを見ながら問うと、ディアメルはすげなく首を横に振った。

「その必要はない。フェリオ様にならともかく、おまえにリセリナ様を任せられるはずがないだろう。何を期待しての提案だ？」

「うわ、それ酷ひどいぞ！　こっちは下心なく純粋に、おまえが大変だろうと思って……」

「今だけは下心がなくとも、後になったら騎士団の連中に、〝胸の感かん触しよくがどうだった〟とか吹ふい聴ちようする。おまえはそういう奴やつだ」

　断定されて、ライナスティは頰ほおを引きつらせる。確かにいかにも自分が言いそうなことだけに、まともに反論もできない。

　その言葉に、ウルクとリセリナは頰を染めていたが、発言者のディアメルは涼すずしい顔である。

「そんなことより……遅おそかったな？」

　走りながら、女騎士は[image: 拳]こぶしを突き出した。微笑はもう引っ込み、その顔はいつもの精せい悍かんな表情に転じている。

　彼女の[image: 拳]に[image: 拳]をあてながら、ライナスティはいつもの調子で舌をまわした。

「早かったらまずいだろ、時間稼かせぎだったんだから──いやでも、まじで死ぬかと思ったぜ。慣れないことはするもんじゃないよなぁ。聞いてくれよ、ディアメル。あのパンプキンて奴と──」

「悪いが、話は後にしろ。今はそれどころじゃない」

　あっさりと冷たく流されて、ライナスティはかくんと肩を落とした。リセリナが脇わきで苦笑している。

「……なぁなぁ。命がけの仕事を終えた奴に、その態度は冷たすぎないかな……？」

「そうか？」

　ディアメルの手が斜め下から伸び、併へい走そうするライナスティの後頭部をくしゃりと撫なでた。

「──本当に、よくやった。後で酒でもおごってやる」

　そう言って──ディアメルは、にっこりと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　普ふ段だんは無ぶ愛あい想そうな彼女が、こうした優やさしい顔を見せてくれることは珍しい。

　滅めつ多たに見ない女騎士の上機嫌な様子に、ライナスティは思わず頰を緩ゆるめた。

「じゃ、じゃあディアメル、ついでに危険手当の申しん請せい、少し水増ししてくれるように団長に進言してくれ。俺おれが言ってもたぶん増えないし！」

「調子に乗るな、馬ば鹿か」

　こつんと軽く小こ突づかれて、ライナスティは安あん堵どする自分を自覚した。

　こうしてディアメルと話していると、戦いによる緊張が少しずつほぐれていくのがわかる。おそらくはディアメルの側もそうなのだろう。戦場での日常会話は、精神に余よ裕ゆうをもたらす特効薬でもあった。

　走りながら、ディアメルが小声に囁ささやいた。

「ライナスティ、どうやら神殿側でも、状況がおかしくなっているらしい。御柱ピラーから正しよう体たい不明の兵が湧わいてきたとか──このまま来訪者ビジターの眼めを無事にくらましたら、こちらのお二人を神しん域いきに避ひ難なんさせる。それまで気を抜……」

　少し先の神殿の廊下、その曲がり角から、複数の足音が響いてきた。

[image: ]

　異い様ような気配を察して、ライナスティ達は揃そろって足を止める。

　角からゆらりと現れたのは、見慣れぬ兵士達だった。鉄てつ仮か面めんの巨漢や、手て槍やりを携たずさえた老人、それに若い兵士もいる。

　来訪者ビジター達ではなかったことに安あん堵どしたのも束つかの間ま──

　兵達は連なるようにして、ぞろぞろとその後ろからも姿を見せ始めた。

　廊下の松明たいまつに照らされた彼らの顔つきは、明らかに尋じん常じようでない。理性を失った丸い眼めが、感情を宿さぬままにライナスティ達を見ていた。

　その多くは体に血を浴びており、その向こうで戦いがあったことを推測させる。

　ディアメルの背で、リセリナが肩を震わせた。

「あの人達が、シズヤの言っていたラトロアの──」

　言葉の意味は、ライナスティには摑つかめない。だがディアメルのほうは、リセリナ達からすでに何か聞いているらしく、さして取り乱してはいなかった。

　現れた兵達は、手に刃を掲げ迫ってくる。

　敵対する意志だけは明白だったが、彼らの顔に感情はうかがえない。そしてライナスティは、敵の中に同じ容よう貌ぼうの者が幾人もいることにも気づいた。

　鏡かがみで映したように数種の同じ顔が続けて並ぶ光景は、いかにも現実感に欠けている。

「ウルク様、リセリナ様。一度、上にあがります！」

　来訪者ビジター達を警戒し、元来た道を戻るわけにもいかず、ディアメルが脇わきの石階段を指差した。上の階を迂う回かいしてやり過ごせば、無理に戦う必要もない。

　ディアメルが先に行き、ウルクがその背を追い、殿しんがりにはライナスティが続いた。

　追ってくる異い様ような兵達を気にしつつ、ライナスティは同僚の背に問いかける。

「ディアメル、連中は──」

「私も詳くわしくは知らない。ウルク様が来訪者ビジター達の話を漏もれ聞いた限りでは、御柱ピラーから出てきたラトロアの兵達だと……だが、奴やつらには構うな。我々は、ウルク様とリセリナ様を無事に逃がすことだけを考えればいい。詳しい状況はそのうち、嫌でも摑つかめるはずだ」

　応こたえるディアメルの顔色も険けわしい。

　追いすがろうとする奇妙な兵達から逃れ、一行は階段を上がっていく。

　次から次へと降りかかる災難に辟へき易えきしつつ、ライナスティは神しん鋼こうの剣を再び握り直した。

　名工イデリカの剣は指に吸いつき、まるで体の一部のように感じられる。

　その感覚が、今のライナスティには心強かった。
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　フェリオは神殿の階上に来ていた。

　御柱ピラーの側面と接する祭殿──そこはかつて来訪者ビジター達が現れ、国王と皇太子を殺した場所でもある。

　今、ここにはシャジールの民達が数十人と集つどい、それを警護するような形で、フェリオ達が周囲に立っていた。

　見守る中には、神しん域いきから駆けつけた錬金術師アルケミストの老人、ゴーダもいる。彼はシャジールの民を守るためにと、この場にとどまっていた。

　そしてフェリオのすぐ傍そばには、神じん師しであるレミギウスと、その付つき添そいであるメイヤーもいる。神師レミギウスは、神殿の責任者として、シャジールの民がこれから為なすことを見守る構えだった。

　カシナートに最初に異変を伝えた少年神官、エリオット・レイヴンも、二人の神官の後ろに控える形でここにいた。

　今夜の異変の直前に──エリオットは、また御柱ピラーに女の影を見たらしい。

　以前、エリオットが幽ゆう霊れいを見たと騒いだ直後にリセリナが現れ、そして数日後には来訪者ビジター達がやってきた。

　その連想が働いて、彼も焦あせったのだろう。彼はすぐにそのことをカシナートに知らせ、その報告が済むか済まないかのうちに──御柱ピラーの異変は不ふ審しんな兵の侵しん入にゆうという形で、確定的なものとなった。

　それと同時に、シャジールの司し祭さい達もカシナートの元へ訪れた。

　コウ司し教きようの元に向かったフェリオがカシナートと合流したのは、さらにその後のことである。

　その後、エリオットは捕らわれた神官達の避ひ難なんを手伝い、レミギウスとメイヤーに付き従う形で、この場に残っていた。

　神殿内にいる多くの神官達の避難は、まだ続いている。神殿騎士団と王宮騎士団が敵兵の大部分を抑おさえている間に、カシナートの腹心であるヴェルジネ司祭が中心となり、一般の衛兵達を主導してその誘導にあたっていた。

　神域からようやく着いたアルセイフの歩兵もその任に加わり、ひとまず最低限の戦力は揃そろっている。

　あとは敵兵の増加さえやめば、状況も落ち着くはずだった。

　そのための作業を今、シャジールの民達が続けている。

　一同の前には、淡く発光する漆しつ黒こくの御柱ピラーがある。

　現在、階下にはラトロアの兵達が溢あふれているはずだった。

　今も御柱ピラー側面のいたるところに、その顔や手足が時折透すけて見える。だが彼らはこの側面からは抜けず、その下の底面からのみ落ち続けていた。

　御柱ピラーの側面では、シャジールの民達がそれぞれに立ち働いている。

　黒こく曜よう石せきのようなその表面に、彼らは指で直接に触れながら、稀まれに呪じゆ文もんのような言葉を唱えていた。

　その言葉はフェリオ達には聞き取れない質のもので、意味も当然のごとく摑つかめない。だが、目的だけははっきりとしている。

　彼らは、この御柱ピラーを〝停止〟させようとしている。

「──あと五分ほどで、処理は終了いたします。コウ司し教きようがいなければ、丸一日はかかるところでした」

　シャジールの司し祭さいの一人が、フェリオ達に向けてそう説明した。

　フェリオは何も言えず、ただ事の成り行きを見つめるだけだった。その姿をエリオットが心配そうに見ている。

〝輝石セレナイト〟の産出が途と絶だえる──それはもう、避けられないことらしい。

　否いな、すでに輝石セレナイトは生まれなくなっているのだ。今は輝石セレナイトの代わりに、得え体たいの知れないあの兵達が落ちてくるように、御柱ピラーの性質が変わってしまった。

　そしてそうなった以上は、御柱ピラーを早急に停止させるしかない──それがシャジールの民達が下した結論らしい。

　そのことがアルセイフと神殿にどんな影響をもたらすか、フェリオにはわからない。経済の混乱、国力の衰すい退たいはまず間違いないが、同時に他国との関係悪化も起きるだろう。

　もしも、〝アルセイフは輝石セレナイトが出なくなったと噓うそをつき、輝石セレナイトの貯蔵を強化している〟などと噂うわさされれば、東側諸国の中にはそれを真まに受ける国も出てくるかもしれない。あるいは〝輝石セレナイトが出なくなったのは神がアルセイフに怒りを示したため〟とでも騙かたり、それを侵しん攻こうの口こう実じつにされる可能性もある。

　短期的にはともかく、中長期的にはタートム以外の他国も、アルセイフを攻めかねない。フォルナム神殿の加護は、信仰の上でも影響が大きい。

（これからアルセイフは……一体どうなるんだ？）

　さきほどから続くその問いに、フェリオは答えを見つけられずにいた。

　フェリオのすぐ脇わきでは、カシナート司教とシャジールの民が話し込んでいた。

　カシナートの顔色も浮かない。彼はフェリオとは違い、この国の人間ではないが、同じことがジラーハで起きる可能性もある。

　シャジールの民は、その可能性を否定はせず、ただし確率は低いとも言った。

「さきほどもお話しました通り、この御柱ピラーと〝死の神霊アービタ・スピリット〟は密接に関かかわりあっています。はっきりいえば、死の神霊アービタ・スピリットを操ることにより、この御柱ピラーを操作することも可能なのです。ただ、ラトロアの者達が、〝死の神霊アービタ・スピリット〟を完全に制御しているとは思えません。おそらくはまだ実験の過程で、自分たちが何をしたかさえ、よくわかっていないのでしょう」

「どうしてそう言えるのです？　彼らが狙ねらって、このフォルナムや他の神殿への攻撃を仕し掛かけてきたとは考えられないのですか」

　カシナートの問いに、シャジールの司し祭さいは小さく頷うなずいた。

「はい。それはあり得ません。異変を察さつ知ちしてすぐに、御柱ピラーが先方よりどんな命令を受けたのか、我々はそのことを把は握あくしました。その内容は無効になった命令がほとんどで、たんなる偶然の一致が今の状況を生み出したのです。どれか一つ、歯車が欠けていたら、おそらく何も起きなかったことでしょう」

　司祭の言は確信に満ちていた。金色の眼めを一同に向け、彼は澄んだ声で囁ささやくように話し続ける。

「こちら側では、御柱ピラーの稼か動どうと停止、その二種類の指示しかできません」

「あの、では司祭様──輝石セレナイトを──輝石セレナイトを、元の通りに産出できるようにはならないのですか？」

　呆ぼう然ぜんと問いかけたのは、神じん師しの孫娘、メイヤーである。

　女神官の悲痛な声に、シャジールの民は首を横に振った。

「フェリオ様にも同じことをお話いたしましたが……これは、このフォルナムではどうしようもないことなのです。〝御柱ピラー〟は、〝死の神霊アービタ・スピリット〟によって指定されたものを複ふく製せいする存在──その複製する対象を、おそらくラトロアにいる何者かが切り替えてしまったのでしょう。御柱ピラーというものはもともと、そういうふうに造られているのです」

「私もそのあたりの事情が、よくわからないのですが……」

　神師レミギウスが、掠かすれがちな声を発した。

　メイヤーとレミギウスの二人は、ここしばらくの間、軟なん禁きん状態での生活を強しいられてきた。若いメイヤーはともかく、ただでさえ病やみ上がりだったレミギウスの老体には、疲労の影もうかがえる。

「御柱ピラーとは、そもそもなんなのですか？　我々は、この御柱ピラーを輝石セレナイトを生み出すものとしか捉とらえておりませんでした。しかし来訪者ビジターはやってくるし、加えて他の物まで生み出すというのは──もし御柱ピラーが、神の力が具ぐ現げん化かされたゆえの存在ならば、我々にこのような困難を課すことに何の意味があるのか──」

　応こたえようとしたシャジールの民が、一瞬だけ口を噤つぐんだ。

「……申し訳ありません。それをご説明するための適切な言葉を、私は思いつきません」

　シャジールの民がそう応じたところで、御柱ピラーの傍そばからコウ司し教きようが戻ってきた。

　他のシャジールの人々は、まだ側面に手をあて、呪じゆ文もんのような言葉を囁き続けている。

「──私の仕事は終わりました。あとは皆に任せます」

　少し疲れたようにそう言って、コウ司し教きようはフェリオ達を見回した。

「司教。お疲れ様でした。御柱ピラーの操作には、貴方あなたの力が不ふ可か欠けつだそうですね」

　カシナートが労ねぎらうと、コウ司教は少しだけ微笑を見せた。

「私がいなくとも可能ではあるのですが、その場合には極端に時間がかかってしまうのです。私の遺伝子情報──いえ、体に備わった力を、御柱ピラーの緊急停止用の鍵かぎとして登録していますので……もしそれを使わない場合には、一から手順を踏んでの作業になるため、停止するまでに丸一日ほどかかります」

　意味の通じない単語を交えながら、コウ司教はそう説明をした。

　カシナートはわかったようなわからぬような顔で、思し案あんげに頷うなずいている。

「しかし驚きました。まさか貴方たちに、御柱ピラーをどうこうする力があったとは──」

「このことはどうか御ご内ない密みつに。こんな事態でもなければ、我々は何もしません」

　呟つぶやくコウ司教の眼めは哀かなしげだった。

「ことがここに至った以上は、必要な情報を共有し、今後の対策を練ねる必要があります。御柱ピラーが停止し、敵兵の掃そう討とうが済み次し第だい──その場を設けましょう」

　司教の言葉に、フェリオはわずかに希望の響きを感じ取った。

「つまり──対策を練る余よ地ちが、まだあるのですね？」

　勢いこんで問うと、コウ司教はごく小さく頷く。

「あるにはあります。私ならば、〝死の神霊アービタ・スピリット〟を扱えますので──つまり、そういうことです」

　一瞬、考えてから──フェリオだけでなく、その場の皆が瞠どう目もくした。

　死の神霊アービタ・スピリットは現在、ラトロアにある。

　コウ司教は、必要とあらばそこに行くつもりらしい。もちろん、そのためには前提として、ラトロアに潜せん入にゆうしなければならない。

「ラトロアの死の神霊アービタ・スピリットに、新たな命令を登録しない限り、御柱ピラーは元には戻りません。かつて死の神霊アービタ・スピリットは、ウィータ神殿の地下にあったのです。それが二千年ほども昔に持ち去られ、現在のラトロアがある地に封ふう印いんされ──それ以前もそれ以降も、輝石セレナイトは絶えることなく産出されてきました。ですが──」

　コウ司教が、深い溜ため息いきを吐ついた。

「──人はどうしても、禁じられた玩がん具ぐを弄もてあそんでしまう。生と死を繰り返す人という種は、犯おかした過あやまちの反省を、次代に正しく受け継がせることができません。結果として、歳月を経て世代が変われば、禁きん忌きの理由も知らずにそこへ触れてしまう者達が出てくる──その好奇心は、人の美点であると同時に、欠点でもあります」

　コウ司教は俯うつむいた。

「──無む論ろん、我々にしても、それを嗤わらうことなどできません。我々も遙はるかな昔に過ちを犯しました。だからこそ──だからこそ、貴方たちには、幸せでいて欲しいと願っています。それが罪の清せい算さんになどならないとしても、あるいはただの自己満足だとしても──我々、シャジールの民は──」

　誰だれに向けてでもなく訥とつ々とつと呟つぶやいていたコウ司し教きようは、そこではっと我に返り、呆ぼう然ぜんとするフェリオ達に頭こうべを垂たれた。

　コウ司教にとって、今の言葉は言うつもりのなかった言葉らしい。

「失礼をいたしました。つい、私の個人的な事情を──」

　フェリオ達が何かを言う前に、祭殿の入り口から神殿騎士の声が響いた。

「カシナート司教！　下はもうもちません！　右側通路のレーヴェ司し祭さいも疲労が激しく──左側通路でも、敵が別経路からさらに増え始めており、これ以上は時間の問題です！」

　緊迫したその声に、フェリオは気を引き締める。何も突然のことではない。階下の包囲が崩れたことはここまで伝わっていたし、神殿の構造上、いずれその方向からもやってくるとは覚かく悟ごしていた。

　敵兵達は何故なぜか、神殿の外側にはほとんど向かわず、この階上を目指していた。もちろん全員が、というわけではないが、中庭付近まで散さん開かいしたのはせいぜい一割程度で、残りは神殿内を制せい圧あつするように動いている。

　階上へと昇る習性でもあるのか、あるいは何かを目指しているのか──その事情は知れないが、フェリオ達にとっては厄やつ介かいなことだった。

　大きく舌打ちをして、カシナートが自ら祭殿の出口に向かう。

　フェリオも錬金術師アルケミストの老人に目配せを送った。

「ゴーダ殿、私も様子を見てきます」

　ゴーダ・トレイスは顎あご鬚ひげを握りながら頷うなずいた。

「状況が状況です。フェリオ様はどうか、御身の安全をおはかりください。貴方あなたはどうも、王族のくせに無む茶ちやをしすぎる。その使命感はご立りつ派ぱですが……度を過ぎれば、国にとっても悪影響を与えます」

　ゴーダの助言に、フェリオは頷いた。自分でも、わかってはいるつもりなのだ。ただ──いざとなると体が先に動いてしまうのは、剣士としての習性のようなものである。

　走り出た祭殿の前の廊下では、狩人かりうどのエンジュ・シェパードも、神殿騎士達と共に待たい機きしていた。

　フェリオは彼に目配せをして、周囲の状況を確認する。

　右側の通路と階段は、神殿騎士団団長、レーヴェ・グレイスナイフの率ひきいる一部隊が抑おさえていた。少し離れた階段の下からは、疲労した神殿騎士達が退しりぞいてきている。

　彼らと入れ替わる形で、別の神殿騎士達が戦闘に加わるものの、その交代要員さえもすでに疲れきっていた。

　ちょうど階下から上がってきた神殿騎士の中に、その指揮官であるレーヴェも混ざっていた。副官に一時、指揮を預け、呼吸を整えに戻ったものらしい。

　レーヴェ・グレイスナイフは剣士ではなく[image: 拳]けん士しである。両手に嵌はめた神しん鋼こうの籠こ手てを血に濡ぬらし、彼女は筋肉質の肩を上下に激しく揺らしていた。

　フェリオはカシナートより先に、彼女の傍そばに駆け寄る。

「司し祭さい、戦況はどうだ？」

　レーヴェはフェリオと視線が合うや、その整った顔を悔くやしげに歪ゆがめた。

「フェリオ王子……下はそろそろ限界です。神殿の北側ではまだ、ウィスタル卿きようの王宮騎士団と神殿騎士団の混成部隊が奮ふん戦せんを続けているようですが、我々と彼らの間に敵兵が入り込む形となり、こちらとは分断されてしまいました。挟きよう撃げきしようにも、敵の数が多く……」

　息を切らして、彼女は現状を伝えた。

　武官としての矜きよう持じはまだ保っていたが、もはや体がまともに動かないらしい。彼女は祭殿への敵の侵しん攻こうを阻はばむために、ほとんどずっと最前線で戦い続けていたはずである。

　女の身で──といっては語ご弊へいのありそうな、大たい概がいの男よりも遙はるかに強い一流の戦士だが、そんな彼女でもさすがに限界はある。

「レーヴェ司祭、俺おれが指揮を変わろう。貴方あなたの権限で一時的に俺の指示をきくように、神殿騎士達へ伝えて欲しい。こんな状況だ。今は敵とか味方とか言っている場合じゃ──」

「いえ。レーヴェと代わるのは私です」

　追いついてきたカシナートが話に割り込んだ。その眼めは険けわしく、決意によって眼光が研とぎ澄すまされている。

　カシナートは負傷して休んでいた騎士から、神鋼の剣を借り上げた。カシナートの腰には護身用の細剣レイピアもあったが、痛みを感じない敵兵達に対しては、あまり効果的な武器ではない。

「フェリオ王子、貴方にはこの祭殿の警護を頼みます。これから左側通路にも神殿騎士を二十人ほど回しますので、ここがもっとも手て薄うすになりますから──シャジールの方々が作業を終えれば、もうじき敵の増ぞう援えんも止むはずですが、それまでここで待たい機きしていてください」

　慌あわてたのはレーヴェだった。

　彼女は戦士の顔から部下の顔に戻り、上官であるカシナートに必死の進言をする。

「し、しかし、カシナート司し教きようが自ら前線に立つなど……！　もし何かあったら、私は神しん姫きに申し訳が──」

　レーヴェの言葉に一いち瞥べつを送り、カシナートは無む理り矢や理りに彼女を座らせる。

「貴方ほどではありませんが、私も一般の騎士と同程度には心得があります。神姫の近衛このえ騎士を務めていたのは、別に家柄のためばかりではないのです。なにより──このままでは、ここが前線にもなりかねません。もちろん猪ちよ突とつ猛もう進しんをする気はありませんし、あくまで指揮に向かうだけです。司祭は最低でも五分、休みなさい。これは命令です」

　そう告げてレーヴェを従わせた後、カシナートはフェリオにも向き直った。

[image: ]

「フェリオ様。この場はお任せしても構いませんね？　もし左か右の通路、どちらかが敵に突破された場合には、ここにいるシャジールの方々を貴方あなたに護まもっていただきたい」

　フェリオは深く頷うなずいた。

　カシナートは笑顔こそ見せなかったが、その眸ひとみにはフェリオに対する信頼がうかがえた。

　フェリオにとって、カシナートは政治的な敵にも等しい。おそらくはカシナートにとっても、フェリオの存在は味方とは言い難いだろう。

　だが、だからこそ──互いに、互いの怖さをわかっている。その認識は裏を返せば、相手の力をそれだけ評価しているということに他ほかならない。

　いざ協力しあうとなれば、互いに心強い相手である。

「カシナート司し教きよう、お気をつけて。貴方にここで死なれたら、例の交渉も成り立ちません」

「──そもそも肝かん心じんの輝石セレナイトが産出されないのでは、交渉どころか、神殿の制せい圧あつさえ無意味です。産出量が零ゼロなら、三割だの四割だのと言っても零ゼロのままですよ。まったく──忌いま々いましい」

　悔くやしげに言って、カシナートは待たい機きしていた神殿騎士達のいくらかを左側通路に向かわせ、自らは右側通路を駆け出した。

　レーヴェを休ませておいて、フェリオはその場に待機する。

　敵兵はまだ、この階までは至っていない。だが、左右どちらかの通路と階段をもし破られれば、あっという間に祭殿も惨さん状じように包まれるはずだった。

　ここに待たい機きしている騎士の多くは、下で戦い続けた挙あげ句くの休息中か、あるいは怪け我が人にんばかりである。

　右側通路にも応援がいった今、その数はたったの十人ほどしかいない。だが、エンジュや休息中のレーヴェをはじめ、戦力としてはそれなりの人間が揃そろっている。その中には、ゴーダを護ご衛えいしてここまでやって来たチェイニーという若い神殿騎士もいた。

　フェリオは彼らに向けて指揮の声を張る。

「もうじき御柱ピラーが停止し、敵の増ぞう援えんも止むはずだ！　それまでここを死守する。全員、想定外の戦闘に備えつつ待機しておけ！」

　敵であるフェリオの指揮にも関かかわらず、神殿騎士達は気き合あいの籠こもった声で応じた。

　性格には問題のある者が多いものの──彼らもまた、〝戦う者〟である。

　今さえ乗り切れば、敵の増加は止まる──そのことを信じて、フェリオも腰の刀を確かめた。
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〝この人達も──私のことを知っている……〟

　ウルクは走りながら、前後を守る騎士達のことを思いだそうとしていた。

　リセリナを背負い、前を走るのはディアメル。

　敵兵に警戒しつつ、後ろを走るのはライナスティ。

　ウルクの記憶に、二人のことは残っていない。

　だが騎士の二人は、フェリオに縁のある者達らしい。

（頭……痛い……）

　走りながら揺れそうになって、慌あわてて踏みとどまる。ここで騎士達に、なおも迷めい惑わくをかけるわけにはいかなかった。

　もう少しで、思いだせそうな気はするのだ。だがいざ、その記憶を引きだそうとすると、脳のう裏りに白く靄もやがかかったようになって、さらに粘ると頭痛がしてくる。

　その頭痛に負けて、ウルクはひとまず思し考こうを切り替えた。

　前を走るディアメルの背には、リセリナがおぶさっていた。イリスのせいで脚あしを負傷した彼女は、今はまともに走れない。

　リセリナの黒く滑なめらかな髪は、黒こく曜よう石せきにも似たつやを放ち、同性のウルクでも惚ほれ惚ぼれするような美しさだった。

　その後ろ姿を追いながら、ウルクは思う。

　イリスは、ウルクとフェリオの関係をただの友人だったと言っていた。ウルクはフェリオのことを慕したっていたが、フェリオの側では友人としてしか扱っていなかったと──

　それはおそらく、事実なのだろう。イリスにそんなことで噓うそを吐つく理由はない。

　だが、それならこのリセリナは──

　ウルクの心に、ちくりと痛みが走った。

　フェリオの従者だと彼女は言っていたが、フェリオが彼女を見る眼めには、もっと深い親しみがあったように思う。来訪者ビジターという特殊な人間でもあり、フェリオとは共に死線をかいくぐった仲らしい。騎士達もリセリナに対しては敬語で、つまりは主であるフェリオにとって、彼女が大切な存在であることを察しているのだろう。

　ウルクはリセリナの細い背を見つめる。

（この子は……私の知らないフェリオ様を、知っているんだ……）

　そう思うと、胸が苦しくなった。

　その感情自体は、嫉しつ妬ととは少し違う。リセリナのことをうらやましいとは思うが、妬ねたましいとは思わない。

　ウルクはただ──寂さびしかった。

　フェリオのことを知らずに惹ひかれている自分が滑こつ稽けいで、そしてフェリオと親しげに話し、彼と意思の通じ合っているらしいリセリナのことを、うらやましいと思った。

　自分も彼に──友人としてではなく、異性として好かれたいと願うのは、傲ごう慢まんだろうか。

　もしフェリオがリセリナと想おもいを通じているなら、ウルクは身を引くつもりでいる。どうせ自分は彼のことを憶おぼえていない。惹かれているのは事実だが──彼のことをほとんど知らない今なら、まだ諦あきらめられるはずだと思う。

　それはたんに逃げているだけだと、自分でもわかってはいた。だが、思いだして絶望して、その後でフェリオとリセリナのことを祝福できるほど、自分は強い人間ではないとも思う。

　今のウルクは、〝思いだす〟ことへの怖れを抱いている。

　もしフェリオと自分が想い合う仲だったのなら、そんな記憶ならすぐにでも取り戻したい。

　だが、イリスの言ったように──自分が一方的にフェリオに焦こがれていて、しかし彼のほうではただの友人扱いだったとしたら──そんな記憶は、思いだしたくない。記憶が戻ったところで、今よりもっとつらくなるだけのような気がする。

　そしてもしその記憶を思いだせば、ウルクはきっと、リセリナをうらやましいと思うだけでなく、嫉妬してしまう。

　命がけで自分を助けようとしてくれた彼女に対して、そしてフェリオに対しても──醜みにくい感情をもってしまうだろう。

（だったら、もう……私は何も、思いださないほうが……）

　心の奥で泣きそうになりながら、ウルクはそんなことを考えていた。

　敵に追われるまま、ウルク達は無む駄だに広い神殿内を走っていた。

　前方から、剣の触れあう音が響いてくる。どうやら神殿騎士か王宮騎士が、そのあたりで敵と戦っているらしい。その姿はまだ見えてこないが、弧こを描く廊下の先には、確かに人の気配が集まっていた。

　ディアメルが舌打ちを漏もらし、ライナスティが彼らに向けて声を投げる。

「おい！　こっちからも来てるぞ！　気をつけろ！」

　廊下の角から、見張りらしき騎士が顔を見せた。彼は驚いたように立ち竦すくみ、その向こうの仲間達に告げる。

「挟はさみ撃うちされる前に、戦場を上に移せ！　俺おれは司し教きように知らせてくる！」

　騎士はそう叫んでから、すぐに脇わきの階段を昇って上に走った。どうやら伝令役らしいが、つまり彼らは、この上の階を守ろうとしているらしい。

　階段付近では、三十人ほどの騎士達が戦場を支えていた。そこにいる敵の数はさほど多くないが、四、五人ずつが頻ひん繁ぱんに階下から現れているらしい。そこにウルク達を追ってくる兵達がそのまま近づけば、彼らは前後を敵に囲まれてしまう。

　そのことを憂うれえてか、中年の神殿騎士が、戦いながら愚ぐ痴ちを漏らす。

「また新あら手てかよ！　このくそ忙いそがしいのに、チェイニーの馬ば鹿かはどこに行ったんだ!?」

「あいつ、あれでけっこう迂う闊かつだからなぁ……もうどっかで殺されてんじゃないか？」

「人の心配している場合じゃねぇよ、俺たちも」

　騎士達は口々に軽口を叩たたいていたが、内容はさておき、声の質には余よ裕ゆうがない。彼らも相当に疲労がたまっているらしい。むしろその軽口も、疲労をごまかすためのものかもしれない。

　ウルク達一行が階段付近まで駆け寄ると、戦っていた騎士の一人が振り向いた。

「お前らは王宮騎士団だな？　連れているのは神官か。逃げる途中なら上に行け。ここから下はだめだ」

　廊下の暗さゆえに、連れられているのがウルクとは気づかなかったらしい。

　伝令役より遅おくれて、ウルク達は階段を駆け上がる。それを待ってから、神殿騎士達も後に続いた。

　階段から上がってくるであろう敵を迎え撃つために、彼らはそこに留とどまる。

　騎士の一人がディアメルに向けて叫んだ。

「ここはしばらく支えてやる。この階は安全なはずだが、いつまでもつかはわからん。北端まで行ったら、別館の隠かくし通路を使わせてもらえ。神官達もそこから避ひ難なんしたはずだ」

「あぁ、感謝する」

　ディアメルが声を返して、そのまま走り抜けた。

　ウルクは頭の隅すみで神殿の構造を思いだす。

　フォルナム神殿は、長い年月をかけて増改築を重ねており、ひどく入り組んだ形状をしている。いたるところに隠し通路や隠し部屋があり、守りやすく攻めにくいことは容よう易いに想像できた。

　ディアメルが走りながら振りかえる。

「ウルク様、お疲れとは思いますが、あと少し、がんばってください」

　ウルクは頷うなずいたが、心では脱出することよりも、フェリオのことを考え続けていた。

　神殿騎士達が間に入り、敵に追いつかれる心配がなくなったところで、ウルクはどうしても気になっていた問いを口にしようとした。

「あの──ディアメル様」

「はい？」

「こんな時に、非常識だとは思うのですけれど……」

　その時、廊下の先から、多数の足音が駆けてきた。さきほど伝令に走った騎士が応援を呼んだらしい。

　彼らと擦すれ違ってすぐに、ウルク達は祭殿の前に差しかかった。

　そして、そこに──ウルクは、〝彼〟の姿を見つけてしまう。

　紫むらさき色いろの髪をした少年は、ウルク達の姿を見つけるや、驚いたように駆け寄ってきた。

「──ウルク!?　それにリセリナも──！」

　ウルクと二人の騎士、そして怪け我がをしたリセリナを見て、彼は戸と惑まどいの表情を浮かべた。

　まだ神殿に残っているとは思っていなかったに違いない。本来なら、とっくに神しん域いきの街まちへと逃げているはずの頃ころ合あいである。

　駆けてきたフェリオは、ウルクの正面に立ち止まった。

　それだけで、ウルクは息が止まるかと思う。

　フェリオはウルクの眸ひとみを間近で見つめてきた。

「どうして、まだここに──何があったんだ？」

　ライナスティが脇わきからそっと口を挟はさんだ。

「いや、フェリオ様、事情を話せば長くなるんですが……」

「お二人は来訪者ビジター達に囚とらわれていたため、我々が救い出しました」

　相あい棒ぼうの騎士を黙らせるように、ディアメルがただの一言で簡かん潔けつに説明を済ませた。台詞せりふを取られて残念そうな青年騎士とは対照的に、フェリオは呆ぼう然ぜんと眼めを見開く。

「じゃあ──逃げる途中で、あいつらに見つかったのか？　ウルク、怪け我がは……それにリセリナも──」

　慌あわてた様子で、フェリオはウルクとリセリナを交互に見た。ウルクが無傷で、リセリナが軽傷らしいと知るや、やっと彼は安あん堵どしたように目許を和なごませる。

　フェリオは騎士達に向き直った。

「──ライナスティ、ディアメル。二人を助けてくれてありがとう。なんだか俺おれは……助けられてばっかりだな、本当に……」

　フェリオの苦にがい声に、青年騎士が照てれ笑いを返した。

「いやまぁ、俺らはフェリオ様のためならたとえ火の中水の中ですよ。だから危険手当の……」

　軽口を叩たたくライナスティの脇わきを、ディアメルの肘ひじ鉄てつがえぐった。悶もだえて黙るライナスティをほうっておいて、ディアメルは真しん摯しにフェリオを見つめる。

「フェリオ様の補佐をするのが我々の役目ですから、当然のことをしたまでです。お気き遣づかいなく──それより、リセリナ様が……」

　ディアメルがリセリナを降ろした。ウルクは胸が騒いで、まだ何も言えない。

　よろけながら立ったリセリナの眸ひとみは、少しだけ潤うるんでいた。

「私は脚あしを少し痛めただけですから、三日もすれば治ると思います。それより私のせいで、ウルク様を危険な目に遭あわせてしまって……ごめんなさい」

　呟つぶやいて転びそうになったリセリナの肩を、フェリオがすぐさま脇から支えた。

　その様子を見て、ウルクの心はずきりと軋きしむ。

「リセリナ、君のせいじゃない。いや──俺おれが悪いんだ。来訪者ビジター達に対して、油ゆ断だんしちゃいけないってわかっていたはずなのに──」

　フェリオは悔くやしげだった。

　彼はリセリナを支えたまま、ウルクのほうにも視線を向ける。凜り々りしい光を宿したその眸は、今のウルクにとっては正視できないほど眩まぶしかった。

「ウルク……ごめん。助け出すつもりだったのに、かえって怖い思いをさせたみたいだ。でも──もう、大丈夫だから」

　その優やさしい言葉と視線に、ウルクは膝ひざがくだけそうになるのを自覚する。

「いえ……私は、別に……」

　彼から視線を逸そらし、辛かろうじてウルクはそれだけ口にした。

　フェリオは少しだけ寂さびしそうだった。

　彼がそんな顔をするのは、自分の記憶がないせいだということは、ウルクにもわかっている。フェリオの知っているウルクは、今、彼の目の前にはいない。またウルクもフェリオのことを、ほとんど何も知らないのだ。

　それでいて──こんなにも、惹ひかれている。

　身を堅かたくして、ただ迷う。

　自分がどうしたらいいのか、何ができるのか、それさえももうわからない。リセリナと彼の仲に嫉しつ妬とすべきなのか、身を引くべきなのか、それ以前に、彼とリセリナの関係は自分が思っているようなものなのか、それとも──

　イリスの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

〝フェリオ王子のほうには全然そんな気がなくて、貴方あなたが一方的に想おもいを寄せていただけなのに──〟

　それはウルクにとって、できることなら聞きたくなかった言葉だった。

　フェリオは優しい。おそらくは──誰だれにでも、とても優しい。

　だからウルクは、怖いのだ。今、彼が自分に向けている優やさしさが、彼にとっては誰だれにでも向け得る質の優しさだとしたら──

　──頭が痛む。そこに何かが詰まっていて、内側から破は裂れつしそうな痛みだった。

　感情の奔ほん流りゆうに耐え切れず、たまらずウルクはその場に膝ひざをついた。

　痛みはおさまらない。その痛みは、ただの発ほつ作さ的てきな軽い頭痛とは質が違っていた。

「……ウルク？　ウルク！　どうしたんだ!?」

　しゃがみこんだウルクの肩を、フェリオが抱いた。

　そんな優しさを跳はね除のけようとしたが、体がまともに動かない。

　四し肢しから感覚が失われていく中──ウルクは自身の〝記憶〟を、一瞬だけ垣かい間ま見みた。

〝──ありがとう。大切にする──〟

　脳のう裏りにふと浮いたのは、少年の頃ころのフェリオの姿だった。

　彼が手にしているのは、〝生命の輝石セレナイト〟をあしらった首飾りで──それはウルクにとって、亡なき母の形かた見みでもあった。

　幼い頃、確かに自分は、彼にそれを渡したのだ。

〝あぁ……そうか……この人と、私は──〟

　徐じよ々じよに意識が遠のき、ウルクは、そして──
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　来訪者ビジターのムスカにとって、この世界は尽きない興味の対象だった。

　元々、研究者としての生活が長い彼にとって、新しい知に触れることは純粋な快感でもある。

　その文化や社会だけでなく、動植物の生態や自然現象、さらには歴史や神話まで、興味の対象は山ほどある。

　それらの研究に没ぼつ頭とうすることが、もし許されたなら──彼にとって、この世界での生活は気楽で楽しいものになるはずだった。

　だが今のムスカに、そんな日々は訪れていない。

　──望むべくもない。

　神殿内の使われていない一室に身を隠かくし、ムスカ達は息を潜ひそめていた。

　彼の隣には、イリスとシア、そしてラトロアの間者スパイであるシズヤがいる。

　パンプキンとバニッシュを人ひと質じちの見張りとして残し、彼らは神殿で起きている現象を確認しに来ていた。

　手元にある小さなスピーカーの向こうからは、シャジールの民であるコウ司し教きよう達の話し声が聞こえている。

「──教授、どう思う？」

　イリスに問われて、ムスカは唸うなった。

　盗とう聴ちよう器きをもったカトルを祭殿に潜せん入にゆうさせ、イリス達はその会話の内容をすべて盗ぬすみ聞きしていた。

　高性能の光学迷めい彩さいで全身を覆おおわれたカトルの姿は、常じよう人じんには見えない。夜ともなればなおさらである。もたせたマイクは、ムスカがガーゴイルの部品を利用して適当につくった物で、受信機であるスピーカーも同様だった。急きゆう拵ごしらえだけに出力は甘あまく、石壁の多い神殿内では、それぞれがある程度は近くないと通信が成り立たない。

　そこでムスカ達は、祭殿の間まから数枚の壁を隔へだてた程近い一室に忍しのび込み、ひっそりとスピーカーの会話に耳を傾けていた。

　もし同じものが二つあれば双方向に通信することも可能だが、今はまだ一組しかないため、こちら側からカトルに連絡をとることはできない。もっとも、それで充分、盗聴という目的は達成できている。

　天井付近にいるカトルのマイクからは、ムスカ達にとって──それ以上にラトロアの人間であるシズヤにとって、重要な情報が次々と流れてきていた。

「……あのコウ司教という方かたなら、ラトロアの死の神霊アービタ・スピリットを操作できる──つまりは、そういうことですね？」

　いかにも興味をそそられたように、シズヤがうっとりと呟つぶやいた。

　ムスカは彼女に対して、危険な匂においを感じていた。

　シアの〝輝く眼め〟によって、彼女が噓うそをついていないことはわかっている。彼女は本当にラトロアの関係者で、来訪者ビジターたるイリス達をラトロアに招きたいと願っていた。現地では厚こう遇ぐうされるであろうことも、おそらく間違いない。自分たちの持つ知識は、確かにそれだけのものである。

　だがムスカは、彼女に──否いな、ラトロアに対して協力することに、不快感を捨てきれないでいた。

　アルセイフの王族を殺してしまったことへの、罪の意識もある。

　保護してくれたジラーハ、及びカシナートに対する義理もある。

　しかしそうした事情を差し引いても、自分たちが〝ラトロア〟という国に協力することは、酷ひどく危険なことのような気がした。

　強い力は暴走する──歴史を学んだムスカは、そのことをよく知っている。

　ラトロアという国のことを、ムスカはほとんど知らない。だが、こちらで読んだ書物に書いてある程度のことは把は握あくしたし、カシナート司し教きようからも薄うす々うすは聞いている。

　その情報を考こう慮りよした限りでは……要するに彼らは、〝危険〟なのだ。

　世界には時折、ある土地を〝統すべる勢い〟というものが生まれる。

　それが発生する要因はさまざまだが、歴史をひもとく限りでは、実際に統べるか否かに関かかわらず、その勢いが数々の不幸を撒まき散らしてきた。

　小さすぎる国は侵しん略りやくされる。

　周囲に敵国がいなくなれば内側から腐ふ敗はいがはじまる。

　また国が大きくなりすぎても、内側から崩れる──

　そうした事例を鑑かんがみるに、ラトロアはこれから極端に大きくなることを目指しており、将来的には必ずそれが〝崩れる〟日が来る。

　崩れる日は、百年後か千年後か、あるいは十年後かもしれない。

　ムスカとて、その崩れる日のことだけを懸け念ねんして、ラトロアへの危機意識をもっているわけではない。

　問題は、彼らの動きに不可解な点と非道が目立ちすぎることにある。状況を見る限り、ラトロアで〝屍しかばねの兵〟を生み出す人体実験が行われていたことは間違いない。〝死の神霊アービタ・スピリット〟とやらを軍事的に利用すべく、研究が行われているのも事実だろう。

　そしてシズヤのような間者スパイをもって、神殿勢力に謀ぼう略りやくを仕し掛かけている。

〝彼らの目的は、一つではあるまい──〟

　ムスカはそう予測していた。

　ある者は大陸統一などという、ただ壮そう大だいなだけで実際には馬ば鹿からしい夢を持っているのだろう。

　ある者は戦乱が生む利益を追求するため、死の商人を気取っている。

　知への探究心が暴走し、研究費を得るために奔ほん走そうする科学者や、功こう名みよう心しんのために人道に反することを厭いとわない政治家、自分の欲望にただ忠実な権力者──

　さまざまな者達が、背後で暗あん躍やくしているに違いない。

　それぞれに自分勝手な理由を持つ者達が、欲望を渦うずのように巻いて、この世界を飲み込もうとしている。その渦が戦せん禍かとなって広がれば、どこまで大きな災さい厄やくになるか、想像もつかなかった。

「……教授──教授ってば！」

　イリスに叱られて、ムスカははっと我に返る。

「あ……あぁ、すまん。なんだ？」

「もう、聞いてなさいよ。どうやらここでは、もう輝石セレナイトが生まれないみたいだけど……てことは、神殿勢力はがたがたよね？　経済だって混乱するだろうし、それこそ国同士の争いも起きるだろうし……」

「そこにどんな流りゆう言げんを飛ばすかが、私の腕の見せ所ですけれど」

　シズヤが楽しそうに微笑ほほえんだ。

　ムスカはぞっとする。シズヤという女は、他人の不幸を笑って見ていられる性しよう分ぶんらしい。

「イリス。本当に──ラトロアに与くみする気か？」

　改めて問いかけると、イリスは〝何をいまさら〟とでも言いたげに眼めを細めた。

「当然でしょ。神殿勢力とラトロア──もう勝敗は見えているじゃない。あと数年以内に、ラトロアはジラーハを制せい圧あつするんでしょ？　負ける方に味方して殺される気？」

「しかし、まだ神殿側が負けるとは……」

「状況が激変したのは、この世界でもつい最近のことみたいよ。だけど──神殿側に勝てる可能性なんてある？　輝石セレナイトが産出されなくなったら、生命線が途と切ぎれるってことなんでしょ？

　教授だって、神殿勢力を支えているのは〝輝石セレナイト〟の存在だって言っていたじゃない」

　輝石セレナイトは確かに、この東側諸国において、経済と信仰の要かなめだった。ムスカ自身もそう考えているし、この土地がこれまで平和だったのも、大地の輝石セレナイトの恩恵に拠よるところが大きいだろう。アルセイフと下手へたに喧けん嘩かをして、輝石セレナイトの輸出量を減らされでもしたら──おそらく周辺諸国にはそんな危き惧ぐもあるはずだった。

　結果として、アルセイフに侵しん攻こうしているのはタートムぐらいなものだが、もし〝輝石セレナイト〟の輸出が止まれば──今の均きん衡こうなどは、簡単に崩れてしまうだろう。

〝もし、我々が神殿勢力に味方すれば──〟

　その戦乱を止められるだろうか、と、ふと考える。

　おそらくは難しいだろう。どんな力を持っているにせよ、個人の力が及ぶ次元を超えていると思う。

　だが、ラトロアの侵しん攻こうを防ぐことに関しては、あるいは──

「……教授。貴方あなた、まさか──ラトロアに行かない気？」

　イリスが眼めを据すわらせた。

　その背後にはシズヤもいる。慎しん重ちように答えを選ぶために、ムスカは一いつ拍ぱくの間まを置いた。

「そういう問題じゃない。我々にとって、どの道を選択するのがもっとも安全か──私にはそれを考える義務がある。イリス、熱くならずに、もう一度よく考えよう。時間はまだあるはずだ」

「何を迷うのよ、教授──貴方、本当は、リセリナやウルクを殺したくないから、そんなことを言っているんじゃないの？　ラトロアに行くなら、あの子達のことは簡単に殺せるものね。優やさしい教授には、そんなのは耐えられない？」

　イリスに問われて、ムスカは口を噤つぐむ。

　確かに──それもある。

　だがムスカは、言葉の上ではそれをごまかさなければならない。

「……リセリナ達のことはともかくとして、だ。ラトロアは確かに強いかもしれないが、内側で腐ふ敗はいしているか、あるいはこれから腐敗していきそうな懸け念ねんを感じるんだよ。どんなに強い国も、内側から崩れると脆もろいものだ。そこが我々にとって安全な地だとは、私にはどうしても思えない」

　それはムスカの偽いつわらざる本心だった。しかしイリスは納なつ得とくしていない。

「カトルが盗ぬすみ聞きした話を、ちゃんと聞いてた？　状況は圧倒的にラトロア有利でしょ」

「しかも来訪者ビジターの方々においでいただければ、なおのこと神殿勢力の勝ち目は薄くなりますわ」

　シズヤが蕩とろかすような声で呟つぶやく。

　その彼女の眼に殺意を確認して、ムスカは内心で溜ため息いきを吐ついた。

　──イリスを説せつ得とくするのは容よう易いなことではないし、シズヤという女に対しても油ゆ断だんできない。あえて抵抗すれば、彼女はムスカのことを〝敵〟と見なすだろう。

　娘二人を敵に回して、ムスカは半分、途と方ほうに暮れていた。残り半分では、まだ抵抗の意志を強く持っている。

「──ここに来る前に、例の御柱ピラーから出てきた兵士の死体を見たが──」

　ムスカは悲痛な思いで、そのことを話し始めた。イリスに急せかされたため長くは調べられなかったが、少し見ただけでもはっきりとわかるほど、彼らは〝異質〟だった。

「正確に分析したわけではないが……あの兵達は、とんでもない劣れつ化かクローンだ。あの血の薄さはほとんど色のついた水だよ。動いていることが不思議なくらいだが、おそらく三日と生きていられないだろう。骨の密度も低く脆もろい上に、血や骨があの分だと、臓ぞう器きのいくつかは機能していないはずだ。御柱ピラーというのは、〝複ふく製せいする機械〟らしいが──有機物の複製は苦にが手てなのか、さもなくばその複ふく製せいの精度を犠ぎ牲せいにして、速度を重視した設定になっているのか──どちらにせよ、あれはもはやクローンとすら呼べない。人の体を弄もてあそぶ行為だ」

　ムスカの言に、シアが怯おびえたように肩を震わせた。

　イリスのほうは特に興味がないのか、あくまで適当に相あい槌づちをうっていた。

「ラトロアがもし、今回のことを意い図として為なしたならば、私は科学者として、人の命を弄んだ彼らを許せない。そしてラトロアがもし、意図せずに今の状況を生み出しているとしたら──盗とう聴ちようした内容を吟ぎん味みする限りでは、私もその可能性のほうが高いと思っているが、その場合のラトロアは、死の神霊アービタ・スピリットと御柱ピラーをまともに制御できていないことになる。つまり、この御柱ピラーがきっかけとなって、いつどんな大災害が起きるかわからない。仮かりに有ゆう毒どく物質を永遠に複製するような指示が為されたら、この世界はどうなると思う？　──これがどれだけ危険なことか、わかるだろう」

　ムスカの言葉に、ようやくイリスも反応を示した。

「なるほどね……でも教授、後者の場合、貴方あなたが現地に行けば、神霊スピリツトとやらの制御法を研究して解明できたりしない？」

　ムスカは首を横に振った。

「それは無理だ。イリス、ここの御柱ピラーは、私達の世界にあった〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟と同質のものだよ。我々の科学をもってしても、あの存在の謎なぞを解明することはできなかった。この世界の私如ごときに、何かができるとは……」

「──でも、死の神霊アービタ・スピリットが使えるようになったのは、来訪者ビジターの方かたの功こう績せきですわ」

　それまで黙って話を聞いていたシズヤが、控えめに口を挟はさんだ。

　彼女の言葉に、ムスカは眉まゆをひそめる。

「百年以上も昔のことになりますが……ある来訪者ビジターの方が、死の神霊アービタ・スピリットについて研究を重ね、それが基礎となってさまざまな活用法が模も索さくされたのです。無む論ろん、それ以前から、死の神霊アービタ・スピリットに関する研究は進められていましたが、それまでは文ぶん献けんを中心とした考古学や伝承の調査が主だったのに対して、彼は神霊スピリツトの〝利用〟に至る道筋をつくりました。ラトロアでもそのことを知る者は多くありませんが──彼はその功績によって厚こう遇ぐうされ、成功者として歴史に名を残していますわ」

　ムスカは呻うめいた。

　年代からして──該がい当とうしそうな名前には、いくつか心当たりがある。その中でももっとも可能性の高い名を、ムスカは口にした。

「まさか──その男の名は、〝エルシオン・エアル〟というのか？」

　シズヤが眼めをしばたたかせた。

「あら、ご存知でした？　エルシオン・エアル、ジーク・スピアー、ランドリュー・オーキス──数々の変名を使い分けた希き代たいの粋すい人じん。それぞれの名前で多た彩さいな業績を残したせいで、今となってはその全員が別人だったとさえ言われていますが……実際には、たった一人の来訪者ビジターでした。貴方達の世界でも、歴史に名を残した有名な方かただったのですか？」

　屈くつ託たくなく問いかけるシズヤに対し、ムスカは深い溜ため息いきで応じた。

　ムスカが仮か説せつを示したことで、イリスにも想像のついていたことだろうが、やはり彼女の表情も険けわしくなる。

　エルシオン・エアルとは、リセリナの義理の父親である。彼はムスカ達の世界で、数ヵ月前から失しつ踪そうしていた。

　その彼が、この世界では百年以上も昔の人間だという。

「シズヤ。彼の生きていた正確な年代はわかるかね？」

　ムスカの問いに、シズヤは首を傾かしげた。

「いつ彼が来たか、ということですか？　亡なくなったのは百年くらい前だと思いますが──最初は御柱ピラーを通って、どこかの神殿に現れたはずですから、百五十年くらい前のことだと思います。私も歴史家ではありませんから、確かな数字はわかりませんわ。ラトロアに来ていただければ、いくらでも調べようがありますけれど」

　誘う口調には曖あい昧まいに頷うなずいておいて、ムスカは自らの顎あごを撫なでた。

「そうか……つまりあのエルシオン博士でさえ、〝元の世界に戻る方法は見つけられなかった〟ということか──」

　なんとなくわかってはいたことだが、いざ確信に至るとやはり困こん惑わくが生まれた。

　ムスカとしては、元の世界にそれほど戻りたいと思っていたわけでもない。どのみち家族もいないし、親しかった友人のほとんどは死んでしまった。

　むしろ戻るよりは──この世界で、新しい人生を生きたいとさえ思う。

　それはただの逃とう避ひだろうか──？

　ムスカは、そうは思わない。この世界に来てしまった以上、この境きよう遇ぐうを受け入れて生きることこそが、自分たちの進むべき道のような気がする。

　なぜなら──この世界の歴史に数多くいるはずの来訪者ビジター達の中で、ムスカ達のいた元の世界に戻ってきた者はいない。

　ムスカとしてはイリスにも、以前の世界で抱いていたすべての恨うらみや妬ねたみを捨て、この世界で生まれ変わって欲しかった。

　それを直接に訴えても、今の彼女は耳を貸さないだろう。

　だからムスカは、あえて別のことを言った。

「イリス──エルシオン博士がラトロアに行っていたことは意外だったが──それも過去の話だ。現在のラトロアの人間は、おそらくなんらかの人体実験を行っている。複ふく製せいされた兵の血には薬の成分が混じっているらしい。複製の際に〝血〟の情報がエラーを起こして薄まり、〝薬の成分〟が水増しされたゆえなのか、それとも、血の成分が変わるほどに大量の特殊な薬物を与えられていたのか──どちらにせよ、質のよくない薬が投とう与よされていたことは間違いない」

　そう言って、ムスカはぶるりと肩を震わせた。〝血に薬の成分が蓄積する〟──それとよく似た症例を、ムスカは前の世界でも知っていた。

　より正確には、人体への薬物投与による改造によって、脳が特殊な分泌物を生むようになるのだ。ムスカ達の世界においては、薬学方面からのアプローチによる〝昇しよう華か〟の研究過程で、その薬が生み出された。

　その成分も血液に混じる性質をもっていたが、血液から揮き発はつして周囲に影響を与えるほどの濃度となると、さすがに常識ではあり得ない。もちろん薬としても似にて非ひなるものなのだろうが、特に濃度に関しては、複ふく製せい過程におけるエラーを考慮する必要がありそうだった。

　継続投与によって、脳の機能そのものを変えてしまうその特殊な薬物──その被ひ験けん体たいになった者達は、感情や自我を失い、元に戻らなくなった。

　今、祭殿にいる仲間のカトルもまた、その被害者の一人である。彼はまだ軽症だという話だったが、ムスカは彼と話したこともなければ、その感情に触れたこともない。

　イリスに対してはまるで機械のように忠実なカトルだが、彼が何を考えて日々を生きているのか、来訪者ビジター達の誰だれも知らなかった。

　彼のような存在を生み出した、薬物による研究を進めていたのが──イリスの養父であるバークライト大佐である。

　ムスカはいつしか、ラトロアの印象に、その手段を選ばぬ研究者の姿を重ねていた。

「盗ぬすみ聞きした限りでは、連中は〝屍しかばねの兵〟というらしいが……人をあんなふうにして恥じない国には、私は協力したくない。それがどんなに強い国であろうと、人を人として扱わぬ国を、私は決して信頼しない」

　珍しく、ムスカは強い口調でそう告げた。

　その語調の強さに、イリスは不快げな顔をした。

「じゃ、神殿勢力に味方し続けて、一いつ緒しよに散れっていうの？　それこそ馬ば鹿かげてるわ。私達は別に誰かの支配下にいるわけじゃないんだし、まず勝つほうにつくのが基本でしょ？」

「勝つほうというが、我々がもし神殿勢力につけば、我々の知識を活用して、ラトロアの侵しん攻こうを防ぐこともできるかもしれん。そうすれば乱の拡大を防げるとは思わないか」

　説せつ得とくのためにそうは言ってみたものの──特殊な兵器を開発する技術力もないこの地で、どこまでその知識が生かせるかは、ムスカにとっても疑問だった。

　案あんの定じよう、イリスも話にならないと判断したらしい。肩を竦すくめて、彼女はムスカの腕に触れる。

「……教授の頑がん固こさには呆あきれるわ──じゃあ、こうしましょう。リセリナのことは見逃せないけれど……教授が私の指示に従うなら、ウルクのことは助けてあげてもいいわ。もちろんシアが処置に応じるなら、だけど──殺さずに神殿に返してあげる。言っておくけど、これは最大限の譲じよう歩ほよ？　これ以上は譲ゆずれないから」

　やや不機嫌に呟つぶやき、イリスはムスカの顔を覗のぞき込んできた。彼女はどうやら、ムスカが単純にウルクとリセリナを殺させまいとして、ラトロア行きを牽けん制せいしているように感じたらしい。

　動機はさほど間違っていないが、理由はそれだけではない。ムスカはラトロアという国そのものに不信感をもっている。だが、これ以上は何を言っても、リセリナ達を助けたいがための口こう実じつと受け取られそうだった。

　そもそもムスカにしても、ラトロアのことをほとんど知らない。知らないからこそ警戒しているのだが、逆にいえば、その危険性を裏付ける確たる証しよう拠こも持っていない。

　覗き込むイリスの顔は、リセリナとまったく同じだった。

　その眸ひとみに映った自分の姿を見て、ムスカは罪ざい悪あく感かんを覚える。

　今は亡なきリセリナの義父、エルシオン・エアルには世話になったし、彼は尊敬すべき科学者だった。その愛まな娘むすめを護まもってやれないことが──ムスカには悔くやしい。

　その心を読んだわけでもないだろうが、イリスが声を潜ひそめて呟つぶやいた。

「教授、忘れているかもしれないけれど、あの子は殺人犯なの。わかってるわよね？　上から命じられたわけでもないのに、自分の意志で私のお父様を殺した子──私達の世界の法で裁さばけば死刑になって当然の子なのよ。それでも貴方あなたは、あの子に肩入れするの？」

「……わかったよ、イリス──」

　ムスカは観かん念ねんした。

　膝ひざに抱かかえた少女、シアが、ぴくりと肩を震わせる。リセリナに懐なついていた彼女にとっては、気きの毒どくなことだが──せめてウルクだけでも助かるなら、その方がまだいいと思った。

「それでは……」

　ムスカが消極的ながらも同意しかけたその時、カトルのマイクが妙な会話を拾った。

　小型のスピーカーを通して聞こえてきたのは──

　ウルクを来訪者ビジターから護れなかったとフェリオに謝しや罪ざいする、リセリナの声。

　ムスカは耳を疑った。

　それを慰なぐさめるフェリオの口ぶりからして、すぐ傍そばにウルクも無事でいることは間違いない。

　そのことに硬こう直ちよくしたのはムスカだけではなかった。

「……どういう、こと──？」

　イリスが呆ぼう然ぜんと呟いた。その顔色は早くも蒼そう白はくに転じている。口元を覆おおい、彼女はかすかに体を震わせた。

「まさか、パンプキンが裏切ったの──？」

「だが、見張りにはバニッシュもいるだろう。あるいは、あの二人が何者かに負けたのか──」

　不ふ吉きつなことを言って、ムスカはイリスに睨にらまれた。

「カトル、よく確認して。本当にリセリナとウルクがそこにいるの？」

　イリスが通信機を通して問おうとしたが、手元の機械は受信専用である。カトルに声は届かないため、結果としてそれはただの独ひとり言ごとになった。

　だが、盗とう聴ちようによって聞こえてくる会話こそが、その問いに対する何よりの答えになっている。

　スピーカーからは確かに、今もリセリナの声が聞こえていた。聞き間違えるはずはない、それはイリスと同じ声でもある。

　イリスは怒りに眼めを震わせ、ムスカはリセリナの無事には安あん堵どしつつも、パンプキンとバニッシュの生死を案じた。

　あの二人がそう簡単に死ぬとは思えないし、裏切ったとも考えにくい。何があったのか、この場にいては知る術すべもないが、ムスカは二人の無事を願った。

　スピーカーからは続いて、ウルクを呼ぶフェリオの声が聞こえた。何か変事があったらしいが、他の者達の声もそこに重なって、内容はうまく聞き取れない。

　来訪者ビジター達が沈黙する中、シズヤが一人、おかしそうに嗤わらった。

「あらあら……どうします？　ちょっと面めん倒どうですが、今ならラトロアの兵達が暴れている最中ですから、祭殿のあたりの警備は薄いはずです。あのフェリオ王子もいるらしいのは厄やつ介かいですが、襲って襲えないことはないと思いますけれど」

　シズヤの提案に、ムスカは冷ひや汗あせをかいた。膝ひざの上のシアが、ぎゅっとムスカの服を握る。

　イリスはゆらりと立ち上がると、床ゆかに座り込んだままのムスカとシアを見下ろした。

「──教授とシアは、しばらくここに待たい機きしていなさい。私はバニッシュとパンプキンを探して、事ことの次し第だいを問い質ただして──」

「いやいやいやいや。青い鳥でもあるまいに、わざわざ我らを探す必要はないぞ、我らが主よ」

　窓の外から朗ろう々ろうたる声が響いた。

　聞き覚えのありすぎるその声に、ムスカは額を押さえる。イリスの怒りに油を注ぐような真似まねだけはしてくれるなと、そのかぼちゃ頭に愚ぐ痴ちってやりたい。

　中庭に面した窓が開き、大きな頭のシルエットが部屋に滑すべり込む。

　そのすぐ後から、こちらはパンプキンほどには芝しば居いっ気けのない動きで、銀髪の青年も入ってきた。

　この部屋を待機場所として利用することは、あらかじめ彼らにも伝えてあった。緊急の連絡でもない限り、彼らがここを訪れることはないはずだったが──連絡を要する事態が起きたことは、もう明らかだった。

　イリスが二人を睨にらむ。その眼まな差ざしは剣けん吞のんすぎて、もはや敵に向けられるものにも近い。

「……パンプキン、何があったのか、説明してくれるわよね？」

「うむうむ。話せば長いことであるが──」

「申し訳ありません。王宮騎士団の騎士が囮おとりとなって我らをひきつけ、その間に別の者が二人を脱出させたようです。油ゆ断だんもありましたが、見事に──出だし抜ぬかれました」

　かぼちゃ頭の道どう化け師しを黙らせるように、バニッシュが明めい瞭りよう簡かん潔けつに説明を済ませた。台詞せりふを取られて残念そうなパンプキンは、かっくんと細い肩を落とす。

「……無ぶ粋すいなことである。我ならばもっと、華か麗れいかつ流りゆう麗れいに虚きよ実じつを織り交ぜて壮そう大だいな物語を紡つむぐものを──あの若き騎士ならば、我のこの無む念ねんさを解してくれるであろうに」

「ふざけてる場合じゃないの、パンプキン──」

　イリスの眸ひとみに浮いた怒りは、どこか狂きよう気きを感じさせた。それと察して、ムスカは慌あわてて二人の間に割って入る。

「パンプキン、少し黙っていろ。イリス、彼女達のことはもういいだろう。我々がラトロアに渡るなら渡るで、ほうっておけばいい。今から改めて彼女達を襲うなど、さして意味のないことだ」

　自分がラトロアに行きたくないことは棚たなに上げ、ムスカはそう諭さとした。

「……教授はシアと、ここにいて」

　イリスは制止を聞かずに扉とびらを開けた。

「パンプキン、バニッシュ。汚お名めい返上の機会をあげる。働きなさい。それと──シズヤ、貴方あなたも手伝ってくれるんでしょう？」

「ええ。でも私はついでに、コウ司し教きようという方かたをお連れしたいと思っています」

　共に盗とう聴ちようしていた関係で、シズヤはまたラトロアへの手て土産みやげを見つけたらしい。

「シャジールの民はラトロアには存在しませんが、死の神霊アービタ・スピリットの操作ができるとなれば……ラトロアに連れ帰れば、いいお土産になりそうです。来訪者ビジターの方々にも、御協力いただけましたら幸いですわ」

　シズヤは気味悪いほど丁てい寧ねいな口調のまま、物ぶつ騒そうな薄笑いを見せた。

　迷いも見せずに部屋を出て行くイリスとシズヤの後ろから、バニッシュとパンプキンも抵抗なくついていく。

「待て、イリス！　あえて危険を冒おかさずとも──」

「……教授。貴方に私を止める権限はないわ。シアとここにいなさい」

　イリスは冷たく言い放った。その静かな凄すごみに、傍そばにいたシアががくがくと体を震わせる。

　威い勢せいよく声を張り上げている間は、イリスの怒りは頂点ではない。

　まるで感情を消したように静かになった時こそ──彼女は、本気で怒っている。

　今がまさに、その時だった。

　部屋を出て行くイリス達を、ムスカは止めることもできず、そのまま見送った。

　この神殿で再び繰り返されるであろう惨さん劇げきを想像して──ムスカの顔は、次し第だいに青ざめていく。

〝これで……これで、いいのか？　このままで……〟

　ムスカは自問する。

　自分はイリスの部下だ。その方針に逆らうことは許されない。助言者としての意見は言うが方針を決めるのはあくまでイリスである。

「……ムスカ。リセリナとウルク、死んじゃうの？」

　シアが震えながら問い、ムスカの服をその小さな手できつく摑つかんでいた。

　ムスカは彼女の頭に手を置き、もう一度、自身に問う。

〝本当に……このままで、いいのか？〟

　その問いは、これまでにも漠ばく然ぜんと抱き続けていた問いだった。だが今日に限っては、その重みが違う。

　決断すべき時が、目の前に来ていた。

〝……私は今まで、何をしていた？〟

　ムスカはそのことを考える。考えても考えても、ろくな答えが浮かばない。

〝私は今まで……今まで、何をしてきた？〟

　──重ねてそう自問しても、返ってくるのは自分自身の沈黙だけだった。

「……ムスカ……？」

　禿とく頭とうの巨漢が苦悩する様さまに、シアが不安そうな眼まな差ざしを向けた。

　その眸ひとみは純真で、そして──罪の意識に、壊こわれそうな儚はかなさをもっていた。

　ムスカはぎりりと歯を食いしばった。

　こんな小さな子供が、その身には重過ぎる荷を負っている。それを軽くしてやれるかどうかは、自分の決断にかかっていた。

　──決意はまだ、ついていない。

　それでもムスカは、シアを抱えたまま立ち上がった。

　迷いはあるが……決意などは、これから歩きながら固めていけばいいのだ。

　もし生きることが許されるならば、これから先の人生をかけて、ずっと──少しずつ、固めていけばいい。

　その覚かく悟ごだけを決めると、ムスカはイリス達の背を追って、その部屋を後にした。
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　神殿の中で戦場を少しずつ移しながら、ハーミットと王宮騎士団はまだ、戦い続けていた。

　少しでも他の方面への負ふ担たんを減らそうと、騎士達は広い道に陣じん取どり、疲労が溜たまると交代して休みながら、的確に敵を屠ほふっている。

　歴れき戦せんの強つわ者もの揃ぞろいとはいえ──そのうちの十数人が、すでに命を落としていた。

　風通しの悪い御柱ピラー直下とは異なり、窓の多い神殿の廊下では、屍しかばねの薬の成分が籠こもることはない。そのため、暴走する者はほとんどいなかったが──その代わり、疲労を忘れて戦うこともできない。

　戦況は徐じよ々じよに悪くなっていく。いずれは完全に撤てつ退たいしなければ、このままでは犬いぬ死じにだった。

「ハーミット、少し休んだらどうだ？」

　並んで戦う騎士団長ウィスタルが、傍そばで戦うハーミットにそう声をよこした。

「私は問題ありません。武器も軽い刀ですから──」

　叔父おじ上うえこそ休まれては──そう言いかけて、それは剣けん聖せいに対して失礼な言葉だと気づき、ハーミットは口を閉ざした。

　戦っていた中年騎士の一人が、剣を振った拍ひよう子しにふと首を傾かしげた。

「団長──なんか、妙じゃないですか？　敵の数が減ってきたような──」

　言われてから、ハーミットも自分の周囲だけでなく、戦場全体を見渡した。

　倒した敵の死体が累るい々るいと横たわっており、敵兵はその上を踏みしめてなおも近づいてくる。だがその数は、しばらく前に比べて確かに減っていた。

　負傷した連絡要員の騎士が、階上から声を響かせる。

「団長！　シャジールの方々が、御柱ピラーからの増ぞう援えんを止めたそうです！　あとは残っている連中を掃そう討とうすれば、どうにかなりそうですよ！」

　久々の朗ろう報ほうに、騎士達がどっと湧わいた。疲労も極限に達しつつあったが、最後の奮ふん起きとばかりに全員が闘志を搾しぼり出す。

　ハーミットも改めて、手元の刀を構えなおした。神しん鋼こうの品でもないだけに、刃はいつしか少しずつ曲がり始めていた。それに応じて切れ味も鈍にぶっていたが、敵の体が斬きりやすいせいもあって、まだ限界ではない。

（戦闘が終わったら、この刀も買い換えないとな──）

　無む銘めいの地味な刀だったが、ハーミットの手にはよく馴な染じんでいた。これだけ戦えば、武器としての役目は充分に果たしたともいえる。

　士気を煽あおるために、ウィスタルが剣を掲げた。

「聞いてのとおりだ！　これより先は防衛戦ではなく掃討戦になる！　全員、気を引き締めろ！」

　騎士団長の大だい音おん声じように、騎士達も声をあげて応じた。

　あれだけの奇妙な兵を相手に、しかもいつ増ぞう援えんが止むかわからないような不利な状況だったにも関かかわらず、彼らはここまで退ひかずに戦い続けてきた。

　その精神力には、ハーミットも素直に敬意を持つ。部隊単位でよく訓練されていなければ、とてもこうはいかなかっただろう。

「ハーミット、そういうわけだ。あと一息らしい」

　ウィスタルがわずかに笑顔を見せた。彼の戦う剣は鈍にぶっていない。

「えぇ。どうにか、このまま──」

　安あん堵どしかけたハーミットの表情は、しかしそこで固まった。

　すでに後続の途と絶だえた敵兵の背後から──

　こちらのほうへと歩んでくる人影がある。

　神しん鋼こうの剣を引き摺ずり、全身を朱あけに染めながら、その男はゆったりと歩を進めていた。

　騎士達も騒そう然ぜんとする。

　──敵に吞のまれて、とっくに死んでいるものだと思っていた。だがその男は、まだ生きている。

　それどころか──

　存在に気づいて近づいていった敵兵の首が、男の目前できれいに跳ね飛んだ。

　その剣筋は、ハーミットの眼めにやっと見えた程度で、常じよう人じんには何が起きたかわからぬ速さを保っている。

　神殿騎士団団長。ベリエ・バーミリオン──

　フォルナム屈くつ指しの戦せん闘とう狂きようとして知られる彼は、まだ戦い続けていた。

「──見つけたぜ、剣けん聖せい──」

　髭ひげ面づらの顔をあげて、ベリエは嗤わらった。

　その様子には、ハーミットをして鳥とり肌はだを立たせるほどの凄すごみがあった。

　ベリエは一歩ずつ、大地を踏みしめるようにして歩み寄ってくる。

　そして彼が進むたびに、その周囲には次々と敵兵の死体が積まれていった。

「……さぁ、お互い、いい具合に体があったまってきた頃ころだろう。一勝負といこうぜ、ウィスタル・ベヘタシオン。俺おれはずっと前から、おまえと戦いたくて仕方なかったんだ。この雑魚ざこどもに感謝しないといかんな」

　声をあげて嗤うその声は、すでに正しよう気きのものではない。

　自ら進んで薬に酔よい、彼は軽々と神鋼の剣を振り回している。もはや疲労感が麻ま痺ひするほど、薬が全身に回っているらしい。

「叔父おじ上うえ、戦ってはいけません」

　ハーミットは小声にそう進言した。

「あの男の剣は凶きよう剣けんです。付き合えばただではすみません。ここは、私が──」

「──挑いどまれたのは私だよ、ハーミット。それに君の刀では、奴やつの神しん鋼こうの剣に対しては不利だ」

　ウィスタルが嘆たん息そく混じりに言った。ハーミットは歯は嚙がみする。代わりに戦うと言ったところで、ウィスタルが〝それでは頼む〟と頷うなずくはずもない。他の騎士達も一いつ緒しよになって押し包むというのも一策だが、その場合にはおそらく、そのうちの幾人かがベリエの刃に殺されるだろう。

「周囲の兵は任せる。だが、あの男には誰だれも手を出すな」

　ウィスタルは部下の騎士達にそう指示すると、前に足を踏み出した。

　騎士達は言われたとおりに、周囲にいる屍しかばねの兵を一いつ掃そうしにかかる。

「……あの男は、もうだめだ」

　ウィスタルが小声に呟つぶやいた。ハーミットは何も言わずに、その言を聞く。

「剣に溺おぼれ、戦いに狂った哀あわれな男だが──悲しいことに、腕前だけは確かか。あのような男にも剣の才は宿る。剣は使う者の心こころ根ね次し第だい──ハーミット、君もよく見ておけ。道を違えた剣士は、あの男のように──」

　ウィスタルはふっとハーミットを振りかえり、穏おだやかに笑って見せた。

　その微笑の場違いな柔やわらかさに、ハーミットは驚かされた。

「……君は、大丈夫そうだな。フェリオ様も問題あるまい。愚ぐにもつかないことを言った」

　ウィスタルは苦笑し、自然体のままで剣を持った。

「ベリエ司し祭さい！　勝負には応じてやる。だが、他ほかの者には手を出すな。もし手を出したら、その時点で私は真剣に戦うことをやめる。貴方あなたが他の者に手を出さぬなら、もてる全力をもって相手をしよう」

　血に濡ぬれたベリエが笑った。

「他の連中になんざ、いまさら興味はない。俺おれの相手はおまえだけだ、剣けん聖せい。やっと──やっと戦えるな。長かったぞ、ここに至るまでの道は──」

　長く焦こがれた恋人に向き合ったかのように、ベリエは心しん底そこから嬉うれしそうだった。

　一方のウィスタルは苦にがい顔をしているかと思えば──ハーミットが覗のぞいた彼の横顔は、不思議なほど穏やかな無表情だった。

　屍の兵のような、気き色しよくの悪い無表情とは質が違う。眸ひとみの光は強いまま、意志の確かさを強烈に主張しつつ、なおかつ自然体で揺るがない。

　そこに一つの山ができたかのような存在感を放ち、ウィスタルはゆっくりと剣を構えた。

　間ま合あいを保って、ベリエも立ち止まる。

　周辺の屍の兵達はほとんどいなくなり、王宮騎士団はさらにその周囲の掃そう討とうに乗り出しつつあった。

　ハーミットは彼らとは戦わず、ただウィスタルを見守っていた。
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　これから先、何が起きるにせよ──その光景をしっかりと見ておかなければならないと、強く感じた。剣士としての本能が、ハーミットにそう思わせた。

「──存ぞん分ぶんに斬きり結ぼうか、剣けん聖せいよ」

「私は、貴き公こうのように戦いを楽しみはしない」

　ウィスタルは冷静に応じた。

「ベリエ司し祭さい。貴公の剣は不幸を呼ぶ。もしここで私に勝てば、おそらくはこれからも、より多くの不幸を──私にそれを裁さばく権利などはもちろんないが、剣に生きる者の務めとして、貴公を止めることに躊躇ためらいはない。それと──」

　紡つむがれた声は、あくまで静かなものだった。

「──私は、〝剣聖〟などではない。今も昔も、これからも──ただの一剣士だ」

　不意にウィスタルの剣が消えた。

　そしてベリエが数歩を退ひいた後に、ハーミットは初めて、ウィスタルが先に動いていたことを知る。その動きはたんに速いだけでなく、幻げん術じゆつか手て品じなでも使ったようにわからない。

　周囲の騎士達にいたっては、何が起きたのかをさっぱり把は握あくしていないだろう。

　ベリエは大きく眼めを見開きながら、口元では笑っていた。

　その全身が震えている。

　おそらくは──歓かん喜きのために。

「──これだよ、剣けん聖せい。俺おれはこういう勝負がしたかったんだ。血が湧わき立ち、肉が震えて、脳のう髄ずいが痺しびれる──剣の切っ先から柄つか尻じりまでが自分の全身と一体になって、世界のすべてがここにあるような充実感を味わえる──楽しいよなぁ」

　ベリエの感想に、ウィスタルは応こたえない。その落ち着いた表情は、さきほどまでと少しも変わっていなかった。

「今度は俺おれの番だな？」

　ベリエが騎士剣を掲げる。

　ハーミットは眼めを凝こらした。

　大地を踏み潰つぶすような、激烈な踏み込みを伴ともなう斬ざん撃げきが、ウィスタルの脳のう天てんを襲った。

　ウィスタルは半歩だけ脇わきに動いたが、その動きに合わせるようにして、斬撃は途中から斜めに軌き道どうを変える。速度を変えることなく、むしろ勢いを増しながらの一撃だった。

　振り終えたはずの剣は、しかしウィスタルを斬きることもなく、また大地をしたたかに叩たたくこともなく、ベリエの側面にあった。

　ウィスタルの剣がそこに重なっている。

　斬撃をかわした直後にウィスタルが薙ないだ剣を、ベリエがすかさず防御した──たったそれだけの動きのはずだったが、それを正確に把は握あくできたのは、この場では当人達とハーミットだけだった。

　続けて剣と剣が幾度も重なり合い、その乾いた音が周囲に響く。

　互いに必殺の勢いをもって加える攻撃は、相手の巧たくみな防御によって阻はばまれ、その隙すきをついての反撃がまた阻まれる。

　チェスの駒こまを一つずつ進め合うような攻防が、しばらく続いた。

　騎士達の包囲から漏もれた敵兵が一人、その傍そばに走りこんだ。

　手て槍やりを持った老人である。敵兵達の中では比較的に手て強ごわく、ハーミットもずいぶんと仕し留とめた。

　咄とつ嗟さに反応しようとしたハーミットの目の前で、その老人の首や手足が盛大に散らばった。

　斬りあう二人の中に飛び込んだ彼は、燃え盛る火に飛び込んだ虫と同じ運命を辿たどった。

　もはや二人の攻防に、余よ人じんの入り込む隙はない。

　ハーミットは息を吞のむ。

〝剣聖とは、ここまで──〟

　そのウィスタルと渡り合えるベリエの側も、やはり常じよう人じんではない。

　ハーミットも剣士である。強者を見れば、倒したいとは思わないまでも、相手さえ了りよう承しようしてくれれば手合わせを試みたいとは思う。

　だが、今の二人を前にすると──自分ではまだ到とう底てい及ばない領域があることを、実感してしまう。

　速さ、駆かけ引ひき、剣の扱い、気き迫はく──それだけではない。この二人の間では、剣を持つ者達が抱かかえる思いに対する、それぞれ違った回答がぶつかり合っている。

　ベリエのように、強さこそが剣の在る意味であると割り切るのか──

　ウィスタルのように、強さに溺おぼれることを惰だ弱じやくと見るのか──

　彼らの勝敗がそれぞれの思想の正しさを裏付けるわけではないし、戦っている当人達にとって、そんなことは二の次だろう。相手を倒すこと、それだけがこの戦いの目的である。

　だがそれを見つめるハーミットは、二人の間にある剣に対する思想の違いを、つい勝負に重ね合わせてしまうのだった。

　ベリエの斬ざん撃げきが走った後に、そのまま間かん髪はつを入れず、彼の剣が跳ねた。

　一度振り下ろして空振りした剣が、まるで空中で何かに当たったかのように猛然と跳ね、退ひきかけたウィスタルを追いかける。

　そこから退こうとしたウィスタルの足の甲を、ベリエの足が強く踏んだ。ウィスタルの動きが一瞬遅おくれる。

　ハーミットは思わず眼めを閉じた。

（──叔父おじ上うえが斬きられた──!?）

　不ふ覚かくにもそう思った。

　だが、ウィスタルの体にベリエの剣は届いていなかった。

　斬撃は剣によって阻はばまれ、逆にウィスタルの剣が、籠こ手てに覆おおわれたベリエの左腕を、肘ひじの先から跳ね飛ばしていた。全ぜん身しん鎧よろいの関節の継つぎ目めから、真っ赤な鮮血が激しく飛び散る。

　あの乱撃の最中で、防御と攻撃を同時に行ったウィスタルの剣技は、ハーミットにとっても瞠どう目もくに値あたいするものだった。

　一瞬前まで機能していたベリエの腕が、くるくると玩がん具ぐのように宙を舞う。

　だが、彼は悲鳴すら上げなかった。それどころか、防がれた剣をウィスタルの刃に沿って滑すべらせ、そのままウィスタルの腕を削そぎ落とそうと狙ねらう。

　すぐさまにウィスタルが剣を引き、隻せき腕わんとなったベリエがそれを追った。

「剣けん聖せい！　腕の一本くらいはくれてやるさ！　だが、おまえの命は俺おれの獲え物ものだ！」

　狂きよう乱らんして叫ぶベリエは、腕を失ったことに少しも頓とん着ちやくしていなかった。それは薬のせいばかりではないだろう。

　彼はおそらく──ウィスタルと戦う以上、五体満足では済まないと覚かく悟ごした上で戦っている。

　そうまでして彼が戦うことにこだわる理由も、ハーミットにはなんとなくわかった。

　彼は自分がなんのために強くなったのか──それを見失ったのだ。あるいは初めから、目的もなく強くなることを目指し続けて、その強さを持て余していたのかもしれない。

　むろん、そんな理由が肌で理解はできても、そこに共感はできない。

　ハーミットは自分の剣を、暴力の道具としては捉とらえていない。それはウィスタルも同じだろう。

　ハーミットにとっての剣とは、他者を脅おどし虐しいたげ従えるための武器でもなければ、自分の強さを誇こ示じするための凶きよう器きでもない。

　それは身を護まもるための武器であり、自身の心を鍛きたえるための鏡かがみであり、そして──大切なものを護るための、相あい棒ぼうだった。

　ベリエはそんな思想を鼻で嗤わらうだろう。

　剣は武器。それ以上でもそれ以下でもなく、そこに余よ計けいな枷かせをはめることは自己満足に過ぎない──そんなことを言いそうな気がする。

　それも一つの解答ではある。どんなに言葉を飾ったところで、剣とは人を傷つけることに使う武器である。

　敵の剣から身を守るだけなら盾たてを持てばいい。剣を持つということは、敵を傷つけるということだった。

　その意味では、ベリエという男はまさに、生きながら〝剣と化した男〟であるとも言えた。

　対するウィスタルは、あくまで〝剣を持った人間〟である。

　対照的な二人の戦いに、ハーミットの視線は引き込まれた。

　ベリエは残った右手一本で騎士剣を操っている。

　薬で興奮状態にあり、痛みの感覚は麻ま痺ひしているのかもしれない。だがそれでも、片腕を失えば均きん衡こうも保てず、まともに戦うことなどできないはずだった。

　それでもベリエは、今も剣を捨てていない。

　それどころか切断された左腕を振り回し、彼はウィスタルの顔にめがけて血を浴びせた。

　この奇襲にはウィスタルも驚く。咄とつ嗟さに眼めを閉じ、直接に視界を奪われることは避けたものの、そのまばたきが致ち命めい的てきな一瞬の隙すきとなった。

　ベリエの剣が神しん速そくの勢いで疾はしる。

　そしてハーミットは、その一部始終を見届けた。
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　ベリエ・バーミリオンは、内乱の続く南方に生まれた。

　父親はジラーハから派は遣けんされていた神殿騎士で、ベリエがまだ幼い頃ころに、不ふ穏おん分ぶん子しの手にかかって殺された。

　そしてベリエは当時、南方のネディア神殿に駐ちゆう留りゆうしていた騎士団団長に引き取られ、以来──彼の人生は、戦いに彩いろどられてきた。

　神殿騎士として戦地を巡り、殺してきた敵はそれこそ数え切れない。

　だがベリエにとっての何よりの勲くん章しようは、殺した敵の数ではなく、上官達からの賞しよう賛さんでもなく、また部下達からの畏い怖ふでもない。

　ベリエが誇るのは、自身の戦い、そのものである。

　勝った戦いを自じ慢まんするわけではない。倒した相手を嗤わらうわけでもない。

　ベリエはただ、充実した戦いを愛し、戦う行為そのものを誇りとしてきた。

　余よ人じんには理解し難い感情だろうとも思う。だがベリエは、自分と同様に、戦いそのものを愛する者達がいることを知っている。

　東方の国には、〝剣けん聖せい〟とまで呼ばれた男が仕官していると、若い時分に聞いた。その噂うわさを聞いたベリエは、その剣聖とやらもまた、自分と同じく戦うことに人生の意義を見出している男なのだろうと、勝手に思った。

　実際に見たウィスタルの印象は、少し違っていた。戦せん闘とう狂きようというよりは温和そうな男で、体格こそ大きかったが、眼めの印象などは理知的すぎて嫌けん悪お感かんをもった。

　だが──その〝強さ〟は、遠目に見るだけでも、肌にぴりぴりと感じられた。

〝こいつは、強い──〟

　おそらく今までに自分が戦ってきた誰だれよりも、彼は強いはずだと確信した。

　勘かんを根こん拠きよにしたその見立ては、外はずれることもある。

　戦ってみなければわからない──そう思うと余よ計けいに、彼と戦いたくなった。

　ベリエは口こう実じつを探した。

　決闘を申し込んでも拒否されるだろうし、夜よ討うちでもかけるかと思し案あんしていた時に、ウルクのことが持ち上がった。

　アルセイフと戦争になるくらいのことは、別に構わない。そうなればウィスタルは、本気で自分と戦ってくれるだろう。

　だが戦場では邪じや魔まが入るだろうし、そもそも正面切って一騎打ちができる機会など限られている。

　そして降って湧わいた今回の騒そう動どうは、まさにうってつけの〝口実〟だった。

　妙な薬による高こう揚よう感かんも確かにあった。いつもより戦闘への欲求が増し、充実した戦いができたとも思う。

　だが、やめようと思えばやめられたのだ。

　ベリエはあえて、やめなかった。自ら進んで薬に狂い、そしてウィスタルと戦うことを望んだ。

　──望みは叶かなった。

　今、ベリエの目の前には、そのウィスタルがいる。

　ベリエの左腕から散った血が、その顔を赤く彩いろどり、そしてウィスタルの脇わき腹ばらからは、彼自身の赤い血が大量に溢あふれはじめていた。

　傷をつくったベリエの剣は、今も深ふか々ぶかとウィスタルの身に突き刺さっている。

　その突きは、ベリエにとっても会心の勢いをもっていた。

「……どうだい、剣けん聖せい。俺おれの剣は──」

　嗤わらった瞬間に──ベリエは込み上げてきたものを抑おさえきれず、口から大量の血を吐いた。御柱ピラーから出てきた敵兵達とは異なり、その血はどろりと濃く、そして熱い。

　ウィスタルに一撃をくわえたベリエもまた──ウィスタルの剣によって、その体を断たれていた。

　互いに互いを斬きり合う形となったが、ベリエの一撃はウィスタルの急所を外れた突きであり、ウィスタルの斬ざん撃げきはベリエの身に致ち命めい傷しようを与えている。

　さきほど斬られたばかりの左腕の下に、深ふか々ぶかと、深々と──胸当ての部分を真っ二つに切り裂いて、刃は体の中心にまで達していた。

　ベリエの鎧よろいは神しん鋼こう製である。馬上用の鎧とは異なり、軽さと動きやすさを重視した造りのため、その装そう甲こうはごく薄い。だが薄いとはいっても、その材質が神鋼であれば、生なま半なかなことでは壊こわされないはずだった。

　ウィスタルの技量を侮あなどっていたわけではない。一撃を食らうことは覚かく悟ごしていた。

　だが、あともう少し──ほんの刹せつ那なの瞬間だけでも、ウィスタルの剣が遅おそければ、ベリエの突きが先にウィスタルを即死させていたはずだった。

　それほど、切せつ羽ぱ詰つまった攻防だった。

　先に斬撃を食らった結果、ベリエの突きは急所を外はずれ、そこに勝敗の壁が生まれた。

「──一瞬、か──」

　その一瞬の厚みを、ベリエは血の味と共に嚙かみ締める。

　悔くやしいとは思わない。ただ単純に、かつて感じたことがないほどの充足感があった。

　自分の全力をぶつけ、そしてウィスタルがそれを超えた──そのことが今は心地いい。

　満足して、ベリエは呟つぶやいた。

「……楽しかったなぁ、剣聖──」

　血を吐きながら、にやりと笑う。

　ウィスタルの剣は肺を断ち、心臓付近にまで達していた。体の中で血が漏もれていく。即死しなかったのが不思議なほどの深ふか手でに、ベリエはなんだか可笑おかしくなった。

　今まで自分は、敵にこういう傷を与えてきたのだ。いざ自分が受ける側にまわってみると、妙に新鮮な気がする。

　存分に戦った。

　戦って戦って戦って戦って戦い抜いて、もはや何も悔くいはない。

　自分より〝強い〟相手に、全力を出し切った上で負けることができたのだ。弱い相手に負ける屈くつ辱じよくを思えば、戦士の死しに様ざまとして、これ以上の何を望むのか──ベリエは、心の底から満足していた。

　血に濡ぬれたベリエの右手が、神しん鋼こうの剣を離した。

　ウィスタルの剣が引かれると同時に、大地に膝ひざを突き、そしてベリエは嘆たん息そくする。

　また口から血が溢あふれた。

「感謝するぞ、剣けん聖せい──俺おれは戦った。充分に、戦えた──悔くいはない」

　断言して、ベリエは眼めを閉じる。

　膝をついたまま、両手をだらりと下げ──そして最後の一呼吸を胸一杯に吸い込む。

　傷ついた肺から空気が漏もれていく気がしたが、自分の体がどうなっているのか、正確にはもう把は握あくできていなかった。

　神殿騎士団団長、ベリエ・バーミリオンは。

　そうして、戦い続けた人生に幕を下ろした。
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　二人の剣劇じみた戦いが終わるや、ハーミットはウィスタルの傍そばに駆け寄った。

「叔父おじ上うえ！　傷は……」

　ウィスタルは斬きられた脇わき腹ばらを押さえながら、掠かすれそうな声で応じる。

「……心配ない。見た目ほど、深い傷ではない」

　といって、ハーミットの見たところでは浅い傷でもない。

　ウィスタルはゆっくりその場に片膝をつき、傷口が広がらぬよう、そのまま動きを止めた。

　目の前にいるベリエもまた、両膝をついたまま天を仰あおいでいる。

　その両手は力なく垂れ下がり、すでに絶ぜつ命めいしていることは一目で明らかだった。

　それでもなお──彼は倒れていない。

　無ぶ骨こつな鎧よろいが関節部分で支えになっているせいもあるが、彼の死しに様ざまには、ハーミットでさえ荘そう厳ごんな気配を感じ取った。

　尊敬などはできないが──剣士としては、わからないでもない。剣の道を歩む者が強者を求めることは、おそらく本能に近い。

　強くなりたい。

　自分の強さを確かめたい。

　強くなったその自分より、さらに強い相手に巡りあいたい──

　それらの思いは、純粋に剣を愛する者ほど強い。

　ベリエの狂きよう気きにも近い闘争心は、おそらくその思いの裏返しだったのだろう。

　敵兵の掃そう討とうに集中していた王宮騎士団のうち、幾人かが傍に集つどってきた。

　彼らは傷を負ったウィスタルに肩を貸し、その身を護まもりながら奥へと連れて行った。

　ハーミットもそれについていく形で、一時戦線を退しりぞく。周辺の敵は順調に数を減らしつつあり、ひとまず危機は脱していた。その分、他の場所が苦戦している可能性はあるが、増ぞう援えんが止んだ以上は、いずれ掃そう討とうも終わるだろう。

　壁かべ際ぎわに座ったウィスタルは、その顔を険けわしくしかめていた。強敵を倒したというのに、あまり安あん堵どしたようには見えない。

「……道を外れた者でも、やはり騎士団の長おさか──危あやういところだった。あの剣を正しい方向に用いていれば、大きな力になっただろうに」

　呟つぶやくその声には無む念ねんが籠こもっていた。

　戦いを見守っていたハーミットにも、ウィスタルの思いは伝わってきた。

　ウィスタルは本当は、ベリエを殺したくなかったのかもしれない。その強さを知るがゆえに──ここで彼を殺し、より強者となる可能性を閉ざすことが本当は嫌だったのだろう。

　だが、道を外れた剣はいかに強かろうと、所しよ詮せんは外げ道どうの剣である。その存在を野放しにはできないウィスタルの思いも、ハーミットには理解できる。

　傷の具合を見ながら、騎士の一人が呟つぶやいた。

「命には別べつ状じようなさそうですが、応急処置でどうこうできる傷でもありません。ここは俺おれらでどうにかなりますから、団長は先に撤てつ退たいしてください」

　ウィスタルは逆らわない。残る騎士達のことを、彼は信頼しているのだ。たとえ指揮がなくとも、彼らは自分たちの判断で充分に戦えるだけの訓練を受けている。

「……すまないな。敵の増援さえなければ、もう戦況はこちらから盛り返していけるはずだ。ハーミットは──悪いが、上に行って状況を確認してきてくれないか？」

　傷の痛みのためか、ウィスタルは一瞬だけ言葉を止めた。

「間に敵が入って分断されたが……状況を見て、もし突破できるほど敵が減っていたら、奥にいるはずのカシナート司し教きようやフェリオ様達と連絡をつけてきてくれ。数が多く向こうが苦戦しているようなら、こっちの騎士団もまわしていい。そしてあちらがもし、掃討戦に入っているようなら、連れん携けいして動けるように調整を頼む」

「わかりました。行って参ります」

　ウィスタルの言に頷うなずいて、ハーミットは騎士達から離れて階上に移った。敵兵の姿はそこにない。他の方面にいる神殿騎士達に引きつけられているのか、階段を降りてくる兵はほとんど存在しなかった。分断されつつも王宮騎士団が挟きよう撃げきを避けられたのも、理由はそこにある。

（彼らは、上の階を目指していたということか──？）

　敵の動きには連携こそなかったが、それぞれが個人で勝手に上の階を目指している印象があった。

　ハーミットはふと、神殿の構造を思いだす。このフォルナム神殿で神じん師し達がどこにいるのか、ハーミットは知らないが──旅の途中に立ち寄ったウィータ神殿では、御柱ピラーに接する上層階に神師や高位の神官達が暮らしていた。御柱ピラーを中心とした各神殿の構造はどこも似ているから、おそらくはザカードやネディア、キャルニエあたりにも、その傾向はあるはずである。

　──ひょっとしたら彼らは、要よう人じんを殺すために送り込まれたのかもしれない。

　ハーミットは抜いていた刀を鞘さやに仕し舞まおうとして、その刀身がすでに曲がっていることを思いだした。

　神しん鋼こう製の品ではない。頑がん丈じように鍛きたえられた逸いつ品ぴんではあるが、普通の金属でできた武器である。

　思えばハーミットも、ずいぶんと多くの敵を斬きった。

　鞘に仕舞うことを諦あきらめて、ハーミットは抜き身の刀を握り直した。

　階上からも、多くの兵が争う騒がしい気配が伝わってくる。

　増ぞう援えんこそ止んだが、戦況に余よ裕ゆうが生まれるまでには、もうしばらくかかるだろう。だが、状況はこれから好転していくはずだった。

〝このまま、無事に収まればいいが──〟

　そう願いながら、ハーミットはさらに上の階へ向かうべく、廊下に脚あしを急がせた。
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　アルセイフの王子であるフェリオにとって、ウルク・ティグレーという少女は特別な存在だった。

　彼女はウィータ神殿の象しよう徴ちようたる神しん姫きの妹であり、将来におけるジラーハの幹部候補であり、そして現時点でもその動きを周囲から注視される重要人物である。

　だが、そんな社会的な事情は、フェリオ自身にとってはどうでもいいことだった。

　ウルクは、幼い頃ころのフェリオにとってほとんど唯ゆい一いつの──心を許せる親友だった。

　ウィスタルをはじめとする騎士団の者達は、フェリオにとって家族のようなものである。だが年齢としは離れていたし、友人とは言い難い。それに彼らには任務が課せられ、王都にいないことも多かった。体てい裁さいとして〝王宮騎士団〟と名付けられてはいたが、王宮そのものを護まもるのはむしろ近衛このえ騎士団の役目で、ウィスタル達は〝王宮からの精せい鋭えい部隊〟として、国境付近へ派は遣けんされることも多かったのである。

　母である第四妃ひフレイアを敵視していた正せい妃ひ達の手前、貴族の子弟からも距離を置かれ、当時のフェリオはほとんどの時間を独ひとりで過ごしていた。

　ウルクと出会ったのは、そんな時のことである。

　初めて会った時は、そんな大たい層そうな身分の神官だとは知らなかった。剣の練習をするフェリオを、彼女はじっと見ていた。

　もっともその頃は、〝彼女〟ではなく〝彼〟だと思っていたが──

　七年の歳月を経て再会したウルクは、美しく可か憐れんに成長していた。

　そして、それから──ウルクはアルセイフの内乱にも心を砕き、フェリオのためにと協力してくれた。

　その間、フェリオはウルクと一いつ緒しよに日々を過ごした。

　彼女の優やさしさは、昔から変わっていなかった。人を惹ひきつけるその魅み力りよくには、フェリオも時折、どきりとさせられたし、時には異性として意識することもあった。

　だが彼女はジラーハの高位神官で、ゆくゆくは出しゆつ世せし、神殿の幹部となる未来が約束されている。フェリオのほうは、内乱を経て発言力は増したものの、国さえ安定したら、その後はまた目立たずに日々を過ごしていくつもりだった。

　兄のブラドーが王位を継いだ以上、その弟である自分が、兄よりも目立つのは具合がよくない。たとえブラドーがそれを気にしなくても、周囲の貴族が不ふ穏おんな動きを見せる可能性が残る。

　そんな自分の元に、ウルクを長く引き止めてはいけない──フェリオはそう考えていた。

　ウルクには、幸せになって欲しい。その目標を叶かなえて欲しいし、もし彼女のためにできることがあるなら、フェリオはなんでもするつもりでいた。

　その上で、彼女の持つ可能性を阻そ害がいするようなことは、絶対に避けたい。

　だが──結局は、彼女を悪い事態に巻き込んでしまった。

　来訪者ビジター達によって記憶を失わされ、本来は味方であるはずの神殿騎士達からさえ命を狙ねらわれ──そして、今。

「……ウルク？　ウルク！　どうしたんだ!?」

　頭を押さえ、彼女はしゃがみこんでいた。

　傍そばに走り寄って、フェリオはその肩を抱く。それとほぼ同時に、ウルクの体からはふっと力が抜け、彼女は苦く悶もんの表情を浮かべたまま倒れた。

　気を失ってはいないらしいが、体がまともに動かないのか、立つどころか腕を上げることさえできない様子だった。唇は何かを訴えるようにかすかに動いていたが、声としては聞こえない。

　たちまちにリセリナや他の面々も周囲に集つどう。

「ウルク、しっかりしろ！　病気……いや、何かの発ほつ作さか……？　すぐに施せ療りよう師しを……」

　口にしてから、フェリオは歯は嚙がみした。この混乱で、神殿にいた施療師達も神しん域いきへ避ひ難なんしている。時間はかかるが、脱出路を使って外へ運ぶしかない。

　フェリオはウルクの身を抱きかかえた。

　その細い身は、フェリオの腕には軽い。子供の頃ころとは違って、自分は成長したし、彼女の体もすっかり年頃の少女になっていた。

　薄い寝しん衣いを通して、彼女の体温が伝わってくる。その暖かさは、生きている証あかしでもあった。

　フェリオの抱いたウルクの額に、脇わきからディアメルが触れた。

「熱はないようですが……フェリオ様、敵の増ぞう援えんは止んだはずですし、ここは我々が抑おさえます。ウルク様を連れて、神域へ急いでください。リセリナ様も御ご一いつ緒しよに──」

　その時、フェリオの背筋に、ぞくりと悪お寒かんが走った。

　咄とつ嗟さにずらした視界の端には、銀色の玉──

　フェリオはそれを、以前にも見たことがあった。

「避よけろっ！」

　叫びながら咄嗟にディアメルを脚あしで押し、同時に自らもウルクを抱かかえたまま、傍そばにいたリセリナを体当たり気味に押し倒す。

　四人が揃そろって倒れたのとほぼ同時に、何もない空間で不自然な〝爆発〟が起きた。

「──イリス!?　こんなときに……」

　リセリナが悲鳴じみた声をあげた。

　フェリオはかつて、その爆発によって気絶させられたことがある。

　それは王と皇太子が、来訪者ビジター達によって殺された時のこと。

　フェリオは、リセリナと同じ顔をした少女の腕うで輪わを断ち、その直後に、腕輪の力による奇妙な爆発によって意識を飛ばされた。

　危あやういところで爆風の範囲から逃れたフェリオは、すぐに周囲を見回した。

　来訪者ビジター達がリセリナを狙ねらった──まずそう思ったが、爆風の範囲は明らかに、自分とウルクをも巻き込んでいた。

　そのことに、フェリオは違い和わ感かんを覚える。

　来訪者ビジター達はウルクの庇ひ護ごを欲しがっているはずだった。カシナートの方針も無視できないはずの彼らが、ウルクに記憶操作以外の危害を加えるとは考えにくい。

　だが、次の瞬間に発せられたリセリナの言葉で、その疑問も氷解する。

「フェリオさん！　イリス達はシズヤに誘われて、もうラトロア側に寝ね返がえりました。シズヤはタートムでなく、〝ラトロア〟の間者スパイです。彼女は神殿側の勢力を攪かく乱らんするために──」

　中庭に面した石壁の窓に、細い影が立った。

　ここは四階の高さにある。どこから来たにせよ、そんな場所から現れる時点で尋じん常じような相手ではない。

「──寝返った、か──約束を破ったのは神殿側よ。私が彼らに協力していたのは、貴方あなたを殺せることが前提だったんだから──」

　リセリナと同じ顔の少女が、石壁に立っていた。

　フェリオの脇わきにいたエンジュが顔を強こわ張ばらせる。

　その少女──イリスは、彼のことなど眼中に入らぬ様子で、ただリセリナを睨にらんでいた。下位神官の装しよう束ぞくを翻ひるがえし、彼女は片手を上げる。

　腕輪から生まれた銀の玉が、三さん角かく錐すいの形に空間を作った。

　爆発の起きる領域であるその範囲を眼前に広げ、イリスは叫ぶ。

「バニッシュ、パンプキン！　行きなさい！」

　窓から影が走った。

　頭でっかちのかぼちゃ頭と銀髪の美青年、その二人が廊下側へと乱入する。目の前にいた神殿騎士達が、彼らの動きにすかさず身構えた。

「リセリナを渡しなさい、王子。その子さえこっちに渡せば、貴方あなたたちのことは逃がしてあげてもいいわ」

　イリスの言葉に、リセリナがびくりと肩を震わせた。

　フェリオは咄とつ嗟さにリセリナの腕を摑つかむ。

「……馬ば鹿かなことは考えるな、リセリナ。君は下がっていろ」

　リセリナが何を考えそうになったか、フェリオにはすぐ理解できた。自分さえ犠ぎ牲せいになれば──彼女には、そんなふうに考える癖くせが染みついている。

　だが、それはフェリオにとって許きよ容ようできないことだった。彼女の周囲にいる自分や騎士達にとって、そんな選択はありがたくもなんともない。

「でも、フェリオさん──」

「少しは信頼してくれ。連中は別に無敵の存在じゃない。それに──奴やつらがラトロアとつながるってことは、俺おれやウルクはもちろん、将来的にはどうせみんな殺す気だ。〝自分さえ犠牲になれば〟なんて、絶対に考えないでくれ。君はもう、この世界で独ひとりじゃないんだ。君を護まもりたいと思っている仲間が、こうして目の前にいるだろ？」

　フェリオは強い口調で告げた。

　リセリナが眸ひとみを震わせる。

　この世界で彼女は確かに異質な存在だった。だが、いくら異質であろうと、フェリオにとっては大切な友人であり恩おん人じんである。

　ライナスティとディアメルもまた、フェリオ達を守るように正面に立っていた。

　状況に戸と惑まどって立ち尽くすエンジュにしても、彼はイリスを止めたがっているし、リセリナやフェリオとも良き友人になっていた。

　そして残る神殿騎士達の場合は──決してリセリナを守ろうとしているわけではないだろうが、カシナートの方針変更もあって、アルセイフとの敵対を避けるほうに心理が動いている。なにより彼らとしては、来訪者ビジター達を〝ラトロア〟に取られるわけにはいかない。

　イリスが眼めを細めた。

「抵抗が貴方達の答えなら──」

　窓近くにいた神殿騎士二人が、剣をかざしてイリスに飛びかかった。

「……私達は、ここにいる全員を皆殺しにするだけ──」

　騎士達を巻き込んで、小規模な爆発が起きる。

　それが合図となって、十数人の神殿騎士達と来訪者ビジターの争いがはじまった。

「リセリナ！　ウルクを頼む！　エンジュも二人を守りながら退ひいてくれ！　あいつらはここで食い止める！」

　フェリオも神しん鋼こうの刀を抜き放った。

　幸いにも、神殿騎士達の装備も神鋼で統一されている。来訪者ビジター達の武器に対しても、ある程度は対たい処しよが可能なはずだった。

　バニッシュに対しては、神殿騎士達が取り囲んでいる。チェイニーという若い騎士と、休んでいたはずのレーヴェが中心となり、その動きを止めている。

　一方のパンプキンは素早く跳ね回って、たちまちに四人の神殿騎士を仕し留とめると、フェリオ達のほうへ飛んできた。

　同時に傍かたわらからライナスティが走る。

「フェリオ様、あのかぼちゃ頭には俺おれが対処します」

　常になく真面目まじめな声に、フェリオは驚いた。ライナスティの腕前は知っているが、一人でパンプキンを抑おさえるのは難しいはずである。

　フェリオの不安が伝わったのか、ライナスティはにやりと唇の端で笑って見せた。

「ご心配なく。今日、奴やつと戦うのは二度目なんですよ。こつはもう摑つかんでますから」

　イデリカの剣を器き用ように振り回して、ライナスティはかぼちゃ頭の前に立つ。

　かぼちゃ頭が含み笑いを漏もらした。

「おぉ！　さきほどの若き騎士であるな。バニッシュは胡こ椒しようで酷ひどい目に遭あったが、かぼちゃ頭の我には通じぬぞ？」

「どっちみち、あれはもうない。今度はこの剣であんたを止めてやる。少なくとも、俺の主には指一本触れさせない」

　珍しく凜りんとしたライナスティの声には、騎士としての誇りがあった。

　そのすぐ隣にディアメルも立つ。

「おまえ一人では心もとない。私も手伝ってやる。フェリオ様、お二人のことはお任せします。このふざけた野菜は、我々が収穫しておきますので──」

　神鋼の細剣レイピアを抜き放ち、ディアメルは鋭するどい声を響かせる。

　フェリオは頷うなずいた。

　二人の騎士が、こうも強い口調で〝信頼してほしい〟と言った。その誇りを否定する言葉を、主たるフェリオは持っていない。

　パンプキンの両手が奔はしり、ライナスティとディアメルは並んで防御にまわった。

　ただし、防戦一方にはならない。防いだ後には反撃を加えるだけの腕が、彼らにはあった。

　二人の騎士の連れん携けいは巧たくみだった。

　ライナスティが剣を振り下ろすと、ディアメルがもう突きの予備動作を終えている。そしてパンプキンがライナスティの斬ざん撃げきをかわしたところを狙ねらい澄すまして、ディアメルの突きが伸び、それをかわすやライナスティがもう次の動きを見せている。

　まるで一人の人間が二本の剣を自在に扱うような見事な連携に、あのパンプキンが防戦にまわった。

　すぐにかぼちゃ頭は持ち前のステップで位置を変え、二人の騎士の死角を狙ねらうが、騎士達は互いに互いの隙すきを補い合い、相手を仕し留とめるには至らずとも互ご角かく以上の戦いを見せている。

　神しん鋼こう製の武器を早くも役立てていることに感心しつつ、フェリオはウルクの身を抱きかかえ、リセリナの手を引いた。

「奴やつらの狙いは君だ。退ひくぞ！」

「逃がさないわ！　リセリナ！」

　イリスの腕うで輪わが翻ひるがえり、銀の玉が飛んだ。

　スフィアによるその攻撃は、発動の瞬間を見定めてから避よけるしかない。ほとんど勘かんに頼らざるを得ないだけに、いつまでも避けられるものではないはずだった。

　迫るスフィアに警戒しながら、フェリオは脚あしを早めようとした。

「──イリス！　もうよせ！」

　少年の声が、脇わきで甲かん高だかく響いた。

　走り出たのは狩人かりうどのエンジュである。

　スフィアの射しや線せんと、フェリオ達の間を遮さえぎるように、彼はその両手を広げて立ち塞ふさがった。

　いつも冷静そうな少年にしては珍しく、必死の声で叫ぶ。
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「もういいだろ！　君はどうして、こんなことにこだわっているんだ!?　すぐに手を引け！」

　睨にらみつけるイリスが、ぎりりと歯を食いしばった。

　同時にスフィアの動きが止まる。

「な──何よ！　貴方あなたまで私の邪じや魔まをするの!?　そんなにその子が大事!?　貴方なんかに……」

「違うっ！」

　エンジュが悲痛な声で叫んだ。その声の大きさに、戦場が一瞬だけ止まる。

　イリスを守るように立つバニッシュの前に、チェイニーとレーヴェが睨みを利かせ、リセリナを狙ねらうパンプキンを、ライナスティとディアメルが防いでいる。一瞬の膠こう着ちやく状態は休戦ではなく、互いに互いの隙すきを探りあうために生まれた空白だった。

　その静せい寂じやくの中で、エンジュが叫ぶ。

「俺おれが心配しているのは、リセリナじゃなくて君のことだ！」

　それは思わぬ言葉だったらしく、イリスの眉まゆが怪け訝げんそうに歪ゆがんだ。

　フェリオも彼の言葉に耳を傾ける。

　この世界で来訪者ビジター達とまともに交流したのは、〝彼〟だけなのだ。カシナート達は政治的な目的でしか来訪者ビジター達を遇ぐうしていなかったし、彼の部下達もそうだったはずである。

　だが、エンジュは違う。

　転がり込んできた来訪者ビジター達と、短い間ではあったかもしれないが、生活を共にしてきた。

　その間、彼は彼なりに、来訪者ビジター達のことを理解したはずだった。

　エンジュは真しん摯しに言葉を重ねる。

「君はもうこの子を恨うらんじゃいけない。君とリセリナの間に何があったのか、俺は知らないよ。でも俺には、君はこの子を恨むことで、かえって自分の心を殺しているように見えるんだ。だから──」

　そのエンジュの介かい入にゆうに、イリスは激げつ昂こうしていた。

　リセリナと同じ顔を怒りに歪めて、彼女は甲かん高だかい声を張る。

「わかったようなこと言わないで！　あんたに何がわかるっていうの!?　私のことだって何にも知らないくせに、どうしてそんな口が……」

「──わかるんだよ」

　エンジュが悔くやしげに言って、イリスの言葉を遮さえぎった。

「わかるんだ。俺には──村で君達と出会って、しばらく一いつ緒しよに暮らして──その後でリセリナとも会って、わかったんだ」

　エンジュのつらそうな声を、フェリオはその時、はじめて聞いた。

　日ひ頃ごろはあまり感情を露あらわにしない彼が、今はどうしてか必死になっている。

　それはイリスに対する好意のせいかもしれない。だがフェリオとしては、決してそれだけではないとも思う。

　エンジュはきっと──イリスを、助けたいのだ。

「……何よ……何がわかったっていうの？　……動かないで！　爆発させるわよ！」

　声を潜ひそめてエンジュに問いかけた後で、イリスはフェリオ達を牽けん制せいした。

　イリスに言われずとも、フェリオに動くつもりはなかった。いま動けば、イリスはエンジュの話をきかずに戦闘に戻るだろう。たとえ結果が同じだとしても、フェリオとしては、せめてエンジュに言いたいことを言わせてやりたかった。

　彼はイリスに会うために──そのために内乱を経て、こんなところまでついてきたのだから。

　ただの狩人かりうどでしかない少年は、両手を広げたままイリスの問いに答えた。

「わかるよ──君が恨うらんでいるのは、リセリナじゃない。君は本当は、リセリナと君を比べる連中のことを、恨んでいるだけだ」

　見み透すかしたようなその言葉に、イリスが硬こう直ちよくした。フェリオの脇わきで、リセリナも同様に身を堅かたくする。

　エンジュは視線を険けわしくして話し続けた。

「君がリセリナを恨むようになったきっかけは、そうなんだろう？　俺おれは君達のことを何も知らない。でもわかるんだ。君はリセリナを憎にくいと言っていたけれど、そう言う時の君の眼めはいつも、他ほかの誰だれかじゃなくて、君自身の心の中に向いていた。リセリナが憎いのは、同じはずの彼女が君にはないものを持っていると──そう思い込んでいるからだ」

「……馬ば鹿かなことを言わないで」

　イリスが掠かすれる声で呟つぶやいた。

「その女は私のコピー、偽にせ者ものよ。私が本物で、その子は違うの。私は……私は──」

「違う。リセリナはリセリナで、君はイリスだ」

　エンジュはイリスから視線を逸そらさない。

　フェリオは彼の背に、その思いの強さを感じ取った。

　早くに両親を亡なくしたエンジュは、ずっと一人で育ったと聞いている。だから彼は孤こ独どくの怖さを知っている。フェリオと気が合ったのも、あるいはそのあたりに理由があったのかもしれない。

　そして、エンジュは──同様の孤独を、おそらくイリスの中にも見つけたのだ。

　エンジュは言い募つのる。

「顔だけは似ているかもしれない。でも、君達はどっちかが本物でどっちかが偽者なんかじゃない。何度も言うけれど、リセリナはリセリナで、君は君なんだ。君は、リセリナを通して──ただ自分の境きよう遇ぐうを恨んでいるだけだよ。そんな考え方を続けていたら、結局は自分を不幸にしていく。君はもう、リセリナのことを忘れたほうがいい」

　イリスが顔を俯うつむけた。

　エンジュの言葉は、それこそ矢のように彼女の心の急所を射い抜ぬいていた。

　後ろから見ていたフェリオにも、そのことははっきりとわかる。

「あ──貴方あなたに……貴方に、何が……」

　イリスの肩が怒りに震えていた。

「お嬢様、そんな少年の言葉に、そう過か敏びんにならずとも……」

　神殿騎士に警戒しながら、バニッシュが心配げに声を投げた。

　ライナスティ達の前では、パンプキンが肩を揺らしつつ声を出さずに笑っている。

「……これは驚いた。いやはや、イリスに説せつ教きようをする者が、まさかウルク司し祭さいと教授以外にもいたとは。命知らずというべきか物好きというべきか、はたまたただのお節せつ介かいか──さもなくば、人の好い賢けん者じやであるな？」

　茶ちや化かす言葉を無視して、エンジュは一歩前に歩み出た。

「……イリス。俺おれは……俺はリセリナじゃなくて、ちゃんと君を見ているよ。リセリナと君は、顔だけは似ているけれど、他ほかは全然違う。君の中にだって、リセリナが持っていないものがあるはずなんだ。だから君がリセリナに嫉しつ妬とする理由なんて一つもない。つまらないことで誰だれかを恨うらむのはやめて、君は自分自身のことをもっと……」

「エンジュ、黙りなさい！」

　イリスがきっと顔を上げた。

　飛ばされたスフィアがエンジュの周囲を囲む。

「それ以上、一言でもしゃべってごらんなさい！　あんたの頭を吹っ飛ばすから！　私のことなんか何にも知らないくせに、好き勝手にわかったようなことを言って……」

「イリス──俺は……」

「黙ってよ！　ほんとにやるわよ！」

　イリスが金切り声で叫んだ。

　フェリオははっとする。

　イリスの叫びと同時に、放たれたスフィアが、わずかに震えるような反応を示した。

　咄とつ嗟さにフェリオは、彼の背に向けて声を張り上げる。

「エンジュ！　避よけ……」

「ガーゴイル！　妨害電波ジヤミングだ！　領域封ふう鎖さしろ！」

　野太い男の声が、廊下中に響き渡った。

　──爆発は、起きなかった。

　銀色の球は空中に散じて消え、イリスが呆ぼう然ぜんとして声の主に視線を向けた。

　廊下の奥、そこには筋肉質の巨漢と、彼の肩に乗った小さな少女がいた。

　来訪者ビジターのムスカ──彼は初めてこちら側に出てきた時と同じく、黒い板状の奇妙な眼鏡メガネをかけていた。

　フェリオ達には意味のわからない言葉を腕うで輪わに向けて叫んだ後で、ムスカはイリスに向き直った。

「イリス。エンジュの言っていることは、おそらく正しいよ。むしろ──私が気づくべきことだったかもしれん。本当に私は、いったい今まで何をしてきたのか──わからんよ」

「教授……どうして、邪じや魔まをしたの？」

　イリスが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。二人の会話の流れで、フェリオはムスカがスフィアの爆発を止めたのだと知った。

（……仲間割れか？）

　フェリオ達が戸と惑まどう中で、ムスカは遠くからゆっくりと歩み寄って来る。

「むしろ感謝してほしいものだ。応急の修理で、いくら爆発力が弱まっているとはいえ、頭を狙ねらえばただでは済まない。失明の危険だってあるんだぞ」

　淡たん々たんと言うムスカの顔は、何故なぜか晴はれ晴ばれとしていた。

「いいかね、イリス。私は決めたよ。ラトロアには行かない」

　ムスカの言に絶句したのは、イリスばかりではない。思わぬ流れに状況が飲み込めず、フェリオもイリスとムスカを交互に見てしまう。

　周辺の騎士達もまた、不思議そうに巨漢を注視していた。

「リセリナに味方をするためじゃない。やはり私は──ラトロアという国を、信用できない。神殿勢力が信頼できるとも限らないが、私はここで犯おかした罪を償つぐなう。償えるとは思わないが、そのための努力をする。そう決めた」

　ムスカの声はいかにもさばけていた。

　彼の肩に座ったシアは、フェリオの抱えたウルクと、その傍そばにいるリセリナを不安げに見下ろしている。

　そのシアの頭を撫なでながら、ムスカはさらに言葉をつないだ。

「当然、シアも私が預かる。この子を今の君には任せられん」

「教授……裏切る気？」

　イリスが嚙かみつくように言った。ムスカは首を横に振る。

「裏切る──か。そう思われてしまうのは哀かなしいな。だが、私は自分が間違っていたことに気づいたんだよ、イリス──君が上官だから、その指示に従わねばならないと思っていた。だがここはもう異世界で、我々は元の世界のしがらみを捨てるべきなんだ。今ならきっと、まだ間に合う。ラトロアには行くな。強しいてここにいろとも言わないが、君はこの世界で、君の人生を見つめ直すべきだと思う」

「……貴方あなたまで、お説せつ教きよう？」

　イリスがそっと顔を背そむけた。

　彼女は外の空を見上げ、雲の切れ間から覗のぞきはじめた青い月光を浴びている。

　イリスの短い髪が、夜風に震えた。

「教授──貴方あなたとは、いつも意見が合わなかったわね……性格が合わないのはわかっていたことだけど。結局、貴方はいつもリセリナの味方だった──」

　溜ため息いきを吐ついて、イリスは──

「パンプキン、バニッシュ。教授とシアは見逃してあげて。でも──」

　冷さめた眼めで、彼女は戦場を見回した。

「他ほかは全員──殺して。指揮官として、〝昇しよう華か〟を許可します」

　ムスカとシア、そしてリセリナが、揃そろって青ざめた。フェリオも不ふ穏おんな気配を察して、来訪者ビジター達の様子に注意を向ける。

「作戦設定は抹まつ殺さつから〝殲せん滅めつ〟に変更──時間設定は三分。目一杯よ、いいわね？」

　イリスはそれだけ呟つぶやいて、そして窓から階下に姿を消した。

　バニッシュとパンプキンが腕うで輪わに手を添そえ、指先で何かの操作を終える。

　──その夜における最後の惨さん劇げきは、そこから始まった。




　　　　　　　[image: ]




　廊下側での騒そう動どうは、祭殿にも聞こえていた。

　そこにはシャジールの民と、神じん師しのレミギウス達がいる。

　神官のエリオットは、不安な思いを抱かかえながら外の様子を気にしていた。

　剣を持たぬ神官の身では、今はフェリオ達を頼るしかない。

　わずかに震えるエリオットの両肩に、メイヤーが背後から、そっと両手を添そえた。

「エリオット、大丈夫ですよ。フェリオ様達はきっと大丈夫です。ラトロアの増ぞう援えんももう止んだはずですし、じきに騒そう動どうはおさまります」

　メイヤーは優やさしげな声で呟いた。

　エリオットは十三歳、神師の孫娘であるメイヤー・バルトレーは十七歳である。メイヤーからしてみれば、エリオットは弟のような年齢の少年のはずだった。

　だがエリオットにとって、彼女は憧あこがれの君でもある。

　怯おびえていた自分が恥ずかしくなって、エリオットは頰ほおを染めた。

　フェリオのようには強くないが……自分は男である。メイヤーが泰たい然ぜんとしているのに、自分が怯えていては情けない。

　少し離れた場所ではコウ司し教きようとレミギウス達が、錬金術師アルケミストのゴーダという老人と話し込んでいた。唐とう突とつに現れた来訪者ビジター達のことについて、彼らはどう対たい処しよしたものか迷っているらしい。今の状況下で彼らをラトロアの者に連れて行かれては、たまったものではない。

　メイヤーが改めて呟く。

「……大丈夫──みんな、大丈夫です──リセリナ様も、ウルク様も、フェリオ様も……」

　肩に置かれたその手が震えていることに、エリオットはその時、初めて気づいた。

　来訪者ビジターの目当てはリセリナだけらしい。つまり、祭殿の中までは彼らも来ないはずだったが、だからといって安あん堵どする気にはなれない。

　リセリナのことは、エリオットもメイヤーも心配している。ここで彼女にもしものことなどあって欲しくない。

　シャジールのコウ司し教きようが、レミギウスやゴーダを前に声を紡つむいだ。

「御柱ピラーは完全に停止させましたが、今度は来訪者ビジター達ですか──彼らはカシナート司教の味方だと思っていたのですが──」

　コウ司教は残念そうに言った。

「ラトロアもかつては、そんな危険な国ではなかったのです。しかし、人の世は変転が激しい──ほんの些さ細さいなきっかけで暴走が止まらなくなる。どうして、すでにあるもので満足できないのか──哀かなしいことです」

　シャジールの民らしい述じゆつ懐かいに、神じん師しレミギウスが頷うなずいた。

「人の欲というものは、シャジールの方々からすれば、愚おろかなものでしょうな──」

　しかしその言には、コウ司教は首を横に振った。

「いいえ──愚かなのは、我々、シャジールの民のほうです。貴方あなたがたにとっては、これは〝初めて〟のことです。でも我々は……過あやまちを幾度も繰り返している。幾度も、幾度も──我々は、無力です」

　錬金術師アルケミストのゴーダが目許を歪ゆがめた。

「コウ司教、そうご自身を責せめられるものではありません。一部の馬ば鹿かが馬鹿なことをしているだけのこと──それを事前に止められなかったことは残念ですが、神でもない身ではそれも仕方のないことです」

「確かに私達は神ではありません。ですが──せめてもう少し、何かできなかったのかと思うのです。我々には、その義務があったのに」

　コウ司教の言葉の真しん意いが、エリオットには図はかりかねた。

　メイヤーが言葉を挟はさむ。

「今回のことは、ラトロアのしたことでしょう？　コウ司教をはじめ、シャジールの方々が責せめを感じる必要はないはずですが──」

「──ほんと。お人好しって、自分のせいじゃないことまで自分のせいにするのよね」

　不意に背後で聞こえた女の声に、エリオットはびくりとして振りかえった。メイヤーやレミギウス、コウ司教達も同様に驚く。

　もっとも激烈な反応を示したのはゴーダで、彼は大きく眼めを見開き、その声のした場所を険けわしい眼まな差ざしで凝ぎよう視ししていた。

　御柱ピラーの発光が止まったことで生まれた祭殿の暗がりに、その声の主は気配を消して佇たたずんでいた。

　喋しやべっているはずなのに、なおそこに誰だれかがいるようには感じられない。

「何者ですか？」

　コウ司し教きようが問う。

　警備として残っていた三人の神殿騎士達が、大おお慌あわてに駆け寄ってきた。

「よせ！　不用意に近づいてはいかん！」

　ゴーダが慌あわてて声を張る。

　暗がりの女はくすくすと笑った。

「私が何者かって？　私はね、嫌われ者の──」

　三本。

　三本の細い光が、その手元から飛んだ。

　息を詰まらせるような声を漏もらし、騎士達はその場にあっさりと倒れ伏す。

「──〝ラトロア〟の者ですわ。シズヤと申しますの」

　神殿騎士達の喉のど元もとには、研とぎ澄すまされた短剣ダガーが吸い込まれるように突き刺さっていた。

　暗さと速さのせいで、投げた短剣ダガーはエリオットにもほとんど見えなかった。離れていた騎士達に至っては、何が起きたのかさえわからなかったに違いない。

　ゴーダが奔はしった。

「シズヤ！　貴き様さま──」

「あら？　──ご無ぶ沙さ汰たね、カイシュウ様。ずいぶんと老ふけたけど、私の接近に気づかないなんて、耄もう碌ろくしたんじゃない？」

　二人が知合いらしいことに、エリオットは驚いた。だが、知合いとはいっても友好的な関係ではないらしい。

　ゴーダは走りながら懐ふところに手を入れ、その手に何かを握った。

「歳としはとったが、貴様如ごときには──！」

　乾いた破は裂れつ音おんと共に、唐とう突とつな閃せん光こうが走る。

　メイヤーが息を吞のみ、その場に硬こう直ちよくした。エリオットも視界を眩くらまされ、言葉を失う。

　刃の打ち合う音が聞こえ、メイヤーに押される形でエリオットもその場に座り込んだ。

「まさか貴様がラトロアの間者スパイとはな。タートムどころか、よりにもよってラトロアにまで魂たましいを売ったか──オズマ殿どのが冥めい府ふで嘆なげいておるぞ、この馬ば鹿か弟子でしめ！」

　刃の音に混じって、ゴーダの怒ど声せいが響いた。

　シズヤという女の笑い声が重なる。

「あの人の弟子になったつもりはないわ。あの人が勝手に、私を弟子扱いにしていただけで──だいたい、オズマ・ベヘタシオンは病やまいで死んだんだし、私には関係ないでしょ？」

「オズマ殿の死には関係ないとしても、その後で村を焼き、ユキノの母を殺したのはどこのどいつだ！」

　エリオットには、二人の会話の意味がまるでわからない。ただ、ゴーダが彼女に対して激しい怒りをもっており、彼女の側はそれを軽く受け流していることは容よう易いにうかがえた。

「ふふっ──オズマ様の忘れ形がた見みには、王都で会ったわよ。玄げん鳥ちようの扱いも上手うまくなっていたわね。あんまり大きくなってたから、最初はわからなかったけど……」

　シズヤの声は笑っていた。

「恨うらみの籠こもった眼めで私を見てたから、それでわかったの。それにやっぱり親子よね。オズマ様にもお母様にもそっくりで──特に母親似かしら？　でも銀色の髪は、オズマ様と同じだったわ。知ってる？　カイシュウ様。ラトロアには銀髪が多いのよ。オズマ様もそうだったし、その弟子だったウィスタル卿きようも銀髪でしょ？　だからユキノを潜もぐりこませるなら、平へい穏おんなフォルナムより、ラトロア側にすればよかったのに──そうすれば、私がさらって、楽しいことをしてあげたんだけどな」

「戯ざれ言ごとを！」

　きんっ、と、一ひと際きわに甲かん高だかい刃物の音がした。その直後に、ゴーダの呻うめき声が重なる。

「ゴ、ゴーダ殿どの!?」

　メイヤー達の傍そばで、レミギウスが声を上げた。

「──殺してないわ。まだね」

　シズヤが応じる。

　エリオットは、ようやく回復してきた視界に、彼女の姿を映した。

　シズヤという女は、そこに悠ゆう々ゆうと立っていた。

　その手から伸びたぼんやりと光る縄なわが、ゴーダの首に巻きついている。足元には彼が使っていたと思おぼしき短剣ダガーが落ちていた。

　首を絞められながら、ゴーダは呻いている。その両手も光の縄で縛しばられ、まともに身動きが取れない状態らしい。

「──ふう。まったく、元気なお年寄りね。弟子でしは神殿騎士と戦って怪け我がするし、師し匠しようは歳としも考えずに私に突っかかってくるし──気が合うでしょ？　貴方あなたたち」

　シズヤが呆あきれたように言い、光の縄をきつく締め上げた。

　ゴーダがさらに呻く。

「や、やめなさい！」

　レミギウスが蒼そう白はくになりながらも、気き丈じようにメイヤーの前へと歩み出た。

　シズヤと名乗った女と、孫娘との間に立ち、彼は厳きびしい声で問う。

「──何が目的ですか。私の命が目当てならば──」

「神じん師し様さまのお命？　そうね、それも悪くないんだけど……」

　手元に短剣ダガーを閃ひらめかせ、女はくすくすと笑った。ゴーダをちらりと見てから、シズヤはシャジールの民に視線を向ける。

「コウ司し教きよう、貴方あなたに用がありますの。ちょっとラトロアまで、ご足そく労ろうを願えます？」

　コウ司教の黄金きん色いろの眼めが、細く歪ゆがんだ。

「……私に？」

　シズヤが頷うなずいた。手にした短剣ダガーは、ゴーダの胸を狙ねらっている。

　それと察して、コウ司教が素早く前に歩み出た。

「待ちなさい。その方かたに害を為なすことは許しません。私は逃げませんから、お好きなようになさい。その代わり、もしゴーダ殿どのに手を出したら、私もこの場で自らの命を絶ちます」

　シズヤが眼をしばたたかせた。エリオットも、コウ司教の覚かく悟ごの早さに驚かされる。

「コウ司教、しかし……」

　レミギウスがゴーダとコウ司教を見比べ、悔くやしげに呟つぶやく。ゴーダも話が聞こえているのか、首を絞められながらも、その首を激しく左右に振った。

　コウ司教は蛇へびの眼を伏せ、大きく頷うなずいてみせた。

「ご心配には及びません。むしろ──」

　状況を見守っていたエリオットは、そこではっとした。

　御柱ピラーを元通りにするには、コウ司教がラトロアに行く必要がある──確か彼らは、さきほどまでそんな話をしていた。

「危険すぎます！　司教、貴方はまさか、ラトロアに行くために自ら敵に身を委ゆだねる気ですか？」

　エリオットは思わず口を挟はさんだ。シズヤという女は、コウ司教を殺すのではなく、ラトロアに呼ぼうとしている。つまりは〝死の神霊アービタ・スピリット〟に関する情報を欲しているのかもしれない。

　その扱い方を知るコウ司教の存在は、神殿勢力にとっても大切だった。

　だが、コウ司教は平然としている。

「行けば、ラトロアの者達と話す機会が得られます。それに私の代わりはいくらでもいるのです」

　見守るシャジールの民達の中でも、コウ司教を止める者はいなかった。

　沈ちん痛つうな面おも持もちをしてはいるものの、彼らはコウ司教の方針を受け入れるつもりらしい。

　話がうまくいきすぎることに、かえってシズヤのほうが警戒感を強くした様子だった。

「──御柱ピラーを元通りにするために行く、ということ？　でも司教。ラトロアはまず、神殿側の勢力を制せい圧あつした後で、輝石セレナイトの産出を許可するはず──とにかく自分が行けばなんとかなるなんて、ちょっと虫がよすぎないかしら？」

　コウ司教が苦笑した。

「貴方は私を連れて行きたいのですか？　行きたくないのですか？」

「それは──」

　警戒も露あらわに、シズヤという女が口くち籠ごもる。

「連れて行きなさい、ラトロアの者よ。貴方あなたたちは御柱ピラーのことについて、そして死の神霊アービタ・スピリットのことについて、何も知らなさ過ぎる。御柱ピラーの完全な停止は、人という種の終しゆう焉えんを意味します。御柱ピラーの稼か動どうは本来、国や神殿勢力がどうこうという次元の事じ象しようではないのです」

　断言したコウ司し教きようは、シズヤの元に歩み寄った。

「例えばキャルニエの御柱ピラー。この星の大気は、あの御柱ピラーがあればこそ、人の住める状態を保っているのです。ネディアにしても同じこと。この大陸周辺全体の海は、あの御柱ピラーによって毒どく素そを抜かれている──ザカードの御柱ピラーは温度の急激な変化を抑おさえていますし、フォルナムの御柱ピラーは、この大陸そのものを支えています。そしてウィータの御柱ピラーは他の全すべての御柱ピラーを管理し、それらの機能を正常に保ち続けている──わかりますか？　貴方たちの世界を支える柱──それが御柱ピラーなのです。輝石セレナイトなど、たかが副産物に過ぎません。御柱ピラーなくして、この世界は存在し得ない。そのことすら、貴方たちは把は握あくしていないのでしょう？」

　コウ司教の声には、シャジールの民が滅めつ多たに見せない威い圧あつが籠こもっていた。

　エリオットも、そしてレミギウスもメイヤーも、その姿に気け圧おされて言葉が出ない。

　コウ司教はゴーダの脇わきを過ぎて歩み、シズヤの手をとった。

　暗殺者の娘は眉まゆを歪ゆがめる。

「ゴーダ殿どのを解放し、私を連れて行きなさい。ラトロアの者よ。我らシャジールの民は、人という種そのものを守るために、ここにいます。ラトロアの人間も、私達にとっては守るべき対象です」

　シズヤは気味悪そうにコウ司教の腕を握った。同時にゴーダの首を絞める光の縄なわは、明らかにその力が緩ゆるむ。

「──貴方達と話すのは初めてだけど──貴方達を毛嫌いする連中がいる、その理由がわかったわ」

　シズヤは司教の腕を引きながら、小さな笛を唇にあてた。

「貴方達は、正しすぎるのね？　だから悪党からすると虫むし唾ずが走るの」

　その指摘に、コウ司教は決然として首を横に振った。

「……いいえ。私達は、過去に間違えすぎたのです。悪事を為なす方々は、潜せん在ざい的てきに──贖しよく罪ざいに追われる我々の姿を、将来の自分に重ね合わせているのでしょう。私はそう思います」

　嘯うそぶくように言って、コウ司教はシズヤと共に出口に向けて歩きはじめる。

　シズヤは歩きながら、ゴーダを壁かべ際ぎわに緩やかに放り投げて解放した。

「……い、いけません！　コウ司教！　その女は……」

　咳せき込こみながらゴーダが叫んだが、コウ司教は微笑で振りかえっただけだった。

　レミギウスにいたっては呼び止めることすらできず、その背を見送る。コウ司教の決断は、ゴーダを助けるためというより、もっと大きな目的のために為されたものだった。

　なればこそ、止める言葉が見つからないのだ。

　エリオットも彼らを見送りながら──ふと、違い和わ感かんを覚えた。

　祭殿の間まは極端に広い。その出口を出た少し脇わきで、今はフェリオ達が来訪者ビジター達と戦っているはずだった。

　シズヤという女は、その来訪者ビジター達と共に来たのだろう。騒ぎの起きた隙すきに祭殿へと潜もぐり込んだのだろうが──

「待ってください！」

　エリオットは二人を呼び止めた。

　シズヤが冷たい眼まな差ざしとともに振りかえる。その眼めに怯おびえず、エリオットは違和感の理由について口にした。

「廊下のほう──なにか、おかしくないですか？」

　祭殿の中では、軍勢が入り乱れるような大きな騒ぎが起きていたわけではない。だが、ゴーダとシズヤが争う音や、コウ司し教きようの澄んだ声は外にも漏もれ聞こえていたはずで、祭殿内の異常に誰だれも気づかなかったとは考えにくい。

　なのに──祭殿には、誰も入ってこない。

　シズヤもそのことに気づいたらしい。

「警備の怠たい慢まん……じゃ、ないわよね──」

　祭殿の出口付近に、その時、黒い小さな塊かたまりが飛んできた。

　その場にころころと転がって──停止したのは、人の頭だった。

　メイヤーが声を失い、そこから視線を逸そらす。

　誰もが言葉を失った状態で──廊下側からは、尋じん常じようならざる悲鳴と怒ど号ごうの交こう錯さくがはじまっていた。
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　フェリオは悪あく夢むを見る思いで、その光景に向き合っていた。

　バニッシュと、パンプキン──

　二人の来訪者ビジターは殺さつ戮りくの風と化していた。

　イリスが指示を残して消えた直後から、彼らは周囲の騎士達を襲い始めた。

　その動きの速さは、初めて対たい峙じした時の比ではない。

　騎士の一人がバニッシュの手に首を摑つかまれた。

　その首が〝消失〟して頭と胴どう体たいが離れるや、血を浴びたバニッシュは獣けものの動きで次の獲え物ものへ走る。

　目の前にいたのは騎士団団長のレーヴェだった。

　気き合あいの声と共に、彼女は神しん鋼こうの籠こ手てに覆おおわれた腕で神しん速そくの突きを繰り出した。

　全身をばねにした一撃は、まともに入れば鎧よろいでさえも貫つらぬきそうな威い力りよくを秘めている。

　その[image: 拳]こぶしを──バニッシュは、手で摑む。[image: 拳]の届く距離を見切った上で、伸びきった手に自らの手を添そえたのだ。

「あ──！」

　レーヴェの表情に焦しよう燥そうが浮いた。摑んだものを消失させるのが、バニッシュの戦い方である。摑んだその後に来るものは──

「──やらせるかっ！」

　間かん一いつ髪ぱつのところで脇わきから斬ざん撃げきを打ち込んだのは、神殿騎士のチェイニーだった。大剣による斬撃はバニッシュの腕を狙ねらい、それをかわすために彼は身を引く。それと同時に握っていた[image: 拳]が離れて、レーヴェは危あやういところを救われた。

　だが、その斬撃を避よけながら、バニッシュは邪じや魔まをしたチェイニーを勢いよく蹴りつける。

　たちまちに騎士の体は宙を舞い、軽装の鎧ごと壁かべ際ぎわまで吹き飛ばされた。

　そのまま呻うめいて、彼は動けなくなる。腹部を守っていた鉄板が、衝しよう撃げきのために内側に裂さけ、その一部が突き刺さっていた。

　呻きながら、チェイニーは血を吐く。

　下位の騎士だけに、彼は神鋼の胸むね当あてと通常の金属の胴どう当あてを併へい用ようしていた。だがもちろん、ただの蹴りで穴が空くような品ではない。

　ただの蹴りの、その常識を外れた威力に、見ていたフェリオは半なかば呆ぼう然ぜんとしていた。

　その場の全員に向けて、リセリナが悲鳴を上げる。

「戦っちゃだめです！　逃げて！」

　悲痛な声は廊下中に響き渡った。

「今の彼らは普通じゃないんです！　いつもよりかなり無理をしていますから、三分で元に戻ります。だからそれまで逃げて、時間を稼かせいでください！　戦ったら勝てません！」

　パンプキンが飛んだ。

　同時に、その傍そばにいた神殿騎士達の首がまとめて宙に舞っている。眼めにも映らぬ速さの斬ざん撃げきは、もはや防御に徹てつすることさえ許さない。辛かろうじて難を逃れたディアメルとライナスティの頭を飛び越え、かぼちゃ頭はフェリオの前に降り立った。

　フェリオはすぐさま、抱かかえていたウルクをリセリナに預け、愛用の刀を構える。

　逃げて時間を稼ごうにも──逃がしてくれそうにない。

　パンプキンの腕に宿った光の刃が、フェリオにめがけて疾はしった。

　刀で弾はじこうとした矢先に、背筋に悪お寒かんを覚える。

　フェリオは防御から回かい避ひに意識を切り替え、咄とつ嗟さに飛び退のいた。

　一瞬前まで体のあった場所を、パンプキンのもう一方の手が貫つらぬいていた。

　最初の一撃は誘いで、その後の手が本命だったらしい。退いていなければ、今いま頃ごろは致ち命めい傷しようを負っていた。

　フェリオは冷ひや汗あせを覚えながら声を張る。

「守りに徹しろ！　倒す必要はないから、三分間、耐え──」

　バニッシュの周囲で血が踊った。

　また神殿騎士達が命を散らす。レーヴェも必死で防戦を続けていたが、技術に多少でも欠点を持つ者達は、いとも容易たやすく彼らに殺されていった。

　フェリオを仕し留とめ損そこねたパンプキンは深追いせずに、次に周囲の騎士達を狙ねらった。

　腕を振り回しながらくるくると回るや、騎士達の首や腕、脚あしが切断され、まるで人形が分解されたようにその場へばらばらと落ちていく。

　リセリナが小さく悲鳴を上げた。

　彼女に迫ろうとしたパンプキンの前に、ライナスティとディアメルが立った。

「かぼちゃはかぼちゃらしく、畑で寝てろ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった怒ど声せいと共に、ライナスティが牽けん制せいの突きをいれる。ディアメルがそれに応じて、パンプキンの逃げるはずの方向を狙った。

　だが、パンプキンは軟なん体たい動物のようにその身をくねらせ、ライナスティの突きを避よけながら両手を振り回した。

　二人の騎士は慌あわてて剣を防御に回す。

　同時にパンプキンは細い足を伸ばし、ライナスティの脚を引っかけようとしたが、これにはディアメルが先に反応した。ライナスティの襟えり首くびを引っ摑つかみ、先に後ろへと退どかせる。

　空いた隙すき間まへ、フェリオはすかさず援えん護ごに入った。

「パンプキン！　やめろ！」

　無言で戦うかぼちゃ頭に、フェリオは声を投げた。

「おまえは自分の意思で戦える戦士だろう!?　何故なぜ、こんな戦い方を──」

「言葉は通じません！　今のパンプキンは、ラトロアの兵達と同じ……ただの戦う人形です！」

　リセリナが叫んだ。リセリナは〝同じ〟といったが、その戦闘力は段違いである。

　今のパンプキンとバニッシュは、もはや人の敵かなう存在ではなくなっていた。

　フェリオ達がパンプキンと戦っている隙すきに、神殿騎士達はバニッシュによって、あらかたが倒されていた。

　時間はまだ、一分ほどしか経たってはいない。

　戦せん慄りつするフェリオの視界で、レーヴェも遂ついに倒された。

　チェイニーと同じく強い蹴りでも受けたのか、壁かべ際ぎわに背を丸めて転がり、彼女はあえぐように血を吐いている。

　そのバニッシュが、リセリナ達の側に眼めを向けた。リセリナの傍そばで、エンジュが弓に矢を番つがえる。

　狙ねらいが定まる前に、バニッシュは身を低くして駆けた。

「やめろ！　二人とも、正しよう気きに戻ってくれ！」

　ムスカの野太い声が響いたが、その声も彼らには届いていない。

　リセリナとウルク、エンジュの元に、バニッシュが迫る。

　フェリオは焦あせってパンプキンの相手を切り上げた。

　今のリセリナは怪け我がをしている上に、腕うで輪わも持っていない。それでも相手が常じよう人じんならば、ある程度は戦えるだろうが、今の来訪者ビジター達が相手では戦力にならなかった。ウルクにいたっては、理由はわからないが今も動けずにいる。

　そんな彼女達を今、この状況で守れるのは、フェリオの刀だけだった。

　風を斬きる音と共に、フェリオはバニッシュの進路を塞ふさいで走り込んだ。

　刀を跳ね上げて彼の手をかわし、そのまま斬ろうとしたが腕輪の光に阻はばまれる。

「あ！」

　リセリナが声を上げた。

　バニッシュの接近は、フェリオもどうにか咄とつ嗟さに防いだが──その隙をついてパンプキンが、ディアメルやライナスティには眼もくれず、リセリナに向かった。

　すぐにエンジュが矢を射い掛かけたが、稲いな妻ずまのように不自然な動きでパンプキンはそれをかわす。矢が放たれた後に動いているだけに、狙いのつけ方でどうこうなる次元ではない。

　エンジュの次の矢は間まに合あいそうにない。

　フェリオが無理を承しよう知ちで、二人を同時に相手取ろうとした時──

　あらぬ方向から、パンプキンの傍を白刃がかすめた。

「フェリオ様！　ご無事ですか！」

　飛び込んでくるなり高く声を張ったのは──ラトロアの剣士、ハーミット・エアルだった。

　階下にいたはずの彼の意外な助太刀を受けて、フェリオは体勢を立て直す。バニッシュを相手に牽けん制せいの刃を切り込み、彼を少しだけ退ひかせた。

「ハーミットか、助かった！」

「まだです。彼らは……ラトロアの兵ではありませんね。これが──〝来訪者ビジター〟ですか？」

　ハーミットは、パンプキンとバニッシュを見るのは初めてのはずだった。

　周囲に散らばった騎士達の死体を横目に、彼は表情を険けわしくする。

　いまや立ってこの場にいるのは、フェリオとライナスティ、ディアメル、ハーミット、エンジュ──そして守られる立場であるリセリナ、ウルクと、来訪者ビジター達の目標外であるムスカにシアだけだった。

　あとは神殿騎士の死体か怪け我が人にんばかりである。

　ハーミットがパンプキンに斬きりかかった。

「だめだ！　ハーミット！」

　フェリオは思わず叫んだ。ハーミットが使っている刀は、神しん鋼こう製のものではない。

　たちまち、パンプキンの光の刃が縦横に走り──ハーミットの持っていた刀は、砕けてその場にばらばらと落ちた。

　半なかば呆ぼう然ぜんとしたのも一瞬で、ハーミットはすぐに転げてパンプキンの攻撃を避よける。

　壁かべ際ぎわに転がった彼を襲わせないために、今度はフェリオがパンプキンに猛攻を仕し掛かけた。

　相手を入れ替える形で、バニッシュに対してはライナスティとディアメルが立ち回る。

　転げて立ち上がったハーミットの脇わきには、怪我をした騎士が倒れていた。

　フェリオは戦いながら、その騎士に向けて声をかける。

「チェイニー！　彼に剣を貸してやってくれ！」

　バニッシュの蹴りで吹き飛ばされた神殿騎士のチェイニーは、咳せき込こみながら傍そばの大剣を差し出した。

　ハーミットがそれを受け取る。大剣と刀では使い勝手がかなり異なるはずだったが、武器なしでは来訪者ビジター達と戦えない。

「……お、おい、あんた……頼むぜ……？」

　苦しげに言う神殿騎士に頷うなずきを送ったハーミットが、フェリオと二人でパンプキンを挟きよう撃げきする。

　あと一分──

　その一分が、フェリオにはひどく長いものに感じられた。

　ウルクを抱かかえたリセリナは、ムスカ達の傍に動く。その傍から、エンジュも矢による牽制を続けていた。間近でも避けられてしまうために当たりはしないが、それによってパンプキンやバニッシュの動きを制限し、どうにか互ご角かくに持ち込む。

　がむしゃらに無む我が夢む中ちゆうで、そこに残された者達は苦しい戦いを続けた。
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　──三分。

　その三分が経過した時、イリスは上の階に、もうムスカ達以外の誰だれも残ってはいないだろうと思っていた。

　三分と区切ったのは、殲せん滅めつ設定に関しては、それがほぼ活動の限界だからだった。

　常じよう軌きを逸いつした強さには、代だい償しようが伴ともなう。

　パンプキンやバニッシュは肉体の強化を施ほどこされた人間だが、それでも昇しよう華かの時間は限られる。

　無む論ろん、肉体を駆く使しする程度にもよるし、脳にかかる負ふ担たんだけを考こう慮りよするなら、半日程度は昇華の状態を続けることも可能である。

　ただし、休むことなく連続で〝戦える〟のはせいぜい数十分以内で、もっとも強い戦闘力を発揮する殲滅設定ともなると、三分が限界だった。

　通常時の昇華は、あくまで限界を超えない範囲で行われる。だが殲滅設定に関しては、ごく短時間にせよ、肉体の限界、反射の限界、感覚の限界を超えてしまう。

　結果、活動可能な時間は累るい乗じよう的てきに短くなったが、敵の人数さえ多くなければ、その短時間で充分でもある。

　階下でその経過を待つイリスの傍そばには、カトルがいた。

　上の階で盗とう聴ちようの役割を果たした彼は今、次の命令を求めてイリスの隣に待たい機きしている。戦わせてもよかったが、全員が昇華してしまうとその後の事態に対たい処しよできない。イリスの考える限りでは、パンプキンとバニッシュだけでも、上の始し末まつは簡単なはずだった。

「カトル──貴方あなたとバニッシュは、私を裏切らないわよね……？」

　姿の見えない部下に、イリスはつい、そんなことを問いかけた。

　カトルの返事はない。彼は言葉を使わないのだ。

　養父であるバークライト大佐主導の薬物による実験は、カトルの人格をすっかり失わせていた。

　イリスは胸が苦しくなるのを自覚しながら、そっと窓の外に身を乗り出した。

　外壁の縁ふちに手をかけて、素早く上の階に上がる。

　ちょうど三分──

　そこにイリスは、信じ難い光景を見た。

　リセリナ達は──まだ、生きていた。神殿騎士達の死体がいたるところに散らばる中で、壁かべ際ぎわに立ったフェリオとその部下達は、リセリナとウルクを守り続けていた。

　三分が経たったパンプキンとバニッシュは、ちょうどその動きを止めつつある。

「カトル！　パンプキンをお願い！」

　イリスは叫んで、自らはバニッシュの元に駆けた。

「お嬢様……申し訳も──」

　バニッシュが膝ひざをつきそうになりながら呟つぶやく。イリスは素早くその肩を支えた。

「言いい訳わけは後で聞くわ。退ひくわよ」

　イリスはすぐにフェリオ達と距離をとった。フェリオ達の疲労も相当なものらしく、追ってくる様子はない。イリス達にはそれが幸いした。

　バニッシュとパンプキンは、時間が切れると同時に襲ってきた過度の疲労感のため、今はほとんど動けない。

「リセリナ……」

　憎ぞう悪おの視線で、イリスは彼女を見た。

　その隣には、エンジュもまだ無事でいる。

　それを確認した瞬間に、イリスの胸の苦しみは少しだけ緩ゆるんだが、イリス本人はそのことに気づかなかった。

「うわぁ……派は手でにやったわね──」

　どこか嬉き々きとした声が、祭殿の出口から響いた。

　そこにはシズヤがいた。傍かたわらにはコウ司し教きようを連れており、どうやら目的は達したらしい。

　フェリオ達が呆ぼう然ぜんとその方向を見ていた。

「イリス様。こちらは済みましたわ。そろそろ撤てつ退たいしたいんですけれど……いい？」

　リセリナがまだ無事なことを確認して、シズヤが悪戯いたずらっぽく問いかけた。

「もちろん、また彼女を狙ねらう機会はあると思うけど、ラトロアの兵達が掃そう討とうされたら下にいる人達も上がってくるはずだし、もうそろそろ潮しお時どきじゃないでしょうか？」

　シズヤの提案に、イリスは頷うなずいた。パンプキンとバニッシュがもう動けない。スフィアの力も、ムスカが地下に安置されている汎はん用よう兵器〝ガーゴイル〟を操作したため、この付近では使えない。

「行くわ。教授は──やっぱり残るの？」

　ムスカがバイザーを跳ね上げた。

　その下に覗のぞく眼めは、いつも真しん摯しな光を湛たたえている。肩の上では、シアが顔を俯うつむけていた。

「あぁ。私はこのままカシナート司教に協力する。イリス、もし、君達が神殿に戻ることがあったら──」

「仮か定ていの話は要いらないわ。もう言葉を交わすだけ無む駄だでしょう」

　階下にいる間、イリスは自分の頭を冷やし続けていた。

　道は完全に分かれたらしい。これ以上は、共に行動する理由もない。

　ムスカは、自分の道を見つけてしまったのだ。一度決意が固まれば、彼は頑がん固こな男である。付き合いを思えば殺すのも忍しのびないし、彼には恩おんもあった。

「……貴方あなたには、一応は感謝してるわ。さようなら」

　バニッシュに肩を貸しながら、イリスは強がってみせた。

　二人の会話を遮さえぎるようにして、フェリオが前に歩み出る。その呼吸は激しく、ここで繰り広げられた戦いの厳きびしさを物語っていた。

「来訪者ビジターはともかく──シズヤ、連れているコウ司し教きようをどうする気だ？」

　問う声は当然の如ごとく険けわしい。シズヤが笛を口にして嗤わらった。

「みればわかるでしょう？　事情は奥にいる人達から聞くといいわ」

　コウ司教が深ふか々ぶかと一礼する。

「フェリオ様、ご安心ください。ラトロアに行くことは、私の意志でもあるのです。どうなるかはわかりませんが──たとえどうなっても、私は自分にできることをやり遂とげます。貴方もどうか、この国を──」

　シズヤがコウ司教の口を後ろから塞ふさぎつつ、その細腕で彼を抱かかえた。腕からは例の〝死の神霊アービタ・スピリット〟と称していた光の綱ロープが伸び、コウ司教を拘こう束そくしている。

「じゃあ──フェリオ王子。それに皆様──」

　シズヤが窓辺に跳ねた。

　イリスも空の様子に気づく。どうやらもう〝迎え〟が来たらしい。

　シズヤが操あやつる、脱出手段──

　それはこの世界において〝玄げん鳥ちよう〟と呼ばれる、巨大な鳥だった。

　風を裂さいて、たちまちに空から二羽の黒い翼が降ってくる。

　翼は神殿の中庭で旋せん回かいし、その外壁に沿って上昇をはじめた。

「また、ね？」

　シズヤがフェリオ達に笑顔で手を振り、窓の外へ飛び降りた。

　バニッシュを連れたイリス、パンプキンを連れたカトルもそれに続く。

　そして──

「……イリス！　待ってくれ！」

　引き絞られていた矢が弓から放たれたように、狩人かりうどの少年が駆け出した。

「あ！　おい、エンジュ!?」

　呼び止める騎士の声を省かえりみず、彼は窓から身を乗り出す。

　すぐ真下から急上昇してきた玄鳥が、咄とつ嗟さに彼の身を摑つかんだ。助けようとした他の面々も、これには間に合わない。

　シズヤの操る赤みがかった玄鳥に、コウ司教とイリス、バニッシュが。

　シズヤの部下らしい少女の操る、もう一羽の玄鳥に、カトルとパンプキンが乗っていた。本当ならムスカとシアもこれに加わるはずだったが、この二人は神殿に残っている。

　最後の最後でエンジュが見せた行動に、イリスは純粋に驚いていた。

　鳥の足元から、彼の声が聞こえる。

　玄げん鳥ちようの背、そこに括くくりつけられた装そう具ぐにしがみつきつつ、イリスは抗こう議ぎの声を張りあげた。

「シズヤ!?　何を──」

　シズヤが軽く首を傾かしげた。

「急に追いかけてくるから、ホムラが乗り遅おくれかと勘かん違ちがいしたみたいですわ──このまま、落としちゃって構いません？」

　すでに鳥は、空高くに舞い上がりつつあった。シズヤの声は明らかに本気である。

　イリスはぞくりと背筋に悪お寒かんを覚えた。

「……ま……待って」

　か細い声で呟つぶやく。何故なぜか体が小刻みに震えた。

「……フェリオ王子やリセリナに対する情報源にもなるし……いざというときの人ひと質じちにもなるわ。このまま──連れて行って」

　シズヤがくすりと嗤わらった。

「……だってさ。ホムラ、握り潰つぶして食べちゃだめよ？」

　イリスがびくりとするようなことを玄鳥に囁ささやき、シズヤは手た綱づなを操った。

　鳥は軽快に飛び始め、イリスはひとまず安あん堵どする。足元ではエンジュがイリスの名を呼んでいたが、風に流されてうまく聞き取れない。

　ついさっきは──イリスもエンジュを殺そうとした。今、どうして彼を助けたのかは、自分でもよくわからない。

　ただ、三分の戦闘を経た後に、生きている彼の姿を見た時──イリスは、無意識にほっとしたのだ。

　自分ではそのことに気づかぬまま、イリスは適当な理由をつけて、エンジュを保護した。

　闇やみの空を、二羽の玄鳥は滑すべるように飛び去っていく。

　視線を上に転じれば、夜空には歪いびつな月──

　イリスはその青い光に眼めを細め、ざわつく自らの胸をぎゅっと押さえた。




　　　　　　　[image: ]




「……あの……行っちまいましたけど？」

　青年騎士が呆ぼう然ぜんとして呟くのへ、フェリオが曖あい昧まいに頷うなずいていた。

　彼らのやりとりを聞きながら、ムスカはほっと息を吐く。

　イリスが自分たちを素直に置いていったことが、ムスカにとっては意外だった。無む理り矢や理りにでも連れて行かれるかと覚かく悟ごもしていたが、イリスはムスカが思っていたよりも、ムスカの意志を尊そん重ちようしてくれていたのかもしれない。

　道が分かれたことは、寂さびしいことではある。

　だがムスカとしては、これでいいとも思っていた。もしこれから、ラトロアが神殿勢力に負けても、自分達がイリス達を保護してやることもできる。あえて敵味方に分かれることには、そうした保ほ険けん的てきな効果もある。

　逆にラトロアが勝つようなら──ムスカは、生きてはいないかもしれない。だが、やすやすとそうはさせないつもりである。

　そしてもう一つ──イリスのことは、あのエンジュという少年がいれば、なんとかしてくれそうな期待もあった。

　フェリオが空を見上げて呟つぶやいた。

「エンジュは無事だよ、きっと──なんとなく、こうなるような気がしていた。次にイリスと出会った時には、エンジュは彼女と一いつ緒しよに行くんじゃないか、って──そんな予感は、最初からあったんだ」

　フェリオの声は存ぞん外がいにさばけていた。

「──もともと、エンジュはイリスに会う目的で、俺おれ達と行動を共にしていた。あいつは……大丈夫だ。あいつなら、自分のことは自分でなんとかするよ」

　自分に言い聞かせるように言って、フェリオは窓の外から内側へと視線を戻した。

　ムスカは振りかえった彼と視線を合わせる。

　フェリオは何も言わず、まずリセリナの抱かかえるウルクの傍そばに戻った。

　彼女はまともに動けない様子で、ムスカの見たところ、今は意識がない。

　フェリオが周囲に声を投げた。

「ディアメルとライナスティは、怪け我がをした神殿騎士達を頼む。ハーミットは下に事態を連絡してきてくれ。警備が手薄だから、こちらに兵を回してもらって欲しい」

　フェリオの指示を受けて、各自がそれぞれに動き出した。祭殿にいたシャジールの民や、エリオットやメイヤーといった神官も、外に出てきて怪我人の手当てを手伝いはじめる。

　この場にいた神殿騎士は、その多くがあっという間に殺されてしまったが、レーヴェやチェイニーをはじめ、運よく助かった者も幾人かいた。いずれも無傷ではないが、助からないほどの重傷でもない。

　そしてフェリオは、この場を騎士と神官達に任せ、再びウルクの身を抱えようとした。

　ムスカはそれを呼び止める。

「……待ってくれ、フェリオ王子。ウルク司し祭さいの具合を、私に見せて欲しい」

　返事を待たずにその巨体を屈かがめて、ムスカはウルクの顔を覗のぞき込んだ。苦く悶もんに歪ゆがんだ寝顔に、安あん寧ねいは少しもない。

　反応に迷うフェリオの耳元に、リセリナがそっと囁ささやく。

「ムスカ教授は医者……施せ療りよう師しなんです。腕は確かですから、安心してください」

　自分では、そうそう確かな腕とは思わないが──実際にムスカは、この世界の施療師達よりは進んだ技術を持っていた。

　同時に今回のウルクの症状は、来訪者ビジターたる自分たちの技術によるものである。記憶を失わせたのが自分達なら、取り戻す手段にもっとも近いのもまた自分達だった。

　ウルクの瞼まぶたを開けて、ムスカはその瞳どう孔こうを覗のぞき込んだ。あまり反応はない。

　芳かんばしくない状況に、つい表情は険けわしくなる。

「……いつ、どんな状況でこうなったのかね？」

　その問いかけには、フェリオが戸と惑まどいながら応じた。

「ついさっき──イリス達が来る直前だった。急に頭が痛くなったみたいで、倒れこんで──それっきり──」

　フェリオにも、彼女がどうしてこんな状態になっているのかはわかっていないのだろう。答えの歯切れが悪いのは仕方ない。

　ムスカは鼻筋を歪ゆがめた。

　心当たりの症状が──一つある。

「──少し、気になってはいたんだ。シア。確か、彼女の処しよ置ちをおこなった時に、三日目でもなお意識があって、フェリオ王子のことを心配していたと──そう言っていたな？」

　シアが不安げに頷うなずいた。ウルクを覗き込みながら、彼女はその手を握っている。

「手て加か減げんをしたわけではないんだな？　正直に答えてくれ。これは大切なことなんだ」

　シアはまた頷く。泣きそうな様子でその場に固まった姿に、ムスカは心が軋きしむのを感じた。

　フェリオも何も言わない。

　シアがウルクの記憶を奪ったことは、彼としては許し難いことのはずだった。だがその当人がこんなにも小さな子供では、責せめるに責められない──そんな気持ちなのだろう。シアがそれを為なしたのもイリスの指示だったとなれば尚なお更さらだった。

　ムスカは思し案あんしながら、眉まゆを険しくひそめた。

「──〝針の穴〟……か」

　それは思いだしたくない単語だったが、ウルクの症状と一致した。

「なんですか？　それ──」

　リセリナが問う。バークライトの研究室と疎そ遠えんだった彼女は知らないことだろう。

　ムスカは殊こと更さらに声を潜ひそめた。

「バークライト大佐の薬物による昇しよう華かの研究──あの実験の最中に起きた現象だ。シアの能力は薬物によるそれとは違うが、脳に与える影響はあれと近い。というより、シアの能力で起きる結果を薬物で再現しようとしたのが、大佐の研究でな……」

　フェリオには理解し難い話だろうと思ったが、ムスカはあえて話した。

　案あんの定じよう、フェリオは不安げな様子を見せながらも、無言のままで理解しようと集中している。

「その研究時、稀まれに起きた現象が〝針の穴〟だ。通常、薬物の投とう与よによって意識は途と切ぎれ、人の意識は無防備な状態になる。だがごく稀に、その効果に抵抗しようと、ある一つの事を考え続けて、その結果──考え続けた記憶を拠より所どころとして、意識を失うことに抵抗するケースがあった」

　ムスカはウルクの頭に手を添そえた。かすかに熱っぽく感じるのは、おそらく気のせいではないだろう。

「シアの能力の場合は、多様な記憶をつなぐニューロンを組み替えることで、元の記憶への経けい路ろを断ちつつ、人格部分のコピーを脳内に作成する。薬物の場合には、シアのようにはニューロンの選別ができないために、かなり乱暴にそれらの一部を断つことになったわけだが──その場合でも、〝忘れる〟ことに抵抗し、実験としては失敗した者達がいた。大佐はその事例を〝針の穴〟と名付けた。要するに、記憶を塞ふさぐ強力な壁を頭の中に造ったにも関かかわらず、被ひ験けん者しやがある一つの記憶に対して固こ執しつした結果──そこに針で突いたほどの小さな穴が空いた状態で、記憶を塞ぐ壁が形成されてしまった。そういう状況だ」

　リセリナを振りかえると、彼女もわかったようなわからないような顔で首を傾かしげていた。

　ムスカは簡かん潔けつな推論を告げる。

「──つまりだ。ウルク司し祭さいの場合は、フェリオ王子のことをずっと憶おぼえていようとして、シアの処しよ置ちに抵抗した結果、その処置に穴ができてしまった可能性がある。ウルク司祭の情緒が不安定だったのも、おそらくはその穴のせいだろう」

　思わぬ言葉だったのか、フェリオが眼めを見開いた。

「じゃあ、ウルクは……俺おれのことを憶えているのか!?」

　勢い込んで問う彼に、ムスカは苦にがい顔を向けた。

「記憶として認識はできていないはずだ。深しん層そう心理で惹ひかれているぐらいだろう。だが──これは、よくない状況なんだ」

　自然とその声は沈んだ。シアも含めて、ウルクを囲んだ三人は一いち様ように戸と惑まどいを見せる。

「人の脳というのは本来、外部からどうこうしていいものじゃない。ただでさえ無理な工事に穴という欠けつ陥かんがあったとなれば、その頭脳にかかる負ふ担たんは大変なものになる。バークライト大佐の研究でも、薬物による〝針の穴〟が発生した被験者は、潜せん伏ぷく期間を経て人格崩ほう壊かいを起こすか、植物状態になった。あのカトルも、その前者の例らしい」

　リセリナが言葉に詰まって口元を押さえた。固まったシアを抱き締めて、彼女は眸ひとみを震わせる。

　フェリオに対しては意味の通じない単語がいくつかあるはずだったが、不ふ吉きつな気配は伝わったらしい。彼の顔色も蒼そう白はくに転じていた。

　ムスカはウルクの額に改めて触れた。

「……今のウルク司し祭さいのこの症状は、それに酷こく似じしている。おそらくこうなることは時間の問題だったはずだが──危あやうい傾向だ」

「教授──回復の見込みは？」

　リセリナが問う。ムスカは返答に迷った。フェリオも険けわしい眼めを向けている。

　正直に言うべきか、それとも──

　──ウルクの頰ほおに、ぽつぽつと水すい滴てきが落ちた。

　その涙を落としているのはシアだった。

　ウルクの傍そばに膝ひざをつき、彼女はその小さな手でウルクの頰に触れる。

　掠かすれるその声が、ムスカの耳に聞こえた。

「……ウル……ク……起きて……起きてよぉ……」

　泣きながら紡つむがれた言葉に、ムスカは歯を食いしばる。

　──ウルクをどうにかできる可能性があるのは、おそらく今のこの世界で、自分だけなのだ。その自分が怖気おじけづいていては、どうしようもない。

　ムスカは決意を込めて、シアの頭に手を置いた。

「──任せろ」

　呟つぶやいて、ムスカは立ち上がる。シアが涙なみだ眼めでムスカを見上げた。

　罪の意識とウルクへの心配が重なって、幼い心には重過ぎる荷が彼女を潰つぶそうとしていた。

[image: ]

　ムスカは無理をして強がってみせた。

「……私の〝教授〟の肩書きは、飾りじゃない。リセリナ、手伝え。彼女を〝ガーゴイル〟の元に運ぶ」

　リセリナが眼めをしばたたかせた。

「ガーゴイルの……？　そういえばさっきも通信で、イリスのスフィアに妨ぼう害がいを出してましたけど──つまり、修理できたんですか？」

「一部の機能だけだがね。完全ではないが、ある程度の医療行為も可能だ。万全ではないが……不可能でもない」

　イリスの腕うで輪わを直すついでに、ムスカはガーゴイルの調整もしておいた。

　フェリオに斬きられた範囲が広すぎて、完全な修復には至らなかったが、限定的な使用ならばどうにかなる。

　リセリナが不安そうに問いを重ねた。

「でも教授、肝かん心じんのマテリアルコアがもう……ガーゴイルのマテリアルコアは私が取っちゃいましたし、私の腕輪に入っていたコアは、バニッシュが持っていきました。イリス達があれだけ腕輪を使っていたからには、ガーゴイルの駆く動どうに必要な量はもうないんじゃ──」

　ムスカは首を横に振った。

　リセリナはまだ知らないらしい。

　この世界には、腕輪の使用に必要な〝マテリアルコア〟の代だい替たい品ひんがある。この神殿ではもうそれが生まれなくなったらしいが、保管されている分がまだいくらかはあるはずだった。

　流通前の輝石セレナイトの、〝原げん石せき〟──

　それこそが、マテリアルコアと同質のものである。

　マテリアルコアとは、ムスカ達の先人が〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟を解かい析せきし、その複ふく製せい品ひんとして製造したエネルギーの塊かたまりだった。

　そしてこの世界における輝石セレナイトもまた、元を辿たどれば御柱ピラーの部分的な複製品であるらしい。

　違う点は、ムスカ達の生み出したマテリアルコアが劣れつ化かコピーであるのに対し、輝石セレナイトはより高純度の品であり──そして、向こうの世界にはシャジールの民がいないことだけである。

「コアの心配は要いらない。代替品があるし、君の腕輪も、パーツ取りに使えと言われて私がイリスから預かってある。後で渡そう。ひとまず今は──」

　ムスカはウルクを見下ろし、リセリナに頷うなずいてみせた。

「彼女を地下にある〝ガーゴイル〟の元へ運ぶ。フェリオ王子、どうか一いつ緒しよに来てくれ。私が責任をもって、全力で治療を行う。どこまでできるかはわからないが──何もしないよりはましだ」

　ムスカはフェリオの眼を真まっ向こうから見み据すえた。曇くもりのない少年の眼まな差ざしは、怖いほどにまっすぐで、ひたすらに親友の無事を願っている様子だった。

　ぐったりとしたウルクの身を、フェリオは静かに抱かかえ上げる。

　ムスカは覚かく悟ごを決めて、まず一歩を踏み出した。

　その一歩は、彼が犯おかした罪を償つぐなうために確信をもって踏み出した、最初の一歩でもあった。
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　潜もぐり込んだ〝屍しかばねの兵〟達の掃そう討とうが、あらかた済んだ後に──

　カシナートは、来訪者ビジター達が寝ね返がえり、コウ司し教きようを誘ゆう拐かいしたと知らされた。

　その頃ころにはもう夜が明け、すでに空も白みはじめていた。

　唐とう突とつな災さい厄やくによって神殿騎士団が受けた被害は甚じん大だいだった。

　現れた敵兵達に対しては、かなり優位に戦えたはずである。相手は防御を考えずに攻めてきただけに、騎士達の腕にかかれば、仕し留とめることはさほど難しくなかったが──しかし、その数の多さに押された。

　結果として、神殿内に待たい機きさせていた六百人の騎士と、神しん域いきから援軍として来た数百の騎士のうち、その四分の一程が失われてしまった。まだ確たる数字は出ていないが、死者の数は少なく見積もっても二百人を超えている。怪け我が人にんも含めれば、戦力としてはもはや半減していた。

　カシナートにとってなにより誤ご算さんだったのは、騎士団団長、ベリエ・バーミリオンをも失ったことである。副団長のリカルド・バーゼスも生死不明で、おそらくは生きていないだろう。

　ベリエは厄やつ介かいな男だったが──戦いの場では大きな存在だった。カシナートにとっては古い知人でもあり、その死は軽くない。

　彼は敵兵の血によって狂きよう乱らん状態に陥おちいり、王宮騎士団のウィスタル・ベヘタシオンに勝負を挑んで、返かえり討うちになったらしい。

　ウィスタルのほうも重傷を負ったらしいが、彼の生存には安あん堵どした。もしこれでベリエがウィスタルを殺していたら、アルセイフとの和平交渉が難なん航こうすることは必ひつ至しである。

　もっとも──神殿から輝石セレナイトが生まれなくなった現状を考こう慮りよすると、和平交渉といっても実み入いりのないものになる。ない輝石セレナイトを出せとごねることもできないし、仮かりにフォルナム神殿を掌しよう握あくしたところで、もはやその旨うま味みも薄い。

　ラトロアをどうにかして、輝石セレナイトが再び産出されるようになれば──とも考えたが、そもそもラトロアの脅きよう威いを退しりぞけられるなら、フォルナムを制せい圧あつする必要そのものがなくなる。

　戦略の変更を迫られたカシナートは、今後の指針を考えるために、朝から情報収集に動いていた。

　さしあたっての急務は、昨夜の事実確認である。

　来訪者ビジター達が逃げた時、その場にいた神殿騎士達の多くは殺されたが、運よく生き残った者達もいた。

　カシナートが掃そう討とう戦せんの指揮を終えた頃ころには、そのうちで軽傷だった二人の治療も済んでいた。

　増ぞう援えんの神殿騎士団団長、レーヴェ・グレイスナイフ。

　そして神殿騎士団の一騎士、チェイニー・アルガレイ。

　二人の騎士はそれぞれに怪け我がを負っていたが、幸いにも命には別べつ状じようなく、カシナートは直接、寝台ベツドの上の彼らから事情の聞き取りを行った。

　すでにフェリオ王子配下の騎士からも情報は得ていたが、確認は必要である。

　結果として、二人の騎士が話した来訪者ビジター達との戦闘は、すでに聞き及んでいた内容とほぼ同じだった。

　話の後で、カシナートは二人を労ねぎらい、ゆっくりと席を立った。

「──お疲れ様でした。これからしばらくは傷を癒いやしてください」

　功労者にそれだけ告げて、カシナートはその場を去ろうとした。

　チェイニーという名の若い騎士が、その背を呼び止める。

「あ、すみません──カシナート司し教きよう。ちょっとお聞きしたいことが──」

「なんでしょうか」

　腹部に包帯を巻いた騎士は、申し訳なさそうに目許を歪ゆがめた。

「俺おれが気にするようなことじゃないんですが──あの、ウルク司し祭さいはご無事ですか？」

　神殿騎士がウルクの身を案じたことを、カシナートは意外に思った。

「彼女については──ヴェルジネ司祭」

　カシナートは腹ふく心しんの司祭を呼んだ。昨夜は神官達の避ひ難なんを誘ゆう導どうしていた彼女も、今は再びカシナートの傍そばに控えている。

　後の説明を彼女に一任し、カシナートは廊下に出た。

　神殿の中は、朝から騒そう然ぜんとしていた。

　神しん域いきの街まちから施せ療りよう師しをかき集め、今は負傷した騎士達の治療が進められている。

　掃討戦ではアルセイフの歩兵部隊や神殿の衛兵達も加わったため、怪我人がかなり増えていた。

　講談師の老人も、施療師に混じって怪我人の手当てをしている。柱はしら守もりでもある彼、ゴーダ・トレイスには、錬金術師アルケミストとして必要な医学の知識もあるらしい。

　消毒液の痛みに悲鳴をあげる兵士をからかいながら、彼は精力的に立ち働いていた。

　廊下まで使っての治療が続く中、カシナートは神殿の地下に脚あしを急がせる。

　神しん姫きの妹であるウルクは今、そこにいるはずだった。

　道の途中では、大量にある敵の死体を、動ける者達が忙いそがしげに片付けていた。一いつ括かつして焼却処分することになっているが、その処理だけでも数日はかかるだろう。これほどの死体を一度に見たのは、カシナートにとっても初めてのことだった。

　もっとも──人の死体とは、多分に気配が異なっている。運ぶ者達の話を聞く限りでは、体重もやけに軽いらしい。

　人ならぬ者を生み出したラトロアの勢力に、カシナートは改めて強い嫌けん悪お感かんを持った。

　やがて王宮騎士団が厳きびしく警備する地下の区画に入り、その奥まで進むと、カシナートの前に眩まぶしく白い光が見えてきた。

　その光が漏もれる部屋の前に、アルセイフの王子、フェリオが佇たたずんでいる。隣にはハーミットというラトロアの剣士や、フェリオを護まもる騎士達もいた。

　カシナートは会え釈しやくだけして、彼らの隣に立つ。

「──まだ出てきませんか」

「……はい」

　フェリオが眼めを閉じたまま問いに応じた。

　ウルクの記憶を失わせるよう、来訪者ビジター達に依頼したのはカシナートである。だがフェリオは、そのことを責せめてこない。

　王族としての自覚がその行動を抑よく制せいしていることは、カシナートにもわかった。今、アルセイフとジラーハの間に波なみ風かぜを立てれば、それだけ状況は悪化してしまう。フェリオはそのことをわかっている。

　もしカシナートをなじることで、ウルクが無事に回復するのなら、フェリオもそうするだろう。だがそんなことはあり得ないし、彼が本当に責めているのはおそらく──

「──フェリオ様。あまり御自身を責めないでください」

　隣にいた女騎士、ディアメルが小声で呟つぶやいた。

　フェリオは頷うなずくが、その顔色は晴れない。

　ウルクという親友を危機に晒さらして、もっとも苦しんでいるのは、他ほかならぬ彼自身だった。

　その心は、カシナートにもわかる。

　もし神しん姫きに何かがあったら、あるいは自分もフェリオのようになるだろう。今は屍しかばねの兵達がジラーハにも現れていないことを祈るしかない。

　正面の部屋の奥では、イリス達から離り反はんした来訪者ビジターのムスカとシア、それにリセリナ達が、ウルクの治療を行っていた。

　その部屋には、動かなくなったガーゴイルという黒い鎧よろいの化ばけ物ものが安置されている。

　来訪者ビジターの世界から来たその黒い鎧は、さまざまな用途に活用できる道具らしかった。カシナートも詳くわしいことはわからないが、フェリオが彼らを信頼してウルクを預けたのなら、それでいい。

　まだ当分かかるなら、改めて出直そうかと思った矢先に──

　扉とびらの向こうで、足音が動いた。

　フェリオが緊張に身を強こわ張ばらせる。その動きはカシナートにも伝でん染せんした。

　扉が開き──

　禿とく頭とうの巨漢が、そこに姿を見せる。

　部屋には真昼のような光が満ちていた。発光の元は細長い筒つつで、カシナートも見たことがない品である。

　ムスカの背の向こう側では、リセリナがシアを抱いていた。

　俯うつむいて背を向けたその顔色は、カシナートからはうかがえない。

「ムスカ、ウルクは──」

　フェリオが不安げに問いかける。

　黒い板状の眼鏡メガネをかけた巨漢は、その口元を硬かたく引き結んでいた。

「……最善は、尽くした。だが──」

　その言葉に、フェリオが固まった。

　カシナートは思わず神を呪のろう。

　ムスカは両りよう[image: 拳]こぶしを硬く握り締め、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

「……すまない──最悪のケースは避けられたが、今の我々にできることは、これが精一杯だ……」

　声には疲労と悔くやしさが滲にじんでいた。

　一同が言葉を失う。

　謝あやまるムスカを押しのけて、フェリオが部屋に駆け込んだ。簡かん易い寝台ベツドに寝かされたウルクは、黒い鎧よろい、ガーゴイルの向こう側に隠かくされている。

　彼女の元に駆け寄る少年の痛いた々いたしい背を、カシナートは黙って見送った。

　──これはきっと、自分が招いたことなのだ。

　その罪は背負わなければならない。

　眼めを逸そらさずに現実を直視して、カシナートは強く歯を食いしばった。
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　妹の座った木製の車くるま椅い子すを押しながら、クラウス・サンクレットは施せ療りよう院いんの庭を歩いていた。

　照りつける夏の日差しは強いが、木こ陰かげに入ると風も心地よい。少し涼しい場所を選んで立ち止まり、クラウスは妹のニナに外の景色をゆっくり見せた。

　敷地の外からは、子供達の遊ぶ楽しげな声が聞こえてくる。

　青く澄んで晴れ渡った空は抜けるようで、雲の流れも穏おだやかだった。

　施療院の中庭には、クラウス達と同じように、散歩に出ている患かん者じやが大勢いた。

　彼らの姿を視界におさめつつ──

　クラウスは、車椅子の傍そばに腰をおろした。

　マゼットの街まちの大きな施療院には、今日も多くの患者が滞たい在ざいしている。

　妹のニナもその一人で、クラウスは彼女の看護をしながら、ここで謹きん慎しんの日々を過ごしていた。

　国境付近で侵しん攻こうが始まっていることが信じられないような、平へい穏おんそのものの日常がここにはあった。

　ニナの怪け我がは、意識を取り戻してから順調に快方へと向かっていた。もうしばらくしたら、一人で動けるようにもなる。ずっと寝たきりだっただけに、まずは歩く練習からだが──若いだけに、その回復は早かった。

　クラウスとニナは、木陰で他愛たわいもない話をしていた。

　季節の草花のこと、王都ではじまった歌劇オペラのこと、交こう易えき会社で扱う商材のことや、流行の服、親交のある貴族達の近況──

　散歩の途中だった老夫妻が、二人の前を通りかかった。

「こんにちは。いつも仲がいいねぇ」

　声をよこしたのは車椅子の老ろう婆ばである。それを押す彼女の夫は、いつもにこにことしていたが寡か黙もくな人で、クラウスは挨あい拶さつ以外で彼の声を聞いたことがない。

　クラウス達も挨拶を返すと、老婆は皺しわだらけの優やさしい笑顔を向け、ニナをからかうように見つめた。

「やっぱり貴方あなた達、そうしていると兄妹には見えないよねぇ。そうしていると、本当に夫婦みたいだ」

　老婆はそういって、屈くつ託たくなく笑った。たちまちニナが頰ほおを染めて俯うつむく。

　クラウスが苦笑して型通りの否定をすると、老夫妻は笑いながら去っていった。

　ここの患者たちには、クラウスが内乱を起こした首しゆ謀ぼう者しやの一人だとは知られていない。それどころか、貴族とすらわかっていないだろう。クラウスの風ふう貌ぼうは人ひと懐なつっこく優しげで、いかにも商家の若わか旦だん那なという印象を漂わせている。クラウスとしても変に構えられるのは苦にが手てで、サンクレット家の名は伏せてここでの生活を送っていた。

　そしてニナとクラウスの関係も、ここの人々の多くは勝手に恋人か夫婦だと思っているらしい。

　兄妹だと言うと、皆が一いち様ように驚く。元から血がつながっていないのだから無理もないが、甲斐かい甲斐がいしく妹の世話を焼くクラウスの姿が、どうも惚ほれた弱みとして見えるらしい。ニナを王族に嫁よめ入いらせたいクラウスとしては、微妙なところだった。

「困ったな、あのお婆ばあさんにも──本人には悪気はないんだろうけど」

　クラウスが言うと、ニナはどこか寂さびしげに笑った。

　思えば彼女も、数すう奇きな運命にさらされている。

　両親を失って、サンクレット家の養女として引き取られ、政せい略りやく結婚の道具として第二王子だったレージクと婚約させられ、その婚約者は親しく話す機会もないまま、内乱で死んでしまった。

　ニナ自身も事故によって生死の境をさまよい、今こうして彼女が笑っていられることが、クラウスには奇き跡せきのように感じられる。

　嫌いなレージクに嫁入らずに済んだのはよかったが、兄としては、血のつながらない妹が不ふ憫びんで仕方ない。せめて王族であるフェリオかブラドーに貰もらってもらおうとも思ったが、国王となるブラドーには会う機会をつくることも難しいし、外がい務む卿きようラシアンの話では、フェリオにはもう婚約者がいるという。ベルナルフォンも言っていたことだが、フェリオはジラーハの司し祭さいと恋仲らしい。

　貴族達に相手を探そうにも、内乱で株を落としたサンクレット家に警戒し、まともな縁えん談だんは結べそうにない。下位の貴族や愚ぐ鈍どんな者なら食いつくだろうが、そんな相手に可愛かわいい妹を任せられるはずもなかった。

　どこかにニナを幸せにしてくれそうな相手がいないものかと、最近のクラウスは常に頭を捻ひねっていた。この際、貴族でなくとも、ニナが好きな相手ならばそれでいい。

　だが、当のニナにそのことを問いかけても、彼女は寂しそうに首を横に振るばかりだった。

　急いで決めるべきことでもないが──適齢期を過ぎれば、貴族の結婚は難しくなる。クラウスが焦あせるのも、その意味では当然のことといえた。

（この際、ベルに頼んでみるか……）

　クラウスは、そんなことまで考えている。

　親友のベルナルフォンは、ややぶっきらぼうなところはあるが、見た目よりは性格も優やさしく、誠実な男だった。

（国境から彼が戻ってきたら、話してみるか──）

　クラウスはぼんやりとそんなことを考えながら、今は遠い地に在る親友の身を案じた。

　国境でタートムの侵しん攻こうがはじまったことは、もう国民の間にも知られていた。あまり混乱が起きていないのは、この国の平和が長く、実感を持てないせいもある。あるいは、被害は国境で留とどまると、多くの人間が楽観視しているのだろう。

　事実、これまでアルセイフは、その歴史上、幾度かのタートムの侵しん攻こうを退しりぞけてきた。

　遠い戦地を思うクラウスの横顔を、車くるま椅い子すのニナがじっと見つめる。

「──兄様」

「ん？　どうしました？」

　ニナに呼ばれて、クラウスは微笑で応じた。彼女はクラウスを気き遣づかうように目許を歪ゆがめる。

「兄様は、国境の状況が気になっているのですよね？　謹きん慎しんの身でなければ、すぐにも駆けつけたいでしょうに──」

　クラウスは苦笑して、ニナを子供扱いに、その頭を軽く撫なでた。

「私は戦争は苦にが手てです。ベルは私のことを過大評価していますが、行っても役には立てません」

「いいえ。兄様は、とても優秀な将しようだと思います──もちろん私は、兄様には戦地になんて行って欲しくありません。そんな危険な場所に兄様が行くなんて、考えただけでぞっとします。でも──」

　ニナは眼めを伏せた。

「──兄様が、フェリオ様やベルナルフォン様へご恩おん返がえしをしたがっていることは──私にだって、わかります」

　クラウスは否ひ定ていしなかった。確かに謹慎の身でなければ、サンクレット家の私兵を率ひきいて、クラウスも国境に向かいたかった。だが、今の時点で勝手にでしゃばることは、かえってベルナルフォンやフェリオの顔を潰つぶすことになりかねない。

「大丈夫ですよ、ニナ。私が行かずとも、ベルは勇ゆう猛もう果か敢かんな将です。タートムを相手にひけをとることはないでしょう。今回はアルセイフの諸しよ侯こうも動いていますし、私の出る幕は……」

　ふと人の気配を感じて、クラウスは口を閉ざした。

　すぐ近くの別の木こ陰かげに、何者かが息を潜ひそめている。

「──どなたですか？」

　クラウスが問うと、その何者かは静かな声を返した。

「すまない。しばらく匿かくまって欲しい。すぐに……」

　女はごく小声で囁ささやいて、また黙ってしまった。

　見ればクラウス達の前に、まだ若い施せ療りよう師しの娘が駆けてくる。

　数日前に女の患かん者じやを伴ともなってやってきた施療師で、確か名前はクゥナといった。

「あの、すみません！　こちらに銀色の髪をした、綺き麗れいな子が来ませんでしたか？」

　ニナとクラウスを、ただの患者とその付つき添そいと見たのか、彼女は勢いこんで尋たずねてきた。

　クラウスはとりあえずとばかりに首を傾かしげる。

「さて──見てはいませんが、その人がどうかしたんですか？」

　施療師のクゥナは肩を上下させながら、しきりに周囲を見回していた。

「フォルナム神殿からお預かりしている患者さんなんですが、今、様子を見に行ったら、手荷物がなくなってたんです。怪け我がが治りかけてきたので、そろそろ抜け出すんじゃないかと心配してたんですが──いくら傷口が塞ふさがったって、もうしばらくは安あん静せいにしていなきゃいけないのに──もう！」

　クゥナは怒ったように言って、再び別の方向へ駆けていった。クラウスがそれとなく辺りを見回せば、彼女以外にも数人の施せ療りよう師しがそこらを動き回っている。

　木こ陰かげの娘がほっと息を吐いた。

「──すまないな。助かった。もうじき、迎えが来るはずなんだけど」

　姿を見せぬままに、彼女は呟つぶやいた。クラウスはその傍そばに歩み寄る。

「逃げてはだめですよ。あんなに心配してくれる人に、迷めい惑わくをかけたらいけません。戻ってくれますね？」

「そうしたいのは山々だけど、そうもいかないんだよ、クラウス卿」

　周囲に施療師の姿がないのを確認して、女は木陰から歩み出た。

　そこに立っていたのは、眩まぶしいほどの銀髪を短く揃そろえた若い娘だった。一般患かん者じやの着るごく地味な布ぬの服ふくをまとっていたが、そのシンプルな意い匠しようが、かえって彼女の容よう姿しの美しさを際きわ立だたせている。

　だがクラウスは、彼女のその姿よりも、自分の素す性じようを知られていたことにまず驚いた。名前だけならともかく、〝卿きよう〟と呼ばれたからには、相手はクラウスが貴族であることも知っている。

「……何故なぜ、私の名前を──」

「当然、知っているさ。サンクレット交こう易えきの若社長といえば有名人だ。それに貴方あなたがレージクの側にいたせいで、フェリオ王子もだいぶ苦戦したからな」

　クラウスは顔を強こわ張ばらせた。

　女はくすりと笑う。男のような話し方をしているが、彼女の声はあくまで澄んでいた。

「私はフェリオ王子の知合いなんだ。ちょっと怪け我がをしてここの世話になっていたけれど──そろそろ、のんびりしているわけにもいかなくなってね。悪いけれど、あの施療師に伝言を頼みたい。〝無理はしない。ちょっと用事ができたから、里帰りをしてくる〟って──伝えておいてくれないかな？」

「そういうことは、自分で言うべきではないのですか？」

　女の正しよう体たいをはかりかねて、クラウスはそう告げた。悪い人間ではない様子だったが、まだ信用はできない。

　銀髪の女は微笑ほほえんだ。

「生き真面目まじめなクゥナに責任を感じて欲しくなくてね。彼女の立場上、私が出て行くことを許すわけにはいかないはずだし。だけどもう傷は塞がったし、私には大切な用がある。私が彼女の眼めを盗ぬすんで勝手に出て行く分には、あくまで私の責任だ」

「……それはそれで、監かん視しの不ふ行ゆき届とどきということになるんじゃないでしょうか？」

「ならないよ。だって私は──」

　銀髪の娘が、紅あかい唇に小さな笛を添そえた。

　吹いても空気が漏もれるだけで、音らしい音はほとんど出なかったが、クラウスはふと背筋に寒さむ気けを覚えた。

「──誰だれにも止めようがない形で、正々堂々と出て行くつもりだから。ほら、やっと迎えが着た」

　しばらくの間まを置いて、空に不意の影が差した。

　女が木こ陰かげから庭先に走り出る。

　彼女にめがけて、空から降ってくるもの──その存在を、クラウスは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　内乱の起きるきっかけとなった、王おうの断だん崖がいでの馬車の転落──それを為なしたのがその鳥、玄げん鳥ちようだった。悪あく夢むが蘇よみがえって、思わずクラウスはニナを護まもろうと彼女を抱いた。腕の中でニナが震え、微かすかな悲鳴を漏もらした。

　目前で巨大な黒い翼が地上に降り立つ。

　芝しば生ふを散らす巨鳥の出現に、庭にいた他の患かん者じや達も色めきたった。

　女は平然とそこに歩み寄る。

「──ちゃんと来てくれたな、フウガ。待っていたよ。いい子にしてたか？　預かってくれた連中に、迷めい惑わくなんかかけてないだろうな」

　巨大な烏は女に嘴くちばしをすりよせ、猫のように甘あまえていた。

　クラウスは思わず声を荒げる。

「貴方あなたは──！」

　女は、玄鳥の傍そばからクラウスに微笑を向けた。

「誤ご解かいはいけないな、クラウス卿きよう。私はリセリナと共に、そこの可愛かわいい妹君ぎみを助けた者だ。軍ぐん務む卿きようらの馬車を襲い、レージクとつながっていたのは、別の玄鳥遣つかい──つまり私の敵だ」

　娘の意外な言葉に、クラウスはその場で立ち竦すくむ。

　彼女の眼めはふと剣けん吞のんな輝きを宿した。

「その敵達は、このアルセイフを陥おとしいれるつもりで動いている。たぶん、国境のタートム侵しん攻こうにも絡からんでくるだろう。厄やつ介かいな連中だ。私はこれから──奴やつらを止めなきゃいけない」

　決然として呟つぶやく彼女を、クラウスは改めて見つめた。

　崖がけから落ちたニナを救出した際のことは、リセリナとフェリオからも状況を聞いていた。森の獣けものにも襲われたらしいが、その場を救った者の名は、確か──

「まさか貴方が……シルヴァーナ──!?」

　クラウスが名を呼ぶと、彼女は──シルヴァーナは、軽く眼をしばたたかせた。

「へぇ、よく知っていたな。私の名もここ最近で、ずいぶん諸しよ方ほうに知られてしまったみたいだ」

　銀髪の娘はくすりと笑って、玄げん鳥ちようの背に飛び乗った。

　さきほど走り去ったばかりのクゥナが、その時、玄鳥に気づいて戻ってきた。

　走りながら、彼女は甲かん高だかく声を張り上げる。

「シルヴァーナ！　何をしているの!?　まだしばらくは安あん静せいに……！」

「北方民族は傷の治りも早くてね。ありがとう、クゥナ。この恩おんはいずれ返すよ！」

　風が巻き起こり、たちまち黒い塊かたまりが空に飛び上がった。

　クラウスとニナは、地上から呆ぼう然ぜんとその姿を見送る。

　玄鳥は緩ゆるやかに上空を旋せん回かいした後、やがて方向を定めた。

　悔くやしげに顔を歪ゆがめる施せ療りよう師しを置いて、銀髪の娘はそのまま、空の彼方かなたに飛び去っていく。

　その姿が消えてしばらくしてから、ニナがやっと口を開いた。

「……兄様。なんだったんですか？　今の──」

　不思議そうに問う妹の言葉に、クラウスは何も答えられなかった。
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　あとがき







　ごぶさたしてしまいました、渡瀬です。

　今回、久々に間が空いてしまいまして……も、申し訳ないです。

　これからが佳か境きよう！　というところでお待たせするのは、作者としても避けたかったのですが──かといって早さのために内容が犠ぎ牲せいにでもなったら本末転倒ですし、多少遅おそくなってしまったものの、今巻は先のことも考えながらじっくりと書かせていただきました。

　担当氏をはじめ、イラストレーターの岩崎先生や、出版社の方々にもいろいろと御ご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたが、なによりまずは、この本を手にとってくれている貴方あなたに──

　遅れてごめんなさい。それと、待っていてくれてありがとうございます。

　こうして本を無事にお届けできることは、書き手として本当に嬉うれしいです。




　世間を見れば図書館問題とか新古書店問題とか、一いつ介かいの物書きにとっては依い然ぜんとして厳しい状況が続いていたりもしますが、それでも待っていてくれる読者さんがいて、その期待に新刊をもって応こたえられることは、この職業にとってなにより幸せなことだったりします。

　……もっとも、ネットで見つけた某図書館の貸出ランキングで、自分の新刊が上位に食い込んでいた時には、さすがに少しへこみましたが……（汗）

　これは自作に限ったことではなく、出版業界全体、シリーズ物の場合は特にそうなのですが、「その続きを無事に出せるか否いなかは部数次し第だい」というのが現実です。作品によってはその他の事情で止まっているケースもあるはずですが、部数はやっぱり大きな要因。そして仮かりに、図書館や古書店で本が回転してしまうと──続きが出せるか否かの線上にある作品にとっては、マイナスの影響が大きいのも事実です。本というのは、一般の書店で読者さんに買ってもらえないことには、どうしようもなかったりします。

　借りて読んで面白かったら買う、という方かたも、中にはいると思いたいのですが──一方で、図書館ではわざわざ新刊の予約待ちがあるとも聞きます。新しん米まいながら、生業なりわいとして娯楽小説を書いている身からすると、出版界の将来に対して、やや苦しい心持ちになることもあります。




　ただ『空鐘』に関しましては、御覧のとおり、おかげさまで順調に巻数を進められています。思えば幸せな作品ですが、これはひとえに支えてくださっている皆様のおかげです。

　あとは生来の怠なまけ者ものな作者がペースを崩さなければ、なんとか完走できるかと思いますが──で、できたらいいなぁ。

　というわけで、もうしばらく続きますが、もしよろしければ最後までお付き合いいただけましたら幸いです。




　さて。

　この『空鐘』もいよいよ七巻目となりまして、野球ならそろそろジェット風船が飛びそうな頃ころ合あいですが、野球ではないのでそういうイベントはありません。残念です。

　しかし七冊──よくよく考えてみると、このシリーズの一巻目を書いていたのが、ちょうど一昨年の今頃でした。

　意外に難産だったのですが、あれから都つ合ごう二年、よく育ってくれたものだと最近思います。岩崎先生の素晴らしいイラストという視覚的な〝姿〟も得られて、自分の中では前二シリーズに負けない愛着を感じています。いやもちろん、みんな大切な作品なので、比べられるものではないのですが。

　先だっての四月には、このシリーズの編集部側の育ての親である担当の峯氏が、他の部署へ異動となりまして──氏には電撃での受賞以来、作品だけでなく作者のほうもいろいろと鍛きたえていただきました。当時はズブの素人しろうとだった自分が、今でもこの仕事を続けていられるのは、氏のご教導の賜たま物ものです。

　改めて、この場を借りて御礼を申し上げます。




　そしてこの巻以降は、新担当の江原氏が、『空鐘』の育ての親を引き継いでくださることになりました。

　作者はけっこう素でダメな子ですが、作品のほうは比較的、いい子だと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。

　同時に、作品というのは、〝読者の方かたに育ててもらう〟面も多分にありまして──

　むしろ作者や出版社の手が及ぶのは、作品が世に出る〝前〟までなので、その後は読者さんが里親のようなものです。

　どうか、かわいがってやっていただけましたら幸いです。




　それでは、また次巻にてお目にかかれることを祈りつつ──





２００５年　初夏　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。このたび振られました。そもそも最初から片思いだったのかもしれません。にぼしとか猫じゃらしとか具合のいい日向で彼女をつなぎとめるのには限界があったようです。こうなったら次はいよいよフ○スキーモ○プチに手を出すしか……！
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。
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